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「すげぇイタいヤツ」




　目の前に影ができたと思ったら、次のことを考えるヒマもなく、そうなっていた。

　鼻び腔こうを掠かすめる煙草たばこの残り香。肩に置かれた手の力強さと、後頭部に感じる手の温もり。そして、言葉を発せない状態にある自分の唇に、全意識が集中する。

　私の口に重ねられているのは、柔らかで少し苦い味がする唇。

　それは確実に、夢でも妄もう想そうでもなくて、現実だ。

「オマエの妄想に付き合っただけ」

　たった数センチ離れた位置で開いたその男の唇からは、クッと漏らした笑い声と、そんな言葉。

「アタリ、だろ？」

　ふっ……ざけんなっ!!




　――時は、ほんの少し遡さかのぼる。

　季節は、新生活をスタートさせている人が多いであろう春先。

　あ。雨、上がったんだ。

　壁がすべてガラス張りで、外が見える一階のこの空間には、ちょっとした名産品やキーホルダー、絵はがき、紅茶やお菓子が並んでいる。その十坪もない小さな店の入口に〝Close〟のプレートをかけるのが、夜八時。

　それから、商品を簡単に整理。取り扱っている商品数は多くはないから、すぐに済ませられる。次はレジ金違算のチェック。それを何事もなく終えることができれば、あとはプライベートルーム。

　ショップと隣のブライダルサロンを繋つなぐ通路に〝Private〟のプレートがついたドアがあって、その向こうには六畳ほどの部屋がある。中には長方形のテーブルがひとつと、椅子が四つ。それと壁側には給湯スペース。この部屋は、休憩室兼ドリンクルームになっている。

　カップなどの洗い物を終えてテーブルを綺き麗れいにしたら、『今日も一日終わった』と息を吐く。

　お腹空いた……早いとこ、行こっと。

　二十一階のロッカールームへ移動して着替えると、傘を忘れないようにして職場をあとにした。

　ひと月に一、二度は利用するバー。学生より社会人が多く利用するこの店は、私と由よし美みの行きつけになりつつある。今も飲み会の二軒目としてここを訪れたところ。

「なの花か、仕事どう？　相変わらずブライダルの手伝いもしてるんでしょ？」

　緩いパーマの黒髪をコンパクトミラーで整えながら、由美が言った。毎回恒例の文句だ。

「変わんないよー。手伝いっていうほどのものじゃないし。ただのお茶出し」

　その文句を、私はビール片手に明るく笑い飛ばした。

　私、鈴すず原はらなの花と由美は高校からの親友。今年二十三歳になった私たちは、いつからか自然とお酒を酌くみ交わすようにもなっていた。

　由美は昔からスタイルがよくて、美人で、知的で。さらに男前な性格ってところが、私が一番惚ほれ込んだ理由。

　それに比べて私は、背は百六十センチに届かないし、顔立ちも至って普通。唯一、目だけは『くっきり二ふた重えで、睫まつ毛げも長くていいね』と言われるくらい。

　自分にないものをたくさん持っている由美には、嫉しっ妬とを通り越して羨せん望ぼうの眼まな差ざししか向けられない。

　うーん。由美に憧あこがれてパーマをかけたはずなのに、なぜこうも印象が違う？

　肩下まで伸びたダークブラウンの毛先をつまんで視線を落とし、心の中で落胆した。

　さらに由美は、きちんと大学卒業前に就職が決まって、今は銀行の窓口に勤めている。それに比べて私は、就職活動の波にもうまく乗ることができず、結局フルタイムの契約社員に。一応、〝正社員登用制度あり〟って募集要項には書いてあったんだけど、そういう話は待てど暮らせど出やしない。

　なにより自分が『このままでいっか』なんて甘い気持ちでいるから、現状はなにも変わらないんだと思う。

　そんな私の仕事は、ホテル内のショップ店員。ショップといっても、ホテルに併設されているコンビニとは違うから平穏だ。

　かといって、ヒマなわけでもない。その理由は、ガラス一枚越しに隣接するブライダルサロンにある。ショップの様子を見ながら、隣のブライダルサロンに来たお客様にお茶を出したりもしなくてはならないのだ。

　しかしそれがまた、うまくこなせないほどではない、いい具合の仕事量。そこそこの充実感と、就業時間が終わる早さ。それに加えて、ショップの上司でもあるブライダルの部長とチーフがいい人となれば、居心地は最高。

　……まぁ、収入はひとり暮らしの生活ギリギリではあるけれど。

　私と由美は、メニューに視線を落としながら会話を続ける。

「なんか〝イイ〟話ないの？　ブライダルサロンの隣で働いてたら、女子的なアンテナは敏感になりそうじゃん」

「えー……ないな。っていうか、いいの、私は！」

　そりゃ、結婚を控えたカップルを見ると微ほほ笑えましかったり、多少は羨うらやましかったりするけどさ。でもいいんだ、私は。そういうカップルを見て、脳内で幸せになっている〝つもり〟だから。

　これは負け惜しみではなくて、本当に純粋な気持ち。『あー。あそこに座ってるのが私で、隣の彼が結婚相手だったら……』なんて、ヒマな時間に空想するのが大好物。

「なの花……いっつも思ってたけど、想像だけって虚むなしくない？」

「全然！　だって想像通りになんて、実際はならないことのほうが多いし。むしろ、現実はギャップに悲しくなることのほうが多い気がするし！」

　私だって、さすがに『いつか白馬の王子様が……』みたいに極端な想像まではしていない。きっと、だいたいの女の子になら共感してもらえる程度の〝妄想〟のはず。

　想いが通じ合うまでは、些さ細さいなことでドキドキしながら毎日を過ごして。ある日、今日みたいに雨が降っていたなら、『傘、忘れたの？』と相合傘でふたりきりになる機会が巡ってきて。視線をチラッと彼に向けると、彼の肩が濡れているのに気づいて。そんな優しさにドキッとしていたら目が合って。それで、勇気を出して『家に上がっていかない？』という流れになって、それから――。

「……あのさ。妄想中に悪いんだけど、私、結婚するわ」

　由美のサラリとした衝撃の報告に、私の陳ちん腐ぷな妄想なんてぶっ飛んでしまった。

　顔を上げて隣の由美を見る。でも由美は、私たちの間に開いたメニューに視線を落としたまま。私も呆ぼう然ぜんとそのメニューを見つめ直す。

　あ、マルゲリータ食べたかったんだ……って、そんなこと言ってる場合じゃなくて!!

　手の中でゆらりと揺れる液体に視線を落として、由美の言葉をプレイバックする。

　そしてすぐに、周囲のことを忘れて大きな声を上げた。

「けけけ、結婚って！　ちょ、ちょい待って！　そんな相手、いた!?」

　だって、だって！　彼氏がいるなんて聞いてなかったけど!?　いや、好きな人がいるような話は聞いてたか……。でもでも！

「いくら私の恋愛偏差値が低いこと知ってるからって、今までなんにも言ってくれないなんて！」

　非難めいた眼差しを向けると、由美は呆あきれたように返答する。

「そりゃそうでしょ。昨日の話だもの」

「……は？」

　昨日？　昨日の話って、どういうこと？　ん？　待て待て。全っ然わかんないんですけど。

「なの花、口開いてる」

　眉尻を下げ、おかしそうに私を見て由美は笑った。

　詳しく聞いてみると、なんでも相手は職場の人で、付き合ってはいなかったけれど、よく声をかけてくれていた人らしい。仕事中とか、食事をしているときとか、遊んでいるときなど彼を知るには充分な時間があり、由美が『いつも自然と隣にいることができて、自分が素でいられる相手だ』と感じた頃、その相手はすでに由美との結婚を意識していたんだとか。

「えぇと、つまり……付き合ってないのに、プロポーズされたってこと……？」

「私もまさか、『付き合おう』とかじゃなくて、『結婚しよう』だとは」

「だけど、由美は迷わなかったんでしょ？」

「んー、そうね。そういうのもアリかなー、なんて」

　……もしも私が、突然に『結婚しよう』なんて言われたら？

　仕事帰りにご飯に行ったり、休みが一緒の日にたまに出かけたりすることが普通になっていたなら、私は絶対その人に好意を持っているはず。『結婚……しちゃうか？』みたいに、なにかの流れで言われたものなら！　たぶん、いや、絶対！　私なら『うん』って即答だろうな!!

「……なの花、人の話でなに想像してたの？　教えなさいよ」

「いやいやいや、それは……」

　――なんて、このときは当然、恥ずかしくて口にしなかったけど。




　すでに二軒目ということもあって、それから完全に酔いが回った私は、次々と得意の妄想を繰り広げる。そして、惜しみなく由美に披露していた。

「……でね！　その日も至って普通に過ごしてたら、突然手を握られるの！　で、『……やだ？』とかって遠回しに意思確認されちゃったりして！」

　お酒が入った私の口からは、次から次へと出てくる妄想話。恥ずかしいとか虚しいとか、そういう感情は酔った勢いでどこかへ飛んでしまっていた。

「ああ！　夢、膨らむー。幸せ過ぎるー」

「……なの花、飲み過ぎ。そして妄想し過ぎ。そろそろ出よ！　私、その前にお手洗いに行ってくるから」

　カウンターに頬ほおをつけて、傾いて見える由美をぼんやりと見送る。

　……ああ。本当、飲み過ぎた。そして、確かに妄想し過ぎた。

　でも、止まらなかった。だって、結婚間近の幸せそうなカップルを普段から目まの当たりにしているけど、自分は〝結婚〟なんてほど遠い毎日を送ってるから。こうして脳内で幸せな想像さえしていれば、リアルな彼氏なんていなくても明日への活力になるもん！

『結婚するわ』

　さっきの由美の声が、また頭の中で聞こえた。

　結婚、かぁ……。

　素直に『おめでとう』って思う。それと同時に、ちょっとだけ『いいなぁ』って気持ちもなくはない。けれどそんな羨望より、こんなふうに私がイタいほど恥ずかしい話ができる、唯一の相手である由美が離れてしまう喪失感のほうが上回る。

　ああ。こんなとき、この喪失感を埋めてくれるほどの相手が私にもいたなら……。

「大丈夫ですか？」

　絶妙なタイミングで、頭上から聞こえた声。

　それに反応した私は、ガバッと体を起こした。その瞬間、私の頭に衝撃と、腕への冷たい感覚が走り、パリン！と目を細めたくなるような音が飛んできた。その音と声と光景に、サーッと酔いが醒さめていく。

「も、申し訳ございません！　お怪け我がはっ……」

　慌てる店員が声をかけた相手は、私だけじゃなくて隣のお客さんもだった。

　すると、隣から抑揚のない返答が聞こえた。

「……大丈夫です」

　頭を下げ、カウンターの奥にバタバタとタオルを取りに消えていった店員を見て、状況を整理する。

　たぶん……あの店員が、私を気遣って声をかけてくれて。たぶん……私に差しだそうと水の入ったグラスを手にしていて。たぶん、私が急に体を起こしたせいで、そのグラスをひっくり返して、中の水が隣の人に……。

　おそるおそる、ひと席空けて隣に座るお客さんを見る。

〝たぶん〟じゃなくて、絶対、私に怒ってる……よ、ね？

　目が合った隣のお客さんは男性だった。ピシッとしたスーツを身にまとったその男性は、スーツに負けず劣らず……いや、勝るほどの綺麗な顔。

　それは決して、酔っている私が美化しているものじゃない。

　シャープな輪郭に、スッと通った鼻筋。清潔感のある黒髪は、キリッとした眉を掠めるように流されている。その眉の下にある切れ長の二重の目は、甘く見えるけど、どこかスパイシーでもあり、じっと見られると怖い。

「す、すみませ……」

「……すげぇイタいヤツ」

　は……？

「あっ、お客様」

　私が思考停止しているときに、店員がその男性にもう一度声をかける。

「本当に大丈夫でしたから。お会計、いいですか」

「いえ！　注文されたのは一杯でしたし、お代は」

「でも……。じゃあ、また来ます」

　私がぽかんとしている間に、彼は立ち上がり、店員と話をつけてさっさと店を出ていった。その後ろ姿は嫌味なくらいスマート。

　だけど……あの男、私になんて言った？　聞き間違いじゃなければ……。

「お客様も大丈夫でしたか？」

「あっ、はい。逆にすみません、私のほうこそ……」

　グラスの破片を手に、心配そうに私を見ていたものの、私の返事を聞いて店員は笑顔を作った。そしてホッとしたように「お怪我がなくてよかったです」と片づけを続ける。

「あ！」

　その店員が突然発した声に、思わず顔を向けてしまう。私の視線に気づいた店員は、苦笑しながら言った。

「今のお客様、傘をお忘れに……。ああ、でもまた来てくださるみたいだったから、大丈夫ですかね」

「あ……そう、ですね……」

　私が持っている傘なんかよりも、ずっと大きな黒い傘。

　店員が握る太い柄えの傘からなぜか目が離せなくて、カウンターの奥に持っていかれる直前まで、その傘を見つめていた。




「なっちゃん、おはよ」

「香か耶やさん！　おはようございます」

　翌朝、可愛かわいいけれどどこか落ち着く声で、私を『なっちゃん』と呼んでくれる人の登場で一日が始まる。

　ハーフアップにした髪をふんわり揺らして、とびきりの笑顔を向けられると、同性の私だってときめいてしまうこともしばしば。癒いやし系とはまさにこういう人！という雰囲気を漂わせる仲なか江え香耶さんは、私よりちょっと背が高くて、垂れ目がチャームポイント……だと勝手に思っている。

　黒のスーツを着こなす香耶さんは、ブライダルサロンのチーフ。私がここに勤め始めたときから在籍している、とっても優しくて素敵な人だ。

「ねぇ、なっちゃんもどうかな。今夜、歓迎会する予定なんだけど」

　ひと通り開店準備を終えた私は、香耶さんの分も一緒にお茶を淹いれて差しだした。

「お茶、どうぞ。歓迎会って、今日から来る人のですか？」

「ありがと。そうそう、新しい部長の」

　新しい部長ってどんな人だろ。前の部長は四十手前くらいの人で、つい先月までここのブライダルサロンにいた。少し年は離れていたけど、気さくで話しやすい人だったんだよなぁ。

「香耶さんは、新しく来る部長ってご存じなんですか？」

「うん。実はね、私の同期なの」

「え！　ってことは、年も同じくらいの？」

「そう。同い年の二十八歳」

　香耶さんの同期かぁ。話している様子から察すると、嫌な人じゃなさそうでよかった。だけど、二十八で部長なんて相当すごいんじゃないのかな？　それとも、ブライダルではそれが普通なのかな？　どっちにしても、私の上司になる人だから、うまくやっていけるといいな。

　マイ湯飲みの緑茶を啜すするように飲んで、まだ見ぬ新部長を思い描くとちょっとだけ緊張する。けれど、ショップオープンと同時にそんな緊張はすぐに薄れてしまった。




　あっという間に一日が終わり、クローズしたあと、いつもと同じようにプライベートルームの片づけをする。そのとき、私を探してくれていたのか、ショップ側のドアから香耶さんがやってきた。

「あ、いた。なっちゃん、どうする？　歓迎会」

「歓迎、会……ああっ！」

　そうだ、そうだったよ！　歓迎会に誘われたのをすっかり忘れてた！

　でも考えたら、新しい部長なんて今日フロアにいた？　全然そんな感じの人には気づかなかったけど。

　んー……どうしよう。実は今、財布の中が結構淋しいんだよね。だけど、ここでの歓迎会って、新部長にとっては一度しかないわけだし……。初対面の場が外っていうほうが、リラックスして一気に仲よくなれたりするかな？

　頭の中で『行く』『行かない』とせめぎ合っていると、香耶さんが私の背後にある、ブライダルの事務所へ繋がっているドアのほうへと視線を移したのに気づく。不思議に思って振り返ると……。

「仲江、あそこがオレのデスク？」

　背が高くて、細身のスーツがよく似合う体形の男性。

　私は、織り柄入りの紺地のネクタイから、ゆっくりと視線を上げていく。間近だからかもしれないけど、それにしても、見上げる首が痛いほどの身長差。

　ほっそりとした顎あごからさらに視線を上げ、顔を確認すると、はた、と目が合って時間が止まった。

　……あれ？　どこかでお会いしませんでしたか、私たち。

　瞬まばたきもせず、その端正な顔を見つめる。すると、彼はフッと柔らかく目を細めた。

「今日からここのブライダルの部長として配属された、黒くろ川かわ優ゆう哉やです。よろしく」

　優しい表情と聞きやすい声に、私はぱちぱちと目を瞬しばたたかせる。

　声を出せないでいる私に代わって、香耶さんが口を開いた。

「この子はショップ担当の、鈴原なの花さん。でも、手が空いてるときはブライダルのこともやってくれてるの。あ、黒川くんのデスクはそこで合ってるよ」

　香耶さんに紹介してもらって、慌てて頭だけ下げた。そして、目下にある黒い靴をじっと見る。

　……え？　ちょっと、待って。今の人って……。

『すげぇイタいヤツ』

　あの日そう言った、バーで隣にいた男じゃ……。

　そーっと頭を上げると、すでに彼は少し離れたデスクに着いていた。荷物の整理を始めている〝黒川部長〟をもう一度確認する。

　……間違いない、と思う。

　私が混乱している理由。それはあまりにも、あの夜の男と、今目の前にいた男が違う顔をしていたからだ。それは本当に〝別人〟のように……。

「香耶さん……私、歓迎会……出ます」

　半信半疑の私は、少しの興味本位と自分の記憶の確認のため、香耶さんにそう言っていた。




　ブライダルから五人、ショップからは私ひとりという少人数で、歓迎会は行われた。

「黒川さんって結婚してないんですかぁ？」

　みんなまだそこまで酔っていないはずなのに、そんな質問よく堂々とできますね!?

　私はレモンサワーを口につけたまま、チラリと横目で盗み見る。

　それにしても見事なまでに、ブライダルの女子社員たちは黒川さんに興味津々だ。今夜は黒川さんが主役だから当然なんだけど。

「いや、まだしてないよ。自分のこととなると、ね」

「えー、そうなんですか？　でも、彼女は当然いますよねぇ？」

「……いや。今はいないんだ」

　こんなふうにチラ見している私も、一見あの女子社員たちと同じように見受けられるかもしれない。けど、私は同じそうじゃなくて……。

「なんだか、すごい人気よね。ま、予想してたけど」

　苦笑しながら、香耶さんはグラスを手にして私の前に座った。

　まぁ、ね。確かに見た目はいいし、肩書もいい。三人の女子社員に囲まれ、質問攻めされても嫌な顔ひとつ見せないし。むしろ、ひとつひとつ丁寧に話を聞いてきちんと答える姿は、好感度高いでしょ。

　ものすごい、優しい雰囲気を醸しだしてる……〝今は〟。

「久しぶりの同期との再会だけど、ゆっくり話してもいられないわ」

　そんな光景を眺めながら、香耶さんは少し淋しそうに笑った。

「……あの、すみません。私、ちょっとお手洗いに」

　香耶さんに断って、私は個室をそそくさと出た。パタン、と閉じた扉に両手を当てながら、ふーっと息を吐く。

　……香耶さん、ブライダルの輪に戻れたかな。

　天井を仰ぎ、心の中でぽつりと呟つぶやいた。

　別に、ショップの契約社員である私と、ブライダルの正社員たちが仲が悪いとかいうことは全然ない。でも、気を遣って香耶さんは私のところに来てくれたのかもしれないと思うと、『同期とゆっくり話せない』と残念そうにしているのが申し訳なくなっちゃって……。

　靴を履き、〝Toilet〟の看板の矢印を見つけて歩きだす。

　ちょっと遠いトイレに辿り着くと、誰もいない空間で鏡と対面した。

　それにしても。あの黒川さん、本当にあの夜、あのバーにいた人なんだろうか。

　目の焦点を、自分の姿から鏡の隅に移して、ぼんやりと思い出す。

　あの夜は結構お酒を飲んでいたし、あの男のことも、チラッと見て、チラッと声を聞いただけで、〝絶対〟っていう自信はない。それに加えて……。

「めっちゃニコニコしてたじゃん……」

　そう。今一緒にいた男は、ものすごい笑顔だった。仕事柄、営業スマイルはお手の物なんだろうけど、それにしても、だ。

　人ってあんなに変わるの？　笑うか笑わないかだけで？

　おもむろに視線を上げると、鏡の中の難しい顔をした自分と目が合った。誰もいないことを確認してから、ニイッと笑ってみる。

「……私も、なるべく普段から笑っとこ」

　表情筋のプチ体操を終え、頬を触りながらトイレを出た。

　ま、本人だったとしても、適度な距離感で仕事していれば問題なさそうだよね。

　ぐにぐにと頬を弄いじりながら、宙を見つめてそんな結論に達したときだった。

　声にならない驚きが訪れる。それは、不意に誰かが目の前を阻んだから。そして、あっという間に進行方向に逆らって、通路へ引き込まれる。

　な、なに!?

　がっしりと私の腕を掴つかむ手から、上へと視線を滑らせ、手の主を確認する。

「……え、えぇっ!?」

　驚き過ぎてなにを言っていいかわからないというのは、こういうことなのか。

　私はだらしなく口を開け、しきりに瞬きをしながら〝犯人〟を見上げた。

　そこにいるのは……。

「よぉ。また会ったな」

　怪しい表情は、薄暗い通路のせい？　いや、それだけじゃない。フッと片眉を上げる、その笑い方……すごく屈折した顔してますけど！

「く、黒川……さん……」

　黒く光る双眼がすぐ間近にある。それは、私と黒川さんの距離がそれだけ近いってことで。

　なにがどうなっているのか全然わからない。だけど黒川さんは、そんなことお構いなしとでもいわんばかりに、私の腕をしっかりと拘束する。そして顎に手を添えられ、クイッと上を向かされた。

「夢、見過ぎ女」

「はっ……はぁ!?」

　あと少しで異性と鼻先が触れるというほどのシチュエーションに、今、私が！　現実に！　立たされているなんて!!

「そういうの、なんつーの？　〝妄想女子〟？」

　クッという意地の悪い笑い声と共に言われると、顔が赤くなる。

　コ、コイツ……あの日の私の話、聞こえて……！

　新部長とあのバーで会った男が同一人物だとようやく理解して、応戦しようと試みる。でも悔しいことに、腕を振りほどくことも、離れることもできない。

「ちょっ……離してっ。いったいなにをっ」

「じゃあ、こういうことも妄想済み？」

　必死な私とは対照的に、まるでコドモと遊んでいるような余裕の顔で、ソイツは低い声で囁ささやいた。綺麗だけど嫌味な笑みから目を逸らせずにいると、睫毛がその黒い瞳を隠すように、ゆっくりと下を向き始める。

　そのまま、失礼な発言をしたソイツの唇が近づいてきて――。

「六名様、ご案内でーす」

　大きな声と近づいてくる大勢の足音に、ソイツの動きはピタリと止まった。そしてスッと背筋を伸ばし、私の腕と顔を解放する。

　私は咄とっ嗟さに、掴まれていた腕に手を添えて、息をひそめるようにしながら店員とお客さんが過ぎ去るのを待った。

「……ふ。残念」

　彼は俯うつむいていた私にひとこと言うと、ニッと口角をつり上げた。

「ま、妄想女子相手なら、これで口止めは充分か」

「く、口止め……？」

「オレのこと、誰にも言うなよ？　せっかくあのキャラ保持して、職場で円満に過ごしてるんだから」

　キャ、キャラ!?　じゃあ、やっぱりこっちが〝ホンモノ〟の……！

「バラしたら、今の続き――オマエの妄想以上のこと、ヤッちまうぞ」

「ヤッ……!?」

　そう言って、ヤツはわざとらしく、去り際に私の唇に人差し指を当てていった。

『妄想済み？』

　小馬鹿にしたようなヤツの言葉が、今になって頭の中を巡る。

　バ……バカにしてっ！　あいにく、本性がわかったアンタで妄想するほど、私はヘンタイじゃないのよっ！　誰がアンタで妄想なんかしてやるかっ。

　唇を触られた感触がずっと残っている気がして、私は、これでもか、というくらいに口を拭ぬぐってやった。







第一章










「勝手に妄想すんな」




　ああ、仕事に行きたくない。こんなふうに思ったのなんて、初めてかもしれない。

「……私の平穏な日々が」

　三度目の寝返りのあとに、ひとりぼやいた。

　昨日の夜、もちろん二次会はパスした。帰宅中から眠る直前まで、『あれは夢だ。アイツは幻だ。きっと妄想し過ぎた脳が生みだした幻影だ』と言い聞かせて。

　だけど一夜明けた今ですら、掴まれた手と、触れられた唇の感覚が、拭い去ったはずなのにまだ残ってる。




　外は私の心情を見事に表したような、どんより曇り空。

「おはよう。鈴原さん」

　出た！　一番顔を会わせたくないヤツ!!

　私が制服に着替えてショップへ向かうと、運悪く、すぐに黒川と遭遇してしまった。

「お、はようございます……」

『黒川部長』とか『黒川さん』だなんて、到底呼べる気がしない。

　まぁ、もちろん仕事中にそういう場面になったなら、ちゃんと呼ぶつもりではいるけれど。でも心の中では、アンタなんか呼び捨てだ。

　ショップとブライダルサロンを繋ぐ、数メートルの通路上にいた黒川を一いち瞥べつする。ショップ寄りにあるプライベートルームのドアノブに手をかけると、ヤツが近寄って話しかけてきた。

「遅番は十時半から、って仲江に聞いてたけど。ちょっと早いんじゃないか？」

「……休憩室でお茶を飲んでから出るので」

　質問に答えたんだから、そこ、どいてよね。

　私は平静を装い、黒川からふいっと視線を逸らして、プライベートルームに入った。

　左壁際にあるコンロに向かう。鍋に少量の水を入れて火にかけながら、今しがた顔を合わせた黒川のことを考える。

　……アイツ、ホンモノの猫かぶりだ。いや、猫なんて可愛らしいもんじゃないんだけど。でも、表向きは完璧なほどに優しい上司の笑顔で話しかけてきた。あの笑顔にみんな騙だまされてるんだ。

　ボーッとしているうちに、あっという間に沸き上がった鍋を見て、慌てて茶葉を放つ。濃い紅色が広がる鍋に、冷蔵庫から出しておいた小さなパックの牛乳をゆっくりと加えた。

　ああ、いい匂い。美味おいしそうな色。ミルクティーって好きだなぁ。

　沸騰する前に火を止めて、それを濾こしながらマイカップに注ぐ。ほわほわとした温かな湯気と、鼻をくすぐる香りに心が落ち着いた。砂糖を少し加え、両手で包み込むようにしてから小さく呟く。

「いただきます」

　ふうっと息を吹きかけて、ひと口含もうとしたときだった。キッチンの並びにあるドアを開けて、事務所から香耶さんが入ってきた。

「なっちゃん、おはよ！　相変わらずマメねぇ」

「ここで働いてる特権ですから」

　そう。ここでお客様にお茶を提供している私は、仕事がきっかけで、ほんの少しだけ今までよりも凝ったお茶の淹れ方を覚えた。

　今では仕事前に時間があるときは、こうしてお茶を飲むのが日課だ。

　ミルクティーを手にして、ふと考える。

　香耶さんって、あの黒川と同期って言ってたよね。じゃあ、アイツのこと結構知ってたりするのかな。そうしたら、香耶さんになら、この前のことを相談できたり……。

「あのっ、黒か――」

「仲江、チェック済みの見積もり、デスクに置いといたから」

　意を決して『黒川さん』と言いかけた。だけど、偶然か必然か……今度はソイツが事務所から姿を現し、香耶さんの後ろでにこやかにしている。

　香耶さんは「ありがとう」と、フローラルの香りだけを残して、その場からいなくなってしまう。

　香耶さーんっ！　私を、コイツとふたりきりにしないでくださーいっ！

　肩下で髪を揺らしながら遠ざかる背中を見つめ、心の中で叫ぶ。

　その叫びは、絶対に口に出してなんかいない。それなのに……。

「オマエ、今なんか余計なこと言おうとしたろ」

　なっ、なぜそれを！　そして、ついさっき香耶さんに声をかけた感じと、口調が思いっきり違ってるんですけど！

「べ、別に私は……」

「つまらないことは考えないようにな。仕事と、身体が大事なら……なんてな」

　ひっ……捻ひねくれてる……完全に。

　私にしか聞こえないくらいの声で囁き、ほんの少しだけ肩を揺らして笑う顔は、お世辞にも爽やかな笑顔だとは言えない。

　ああ、神様。どうしてこんなことに。っていうか、こういうのって……。

「セクハラ……そして、パワハラ……」

　デビル黒川を凝視して、思わず心の声を漏らしてしまった。それは、職場ここなら安全、とどこかで油断していたから。

　だけどこの男は、そんな私の浅はかな考えをいとも容易たやすく崩壊させる。

「その口、今ここで塞ふさいでやろうか？」

　たった一歩、横に近づいてきただけなのに、すごい威圧感。自信に満ちた瞳に、私が間違っているわけじゃないのに萎い縮しゅくさせられる。

　ガタタッとあとずさりして、部屋の中央にあるパイプ椅子を倒しそうになると、黒川の手が素早く伸びて椅子を掴んだ。必然的に密着寸前状態になる。

「……誘ってんの？」

　ありえない言葉を全否定したくても、椅子とソイツの胸に挟まれた私には、その余裕がなかった。パクパクと口だけを動かす私を見下ろし、デビル黒川はデビルらしい笑みを浮かべてまた囁いた。

「ま、そんなことできるなら、あんなガキみたいな妄想なんかしないよな」

　こ、ここここ、このっ……性悪男め!!

　ムカつくくらい綺麗な顔で、目を細めて私をジロジロ見てから、そのままヤツは事務所へと消えていった。




　あー、疲れた。それもこれも、アイツ……黒川がいるせいだ。

　あのあと打って変わって〝憧れ上司〟に戻ったペテン師。業務上とはいえ、話しかけられるだけで変な緊張が走ってやりづらいったらない。

　私は制服を脱いで着替えを終えると、溜め息をついた。

　モヤモヤした気持ちのまま、自分の白いスニーカーを見つめ、社員用出口に向かう。

　いつもなら、もっと楽しいことを考えて家路につくのに。今日は不本意にも頭の中をアイツが占領しかけていて、幸せな妄想の余地すらも与えられない。

　無意識に口を少し尖とがらせながら、出口のドアに手を伸ばし、ガチャリと開けた。

　外に出たら気持ちを切り替えて帰ろう。そう思っていたのに……。

「な、なんで……。どうして、雨なんか降ってんのよーっ！」

　まるで雨音に気づかなかった私も私だけどさ。仕方ないじゃない。耳に雨音が届かないくらいに、アイツの呪じゅ縛ばくでいろんな神経を支配されているんだから！

　このくらいなら駅まで走ろう、という生易しい雨じゃない。ザァァと激しい音と、目の前に小川といってもいいくらい大量の水が流れる光景。走って帰る気など完全に失せる。

　えぇー……今日って、雨予報だったっけ？　確かに曇ってはいたけど。あ、今朝はだるくて、天気予報チェックなんか忘れてたんだ。それもこれも……。

「アイツのせいじゃん！」

「『アイツ』って？」

　すぐ後ろから聞こえた質問に、背筋がピンと伸びる。振り向かなくても簡単にその人物が誰かわかった。今の今まで、頭から離れなかったアイツだ。

「な、ん……で」

　ここにいるんでしょうか？　あんな裏の顔を持っていても、ブライダルサロンの部長には変わりないんですよね？　なんでこんな早い時間に帰るの？　ブライダルって、たくさん残業をしている部署ですよね？

　今の時刻は、午後の八時半。こんな時間に、なぜ。

「うわ。もしかして、傘ないわけ？　降水確率とか見てねーの？」

　いちいちムカつく物言いと、無駄にデカい高さから見下ろす目が気に食わない。内心カチンときて、文句のひとつでもお見舞いしてやりたいって思ってはいる。……いるんだけど、実際にそれができるほど強い心は、私にはない。

　そんな強きょう靭じんな心を持っていたら、日頃妄想なんかしてないで、リアルで男性にガンガンいくっつーの！　って、今はそれ、関係なかったかも。

　しばらく無言で黒川を見上げていたけど、うまい返しが思い浮かばない。仕方なく、ふいっと顔を戻して淡々と答えることにした。

「……たまたま、今日は見忘れてたんです」

　それは嘘うそじゃないし。ていうか、その一因はアンタにもあると思いますけどねっ。あー、もう、早く行ってくんないかな！

　道を開けるように体を横にずらして、一秒でも早く黒川が帰っていくことを心から願う。

　これ以上は構わないように、あえて半分背を向けて、どうやって帰ろうかを思案していたそのときだった。バッと傘が開き、雨音が弾かれる音がする。少し濡れ始めた自分の前髪をよけると、黒い影が目の前に見えた。

　そして、狭い出口の隅に立つ私に、黒川が黒い傘を差しだす。

　う……嘘でしょ。アンタと私が相合傘だなんて！

　私に差し伸べている手を辿り、開かれた傘を見上げる。それから、黒川の顔におずおずと視線を向けると……。

「妄想女子は、こういう場面ではどんな想像してんの？」

　傘の中で黒川は、クッと嫌味な笑いを漏らした。

　その執しつ拗ような感じ！　職場のみんなにぜひとも見せてやりたい！

　コイツの顔を見ながらだと、反論するにも嫌味な顔に負けてしまいそう。

　視線を少し下にずらすと、そこに見えたのはずっと差しだされたままの黒川の手。それと、太くて黒い傘の柄。その柄を見て思い出す。

　そういえばあの日、忘れていった傘、取りに戻ったんだ。ていうか、やっぱり同一人物で、夢じゃないんだよね。

　見覚えのある傘に言葉を止めてしまうと、それに目ざとく気づいたらしい黒川が、さらにイキイキと楽しそうに声を弾ませる。

「ああ。傘コレ、あのとき〝誰か〟がグラス割ったりしたから、それに気を奪われてすっかり忘れてったよ」

『気を奪われて』だなんて、そんな繊細な心の持ち主じゃないでしょ！

　反抗心を瞳に宿して睨にらみつけると、ますます面おも白しろそうに黒川が続ける。

「後日、わざわざ取りに行くの面倒だったなぁ。でも、これ気に入ってるヤツだったしなぁ」

　なんって嫌なヤツ！　そして、傘ひとつでなんて小さい男！

「つーか、入るの？　入んないの？」

　わなわなとバッグを握りしめていると、煽あおるように、だるそうに、上から目線の口調でコイツは言ってきた。だいたい、こんな小さな借りでも、コイツなら『あとで何十倍にして返せ』って言われそうだ。

「入りませ――」

「あ。あの日のスーツも下ろしたてだったのに、結構濡れて皺しわになったんだよなぁ。高かったな、あれも」

　コッ……コイツーッ!!

　当然、『入りません！』って言ってやりたかったのに、ネチネチと過去のことを引き合いに出されるから、私は喉元まで出かかっていた言葉を発せなかった。

「帰り道、退屈だから話でも聞かせろよ」

　パワハラ、セクハラ。そして、ちょっとした脅おどし。

　怖くて怖くて仕方がない、とは思わないけど。ただ、コイツはきっとこの手を引っ込めて立ち去ることはしないだろうし、走り去ろうにも本当に雨がすごいし、今逃げたって、明日も明後日あさっても、これからしばらくずーっとコイツには会わなきゃならないわけだし。

　考えるのも疲れてきて、駅までの数分くらい耐えてみせるわよ！と、半ば投げやりに答えを出した。一歩進み、その黒い傘の中に入る。

「電車、何線？」

「……丸まるノの内うち線ですけど」

「じゃ、一緒だな」

　マジ？　えぇー……マジ!?　せめて行き先の方向は逆であってほしい！

「オレ、荻おぎ窪くぼ方面」

　切実な願いを心で唱えるも、その願いは一瞬で散った。

　私があからさまに嫌な顔をしたらしく、黒川はプッと吹きだす。

「あー、マジで面白い。なに、その顔。家が同じ方面ってわけか」

　嫌な顔をしたのは自分だけど、その顔色が見事なまでに伝わってしまったから、ちょっと気まずい。パッと俯いて、数メートル先の濡れたアスファルトだけを見るようにした。

　一向にやむ気配のない雨に溜め息をつきながら、黒川のモデルのような長い足の歩調に懸命についていく。

「オマエ、いくつ？　うちに来て、どれくらい？」

「……二十三で、二年ですけど」

　傘の中で聞こえる声が、まるで異次元にでもいるような感覚にさせる。

　だって、誰が想像できた？　私が男の人と相合傘をすることも、その相手が二面性を持つ腹黒上司っていうことも。あまりに非現実的過ぎて、ありえない。

　とにかく、無事に帰還するんだ、私！

　自分にエールを送り、黒川の質問に機械的に答える。

「へぇ。じゃあ、就職決まんなかったクチ？」

　サラリと毒を吐かれた私は、あろうことか、またヤツの顔を見てしまった。

　きっと人間は、反射的にそう動いてしまうんだ。こんな優しさのかけらもないことを言える人間って、どんな顔してんだ!?って具合に。

　見上げた先にあったのは、仕事後だというのに、疲れとは無縁そうなイケメンの顔だった。ついでに言うと、そのモテ顔が超憎たらしい嫌味な笑みを零こぼしてる。

「オマエみたいなボケッとしたヤツを採るなんて。うちの会社、よっぽど変わり者が好きなんだな」

　……なんなんだろう、この人は。なんで出会って間もない人間に、しかも明らかに年下の女子で、部下なのに、よくもそういうことを平気な顔して言えますね！　今まで嫌われたこととかないわけ？　……あ。

　信号で立ち止まったときに、微妙な距離で隣に立つ男を見上げる。目に少し疑問の色を浮かべられたけど、ぷいっとあからさまに顔を背けてやった。

　そうだ、そうだよね。この人、嫌われるわけないんだ。

　だって、完璧だもん。

　仕事中のこの人は、完全に〝イイ上司〟を演じている。私だって、就業中は錯覚を起こしそうになるくらい。あー、もう。そのあたりからして要領がいい。つまりは、運も目標もなく、かつ不器用な私とは正反対ってわけだ。

　敗北感に似た、なんだかわからない感情が湧いてくる。

　私は腕を組んで、小刻みに体を揺する。いつもより待ち時間が長いと感じながら、青に変わらない信号機を見つめていると、横からソイツが言った。

「なに考えてんの？　オマエの妄想に、オレを使うのは勘弁しろよ」

「はあぁ!?　そんなこと、絶対しませんからっ」

「つーか、もうちょい寄れよ。濡れるだろ、オレが」

　こんな自己中発言をするような男で、なにをどう想像しろっていうの？

　でも、気づかれないようにソイツを見ると、本当に肩が濡れていたから、仕方なく一歩……いや、半歩だけ、私は傘の中央へと移動した。ちょっと近づいただけなのに、どうしようもなく緊張してしまう。

　すると、それ以上動けない私の耳に、「はぁ」とわざとらしいほどの大きな溜め息が聞こえた。その溜め息に顔を上げ、一歩先に踏みだした黒川にどうにか反応し、追うように歩きだす。

　それ以降、地下鉄に乗ってからは少し距離を置いたから、なんとか何事もなく帰宅できた。




　あの雨の日以来、黒川とは帰りに遭遇することはない。

　そりゃそうだ。だってブライダルは本当に仕事が多いから、あんなに早く帰宅できることなんて滅多にない。

　あれから三日が経過した今日の休憩時間。プライベートルームでお昼を食べ終え、少し低めの温度で淹れた煎茶をひとりで飲んでいた。

　ドアの向こう側からは、土曜ということもあって、相変わらずパタパタと忙しそうなスタッフの様子が窺うかがえる。

　アイツは、やっぱりここでは完璧な人柄を演じている。スタッフたちの〝部長〟に対する信頼も強くなっているらしい。私は、そんなヤツがスタッフと親しげに会話を交わしている姿を見ると、『あの男、今は笑っているけど、頭の中ではどんなことを思ってるんだろう』なんて考えたりする。

　香耶さんが時折話題にする黒川の人物像は、『新入社員のときから、同期や上司、お客様みんなに好感を持たれてた』とか、『料飲部や宿泊部の仕事もすぐにこなして、コンシェルジュ業務などもできる』とか。

　一番最近の情報だと、『営業成績がよかったから、契約件数が落ちてきているうちのサロンに来た』そうだ。

　それはわかったんだけど、香耶さんはさらにこうも言った。

『この部署は、向き不向きがあるから。黒川くんなら柔軟性も信頼性もあるから、ひと組のお客様と長く接したり、アクシデントも多かったりするブライダル部に適してるのね』と。

　そこだけは賛同できなかった。まぁ、別に否定もしないで、ただ聞いてただけなんだけど。

　だって、アイツに〝ブライダル〟って。契約は取れるんだろうけど、アイツは根本的にブライダルから遠い存在の気がする。このちょっとの期間だけど、アイツの言葉の端々に、女の人に対しての愛情みたいなものを感じたことがないし。

　ズズッとお茶を啜ると、ガチャリとドアが開かれる。

　……げ。

　湯飲みを傾けた状態のまま、ドアを開け放った主を見る。ソイツも私を見て目を合わせると、涼しい顔でパタンとドアを閉めた。

「ちょうどよかった。オレにもお茶淹れて」

　そう言って私の斜め前に腰を下ろしながら、黒川はデスクに見積書や資料などをバサッと置き、視線を落とした。

　当然のように私に命令することが、すごく腹立たしい。無言で席を立つと、ヤツのカップを戸棚から出して背を向ける。

　アイツに出すお茶だけど、お茶を淹れること自体は好きだから、いつもと同じように丁寧に淹れる。

　黙っていると、本当にカッコイイ上司なんだけどな。頬づえをつく手指や、見えない鎖骨へ向かう首筋が、なんというか……フェロモン全開で。

　それに、この前の雨の日の帰りに間近で見たから知っているけど……睫毛も長くて、肌も綺麗。香水なのか家の香りなのか……ちょっといい匂いもした。そこに混じって香る、微かすかな煙草の匂いが、またオトナを感じさせて――。

　無意識に振り返り、食い入るような視線を黒川に向けていたら、不意にヤツが顔を上げてビクッとした。

「……だから、人で勝手に妄想すんな、っつってんだろ」

　真顔でバッサリと言われると、瞬時に返す言葉も浮かばない。

　なによ……なによ。別に迷惑かけてないし！　ていうか、このお茶アンタのために淹れたんですけど！

　ドンッと乱暴にお茶を出して、「ふんっ」と漫画のように大げさに鼻息を荒くした。

「ほんっと、黒川さんはっ……！」

　そこまで言いかけて、言葉を呑のみ込む。

　その先を口にするのを迷っていたら、香耶さんが部屋に入ってきた。

「あ、ここにいた。さっきの資料なんだけど……そう、それ」

　香耶さんが来たのと同時に、さっきまでの黒川は姿を隠す。そしてまた別の顔を見せながら、普通に会話をし始めた。

　ヤツの変へん貌ぼうぶりを遠目で見て、私はそのままショップへと戻った。




　耳を澄ますと聞こえる、オルゴールのＢＧＭ。これがまた、昼食後の満腹時に睡魔を呼ぶ。

　小さな店内をぐるりと眺めて歩くお客様を目で追いながら、ぼんやりする。

　それにしても、さっきは危なかった。なんだか悔しくて、『本当に腹黒ですよね』って言いかけちゃった。言ってすっきりしたいところだったけど、あとのことを考えたらめんどくさいし、恐ろしい。

　そんな言葉を放ってしまった未来を想像して、身震いする。

「黒川さん、カッコイイですよねぇ」

　聞こえてきた呟きに、パッと横を見る。そこでは、もうひとりのショップ担当でバイトの美み優ゆちゃんが目をハートにしていた。

　うわ、ここにもいた！　黒川に洗脳されているかわいそうな女子が！

「あ、あー……そう、ね……どうだろうね」

「えっ！　鈴原さんて、イケメンはダメなんですか!?」

「や、ダメっていうか……」

〝アイツ〟がダメなんだよ。

　サロンのほうでにこやかに接客している黒川を横目で見て、心の中で舌を出した。

「あたし、ブライダルのお茶出しって、どうもめんどくさかったんですけど。でも、最近は楽しくて仕方ないですー」

　いいね、その魔法。いっそのこと、私もかけられていたほうが、何十倍も楽しく仕事ができてたと思う。

　美優ちゃんは、『楽しくて仕方ない』と言うだけあって、率先してブライダルのお客様へとお茶を出してくれる。

　私は昼休憩中に売れていたタオルやスリッパを、ちゃちゃっと補充してしまうと、またマネキンのようになるだけ。ぼんやりとブライダルサロンを眺めると、真剣に話を聞いていたり、楽しそうに笑っていたりするカップルが目に入る。

　ああ。きっと今が一番楽しい時期なのかな？　それぞれ恋愛してきて、ひとつの区切りとして結婚するんだよねぇ。

　あのカップル、待っている間はジュエリーショップの広告を見ていたみたいだけど、今日はこのあと指輪でも見に行ったりするのかな。指輪かぁ。今は婚約指輪はあまり贈らないって聞いたけど、どうなのかな。そういうのって一緒に買いに行くのかな。

　デートの最中に突然、パカッと四角い箱を開いてプロポーズするっていうのは、最近の男の人はしないのかな。正直、ああいうシチュエーションも捨て難いんだよなぁ。ジュエリーショップっていう、男の人には敷居の高そうな店にひとりで行って、一生懸命選んでくれて。サイズだって、きっとバレないようにどうにか探って準備していたということを想像したら、もう堪たまらなく……。

「あのー」

「は、はいっ。いらっしゃいませ!!」

　ああ！　またやっちゃってた！　よそ見して、予定のない未来を想像してた！

　目の前にいたお客様に声をかけられ、慌てて首を元に戻して一礼する。パッと顔を上げて、用件を伺うかがおうとした。

「ははっ。やっぱり、鈴原さんだ！　ここで働いてるんだ？」

　白い歯を見せ、爽やかな笑顔で私を見つめるのは、ホンモノの……？

「にっ、にに、西にし嶋じまさんっ!?　な、なんでっ……ていうか、私のこと……！」

「え？　そりゃあ覚えてるよ。同じサークルだったから。ていうか、まだ最近のことじゃん？　忘れないよ」

　ああ。変わらない、その笑顔。超癒やされます、西嶋さん！

　少し犬に似た、愛らしい瞳の西嶋光こう輝きさん。大学のときのひとつ先輩で、なにを隠そう、私がもっぱら熱視線を送っていた人だ。カッコイイんだけど、どこか可愛らしくも見える容姿に萌もえていた私は、ひと目惚れのような形で同じサークルを選んだ。

　でも結局、たまに言葉を交わせたらラッキー、くらいの距離感で終わったんだよね。連絡先だって、頭の中では何度も交換してたけど現実には……。

「あ、あはは……。今日は、どうしてこちらに？　あ、もしかして……」

　そう言いながら、私が視線を向けた先はブライダルサロン。その視線の意図を汲くみ取った西嶋さんは、慌てる素振りも見せずに言った。

「ああ。ここ、隣がブライダル関係の場所なんだね。でも違うよ？　おれはそういう予定ないない！」

「え？　そうなんですか？」

　でも、そうじゃなくても、ランチデートとかなんだよね、きっと。最近のホテルはランチが手頃な値段で来やすいし。

　チラチラとあたりに相手らしき女性がいないか見ていたからか、西嶋さんは私を気にするようにまわりを見まわした。

「あ、ごめん。仕事中だったね。じゃあ、鈴原さん。またね」

　西嶋さんは出口へと向かってドアを押し開ける。私がぽかん、と西嶋さんを見ていると、閉まりかけたドアに彼が手を添え、くるりとこっちに爽やかな笑顔を向ける。

「仕事、頑張って」

　チリンチリン、というドアチャイムの高い音が収まっても、しばらくそこから視線を動かせずにいた。西嶋さんの声と笑った顔が、まだ頭の中で再生され続けている。

　……うわ……うわ、うわー。すごい出来事じゃない!?　今の！　大学のときの憧れの先輩に再会して、しかも私を覚えていてくれて！　それに、『またね』って言ってたよね？　もしかしたら、本当に〝また〟があるかもしれないってことだよね？

　まぁ、彼女とランチデートだったかもしれないけど……。でもいいんだ！

　私は少し前の出来事を単純に喜んで、だらしないくらいにニヤついていた。

「気持ち悪……」

　背後にまったく気配を感じていなかったため、その声に心底驚いて、ビクリと全身を震わせた。ゆっくりと首を後ろへ回すと、そこには当然……。

「く……ろ、か……わさん」

　なに、なんで……。忙しいであろうサロンを抜けて、なぜそこにいるんだろう。ていうか、いつからそこにいて、どの段階から見ていたの？

　動揺した心を隠そうと、呼吸を整えながら、黒川の出方を待つ。彼の顔を見てみるけど、眉ひとつ動かさずに、ただ私を見下ろしているだけ。

　全っ然、表情から心を読み取ることができない。そして、私をじっと見つめる目が怖いんですけど……。

　気持ちで完全に負けていた私は、じりじりとあとずさる。レジカウンターに手をつき、それ以上逃げられない、と悟ったのと同時に、ヤツが口を開いた。

「どれだけ都合いいの？　ここ」

　トン、と額のあたりを人差し指で突かれると、一瞬、思考が止まった。

「同じサークルの西嶋クン、ねぇ。『またね』って言われたぐらいで舞い上がって」

　再び脳が動きだしたときに認識できたコイツの顔は……すごい意地悪な笑み。

「……その、顔！　みんなに見られますよっ……！」

「手が空いてるの、今はオレだけだから。そこまで抜けてねーよ、オマエみたいに」

『私だって抜けてなんかない！』っていつもなら否定しようとするはずが、完全に一部始終を見られていたことに、なにも言い返せない。

　悔しいけど、口をきゅっと結んで言葉を呑み込んだ。その代わり、勝ち誇った顔をした黒川をジロリ、と見上げる。

「それより、なにか用ですか」

　この勝負は負ける。そう判断した私は、苦し紛れのドロー作戦で、話を変えることにした。

「ああ。ショップのカモミール、ひとつくれ」

「カモミール？　えぇと……」

　商品棚から、丸い銀色のケースに入ったカモミールの茶葉を手に取った。手のひらほどの大きさの入れ物は、お試しサイズで可愛らしい。それを彼の大きな手のひらに、ぽん、と預ける。

　カモミールを手に去っていく背中を見ていると、黒川はピタッと足を止めて振り返った。

「仕事中は、ちゃんと現実見とけよ」

　ふふん、と口元を片側だけつり上げる笑い方も、もう何度目だろう。

　その笑い方や嫌味にすでに慣れてきてしまったのか、そんなアイツに目を奪われている自分がよくわからない。

　黒川の動向をそのまま追おうとした自分に驚き、慌てて頭をぶんぶんと横に振る。そうして視界からヤツを外すと、仕事に意識を集中させた。










「残業よろしく」




「わぁ。いー匂い！」

　昼過ぎに届いた、レモンティーが梱包されているダンボールを開封し、胸いっぱいに香りを吸い込む。爽やかな香りが溢あふれて、清すが々すがしい気分になる。

　西嶋さんが来店してから五日経つけど、結局なにもあるわけなく。私は今日もいつもと同じように働いていた。

　まぁ、正直なにかあるなんて思ってなかったし。ただ、そういう未来を想像するだけで、生活にハリが出るっていうかね。それだけの話。

　黙々と、レモンのイラストが描かれた缶をいくつか棚に出しながら、ひとり頷うなずく。

　だけどさ。この広い世の中にはそんな再会を経て、恋人同士になったって人、いるよね？　この場合、やっぱり私の情報を一方的に握っているのは西嶋さんなわけだし、こっちはなにも知らないから待つしかないわけで……。

　だから、『やぁ、会いに来たよ』なーんて、ひょっこり顔を出してくれるのを期待するくらいしかできない。

　焦点が定まらないまま、考え事をしつつ、残りの缶が入ったダンボールを抱えて歩く。

「うわっ……！」

　すると、商品棚の角にダンボールが当たって、反動で体が一瞬よろけてしまう。

　足を商品棚にぶつけながらも、なんとか体勢を保とうとしたとき、背中になにかが触れた。その原因に気づく間もなく、棚に並んでいた缶が、私に向かってぐらりと落ちてくるのが瞳に映る。

　……あ。マズいっ……！

　両手は塞がっている。スローモーションに見えたって、落ちるときは一瞬だ。

　自分になにかしらの衝撃が来る、と覚悟した。ぎゅっと目を瞑つむるくらいしかできなくて、棚から顔を背けて身を強張らせる。

　カランカラン、とカーペットの上から音が聞こえたけど、なんの痛みも感じられない。積み上げていた缶は十個くらいあった。それが全部落ちてきたはずだというのに。

　ゆっくりと瞼まぶたを開け、俯けていた顔もおそるおそる上げてみる。そうして、背中の感覚にハッと気づいた。

　クルッと振り向けば濃紺色のスーツ。視界がはっきりしてくると、白地の細いストライプシャツに、ブルーベースの太めのストライプ柄ネクタイ。ストライプを重ねる上級者向けセンスの着こなしをするようなヤツは、私の知る中でひとりしかいない。

「……黒、川……さん」

　黒川がそばに立つと、いつも『背が高いな』とは思うけど。でも、今のこの状況。至近距離……っていうか、まるで覆いかぶさられているんじゃないかっていう……。

「大丈夫？　気をつけて」

　優しい目と温かな言葉。そして、ごく自然に抱かれている肩。

　不覚にも、私の目と心は、ニセモノの黒川に奪われていた。

　そんなに柔らかな微笑みで、大きく頼り甲斐のある胸と手に助けられたら……。心臓がうるさくなったって仕方ないじゃない。

　ドキンドキンと騒がしい心音は、ここ最近なかった感覚で。

　だから余計、どうやって収まらせるのかわからなくて、ダンボールを落とさないように立っているのがやっと。

　黒川は転がった缶を、スッと拾い上げて元に戻す。

「これ、結構重いんじゃない？　オレ持つから」

　そうして、〝普段みんなが見ている黒川部長〟が、私の手からひょいっとダンボールをさらっていく。身軽になった自分の手を数秒見つめ、ハッとして、黒川の背中を追った。

　調子狂う。口を開けば、嫌味とか皮肉しか言わないコイツが私を女性扱いして、なおかつ穏やかな空気を漂わせて接してくるなんて。

「あ……ありがとう、ございま……痛っ」

　レジの奥へとダンボールを運んでくれた黒川に、一応お礼くらい言わなければ、と前傾姿勢になったとき、不意に踝くるぶしに痛みを感じて、思わず声を上げてしまった。

「……どこ？」

「え！　いや、なんでもないですから」

「ああ、そこか」

　今は優しいほうの黒川が目に映ってるけど、コイツは本当はひどいヤツ。

　騙されないぞ、と自分を戒めて、いつしか近くなっていた距離を少し開けるように一歩退しりぞいた。だけど、いとも簡単に足の怪我を見つけた黒川が、心配そうな顔で覗のぞき込む。

「おいで」

　そんな整った綺麗な顔で、いい人みたいな表情をして、優しく『おいで』とか言わないでよ。……昔から何度か想像していたものと重なるじゃない。

　その想像というのは、私が歩行困難なくらい痛む怪我をして、その怪我をまわりには知られまいと振る舞うけど、唯一気づいてくれるのが好きな人でそのまま抱き上げられる……なんて、超都合のいい妄想だけど。

　それが今、抱き上げられるとかはナシにしても、似たシチュエーションになっているなんて。

「ちょっとだけ、鈴原さん抜けるから。ショップ、よろしく」

　ボケッとしてなかなか動きださない私の手を黒川が引きながら、美優ちゃんにひとこと断ってプライベートルームに入る。

　こんなヤツに触れられるなんて鳥肌モノのはずなのに。どういうわけか、掴まれた手は鳥肌どころか熱を帯びている。それに、まだ心臓がうるさい。

　いったいどうしたっていうのよ、なの花！

「見せて」

　ひとこと言われて引かれた椅子に、私はもう座るしかない。

　そっと腰を下ろして、キッチンと逆側にある棚の救急箱に手を伸ばす黒川の背中を盗み見る。黒川がクルッと振り向くのと同時に、パッと視線を外して俯いた。

「え……あの、自分で」

「あー、結構擦すり剥むいてるな……これも派手に破けてるけど、替えあるの？」

「や、あの、あ、あります……けどっ」

　この男が！　出会ってから今まで憎まれ口しか叩たたいてないようなコイツが！　私にひざまずくようにして、私の足をー!!

　派手に破けたストッキングの穴から、容易に絆ばん創そう膏こうを貼ることができたみたいで、黒川は手早く処置を終える。悶もん絶ぜつしそうなこの状況に、もう頭の中が大パニック。

　当然、冷静な判断もできずに、顔を真っ赤にして黒川のつむじを見るだけ。

　すると、足元からぽつりと声が聞こえた。

「……消毒もすればよかった？」

「は……い……？」

　その言葉にぞわりとする。

　ま、まさか……。

「ご希望は、傷口にくちづけるやり方？」

　デ、デビル！

　気づいたときにはすでに豹ひょう変へん後。私の足に手を添えたまま見上げてくる顔が、いつもの悪い表情カオだ。

「だーっ！　ヘ、ヘンタイ！」

「バカ言え。そりゃオマエだろ」

　危うく上司の顔を蹴り上げそうになったのをどうにか堪こらえて、椅子ごと飛び退のいて息を荒くする。動物が敵を威い嚇かくするような勢いの私を、黒川は今度は立ち上がって、冷ややかな目で見下ろした。

「そんなんで表出られたら迷惑だから、早いとこ取り替えてこいよ。……それとも、脱がしてほしい？」

「……ん、なわけないでしょっ……！」

　私をからかって遊んでいる、ってすぐ気づくことなのに、その瞬間は超本気にして答えてしまう自分が憎い。破れたストッキングを覆うように、前屈姿勢で足元を手で覆いながらそう思う。

　黒川は、『またバカやってる』というような目で笑いながら、事務所のほうへ踵きびすを返した。

　あー、もう！　やられた。完璧に遊ばれた。どうして一瞬でも、あの営業スマイルに夢見ちゃったんだ、私！

「くーっ！」と悔しい思いを前面に出していたら、黒川はまだそこにいて。最後まで恥ずかしいところを見られてしまう。

「どうせまた得意の妄想してたんだろ？　バカだな、本当。わかりやす過ぎ。相手はこの前の西嶋クンってところか」

「そっ、そんなことっ……しっ、してないですーぅ！」

　ああ、なの花！　どもってたらすぐバレるでしょ！

　自分の失態を今すぐにでも取り消したい。でも、そんなことが叶うわけもない。

　黒川は笑うでもなく、じっと私の顔を見たまま。この時間がとてつもなく居心地が悪い。

「仕事中、西嶋クンでピンク色の頭のまんま、ボケッとすんなよ」

　黒川は私にひとこと吐き捨てて、颯さっ爽そうと戻っていった。




「あ、鈴原さん！」

　黒川に対するストレスを、ストッキングを穿はき替えたトイレの壁にぶつけてから戻ると、美優ちゃんが駆け寄ってきた。

「ごめんね。結構抜けちゃって……」

「超、羨ましかったですー！　黒川さんに手当てしてもらったんですよね!?　いーな、いーなぁ!!」

　レジに並ぶと、ズイッと顔を近づけて美優ちゃんが羨望の眼差しを向けてくる。

　いや……手当てといえば、まぁそれはしてもらった形にはなったかもしんないけど。でも、決して『いーなぁ』って言われるような感覚はないんですけど。

「や、絆創膏取ってくれただけだし、別に羨ましがられるようなことは……」

　そこまで答えたとき、ポン、と頭に浮かんだ。

『おいで』

　あの紳士的な顔をしたときの黒川が。そして、そのまま続けて浮かんだのは……。

『脱がしてほしい？』

「……っだー!!」

　イタズラな上目遣いのアイツが、まだ脳裏に焼きついてる。

　それを言われた瞬間も、思い出してしまった今も、体温が上がってドキドキしてしまうのがムカつく。なんであんなヤツに、こんなふうに動揺しなきゃなんないの!?

「ど、どうしたんですか？　鈴原さん」

　突如声を上げた私に驚いた美優ちゃんを見て、我に返る。

　やめやめっ。こうして今でもアイツのことを考えてるってだけでも、時間の無駄！だいたい、アイツが余計なことをしたり言ったりするから！　そしてアイツが無駄に美形だから、不本意にもこう、ドキッとしちゃうのよ！

　そう！　これは見た目だけにやられた、一時的な動どう悸き！

「なんでもない！　さー、続き続き！」

　美優ちゃんの後ろを通り、さっきとは別のダンボールに手を伸ばしたときだった。

　チリンチリン、と来客を知らせるいつもの音が店内に響いた。

「いらっしゃいませ」

　正面を向いていた美優ちゃんが、お客様に先に声をかける。それに続いて私も……と思い、屈かがみかけていた体を起こした。

「あ、いた。よかった！」

「にっ……西嶋さん？」

　一直線にレジまで歩いてきた人は、想像でも幻影でもなく、リアル西嶋さんだ。

　私の知り合いだと察した美優ちゃんは、レジから抜けて売り場へと移動した。

　げ、現実だよね？　だって、幻なら、美優ちゃんにも見えるはずないし……。

　え？　ホンモノの西嶋さんが、なぜ、ここに？

　黒川による動悸がようやく収まろうとしていた矢先に、突然の来訪者。その相手が少し前まで思い出していた西嶋さんで、私の心臓は再び激しく暴れだす。

　びっくりし過ぎて言葉を発せない。そんな私をよそに、西嶋さんはニコッと笑った。

「外回りで近くまで来てて、時間もあったから。それに、この前は突然でゆっくり話せなかったし」

　ひ、ひぃー!!　マジで!?　こんな、想像通りのことって起きるの!?　神様！　どんなサプライズですかっ。しかもスーツ姿だなんて、ドキドキ割り増しですけど！

　明らかに動揺を隠せない私を見て、西嶋さんは口元を手の甲で押さえながら笑いを噛かみ殺していた。

　……あ。ヤバい。今、私、すごい恥ずかしい。

「あっ、あの、その……、なんか、すみません」

「えぇ？　なんで謝るの？　鈴原さんて相変わらず面白い」

「あっ、相変わらず!?」

「あー、ごめん。その、大学のときからちょっと……そう思ってた」

　イッ、イタい！　それはとってもイタいです!!

　そりゃ、『面白い人』扱いじゃ、恋愛に発展するわけないよね……。まあ、でも別に、彼女になれなくてもよかったわけだし！　それに……。

　レジカウンターを挟んで立つ西嶋さんが、まっすぐ私を見て尋ねる。

「まだ、由美ちゃんとは仲いいの？　元気？」

　……西嶋さんは、私よりも由美のことを気に入ってたって知ってるし。

　屈託のない笑顔で私の反応を待つ西嶋さんを見て、ちくりと胸が痛んだ。

「あー、はい。ときどき飲みに行きますよ」

　一瞬迷ってしまったのは、由美が結婚することを言うか言うまいか。もともと隠し事なんてできるような性格じゃないけど。ただ……少しでも、傷ついたりしちゃうのかな？と思ったら……。

　そんな私の心中なんて気づく由よしもなく、西嶋さんは腕時計をチラリと見やって、はにかみながら言った。

「そっかー。あ、鈴原さんは今夜予定ある？　もしよかったら……」

　ついさっきも、それに似たことを想像したりしていた。でも、あれだけ脳内シミュレーションをしても、いざ現実に起きるとまったくダメ。

　なにをそんなに構えてるの、なの花！　軽い気持ちの誘いに決まってるじゃない！ここで考え過ぎて警戒したりしたら、それこそ〝イタいヤツ〟よ。

　もう一度、『うん』とひとり頷き、心を決め、西嶋さんの顔を見た。そして、息を吸って『全然ヒマです』って言うだけ……だったのに。

「鈴原さん。今日少し残って。お願いしたいことあるんだ」

　突然聞こえた声に、吸い込んだ息はそのまま呑み込まれた。

　固まった私は、二、三メートル先から歩み寄ってきた男へと、ゆっくり顔を向ける。けれど、黒川のヤツは私を見てなくて。涼しい顔で西嶋さんに軽くお辞儀をした。

　西嶋さんは、黒川の登場に萎縮したのか、慌ててペコッと頭を下げる。

「あ、あの。鈴原さんとは大学が一緒だったもので……久々に会って、つい」

「いえ。こちらこそ気づかなかったとはいえ、横から失礼いたしました」

　気づかなかった!?　確かに西嶋さんからは壁で死角になっていたかもしれないけど、アンタはきっとわかってて言ったでしょ!?

　なんなの、この緊張感。いや、これはあれだ。黒川が、なにか余計なことを言うんじゃないかという緊張だ。

　チラチラと西嶋さんとヤツを交互に見ては、話に入ることもできずにただその場に立っていた。すると、「失礼します」と黒川が見本のように美しく頭を下げる。

　よ、よかった。何事もなく終わりそう！　よし。早くあっち戻ってよ！

　ホッとして、隣のお辞儀姿の黒川を見ると、横目で私を見てはボソッと小さく口を動かした。

「今日、残業よろしく」

　んなっ……！

　アイツは、最後までニコリとした笑顔を西嶋さんに向けてから、腹立たしいほど優雅に歩き去る。私はその憎らしい背中を睨みつけて、手のひらに爪を食い込ませた。

　アイツ……！　聞こえていて残業命令したんだ！　はい、もう確定！　事務所への去り際に、チラッとこっちを見て、嫌味ったらしく片方の口の端をつり上げたから間違いない！

　目の前では、妄想していたはずの喜ばしいことが現実に起こっているというのに。私の意識は、全部黒川に持っていかれてた。

「今の人、上司？　カッコイイね」

「えっ！　あ！　は、はぁ」

　慌てて顔を前に戻し、作り笑いを浮かべる。

『カッコイイ』だなんて言われても、肯定したくない。

　曖あい昧まいな返事と、微妙な笑顔で聞き流す。

「今日は忙しそうだね」

　あ！　そうだった……！　せっかく！　せーっかく誘ってくれたのに！　あんの、性悪男がっ！

「仕事中なのに、ごめんね。じゃ、おれも戻んなきゃだから」

　ニコッとさりげなく白い歯を覗かせて、ゆっくり背を向ける西嶋さん。

　ああー！　私の夢のような時間が終わっちゃう……。本当はまだ、この続きが楽しめそうだったのに……。きっとこんなこと、もう二度と起こらないだろうに……。

　がっくりと内心で項うな垂だれるも、表向きは微笑みながら西嶋さんを見送る。

　まぁ、現実なんてこんなもんよね。なにを期待しちゃってたのよ、なの花。

　だいたい、西嶋さんは恋の相手っていうか、アイドル的存在じゃない。こんなオイシイ思いできただけで、超ラッキーじゃん。

　片手を上品に振りながら、自分に言い聞かせる。すると、出口のドアに手をかけた西嶋さんが、その手を離して再度くるりと私に向き直った。

「あ。そうだ。よかったら、連絡先聞いてもいい？」

　そう言いながら西嶋さんは戻ってきて、内ポケットから名刺入れを取りだした。太めできらりと光るシルバーのボールペンを手にして、レジカウンターで一枚の名刺の裏にさらさらとペンを走らせる。

　そうして私の手には、西嶋さんの携帯アドレスの書かれた名刺が残された。




「残業って、これか……」

　ショップの片づけを終えたあと、プライベートルームに入って、私は思わず口から漏らした。

　テーブルの上に、ドンと置かれたダンボール。中身は箱いっぱいのパンフレット。その中の特殊な紙質のもののみ、手折り作業を任されたというわけで。

　ブライダルは年中多忙のため、こうした雑用に近いものはショップの担当に回ってくることがほとんど。

　でも、パンフ折りで残業なんて今までなかったけど！　本当に忙しいんだろうけど、今日のあのタイミングでの命令とか。絶対わざとでしょ。あの性悪なら確実に！

　営業時間中の出来事を思い返し、ムカムカしながら少し乱暴に椅子に座る。そのイライラをパンフを折る力に変えて、作業を始めた。

　ひとり黙々と手を動かしていると、事務所のほうから声が聞こえてくる。

「ええ？　チーフでも緊張するんですか？」

　後方から聞こえる会話を無意識に耳に入れ、手は相変わらず折り目をつけていく。

「いつまで経っても緊張感はなくならないわ。慣れる部分はもちろんあるけど。でも、そのお客様にとっては一度きりの式だし。それに私も、そのお客様と一緒に作る式は最初で最後なわけだから。やっぱり、最高の日にしたいじゃない」

　チーフである香耶さんが真ま面じ目めに答えた言葉を聞いて、胸が熱くなる。

　ああ、香耶さんが魅力的なのは、そういう部分。

　私だって、もし式を挙げるなら、香耶さんのような人に担当してもらいたいもん。いつでも親身に話を聞いて、打ち合わせでも真剣になって一緒に考えてくれるような。

　手元にあるパンフレットの花嫁の写真を見て、手を止めた。

「きっと、新婦とそのお姉様、仲直りできますよ」

「……そうね。いい日になるはずよね」

　新婦とお姉様？　なにか事情がある婚礼なのかな……？

　そこまで聞いてしまうと、頭の中はもう香耶さんたちの話でいっぱいで。だから不覚にも、自分に近づいてくる人の気配になんて気づきやしなかった。

「手ぇ止まってる」

「わっ!!」

　覗き込まれる視線と、静かな中に突然聞こえた声に驚き、顔を上げた。飛び上がるほどびっくりして、椅子から床に転げ落ちそうになったくらいだ。

「……くっ、ろ……」

『黒川さん』と、本当は言いたかったけど、口がうまく回らなくてそれ以降黙ってしまう。椅子からずり落ちそうな体勢の間抜けな私を、冷ややかな目で見下ろしながら、盛大な溜め息のあとに黒川が冷れい罵ばする。

「コントか。そんな格好になるほどビビるなんて。バーカ」

　コイツー！　なんか、だんだんあからさまに嫌なヤツになってるな！

　座面にお尻を乗せ直して、黒川をキッと睨むように見上げる。それから、ふいっと視線を手元に戻して作業を再開した。

「……花嫁の写真でも見て、自分を重ねてたか？」

　あながち間違っていないその指摘に、顔が赤くなるのを堪えながら必死に冷静を装う。そんな努力を、おそらくコイツは感じ取ったんだろう。やめるどころか、私の前になぜか腰を下ろして話し続ける。

「予定もまだなさそうなのに？　まあ、想像するのは自由だけどな」

　コイツに張り合うだけ時間の無駄！　そう。無視よ無視！

「ああ、まさか……西嶋クンがまたここに来たからって、もうそこまで妄想し――」

　人が黙っているのをいいことに、次々と投げかけられる勝手な私へのイメージに耐えかねて、黒川の話の途中でバン！と大げさに両手をテーブルに置いた。その流れで席を立った私を、黒川は肘ひじをつきながら全然動じない顔で見ている。

「……職務放棄？」

　そして真顔でひとこと私に言った。

　コイツのこういう顔はもう何度か見ているけど、いまだに腹の中でなにを考えているのかわからない。嘲あざ笑わらっているのか、冷ややかに見ているのか、怒っているのか。

　こんなふうに、普段から自分を使い分けるって、相当すごいことだと思う。無意識にでも裏表を使い分けられるって、いったいどのくらい前からそんなふうに生きてきたら身につくことなのか。

　読めない顔で私をじっと見つめる黒川を、私も負けじと見つめ返す。

「その程度の作業量じゃ、残業つけねぇぞ」

　突然、ふんっと鼻で笑い飛ばすようにそう言われた。

「終わるまで毎日残業なんてことになると、デートもできないよなぁ？　あ、する相手もいないのか」

　憎まれ口が止まらない黒川を見て、私の額に青筋が浮かびそうになる。

　だいたい、コイツの背景なんて私に関係ないし、コイツの二重人格がすぐに改善されるわけでもないだろうし。

　考えるのがバカバカしくなって、先にふいっと目を逸らす。

「喉が渇いただけですっ」

　さっき、一瞬だけ同情に似た感情を抱くとこだった！　こんな可愛げのかけらもない、尖った尻尾が生えたようなヤツに！　あー、なんか調子狂わされるな、本当に！ホットミルクでも飲もう。イライラはカルシウムを補って、どうにか回避！

　片手鍋にカップひとつ分だけ牛乳を注ぎ、ふつふつと気泡が出始めたそれを、ゆらゆらと立ち上る湯気と共にカップに入れた。

　ああ、美味しそう。心が落ち着く。一日の終わりはホットミルクが癒やしかも。

　この瞬間だけは、背後にあの黒川がいることも忘れられる。目の前の温かな飲み物で心がいっぱいになって、自然と口元が緩んでいた。

　両手で持ったカップを、黒川がいるテーブルに運ぶ途中、ふと閃ひらめく。

　座っていた場所にひとまずカップを置くと、棚に置いてある休憩バッグの中から、食べかけの袋をおもむろにガサッと出した。

　これこれ！　たまたま今日の休憩のとき食べたおやつ！　少し残ってたんだよね！

　いいことを思いついて、数秒先のことを考えると、つい笑みが零れる。

　うきうきとその袋から取りだしたものを、今淹れたばかりのホットミルクのカップに放り込む。ハートの形をしたマシュマロふたつだ。

　滅多にやらないけど、思い出してよかったぁ！　これ、ほんのり甘くなって美味しいんだよね。

　たぶん私は、勝手に目尻が下がって、口元が緩んでいたのだろう。

　そう。目の前のブラック上司のことをすっかり忘れて。

「オマエは本当、百面相だな」

　短い溜め息と共に、呆れたような、力の抜けたような声で黒川が言い放った瞬間に、その存在を思い出す。

「顔に出過ぎて、嫌な気分のときとか、客に気づかれないか心配」

　バッサリと言い捨てる黒川の顔を見ながら、カップの取っ手が割れんばかりに力を込めた。

　なによ！　ほんっと嫌なヤツ！　こんなヤツを目の前にしたら、美味しいものも美味しくなくなるわ！

　ふいっと体ごと横を向きながら、まるでコドモのように頬を膨らませた。そのくらいあからさまな態度に出なきゃ、この黒川って男には効き目がないだろうから。

　すると、読みが当たったというべきか。黒川はガタッと席を立った。

　よし！　ようやくいなくなる！　早く行けー!!

　心の中でガッツポーズをしたときに、ぼそっと黒川が漏らす。

「単純なヤツ」

　そのひとことに反射的に顔を上げる。けれど、そのときにはもう黒川は、私に背を向けていて。あっという間に遠くなるスタイルのいい背中を、呆然と見送った。

　……なんか、今の言い方、あんまり嫌な感じがしなかった。いつもなら小馬鹿にしたような、見下した感じだったのに。そういうんじゃなくて……『仕方ないヤツ』って言われたみたいに感じちゃった。

　黒川が完全に見えなくなってもなお、アイツの言葉がなんでか耳に残ってしまって。

　あの性悪がどんな顔をして言ったのか、って思ってしまうような声だったから、自然とアイツから目が離せなくなった。

「……いや！　気のせい！　ていうか、なにしに来たんだアイツは！」

　ぐりん、と頭を元の位置に戻して、大きなひとりごとを部屋の中に吐きだした。そして、目の前の紙束に再び手を伸ばす。

　アイツが来た理由を勝手に考えてはムカッとして、パンフを折る手に力を込める。そんな自分にハッとして、もうぬるくなってしまったホットミルクで喉と心を潤うるおす。

　それでもアイツの影は、なかなか私の中から消えてくれなくて。

　なにか他のことでも考えようとしたときに、重大なことを思い出した。

　作業をやめて、制服のポケットに手を伸ばす。ちょっと硬めの紙の感覚を指先で感じると、それを取りだした。

　そうだった！　これ！　西嶋さんの連絡先っ！　私のアドレスとかも教えたけど、もしかしたら向こうも待ってるかもしれないのに！

　今日の出来事を思い出して、きゅんと胸をときめかせる。

　こんなことなんて滅多にないし！　これが恋人関係に発展するなんて、そこまで考えてなんかいないけど。でもちょっとくらい、想像していたようなことがあってもおかしくないのかな？なんて思ったりして。

　最近なら、さっきまでいたアイツのせいで疲れることも多いし。なんにも盛り上がるようなことのなかった私に、かわいそうになった神様がくれた、ちょっとしたご褒ほう美び的な？

　うんうん、と何度も小さく頷きながら都合のいい解釈を重ねて、もう一度、手の中の名刺に視線を落とす。

　なんてメールしよう。いつも私はどんなふうに想像してたっけ？　再会した相手と連絡できる状況になったら……。

　本当はすっごく緊張して、心臓が破裂しそうなくらいなのに、それを悟られないような内容のメールをして。それからなにげないメールを毎日のように繰り返す。朝起きたときや、休憩時間なんかに新着メールが来ていたらニヤけちゃったりもして。

　そう想像している今、すでにニヤけていることに気づき、あたりをきょろきょろと窺う。

　こんなとこ、〝アイツ〟に見られていたら、それこそまたなにを言われるか。

「……とりあえず、目の前のこれ、終わらせよう」

　アイツの存在で現実に引き戻されて、黙々と単純作業を続けた。







第二章










「アタリ、だろ？」




　翌日は、いつにも増して、ボーッとしていたと思う。

　週末の金曜日だけど、やっぱりそんなに忙しくない持ち場だから、レジの中で両手を組んで、入口のほうをぼんやりと眺めるだけ。

　その眺めた先に映したのは、昨日の西嶋さん。

　嘘のような本当の話。私の空想じゃなくて、現実に起きている話。だって、ここにれっきとした証拠があるもん。

　そうしてチラリとポケットから携帯を覗かせて、親指で撫なでる。

　昨日、残業後に帰宅してからメールを送った。

【今日はすみませんでした。今、仕事が終わって帰宅しました。西嶋さんも、お仕事頑張ってください。立ち寄っていただき、ありがとうございました】

　業務メールかよ！って、自分で突っ込みたくなるような堅苦しいメール。

　取引先とか、職場の人とかに送るような、可愛くもなんともないメールしかできなかったのが悔やまれる。

　ああ、せめて絵文字くらい入れればよかったのに！　自分のバカ！

　ぎゅっと携帯を握りしめて画面を見つめていると、右側に気配を感じた。ハッと気づいたときにはもう遅くて……。

「おい、単細胞。なに難しい顔してんだよ」

　で、出た！　面倒で疲れるヤツが！

「そんな顔してません」

「はぁ？　やっぱバカだな、オマエ」

　なにをぅ!?と、それこそ深い皺を眉間に作って黒川を見上げた。その皺に向かってグーが飛んできて、軽く小突かれながら言われる。

「昨日も言っただろ。まんま顔に出てるっつーの。西嶋クンとのことが」

　語尾を強めに言われて、咄嗟に両手で自分の頬を覆った。

　嘘！　そ、そんなにわかりやすい？　そんな顔してる？　っていうか、そんな顔ってどんなだ!?

　青あお褪ざめた私を見て、黒川がとどめを刺す。

「どーせ、たいした連絡もできなくて嘆いてたんだろ」

　容易く言い当てられてしまうと、返す言葉も見つからない。ガン、と鈍器で頭を殴られたように大きな打撃。どうにか自分で立ち直ろうと、プラス思考を働かせる。

　確かにたいしたメールはできなかったけど！　でも、その続きがあるんだから！

　俯き始めた頭をグッと上げて、冷酷上司と対たい峙じした。

　そして、言わなくてもいいことをつい、口にしてしまう。

「でも！　今日、昨日の仕切り直しすることになりましたから！」

　自分の口を手で押さえても、もう、あとの祭り。

　肩を上げたまま、一度逸らした目線をおそるおそる黒川に戻すと……。

「……へぇ？」

　わ、笑ってる……！　しかも、片方の口の端だけを、嫌味ったらしくつり上げて！超イキイキした目で!!

「ど、どうでもいいじゃないですかっ。それより、なにか!?」

　強引に話を終わらせた私を、黒川はニヤリと笑って見下ろす。

　コイツは仕事が忙しいはずなのに、私に構うとか、どんだけヒマなんだ！と心の中で叫びつつ、黒川の指示を待つ。

「午後に明日の婚礼の引き菓子が届く予定だから、来たら内容確認して。ちょっと手が足りない」

「あ……はい……」

　急に上司に戻るこの感じに、いまだについていけない。間の抜けた返事をすると、黒川はそのまま背を向けてしまった。

　明日は土曜日か。あ、昨日聞こえてきた香耶さんの担当の婚礼かな？　ていうか、こういう指示も、別にアイツがわざわざ来なくても、香耶さんとかがしてくれればいいのに。

　そんなことを考えて、黒川の日本人離れした八等身の後ろ姿に、じとっとした視線を向けていたら、急にヤツが振り返った。ビクッとした私は姿勢を正してしまう。

「……今日は残業になんなきゃいいなぁ？」

　なんって性格悪いの！　あんの、イイ上司の仮面をかぶった最低上司っ！

　その憤慨した思いを拳こぶしに乗せて、胸のあたりまで持っていく。でも、それ以上のことなんかできるはずもなく、唇を噛みしめた。そんな私を見て、ヤツは片眉を上げて勝ち誇ったような顔をして行ってしまった。




　ようやく、午前中の〝ヤツ〟に対するイライラが落ち着いてきた、昼過ぎ。

　ショップの入口から馴染みの配達員が顔を覗かせた。台車に乗せたダンボールを、指示しなくても奥へと運び入れてくれる。その荷物を目で追いながら、黒川の指示を思い出す。

　ああ、そうだった。明日の引き菓子が届くんだった。はぁ……。じゃあ確認するか。仕事じゃなかったら、あんなヤツの言うことなんか聞きたくないんだけど。

　でも、放棄して困るのは、香耶さんやお客様だしね。あー、私ってオトナ！　うん、絶対アイツよりオトナ！

「美優ちゃん。ちょっと裏に入るから、お店、お願いしていい？」

　美優ちゃんは「いいですよー」と快く応じてくれて、私はそのまま十メートルほどの通路を歩いて事務所へと向かった。

　ブライダルの事務所へ足を踏み入れるのは、いまだにちょっと緊張する。

　きょろきょろとまわりを見ると、プライベートルームより少し広い事務所はガランとしていた。並んだデスクの上には、乱雑に置かれた書類や資料。その光景に、みんな接客に追われているのがわかった。

　誰もいない。そりゃそうか。だから私が頼まれたんだよね。

　ひとりきりということにホッとして、今届いたばかりのダンボールに手を添えた。中身を傷つけないように、慎重に開封する。

　そして黙々と検品を始めた。私は、集中するとなにも聞こえなくなる性質たちだ。だから、後ろから誰か近づいてきているなんて微み塵じんも気づかなかった。

　ぽん、と肩に置かれた手に、しゃがみ込んでいた私は「きゃあ！」と声を上げ、尻もちをついた。

「ご、ごめんね？　驚かせちゃって……」

「か、香耶さん……！」

　そっと差しだされた白くて細い手に助けられながら、立ち上がる。

「なっちゃん、いつもありがとう」

「あ、いえ……私はただ、黒川さんに指示されただけで……」

　アイツの命令じゃなきゃ、もう少し楽しい気分でいられたはずだけど。いやいや！もうなにも思うまい。香耶さんのため。明日婚礼予定のご両家のため！

　笑顔を作って答えると、ダンボールを覗き込むようにしながら香耶さんが尋ねる。

「内容、間違いなかったかな？」

「あ、はい。納品書通りでしたよ！　斎さい藤とう様、鏑かぶら木ぎ様両家の引き菓子で、六センチのバームクーヘンが九十個」

　なんの問題も見つからず、私は自信満々に香耶さんに報告する。すると、香耶さんがバッと顔を上げ、神妙な面持ちで私を見た。

　笑顔が消えたその表情に、私の顔も凍りつく。

　嫌な予感がしてじっと見つめると、香耶さんが慌てて納品書を見て漏らした。

「……六センチ!?　八センチじゃなくて!?」

「え、えぇっ!?」

　香耶さんの言葉で一気に青褪める。

　ガサッという香耶さんらしからぬ少し乱暴な手つきで、ダンボールから引き菓子をひと箱取りだした。

「この大きさ……やっぱり六センチが来てる……！」

　もう何年も務めている香耶さんは、箱の大きさだけでそれを確認すると、そのまま固まってしまった。私はそんな香耶さんの隣にいながら、なんと声をかけていいのか、なにをすべきかわからなくなってしまって、一緒に立ちつくすだけだ。

「どうした？」

　顔面蒼そう白はくの私たちに気づいたのは、サロンから戻ってきた黒川だった。

　声をかけられたところで、私はやっぱりなにも言えなくて。

　香耶さんが動揺しながらも、黒川に状況を説明し始める。

「黒川くん……！　どうしよう。明日の婚礼の引き菓子が間違ってるの！　八センチのはずのものが全部六センチ……！」

　普段の様子からは想像できないパニック状態の香耶さんに、私は事の成り行きを黙って見ているのがやっと。

「いったいどうして……私が発注をミスしたのかしら？　それともメーカーが見間違えて……せめて、大きいほうに間違えていればよかったのに……！」

　オロオロと慌てふためく香耶さんに、黒川は決して取り乱すことなく、もちろん、怒ることもせずに、冷静に言って退けた。

「ミスの原因究明はあとでもいい。今、優先しなければならないのは、お客様のご希望の通りに準備をすること」

「で、でも、式は明日……」

「まだ時間はある。幸い、今日は金曜日だ。電話が繋がる業者がたくさんある」

　黒川が言うと、香耶さんは今にも泣きそうだったのを堪えて、コクリと頷いた。

「チーフのお前がそんな顔するな。みんなが不安になるだろ？　今日の来客予定は？」

「もうフリーです。明日の最終準備を、と思ってましたから……」

「じゃあ、すぐ業者に電話して」

　淡々と黒川が形勢を立て直し、やるべきことを指示していく。

　香耶さんは、ヤツに言われて少し冷静になったようで、すぐに電話帳を手にして電話をかけ始めた。

　ピリピリした空気。こんな状態の中、私だけ場違いな気がするけど、戻るわけにもいかない。かといって、自分から声をかけられないでいると、黒川は次に私を見た。

　……うわ。な、なんだろう。なにを言われるんだろう。

　最近よくある、嫌味とか、そういうものの比じゃない緊張感。

　怒られることなんかないはずなのに、このただならぬ空気と目の前の真顔の上司に萎縮してしまう。肩を竦すくめながら、チラッと視線を合わせると、ヤツの口が動いた。

「手伝ってくれ」

　惜しげもなくこの私に軽く頭を下げ、正面からそう願い出た黒川が、不覚にも少しカッコよく見えた。




　ショップの閉店時間から一時間以上経った、九時過ぎ。

　他のスタッフもさっきまでそれぞれの仕事をしていた。でも、明日は多くの婚礼が重なっている日で、それに備えるように、と香耶さんに言われて帰宅していった。

　私も『帰っていいよ』と言われたけど断った。乗りかかった船だし、アイツに『手伝ってくれ』と言われたことが頭から離れなくて。だから今、ブライダルの事務所には香耶さんと私のふたりだけ。

　あれから、なんとかお客様の注文通りの引き菓子を手配することができた。

　香耶さんが手当たり次第に電話して、頭を下げて。急な注文に、ひとつの業者じゃ揃わなかったために、同じ商品を扱う別の三社から寄せ集めて。

　その間、私は黒川に指示された通り、印刷会社に急ぎで熨の斗しを発注していた。

　不在の黒川のデスクにチラッと視線を向ける。

　引き菓子を今、受け取りに走っているのは、アイツだ。

　黒川も担当のお客様との約束時間とかがあったみたいで、業者の営業時間内に全部回ることはできず、どうにか頼み込んで、営業時間外の引き取りを承諾してもらったらしい。

「本当、ダメね。チーフって肩書なのに、こんな初歩的な発注ミスをするなんて」

「そんなことないです。ミスは誰だってすると思いますし……香耶さんは、私たちからも、お客様からも、支持率ナンバーワンのチーフですよ！」

「〝支持率〟って。なっちゃんは面白いなぁ」

　残務処理をしながら、香耶さんがやっと笑った。

　そして私も、封筒に入っている熨斗の確認をしながら、香耶さんに笑顔を返す。

「それにしても……こっちはどうしよう……」

　香耶さんが椅子を回転させながら、後方のダンボールを見た。それは、初めに届いた引き菓子だ。

「六センチのバームクーヘンでしたよね、それ」

「うん。〝支持率〟高めのね。美味しいんだけど、賞味期限が短いのよ」

　深い溜め息と共に項垂れる香耶さんを、ただ黙って見つめることしかできない。

「待たせたな」

　そこへ満を持しての〝黒川部長〟の登場。台車を押して私たちの元に来るや否や、香耶さんが真っ先に席を立って黒川に駆け寄った。

「黒川くん！　本当にごめんなさい……ありがとう！」

　深々と頭を下げた香耶さんに、アイツはなんて言葉をかけるんだろう。もし相手が私だったら、きっとめちゃくちゃに暴言を吐かれて罵ののしられているに違いない。だから、私以外にはどんな感じなのかと気になってしまう。

　あまり直視してはいけないかと思って、視線を外しながら耳を澄ませる。

「そんなに気にするな。もうモノはここにあるんだから大丈夫だ。だから、仲江はもう帰っていい。明日のために、疲れを残さないこと」

「えっ？　でもっ」

「オレ、今、仲江の上司なんだけど？」

　驚いて目を剥いた香耶さんに、私も同調してびっくりだ。まさか、そういう指示をするとは。

　しっかし、最後の『上司なんだけど？』って言い方すらも、香耶さん相手だと優しく聞こえるのはなぜ？　あれが私相手なら、もっと刺とげ々とげしい言い方と嫌味ったらしい笑いになるくせに！

　話の矛先が別の方向に向き始めた私なんて関係なく、黒川は言う。

「不幸中の幸いってヤツかな。九十個だろ？　オレひとりでできるから」

「ひとりって……！　やっぱり私も……」

「わっ、私もいます！」

　明日は香耶さんが担当している婚礼。本来なら、いつもよりも早く香耶さんは帰宅しているはずなのに、今夜は自分のミスだからといってこんな時間まで残っている。

　きっとこれから、この熨斗をつける作業をしなきゃならないんだ。でも、それくらいなら、私にだってできると思うし。

　横から入っていった私に、ふたりの視線が集中する。

「香耶さんが目の下にクマ作っちゃってたら、明日のお客様が心配しますし。ね？」

　冗談めいて、私が自分の目の下を指差しながら言うと、香耶さんがフッと小さく笑った。それからすごく申し訳なさそうな顔をして、深々と私に頭を下げる。

「……ありがとう。よろしく……お願いします」




　黒川はデスクに背を向けて椅子に座り、私はその黒川との間に、引き菓子が入ったダンボールを挟んで立つ。ふたりで黙々と熨斗をつけていくこと十数分。単純作業はいいんだけど、問題なのは、コイツとふたりきりってこと！　こんな危ないヤツと残業なんて、普段なら絶対、ぜーったいしないけど！　今回は香耶さんのため！

　……あれ？　でも、なんでわざわざ印刷所に発注かけてまで、こんな作業してるわけ？　いつも業者から納品されるときには、熨斗はすでに整ってるのに。

「……あの、なんで熨斗がついてないんですか？」

　事務所の壁側にある簡易テーブルに、熨斗をつけた引き菓子を並べながら聞くと、黒川が口を開いた。

「……バカ？」

「バッ……。ちょっと気になっただけじゃないですか！」

　私が手を止め、ムッとした顔で返すと、特大の溜め息をつかれた。

　そして、手を休めることのない黒川は、そのまま淡々と説明する。

「こっちは無理言って急な注文してんのに、『熨斗もお願いします』なんて言えるわけねーだろ、タコ」

「うっ……」

「それに、三ヵ所から集めてんだ。仮に熨斗つきだったとしても、紙やら印字やら、若干でも差異が出たら困るだろ、単細胞」

「ううっ……」

　とっても簡単な答えが返ってきて、ぐうの音ねも出ずに視線が下がっていく。

「オマエさぁ」

「……なんですか」

　その呼び方に本当は『あぁん!?』と返したいくらいだけど、現実にはそんなことはできないから。せめてもの反抗心で、顔を上げないまま素っ気なく返事をする。

　ブライダルには誰ひとりいないから、当然のように悪い顔しか出さない黒川。

　もしや、普段の使い分けのストレスを私にぶつけてんじゃないの？　勘弁してよ！

「バカだから、忘れてんの？」

「はあ!?」

　口を開けば『バカバカ』と！　こっちは仮にも手伝っている側なんだから、もーちょいなんかないのかな！　っつっても、コイツが優しくなるのも怖いけど！

　手にしていた熨斗が危うく破れそうになるのをなんとか止めて、ひと呼吸してから貼り直して言い返す。

「あなたに『バカ』だなんて言われる筋合いはっ」

「西嶋クン。完璧忘れてねぇ？」

「……あぁっ！」

　一生の不覚……！　こんな一大イベントを忘れていることも、それを指摘されたのがブラック上司だということも！

「ホンモノのバカだな、オマエ……」

　呆れた、というよりは、哀れんだような目を黒川から向けられる。

　アンタがそんな目で見るなーっ！　だいたい、そっちのほうが普通の人以上に公私使い分けているあたり、どんな理由があるか知らないけどかわいそ過ぎるわ！

　威い嚇かくするように黒川を睨みつけ、ハッ、とそれどころじゃないことに気づく。

　こんなヤツはどうでもいい！　あと回し！　それより早く連絡しなきゃ！　ああ、今日に限って、携帯を私物バッグに入れっ放しだ！

　事務所とも直接繋がっているプライベートルーム。そのドアは、簡易テーブルの横で、私が立つすぐそば。黒川の視線を無視して、プライベートルームにそそくさと移動すると、一目散にバッグの元へ向かう。

　午後九時の約束で、今は九時十五分。急せくまま携帯を見る。

　うわ！　電話来てる！　そりゃそうだよね……！

　私は慌てて西嶋さんへ折り返し電話をかける。こんなのが初めての電話だなんて大失態だ。

『はい』

「あっ……あの！　鈴原です！　約束の時間、過ぎてしまってすみません!!」

　申し訳ない思いを感じながら、誰もいない部屋でひとりぺこぺこと頭を下げる。

「連絡もしないで、本当に！　……その、実は……」

『もしかして、残業になっちゃった感じ？』

「……はい。明日の婚礼準備が急きゅう遽きょ……」

　約束の時間を過ぎて、こんなキャンセルの仕方って、ありえないよね……。絶対、優しい西嶋さんでも怒っちゃうって。あーあ。私、なにしてるんだろう……。

　どんな言葉が返ってくるのかがまったく想像できない。恐怖心でいっぱいで、目をぎゅっと瞑ると、耳に神経を集中させた。

『はは。そっか。なかなかうまくいかないものだね』

　聞こえてきたのは、いつもの西嶋さんの話し声。怒ってもいないし、呆れてもいない。むしろ、すべてを許してくれそうな優しい声。

「す、すみません……事前にメールのひとつもしないで……！」

　相変わらず、西嶋さんに伝わるわけがないのに何度もお辞儀をしながら、精いっぱい謝った。すると、クスッと西嶋さんが笑う。

『仕事は仕方ないよ。じゃあ、この穴埋めはしてくれるのかな？　今度』

「えっ……」

　冗談にも聞こえるような、でも、本気で言ってくれているような。

　いや、きっと、気にしないように配慮してくれてのことかな。うん、そういう優しい先輩だったと思うし。

「は、はい。もちろん！」

　自分の中で結論づけて、声を張って答えた。

　実際に『今度』なんてあるかわからないけど、そう答えるのが自然だと思ったから。

　だから、意外な言葉がこのあと返ってくるなんて、いくら想像好きな私でも予想できなかった。

『……なんかさ。会いたいのに会えないのって、余計会いたくなる』

「会……いた、い……？」

『……なんでもない。じゃー、またメールする。残業、頑張って』

　なんの心構えもしていなかったときの予想外な出来事って、反応が鈍る。やっとのことで、「はい」と答えると、すぐに通話は切れた。

　今……。今、『会いたい』って言われたよね？　空耳とか、幻聴とかじゃなく、リアルに言ってたよね？　こ、こんなことって……本当にあるんだ。

「おい。やるっつったからには、ちゃんとやれよ。なに長いことサボッてんだよ」

　携帯を両手で握って固まっていると、いつの間にか事務所へのドアが開いていて、そのドアに背を預けるようにして黒川が腕を組んで立っていた。

　慌てて携帯を隠すように上着のポケットに入れて、口ごもりながら反論する。

「そっちこそ。わざわざここに足を運んで、サボッてるじゃないですか」

　黒川は私の横を通り過ぎ、プライベートルームの中央まで歩を進める。私に対面する椅子を引き、ドカッと座ると、無駄に長い足を見せびらかすかのように組んだ。

　そして普段、営業中には絶対に出さない煙草を内ポケットから取りだした。

　しかめっ面をしながら、キン、と音をたててライターに火を灯す。咥くわえていた煙草にそれをつけながら、ヤツは続けた。

「うるせぇな。飲み物、なんか淹れろよ。休憩だ」

　本当なら、今頃はどこかの店に入って、美味しいお酒と料理を食べて、極上のひとときを過ごしているはずだった。それが今や、職場で仕事をして、しかも一緒にいるのは黒川で。こんなふうに、コイツに飲み物を淹れてあげるなんて、天と地の差だ。

　そう思いながらも、致し方なくヤツにミルクティーを作ってやった。

「……どーぞ」

　若干乱暴に置いたカップを、黒川はなにも言わずに見つめていた。

　ヤツは、最後の一服をした煙草を携帯灰皿に押しつけて、切れ長の瞳を向ける。

　なっ、なによ。無言で威嚇するなんて！　確信犯だけど！　甘めの飲み物を選んだのは。

　黒川の視線が痛くて、すぐに顔を背けて斜め向かいに腰を下ろす。そのまま視線を合わせないようにしながら、両手でカップを持って口を近づけた。

　あったかい蒸気の中に感じる、芳ほう醇じゅんなバニラの香りが鼻を抜け、優しいミルクの味が喉を流れる。

　今淹れたのは、バニラフレーバーの紅茶で作ったミルクティー。

　甘めの香りが他の種類より強いこの紅茶は、黒川みたいなタイプは苦手だと予想して選んでみたんだけど。それが的中しているのか、黒川はいまだに口をつけようとしない。自分で目論もくろんだことだけど、なんだか気まずい。

　そわそわと何度も口をつけては戻し、の繰り返しをしていると、黒川が沈黙を破る。

「ここは、全員やり方は同じか？」

「は……はぁ？」

　突然の質問は、まったくわけがわからない。

『やり方』ってなんのことだか見当もつかないし、まぁ本当、私とふたりきりになれば話し方も雑よね！

「意味不明なんですけど」

　怪け訝げんな顔をして聞き返すと、黒川はようやくカップを持ち上げながら、目を細めて言った。

「提供するドリンクの淹れ方のことだ」

『淹れ方』？　いきなりなにを言うかと思えば、仕事の話？　なに？　もしかして、今私に作らせたのって、なんかケチつけるため!?

「……一応マニュアルがあるみたいですけど」

「ふーん。『一応』ねぇ」

「なんなんですか。言いたいことあるなら、はっきり言えばいいじゃないですか」

　半ばヤケになった私は、逆ギレともいえるような言い方で返した。

　でも、冷静沈着の黒川は眉ひとつ動かさず。静かにカップに口をつけ、コクリ、と綺麗なラインの喉を動かした。

「なるほどね」

　はあぁ!?　なにが？　ねぇ、なにが『なるほど』なわけ!?　どうせまた嫌味のひとつでも飛ばしてくるんでしょーよ！

「ただ突っ立ってるだけの、使えねぇヤツ」

　ほーらきた。あいにく、こっちもそれなりに経験と免疫ってもんが……。

　ヤツの攻撃にどう応戦しようか、と作戦を練り始めたとき。ありえない話の展開に、思考回路はショートする。

「……と、思ってたけど、そこまで腐ってなかったみたいだな」

　カップを私たちの間にあるテーブルにコトッと置き、綺麗に整えられた爪で取っ手を弾いた。

『ああ。コイツにミルクティーって、なんて似合わないんだ』なんて客観的に眺めていたら、伏せていた黒川の目が私を捕らえる。

「今日は、オマエが早くに検品してくれたから助かった」

　――聞き間違いかと思った。

　だって、嘘やお世辞だとしても、コイツの口からそんなことを聞くなんて微塵も思ったことなかったし。だから、両手で持っていたにもかかわらず、危うくカップを落っことしてしまいそうになったほど、驚いた。

　あまりに唐突に起きた出来事に、なにも言えない。

　ヤツはそんな私を見て、軽く鼻で笑ったあとに、いつもの調子で言った。

「ま、オレが指示したのにあと回しになんかしたら、タダじゃおかないけどな」

　黒川はぽつりと漏らして、私が淹れたミルクティーを全部飲み干すと席を立つ。

　慌てて私も、ぬるくなったミルクティーを飲みきって、あとを追った。

　……さっきの。『なるほどね』って、いったいなにが言いたかったんだろう。

「おい。オマエはそれもういいから、紙袋に入れてけ」

「あ、はい」

　黒川は再び事務所の椅子に腰を下ろして、ダンボールの中へと手を伸ばす。私は言われた通り、テーブルに山積みになってきた引き菓子を紙袋に詰め始めた。

　あー、やめやめっ。コイツのこと考えるのは！

　紙袋を開きながら、意識的に頭の中を違う内容に変えようとする。

　ああ、そういえば。香耶さん、この前言ってたっけ。『仲直り』がどうとかって。新婦が、って聞こえた気がするけど、誰かとの仲を取り持つとかなのかな？　黒川なら全部知っていそうだけど。

　背を向けていた私が、チラリと盗み見るように黒川を振り返ると、最悪なことに目が合ってしまった。

「あ……」

「なんだよ」

　挑戦的なコイツの言い方に、やっぱり誰が聞くものか！と、わざとらしく顔を逸らす。その行動に、珍しくカチンとでもきたのか、ヤツが食い下がるように絡み始める。

「その態度、上等だな。気持ち悪いから言えよ」

「……別に」

「……面白くねぇな」

　最後のひとつに熨斗をつけ終えたらしい黒川が、椅子から立ち上がる。

　そんな脅しになんか負けませんよ！と誇示するように、私は無視して袋詰めを手早く続けようとした。

「ああ。デートできなかった八つ当たり？」

　はん！と嘲笑うようにして、黒川は私を壁際へと追い込む。

　背中には冷たい壁の感触。

　綺麗な顔立ちの上、背が高い黒川に迫られると、ものすごい威圧感。

　普通なら、この状況は足が竦んでもおかしくない。でも、震えるのをなんとか隠しながら、気丈に振る舞う。

「バッ……バカにしないで！　私は香耶さんが、今回なにかワケありな感じのお客様の婚礼だ、って言ってたから手伝いたくてっ」

「へぇ。でもまた仕切り直しすることにでもなったんだろ？　よかったな。手伝いもデートも叶って」

「アンタに関係ないっ……」

　反論の途中、ドン！と壁に肩を押しつけられる。

　目の前に影ができたと思ったら、次のことを考えるヒマもなく、そうなっていた。

　鼻腔を掠める煙草の残り香。肩に置かれた手の力強さと、後頭部に感じる手の温もり。そして、言葉を発せない状態にある自分の唇に全意識が集中する。

　私の口に重ねられているのは、柔らかで少し苦い味がする唇。

　それは確実に、夢でも妄想でもなくて、現実だ。

　押さえつけられるような、強引な唇から解放されて、初めに口を開いたのは私じゃなくて、コイツ――。

「オマエの妄想に付き合っただけ」

　たった数センチ離れた位置で開いたその男の唇からは、クッと漏らした笑い声と、そんな言葉。

「アタリ、だろ？」

　ふっ……ざけんなっ!!

　パシン！と静かな事務所に響く、乾いた音。私が、黒川の左頬を打った音だ。

「いっ……てぇな……」

　自分の右手に走った衝撃と、目の前の上司が顔を横に向けたまま、左頬を手で押さえている姿を見て我に返る。

　はっ！　ヤバい！　いくらコイツに非があるとはいえ、私ってば思いっきり……。

　だんだん手に強く感じる、じーんとした痛み。

　冷静に状況を分析して、私のほうは悪くないって思っても、現実にはそんな堂々としていられるほどの余裕がない。

　背に壁があり、正面には私を見下ろす捻くれ男。逃げだしたいのに逃げ道を塞がれ、この期ごに及んで、『でも仕事が』という言い訳も頭を掠める哀れな自分。

　しばらくお互いに無言で視線を交錯させたあと、うっすら頬が赤くなっている黒川が口を開いた。

「……逃げださねぇとは、いい根性してやがる」

「だっ……だって、そうしたくても、そっちが目の前に……」

　おどおどと言い返すと、またも、黒川は顔をゆっくりと近づけてくる。

「……明日腫はれてたら、接客に響くだろーが」

　至近距離で止まって、私をまっすぐに見てそう言った。

　さすがにまたキスをしようとしているわけじゃないみたいだけど、この息がかかるほどの距離まで詰めてくるのはやめてほしい。

　ていうか、だいたいにして、アンタが急にキスなんかするから悪いんじゃない、と喉元まで出かかるも、実際には口に出せない。それに気づいてか、黒川は片手を私の顔の横の壁につき、ニイッと口の端をつり上げる。

「帰んなら、あれ、めいっぱい持って帰れよ」

　親指を立て、後方を指しながら言うことに理解ができず、私は眉間に皺を寄せた。

　頬を殴られても、変わらずイイ男はイイ男なのか、と間近にある顔をしかめっ面で見上げる。まるで、もう一度キスしてしまいそうな近さに、それ以上は身動きが取れない。

「そして食え」

「はぁ!?」

『食え』っていったいなに……ああ！　もしかして、間違って納品された引き菓子!?あれを『めいっぱい』ったって、ひとり暮らしの私なんかが消費しきれないっての！

　言っていることを理解すると、黒川を睨みつけるのを忘れ、目を丸くした。

「せいぜい太れ」

「太っ……！　そんなこと言われて、『はい』なんて言う女子がいると思います!?」

「ああ。それ以上丸くなったら、嫌われるか。西嶋クンに」

　しっ、失礼な！　言うほど太ってないもん！　たぶん。

　かあっと顔を赤くし、なにも言い返せずにグッと手を握る。すると、黒川は眉を少し上げ、涼しい目を私に向けた。

「今度はこっちを殴るか？」

　そうして右の頬を挑発的に差しだしてくる。

　殴りたい……殴りたいけど、殴ったところですっきりするどころか、コイツにさらになにかされそうで。

　ふー、と鼻から息を吐きだして、心を落ち着かせる。

「……殴りません。こっちだって痛いし」

　自分の手を見ながら反抗的に答えると、また「ククッ」と押し殺したような笑い声が返ってくる。

「あーあ。こっちは気持ちいいことしてやったのに、張り手で返されるとは」

「気持ちいっ……!?　そんなこと、頼んでませんからっ!!」

　自分のしたことを飄ひょう々ひょうとまた引っ張りだしてくる神経がすごい。普通なら、バツが悪くて触れない話題でしょうが！

　キスされたことを思い出したこっちのほうが、顔を赤くしてしまう。

「おい。帰らねーなら、早くそれ、終わらせろよ」

　その様子に気づいてない自己中上司は、たいしたことじゃなかったかのように仕事に戻った。




「これをいったいどーすれば……」

　アパートに戻ったのは夜の十一時。

　幸い、同じ方向の黒川は残務があったらしく、私は先にそそくさと帰ってきた。

　ワンルームの真ん中にある小さなテーブルにドサリ、と紙袋を置く。

『オレは甘いものはいらねぇ』

　残業後に、煙草を咥えたアイツが嫌なものを見るように引き菓子に向かって言った。

　そして、結局、ひとり暮らしだって知ってるくせに、私に三つもバームクーヘンを押しつけてきた。

　私だって、いくら甘いものが好きでも、五日間のうちにこんなに食べるのは……。

　箱を取りだし、賞味期限を眺めて「はぁ」と溜め息をつく。

「九十個のうちのたった三個……か」

　顎をテーブルに置きながら指で箱を弾き、ひとりごとを呟いた。

　黒川を抜いて、全員が仮に五個ずつ持ち帰ったとしても……。簡単に計算しても、五十個は余りそう。それをどうするんだろう。やっぱり破棄？　もったいないなぁ。

　ぶつぶつと、まるでバームクーヘンに話しかけるようにぼやく。

　顔を上げ、包みを開いて箱を静かに開けてみる。薄紙に包まれたバームクーヘンをそっと手に取った。

「『幾重にも重なった年輪のように、いつまでも一緒にいられますように』、か……」

　その言葉は、ブライダルでお茶を提供するときに、時折聞こえてくる社員の言葉。いつの間にか耳に残り、そっくりそのまま覚えてしまった。

　ふたりがけのソファに頭だけを乗せ、天井をぼんやりと見つめる。

「婚礼、か」

　この広い世界で、明日という日に結婚式をする人たちってどのくらいいるんだろう。前夜である今は、どんなふうに、どんな思いで過ごしているのかな。

　今の自分が、もし、お父さんとお母さんに手紙を書くとしたら……？　いったいなんて言葉を綴つづるんだろう。ありきたりな内容。でも、私たち親子にしかわからないような、些細なエピソードなんかを織り交ぜて。泣かずに最後まで自分で読むと決めていたのに、本番で母親の涙を前に、すっかり涙るい腺せんが崩壊して号泣して。

　そのドレス姿で泣く私の横には、そっと背中をさする新郎が……。

　映画のフィルムのように、脳内で鮮やかに想像を展開していく。その〝新郎〟を、想像の中の私は、滲にじんだ視界で見上げる。すると……。

「……縁起でもないっ！」

　しん、としたひとりの部屋で、思わずガバッと体を起こして声を上げた。

　なぜなら、よりによってドレス姿の私の隣に立つ新郎が……黒川だったからだ。

　普通そこに立っているのは、好きな人とか、せめて憧れている人でしょ！　ということは、今の私なら、候補は西嶋さんのはずでしょうが！　なんで、どっちの条件も満たしていないはずのアイツが！

「……ただのセクハラ上司じゃん、アイツなんて」

　テーブルの上のバームクーヘンに、そうぽつりと漏らした。










「欲求不満かよ」




　翌朝、早番の私が出社したのは午前八時半頃。

「おい」

　商品棚を拭ふきながら、ガラス越しにブライダルの忙しそうな様子を眺めていたら、横から声をかけられた。

　昨日の残業中の出来事が忘れられない私は、渋々顔を上げて一瞥する。

　なのに、ソイツは、全然……全っ然、変わらない態度で接してくるなんて！　いったいどういう神経してんの!?

「……なんですか」

　無言で私を見る黒川から顔を背けて、掃除を再開しながら答えた。

「いや。顔がバームクーヘンみたいに丸い気がして。ああ。昨日の食ったからか」

　昨日は半ば強引に、命令のごとく『食え』って言ってたくせに。『ああ』だなんて白々しい！

「確かに食べましたけど！　言われるほど食べてないです！　丸い顔は生まれつきですからっ」

「へーえ」

　腕を組んで嘲笑う黒川を、鋭い目でキッと見る。

　不覚にも、ヤツの顔を見たときに昨日のキスのことを思い出して、あからさまに目を逸らしてしまう。

　……ヤバ。こんなことしたら絶対ヤツに気づかれて、なんだかんだ弄られそうだ。

　俯いたまま、視界に映る革靴の主の出方を待つけれど、想像した内容は聞こえず。

「オマエ、十二時に仲江の担当会場に来い」

「はっ？」

「時間厳守。一分でも遅れたら……覚悟しろ」

　業務連絡のような言葉を残し、呆あっ気けなく私の前から姿を消していった。

　香耶さんの担当の披露宴に？　なんで？

　わけのわからない指示に、いろいろと理由を探してみたけどさっぱりだ。

　そのうち美優ちゃんも出社してきたので、その理由を考えるのは途中でやめた。




　腕時計を確認すると、午前十一時五十分。

　土曜日だから、いつもよりお客様の出入りが多く見られるけど、忙しくて仕方ないというほどじゃない。そうじゃなければ、時間通りにショップを抜けるなんてことはできない。

「あの、美優ちゃん。私、ちょっと黒川さんに呼びだされてて……そのまま休憩入る感じでもいいかな？」

「全然いーですよ。それより、黒川さんから呼びだしって、なんかあったんですか？」

「うーん……怒られるようなことはしてないはず、なんだけどね」

　張り手はかましたけど。でも、それだって、アイツのせいだということには変わりないんだから、私は悪くない。

　その鬱うっ憤ぷんを晴らすかのように、普段よりも歩く足に力を込めて、指定された会場へと向かう。お客様が多いのでエレベーターではなく階段を選び、時計を気にしながら先を急いだ。

『一分でも遅れたら……覚悟しろ』と言ったアイツの言葉が頭をよぎる。

『覚悟しろ』ってなによ！　なんの覚悟よ！　あのセクハラ男！

　はっ！　もしかして、もしかすると、キス以上のことをされるんじゃ……。

「なに、ひとり芝居してんだ。暴力女」

　目的の階に辿り着き、俯いていた私に正面から吐き捨てた男。

　ピカピカに磨かれている革靴から足を辿って、ゆっくりと視線を上げる。

　確認なんかしなくたって、こんなこと言うヤツはひとりしかいないけど。

「それは、そっちに原因がっ」

「うるさい」

　私の反論を一刀両断するようにひとこと。そして、すぐに背を向けて歩きだしてしまう。言いたいことを言えずモヤモヤしていると、また立ち止まった黒川がチラリと鋭い視線を送ってくる。

「時間厳守、っつってんだろ。早くしろ」

　その言い方にも、もちろんカチンとくる。でも、この先で待っていることがなんなのか気になる。仕事の可能性が高そうだと思うと、渋々小走りで黒川の後ろにつく。

　おそらく、今、披露宴の真っ最中だと思われる香耶さん担当の会場。

　黒川は目の前のドアを、ひとりだけが通れるくらい小さく開けた。無言のまま視線で促され、黒川がドアを押さえる腕をくぐるように会場に入る。私のあとに続いて、ヤツも会場に入ると、そっと顔を近づけてきた。

「くれぐれも、邪魔だけはすんなよ？」

　い、いちいちムカつく……。

　イラッとしながらも感情をセーブして、披露宴に意識を向けた。

「それでは、ここで、新婦のお色直しに入らせていただきます。新婦が、エスコートをお願いしたいという方をご紹介致します」

　司会者のその言葉が聞こえると、新婦はチラリと香耶さんを見た。そして、アイコンタクトを送られた香耶さんもまた、無言で新婦に頷く。

「新婦のお姉様の、鏑木仁ひと美み様。どうぞ、前へお越しくださいませ」

　わあっと会場が大きな拍手で包まれる中、着物姿のお姉さんにスポットライトが当てられる。

　和装の姉妹が並んで歩くだなんて、絵になるだろうなぁ。

　単純にそう思って、ほうっと息を吐きながら披露宴に見入っていた。でも、なにか違う、と感じ始める。お姉さんが、立ち上がるもなかなか前へと歩を進めないのだ。

　不思議に思って、新婦の様子を見てみると、彼女もどこか緊張している面持ちで。

　どちらも動かない状況に、まわりもだんだん目に疑問の色を浮かべ始める。すると、香耶さんが、新婦にマイクをスッと差しだした。

「……今日は、ありがとう。来てくれ、て」

　感極まったように新婦は声を震わせてそれだけ言うと、もうなにも言おうとはしなかった。いや、言えなかったのかもしれない。

　すると、ようやくお姉さんが歩きだし、新婦の元へと近づいていく。

　遠くて表情があまりはっきりとはわからないけど、お姉さんは……真剣な顔つき？

　そういえば……。

　いつかの残業した日、ブライダルの社員の会話を思い出す。

『新婦とお姉様』とか『仲直りできたら』とか言ってたんだ、確か。ということは、姉妹間でなにかしらの溝がある状態のままの婚礼ってこと？

　なんとなく経緯を察し、黙って成り行きを見守る。

　一歩一歩、花嫁である妹にさらに近づく姉。そして、いよいよ正面に辿り着いたら、少しの時間、ふたりは見つめ合っていた。

　すると香耶さんが、すでにブーケを手にしている新婦に、和装用のボールブーケをもうひとつ差しだした。

　淡いピンクの打ち掛けの新婦は、ちょっと濃いめのピンクで合わせたボールブーケ。そして、香耶さんが今出してきたブーケは、深い緑をベースに白も取り入れた、同じ形のブーケ。

　それは、緑の振り袖をまとったお姉さんにぴったり合わせた色のものだ。

「……来るのは当たり前でしょ。もう……恥ずかしいな」

　いつしか、しん、とした空間に、マイクを通さないお姉さんの声が微かに聞こえた。

　涙する新婦を、苦笑しつつもリードする姿はやっぱり姉だな、と思った。

　細かな理由はこれだけじゃわからない。それでも、姉妹の関係がこの瞬間にまた繋がったように見えたのは、きっと私だけじゃない。

　盛大な拍手と共に、ふたりは照れながらぎこちなく会場をあとにした。

「……これを見せたかったんですか？」

　黒川に聞いても、一向に返事が返ってこなくて。それどころか顔を逸らされた。

　返事くらいしなさいよ！と思ったときに、不意に耳に届く。

「……欠陥品かもな」

　……は？　今、なんて？　『欠陥品』？　なにが？　誰が？　どういうこと？

　意味不明な言動に質問のしようもなくて。薄暗い中、目を見開いて、ただ黒川を見上げるだけ。

　ヤツは私と目を合わせずに、腕を組んだままひとりごとのように呟いた。

「何度、こういう光景を目の当たりにしたって……涙のひとつも出てこない」

　ざわつく会場の話し声に、かき消されるくらいの声。

　それでも、私の耳には届いてしまった言葉。

　そして、瞳に映る黒川は――。

「……さっさと休憩行けよ。トロいヤツ」

　いつもと同じ毒を吐きながら、今までとは微妙に違う冷たさを瞳に宿し、確実に曇った表情を浮かべた。




　……あれは、気のせいなんかじゃない。空耳でもない。

　来た道を戻りながら、私の頭の中はこともあろうかアイツのことばかりだった。

　一瞬。本当、一瞬だけ。アイツの素を垣間見た気がした。

「……なに、あれ」

　階段を下りる足を止め、思わず口から零してしまった。

　あんなヤツなんて、どーでもいいじゃない。様子がいつもと同じだろうが違っていようが。ただの上司で、ちょっと……いや、かなり性格悪くて、本当はどんな人間かさっぱりで。ムカつくことばっかり言うくせに傘に入れたり。『バカバカ』って言いながら、私が気にしていた婚礼の現場を見せてくれたり。

　苦手なくせに、私が淹れたミルクティーを飲んだり……。

　……ああ、全然わかんないヤツ。

　休憩室で、コン、と置いたカップの水面を眺めている間も、まだそのことが頭を掠めていた。

「あー……変だ」

　ボケッとしながらショップに戻る。そんな自分に気づかれたら『ボケッとすんな、妄想女』なんて言われるところだろうな、なんて思うあたり、やっぱり変だ。

「一件目の婚礼終わったんですねぇ。引き出物持って歩いてる人、たくさん！」

　美優ちゃんにそう言われて、私も手提げの紙袋に目を向けた。

「あ！　鈴原さん、知ってます？　なんか、ブライダルで手違いがあったとか」

　突然思い出したかのように、美優ちゃんは声のトーンを落とす。

　ああ。あの件か。知ってるもなにもアイツに巻き込まれたも同然で、しかもアイツとふたりで残業して。さらに……。

　詰め寄られてキスされたことを思い出して、叫びそうになる。

　どうにかそれを堪え、引きつった笑顔を浮かべて美優ちゃんの話を黙って聞く。

「それで、言われたんです！　『よかったら、持って帰っていいよ』って。黒川さんに！優しくないですか!?」

　まぁ、おそらくは私に対するような言い方じゃなくて、思いきり演じて言ったんだろう。

　ていうか、そもそもそれは優しいという部類に入るのか。はて、疑問だ。

「なので、もらっちゃいましたよー！　五個」

「五個!?」

　……すごいな、美優ちゃん。まぁ確かに美味しかったけどね。

「だって、ずっと食べてみたかったんですもーん。わざわざ自分で買ってまでは食べないじゃないですか、こういうの。でも、タダで食べられるとなると、断然食いついちゃいます！」

　手を合わせて空を仰ぎながら、うっとりして言う美優ちゃんを見て苦笑する。

　そして、ふと、閃いた。

　たくさん余っている引き菓子。ここの部署だけじゃどうしようもないくらいの量。でも、中身はそれなりに評価の高い、魅力的な商品。自分で手を出すまでじゃないけど、気になるようなもの……。

　あの引き菓子を、試食してもらったら……？　そうしたら、集客もできそうだし、常時何個か引き菓子を並べているショップにだって利益があるかもしれない。

「鈴原さん。じゃあ次、休憩入りますね」

「あっ、うん」

　美優ちゃんが不思議そうな顔をしていなくなり、私はショップにひとりになった。お客様のいない店で妄想は止まらずに膨らむばかり。

　お菓子で単純に契約が取れるなんて思ってるわけじゃないけど。でもきっかけにはなるはずだし、それに合うような紅茶で打ち合わせとかしたら、茶葉も売れたりして。

「休憩取ったばっかなのに、もう次の休憩のこと考えてんのか？」

　その声に、全身を石にする。

　ヤツが私の視界に入る場所へゆっくりと足を進めてきた。その視界の上のほうに、ギリギリ黒川の顎が見え、次に視界に入ったのは……唇。

　――キスを思い出すのなんて、一瞬だ。

　しかも、あんな強引な、男の力を感じるようなキスなんて……あいにく経験したことがないから。だから、こんなにも一瞬で身体中が熱くなる。

「ああ。その顔は……違うことだな」

　すごくいやらしい笑み！　でも、嫌悪感は抱かせないって、カッコイイ男はズルい。不公平だ。

「ち、近くに寄らないでくださいねっ。ここからこっちには入ってこないで！」

「小学生か、オマエは」

　ダンッと一歩前に踏みだし、レジスペースの内側に自分の陣地を明示する境界線を引くよう、手を横に動かして必死に抵抗したものの、一蹴された。

　今引いたばかりの線を越え、黒川はずかずかと足を踏み入れてくる。昨日のように、私を逃げ場のない奥へと追いつめてきた。

「で？　今度の妄想はどんなのだ？」

　昨日の今日でこんなふうに迫られたら、過剰反応しちゃうのは仕方ないよね!?

「ななななな、なんですかっ。べっ、別になにもっ」

　あからさまに目を泳がせて、自分でも笑えるくらいにどもりながら反抗する。

「見え透いた嘘をつくなよ。楽しそうな顔しやがって。わかりやすいんだっつーの」

　たっ、楽しそうな顔……。私って本当にわかりやすいんだなぁ。ちょっとヘコむ。

「オレは忙しいんだ。早く言え」

　ズイッと行き止まりまで迫られると、もう逃げ場はない。

　適当な嘘でごまかせたのかもしれないけど、なんだかコイツ相手だと、本当に頭の中を全部見透かされてる気がして。

　だから、バカ正直に、今考えていたことを口にしてしまった。

「……あの引き菓子を、試食に回したらどうかな……って思ったんですっ！」

　あ。なんか、まるで私が逆ギレしているみたいに言っちゃった……。

　そんな気まずさで、当然黒川の顔なんか見られない。

　視線を斜め下に。言うことは言ったから、口を噤つぐんで。あとは、そのピッカピカの黒い革靴が、この私のテリトリーから出てってくれるの待ちなんだけど！

「なんで、そうしたらいいと思った？」

　は……はぁ？　『なんで』って……。ただ、単純に思いついたこと。なに？　そのわけを聞いてまた小馬鹿にでもするシナリオ？

「……初めは、ただ……集客できるんじゃないかなって思っただけですけど……。でも、引き菓子を食べてもらったら、結婚に対して小さな実感みたいなものを感じてもらえそうだし。それに合うお茶でも出せば、ショップで置いてる茶葉の売上にも繋がる可能性はあるんじゃないかな……なん、て」

　自信なんて初めハナからないから、すごい早口で。視線は変わらず斜め下。そして、テリトリー内に変わらずある黒い靴。

　その革靴の主が、足を一ミリも動かさずに言った。

「シフト変更。今日から五連勤な。その間、残業もするつもりで」

　ん、なっ……なにを、コイツはっ……。

　なんの嫌がらせだ！と、勢いよく顔を上げる。が、ヤツの顔を見た途端、その勢いがしぼんでしまう。

　――久方ぶりに目が合った黒川が、笑っていた。

「せいぜい、お茶出しで貢献してくれよな」

　スタスタと立ち去る背中を見つめながら、頭と心がぐっちゃぐちゃ。

　だって、今のって、肯定ってことだよね？　私が思いついたアイデアを否定しなかったよね？　でも、そんなことより……。

「……アイツ、笑った」

　あの嫌味な黒川が。性格の悪い男が。したたかヤローが。『フッ』って、まったく裏を感じさせない素の笑顔で。

　その笑顔を見た私は、右手を心臓に当てて、いまだに動けずに棒立ちしていた。

　ドクドクドクと逸はやる心臓の音。

　……いや！　いやいやいや！　なにをこんなにドキドキしてるんだ、私！

　ハッとして、ひとりで両手をぶんぶんと振ってまともな自分を呼び戻す。冷静になり、その不可解な動きを誰にも見られなくてよかった、と息を吐く。

　……特に、アイツに。




　ショップを閉めた直後、香耶さんがわざわざ私の元に来て声をかけてくれた。

「お疲れ様。無事に婚礼終えられてホッとした。なっちゃんのおかげ」

「えっ。いえ！　そんな大層なことは……」

　昨日の残業中も全部、黒川の指示通りに動いていただけだし。綺麗なお辞儀で、改めてお礼を言われるほどのことなんてしてないし！

「あ。そうそう！　黒川くんから聞いたよ？　さっき！」

「へ？　な、なにをですか……」

　黒川からって……いったいなんだ!?　なにをアイツは香耶さんに……！

　動揺していると、香耶さんはニッコリ笑顔で上品に手を合わせる。

「人気引き菓子の試食会！　すごくいいアイデアだと思う！」

「あっ……」

　そ、それか！　冷房がまだ効いているはずの店内なのに、一瞬で汗が噴き出そうになっちゃったよ。私の前での黒川と、香耶さんの前でのアイツは雲泥の差。どういう話をして、どういう話はしないのかっていう匙さじ加減が掴めないから。

　ホッと胸を撫で下ろしたところに、香耶さんの背後から、ヤツがこっちに来るのが見えた。私の視線で香耶さんも黒川に気づくと、ピッと背筋を伸ばしたのがわかる。

「黒川くん！　今回は本当に――」

　私に背を向け、真面目な声で黒川に言いかけた香耶さん。

　ああ、きっと謝るんだな。割り切ったように元気に振る舞っているけど、香耶さんも相当気にしてたし、参ってるんだ。じゃなきゃ、わざわざ正社員でもない私のところに来て、深々と頭下げたりなんかしないよ。

「仲江。もういいから」

　黒川は柔らかい表情と、それにふさわしい優しい手つきで香耶さんの肩に触れる。

　目を僅わずかに細め、口角を上品に上げて。

「謝る時間がもったいないだろ？　次に活かせばいい」

「……はい」

「賞味期限は待ってくれないしな」

「片づけを終えたらすぐに、試食会に向けてホームページ更新しますね」

　チラッと見えた香耶さんは涙目だった……けど、笑ってた。

　なにか乗り越えたようにも思えるその姿が、香耶さんが去ったあとでも脳裏に焼きついて、しばらく離れない。

　すると、その空気をぶち壊す、いつもの低音ボイス。

「なに。オマエ、そっちの線もあるわけ？」

「……は？」

　ヤツのスーツにピンボケしていた焦点を合わせ、ゆっくりと顔を上げていく。

　腕を組んだヤツは、香耶さんに対して見せたような優しさのカケラもない、涼しげな目で私を見下ろす。

「妄想相手は、女もアリか」

「バッ……」

　カ、じゃないの!?　なにコイツ!!　なにを飄々と……！

「『バッ』、なに？」

　うわ、怖っ！　絶対、言いかけた言葉の続きわかってるよ、この男！

「バ……バリスタ並みに美味しくコーヒーも淹れられるようになりたい、なんて」

　ああっ！　私のバカ！　ものすごい無理ある言い訳。

　でも、バカだなんて面と向かって言うほうが無理！　なんか負ける気がする！

「……バリスタ、ねぇ」

　ニヤリ、と揶や揄ゆするような表情に息を呑む。

　危険信号が頭の中で鳴っているのに、距離を取るどころか、目すら逸らせない。

「違うだろ」

　スッ、と伸びてきた手に心臓が大きく跳ねた。

　黒川の人差し指の先端が、私の唇を捕らえる。

「昨日キスんときと同じ顔、してたけど？」

　な、な、な……！

「妄想女コドモには、ちょっと刺激が強過ぎたか」

　あ、あれ……？　ただの上司と部下というには、近過ぎる。手を軽く伸ばせば簡単に触れられる距離にヤツがいる。触れられるなんてもっての外ほか……って、思ってたのに。指先が触れた唇が熱い。見上げると、そこにはいつもの悪魔の笑顔なのに。

　なのに……この、感覚はなんだ？

「もう一回、する？」

「しっ、しません!!」

　断固拒否すると、黒川が整った眉根を寄せて険相な顔をした。

「……声がデカい。気づかれるだろうが。本当に塞ぐか？　その口」

　ぶんぶんと勢いよく首を横に振り、今度は態度で思いきり示す。すると、ブライダルの事務所から物音が聞こえてきて、黒川は私と距離を置いて去っていった。




「なっちゃん！　コーヒーとミルクティー、お願いできる？」

　香耶さんは早口で言いながら、ゴメンネのポーズを小さく取った。それから忙しそうに、事務所にプライベートルームにと、ちょこちょこと動きまわる。両手にいろいろと抱えて、サロンで待つお客様のほうへと戻っていった。

「なの花ちゃん、こっちもアイスティーふたつ、お願いしてもいい？」

「あ、はい」

　私はというと、あの香耶さん担当の婚礼から二日後、引き菓子の試食会が始まり、今までに経験したことがないほどのお茶出しに追われていた。

　そんなところに、ショップから様子を窺いに来てくれた美優ちゃん。

「鈴原さーん……わ！　すごい洗い物の山！」

「そこまで手が回らなくて。かろうじてグラスとか足りてるから……」

「でもなんか、鈴原さん、ちょっと楽しそう？」

「え？　そう？」

　なんて言ったけど、実際本当に楽しんでたりして。

　手際よく、優先順位を考えながら。沸騰したお湯を少し冷ましている間に、牛乳に茶葉を入れたり。蒸らしている間に、レモンティーのレモンを切ったり。

　コツを掴めば、なんとかそれなりのスピードで提供できていて、それが充実感。

「あ！　すみません、あたしショップに戻ります！」

　美優ちゃんが戻ると、ドアの隙間からガヤガヤと賑わう声が聞こえてくる。

　平日でも、実際はこんなにお客様が来られるものなんだなぁ、と思ったりして。

　そうだよね。私たちと同じような接客業の人だっているわけなんだから、そしたら今日みたいな平日のほうがよかったりするよね！

　やり甲斐を確かに感じ、気合いを入れた私は、頼まれたドリンクを作り始めた。




　ショップの閉店時間には、さすがにサロンも落ち着いてきていた。

　事務所を覗くと、ブライダルのスタッフふたりがデスクに突っ伏して、完全に魂が抜けている。

　いつもはわりと、ゆったりとした接客だし。料飲部のような時間や来客との闘いはほとんどないし。そんな毎日だったのに、急にこんなに繁盛したら、ついていくのに必死だよね。

「なっちゃんも疲れたでしょ？　お疲れ様。手伝ってくれてありがとうね」

「香耶さん！　いえ！　役立てたならよかったです！」

「もー、すんごい助かったよー。それに、なっちゃんのドリンクはいつも丁寧だし！評判いいんだよ？」

「評判？　え？　そんな、なにかありました？」

　その言葉をどれだけ本気にしていいのかわからずに、ただ笑っていると、香耶さんは手で口元を隠す仕草で耳打ちした。

「だってね？　黒川くんが担当してるお客様が言ってたみたいだよ？」

「は？　黒川……さんの？」

『黒川』の名が出てギョッとしたけど、その内容が気になるところ。香耶さんに目を向けると、ニッと笑顔を返された。

「『一度目に来たときに淹れてもらったお茶よりも、二度目のときのほうが美味しい気がします』って」

　……お客様が、そんなことを言ってくれていたなんて。

「二度目はなっちゃんのときだった、って」

「でも、それ、本当に私のときですかね」

　うれしくなる感情を抑えるように、苦笑しながら言った。

「黒川くんが言ってたんだから間違いないよ。それに、黒川くんも……ううん、なんでもない。今日は本当、お疲れ様」

『それに』アイツも、なんだって……？

　なんか、ものすごーく気になる言い方と、気になる人物の名前が……。いや、でも深追いしないほうがいい？　だって、出てきた名前はアイツなわけだし。うん、そうだ。忘れよう。いいことなんか、ひとっつもないよ。

　まだあと片づけが残っているっぽい香耶さんは、なにやら言いかけて、パタパタとデスクのほうに行ってしまった。

　はぁ。それにしても、疲れたなぁ。

　ショップを閉めて、プライベートルームでぼんやりと今日を振り返る。すると、テーブルに置いていたバッグの中で携帯が振動した。

　脱力したまま画面を見ると、そこには【西嶋さん】の文字。

　慌ててシャキッと背筋を伸ばし、声のトーンをひとつ上げる。

「はっ！　はい！」

　あ！　ちょっと不自然なくらい声張っちゃった！

『……ぷっ』

　わ、笑ってる。たぶん気合い入れて電話出たから！　うわ、すごい恥ずかしいよー！

『あー、ごめん。なんか、すごい想像通りの鈴原さんで。今、平気？』

「え……と。はい、少しなら」

　想像通り？　それってどういうことだろう。ああ、それにしても本当に、ああいうの恥ずかしい。今度から気をつけよう。

　電話なのをいいことに、思いきり顔を赤くして、何度も首を小さく横に振る。そうしないと、わけもなく走りだしてしまいそうなくらいに、今の自分への羞しゅう恥ちがひどい。

『いや……今日、平日だからわりと都合いいかなー？と、思った次第です』

　耳元で聞こえる優しく丁寧な声。敬語はわざと今だけ使ったっぽいけど、そういう話し方、結構好き。

「今日……ですか」

　ブライダルのスタッフほどじゃないけど、試食会の疲れが結構きてる。それに、汗かいたし、今日の服装も……ああ！　全然可愛い感じのじゃないし！　だけど、何度もタイミング逃してる私を誘ってくれているのは申し訳ないし……。

「あ、あの。はい、大丈夫です！」

『本当？　無理しなくていいよ？』

「ちょうど、今上がって休んでたところですから」

『そっか。じゃあ、十五分後くらいに駅前で待ち合わせる？』

「駅前ですね。わかりました！」

　電話を終えると、ガタッと席を立つ。

　急がなきゃ！　着替えて、化粧直して……髪もきっと乱れてるし……。わぁ、なんかこれって、デートみたい。いや、デート？

　待ち合わせ場所に行ったら、すでに彼が先に待っていて。『どこに食べに行こうか』とか言いながら、近過ぎず、でも決して遠くはない距離を保ちながら歩いて。手を伸ばせば届く距離にいるのに、そうできないことがもどかしくて。会話なんて上の空で、少し前を歩く彼の空いた手を気にしていると、不意に足を止めた彼がこちらを見ることなく、手だけを私に伸ばしてきて……。

「妄想全開」

　時間もないくせにトリップしていた私の背後から、ボソッと聞こえた冷ややかな声。

　嫌な予感がして、こわごわ振り向けば、そこにはやっぱりヤツがいた。

「いっ……いつから、そこに……」

「さぁな。いつからだっけなぁ？　誰かさんが、アホみたいに高い声で電話に出たあたりからだったか？」

　ノーッ!!　痛恨のミス……!!　そんな初めからコイツに見られていただなんて！

　鯉のように口をパクパクとさせる。恥ずかしさのあまり、さすがになんにも言えなくて悶絶してしまう。

「き、聞いて……？」

　……たんだよね、それなら。初めから全部、聞かれてたんだよね!?

　すると、黒川はきょとんとした顔でサラリと答える。

「聞いてた？　なにを？」

「いや、だから」

「別に、『ちょうど今上がったところだから、駅前で』って、デートの約束してたのなんて聞いたりしてないけど」

　このヤロウ!!　しっかりはっきり聞いてるじゃない！　悪趣味！　悪魔！　なにが『なにを？』よ！　白々しいほどとぼけた顔までしちゃって！

　わなわなと、恥ずかしさと怒りと悔しさで手を震わせながら、これ以上この話を大きくしたくなくて、グッと言葉を呑み込んだ。

「……お先に失礼します！」

　ほんの少し反抗的な言い方で、プライベートルームを出ようと席を立つ。

　ドアの横に立つ黒川と目も合わせずに、ドアノブに手を伸ばしたときだ。あと数センチでドアノブが掴めるというのに、それを阻止する美しい手。

　その手が私の手首に絡みつき、グッと力が込められた。

　今まで言葉ではいろいろ言われてきたけれど、こんなふうに触れられて、直接的になにかを阻まれるなんてされなかったから。

　あまりにびっくりして、見ないようにしていた黒川の顔を思わず見てしまった。

「明日、七時出勤」

「し、七時……？」

　なにそれ！　今まで八時はあっても、七時なんて時間、一度もありませんでしたけど！　新手の嫌がらせか！

　心で散々突っ込むと、黒川はしれっとした顔で私を見下ろし、つけ加える。

「何度も言うけど、時間厳守。寝坊して、その理由がデート、とか笑わせんなよ？」

「そ、そんなこと絶対言いませんっ」

「夜遊びはほどほどにな、お子様」

　余計なお世話だっつーの！　夜遊びだなんて。夜遊び、だなんて……。

　その言葉の先の、オトナの想像までしてしまって、頭からぼんっと湯気が出た。

　なななな、なにを考えてるの！　たいした経験もないくせに！

　だいたい、別に西嶋さんとは恋人同士なわけでもなければ、そういう対象で見られているのかも怪しいくらいだし！　ていうか、こんなこと考えるなんて……。

「ったく。欲求不満かよ」

　口になんか出していないのに、頭で考えていた言葉を言われてびっくりする。

　なんでいつも、黒川という男はこっちの考えていることがわかるんだ。

　それがなんだか、黒川のほうが優位に立っている感じがして。敗者の気持ちに似たものも感じつつ。

　気まずい空気の中、早くこの場から立ち去ろうと、今度こそドアノブを握った。

「忘れるなよ。オレを待たせでもしたら、この前みたいなモンじゃ済まないからな」

　ドアを開いた直後に、背中にそう投げかけられる。振り向きはしなかったものの、ピタリと足を止めて言った。

「……七時でも六時でも、遅刻しないで来てやりますよ」

　言い逃げするように。黒川の反応なんて待たないで、足早にその場をあとにした。




　待ち合わせ場所に近づくにつれ、窓ガラスに映る自分を何度も気にする。

　ゆっくりと身仕度する時間がなかった……。それは、アイツがあのタイミングで話しかけてきたからだ、絶対。

　黒川のことを思い出しながら黙々と歩く。いつしか頭の中が、黒川への不満でいっぱいになっていたらしく、目の前に西嶋さんが立っていることに気づくのが遅れた。

「鈴原さん？」

「はいっ！　えっ、あ！　に、西嶋さんっ」

　ピシッと気をつけのポーズになり、真正面にいた西嶋さんにあわあわと返事をする。

　わぁ！　ホンモノの西嶋さんだ！

　一気にカチコチに固まった私は、なんにもうまく話を振ることができない。それを知ってか知らずか、彼のほうからさりげなく話しかけてくれる。

「急にごめんね！　でも都合よくてよかった」

「あ、いえ！　こちらこそ！　連絡もしないまま……」

　そうだよ。仕事とはいえドタキャンしてから、一度もメールとかしてなくて……。

　バツの悪さから、つい目を逸らすように俯いた。

「大丈夫だよ。それよりお腹空かない？　どこ行こうか？」

「え！　えーと、えぇと……」

　ちょっと待って！　こういうとき、初めて食事に行く男の人相手だと、どういう答えが理想的なんだろう？

　その思考に突然割って入ってきたのが、なぜか黒川のヤロウだ。

『どうせ猫かぶったって、すぐボロ出るんだから。無駄なあがきはやめろ、バーカ』なんて、アイツの言いそうなことを自分で想像して腹を立てる。

「鈴原さん、そんなに悩まなくても」

「あの！　オススメが！　おじさんが平和に飲み交わすような居酒屋なんですけど、他のところとはなんか違うんですよ！」

　空想の中の黒川に対抗するように、意地になって口にした。

「おじさんが、平和に……」

「いや！　あの！　なんていうか！」

　あああぁ！　もう私の力じゃ軌道修正不可能だ……！

　こういう初デートみたいな場面って、相手に一存すべきだったんだよ、絶対！　だいたい、妄想の中でもそうだったはずじゃない！　せめて、もっと女子らしい場所を口にすべきだったー！

　私が笑顔の裏で大泣きしていると、西嶋さんが「ぷっ」と堪えきれなくなったように笑いを漏らす。おそるおそる顔を見ると、片手の甲で口元を隠すようにして、私を見ながら爆笑寸前。

　もうダメだ。もう二度と誘われたりはしない……。もしもアイツに……こんな私の醜しゅう態たいを知られたら……。

　悪寒のようなものが全身を駆け巡り、ぶるりと身を震わる。

「興味あるな、そのお店。ぜひ案内してくれる？」

「えっ！　あ、はっ……はい！　喜んで！」

「ぷっ。すでに居酒屋店員みたい」

　……なんか、なにを口にしても笑われる気がする。

　がっくりと、自分の女子力と柔軟性のなさに肩を落とす。

　笑ってはくれたけど……。慣れないことってすごく気を張っちゃう。

　たった少しの距離を一緒に歩くだけでも、ものすごい緊張感と疲労感。そんな中で大きな失態もなく目的地に辿り着いて、こっそり安あん堵どの息を吐いた。




「鈴原さんって、大学の頃から〝癒やし〟だよね」

「はっ……？」

　こぢんまりとした居酒屋で、カウンターに並んで座った。

　見まわせば、平日だからか満席までには至らず。埋まっている席を見れば、さっき自分が言った通り、今のところ百パーセントおじさんだ。

　それはいいとして。

　一杯目のビールに口をつけるや否や、西嶋さんが不思議なことを言うもんだから、私はすぐジョッキから口を離した。

「あ。知らなかった？　結構そんな話題出てたんだよ」

　しっ……知らない。そんなこと、全然。だいたい、癒やしというよりは、間抜けに近かった気がするんですけど……。

　カウンターに置いたジョッキを見つめながら、当時の自分を思い出す。

　……いや。なんら今と変わらないし、むしろ、今よりも妄想癖が強かったかも。そう思ったら、かなり気持ち悪いよ、私。

　つい最近の過去の自分を思い出して青褪めていると、西嶋さんが、ひょいっと顔を覗き込む。

「きっと、今の職場でもそんな位置づけだったり？」

「え？　いや！　それは、ない……と、思うのですが」

　今の職場で？　私が癒やし？　いやいや！　それを言うなら、香耶さんでしょう。

　あの、仕事がデキるにもかかわらず、ほんわかしたオーラを出している香耶さん。そこへいくと、私なんて？　特になんの取り柄もない、ただのお茶出し……。

『〝癒やし〟だぁ？　寝言は寝て言え』

　はっ！　言われたこともないのに、脳内であの男が毒を吐いてる……！

　自分で勝手にアイツを脳内で召喚したのに、それが腹立たしくて。ぶんぶんと頭を横に振って、ヤツを追いだそうとする。

　想像の中でも、アイツは簡単には私の言うことなんか聞いてくれなくて、なかなか立ち去らない。仕方なく、頭の隅のほうに押しやってから、「ふーっ」と鼻息を荒くして息を吐いた。

「なんか、悩み事？」

　その声でハッと現実に引き戻され、視界に入った西嶋さんに焦点を合わせる。のけ反るようにびっくりすると、彼は目をまん丸くしていた。

　うわ……大失態……。

　会ってから、変なところしか見られてない。そんな自分に心の中で失笑しては項垂れる。その様子になにか勘違いしてしまったらしい西嶋さんは、とても親身に声をかけてくれた。

「聞くことしかできないことかもしれないけど、それでもよければ聞くよ？」

　小首を少し傾げ、くっきりとした二重の瞳を向けられる。

　黒川とは違うタイプの、目鼻立ちのよさ。黒川はオトナのフェロモンがすごいけど、西嶋さんは、どこかのアイドルグループに属していそうな可愛い感じ。

　柔らかな雰囲気と、犬のような愛くるしい瞳で言われてしまうと、なんだか否定するタイミングを失ってしまう。

「あ……いえ。悩みっていうほどのことは……」

『最近異動してきた、腹黒上司の黒川っていう男が食えないヤツなんです』……なんて、言えるかっ！

「職場の先輩とか、上司とかの問題？」

　偶然にも西嶋さんの言うことが結構アタリで、思わず反応が遅れてしまう。

　こんな間を作っちゃったら、ごまかしようがないじゃん！　なにやってんのよ私！

　自分を叱しっ咤たしたところで、目の前の西嶋さんとの話を巻き戻せるわけもなく。

　結局、当たり障りのない程度にしようと、慎重に考えながら口を開いた。

「あー……いや。そんな深刻なことじゃなくてですね。最近来た上司がなかなか厳しいというか、なんというか……」

　ごにょごにょと、語尾は濁すようにして。

　チラリと西嶋さんを見てみると、思いの外真剣に話を聞いてくれている分、なんだか余計に胸が痛い。

　まぁでも、まるっきりの嘘ではないわけだし。別に、なにかをどうにかしてほしいとかいう話でもないし。ただ聞いてくれるだけってことだから。

　念を押すように自分で言い聞かせていると、西嶋さんと目が合った。

「……それって、この前の人、だよね？」

「えっ」

「この前おれが行ったときに挨拶した、あのイケメン上司」

『イケメン』……。そういう言い方に当てはまりはするんだけど、悔しくてそこに賛同できず。そんな気持ちを、バカみたいに正直に顔に出してしまう。

「……まさか、パワハラとかされてるの？　いや……セクハラ、とか」

　怪け訝げんそうな顔をして、西嶋さんはびっくりするようなことを口にする。これ以上はマズい、と笑顔で手をぶんぶんと横に振り、あえて明るい声で否定した。

「そんな！　だいたい、セクハラなんて、私になんかしないですって！」

　思いきりキスされましたけどねっ！

　自嘲気味に心でつけ足す。

　ついでに言えば、明日は意味不明な七時出勤だそうで！　あれ？　これって立派なパワハラなんじゃ。

　笑顔の裏で毒づいていると、私の演技力が乏しかったのか、西嶋さんはまだ浮かない顔をしていた。

「……本当に？　なにもない？」

　ああ、もう。すごい優しいところ、学生のときからだよなぁ。

　個人的に声をかけられたなんてことはないんだけど、いつもサークル内の飲み会とかでもまわりを気遣う人だった。そういうところに人として惹かれて……。

「それならいいんだけど。でも、もし頼れる人がいないなら、おれに言ってね？」

　困ったように、僅かに眉根を寄せて笑う西嶋さん。

　そんな彼が、自分の隣にいるなんて、いまだに実感湧いてないかも……。

　照れ隠しのようにビールを呷あおる。それから、西嶋さんのうまい話術に助けられて、緊張しながらもなんとか会話を繋いでいった。

　好きな食べ物の話とか、大学のときの話とか、友達の話とか。仕事の話では、うちのホテルとも少し関係のあるようなことをしているって聞いた。なんでも親会社が航空系で、その傘下にある会社の『商品企画販売事業部』というところに所属しているらしい。よく空港内で目にする、有名航空会社のショップに並んでいる商品なんかを営業して回っているみたい。

「え？　じゃあ、うちにも営業に来たりするんですか？」

「おれはまだ行ったことないけどね。他の担当が、鈴原さんがいるショップにも営業行ってるんじゃないかなぁ。おれの担当地区じゃなくて残念」

「えぇ！　そういうことですか？　わー、なんか不思議です」

　だんだん緊張も薄れてくる。それは、西嶋さんの力というか、彼の気遣いのおかげなんだろうけど。

　お互いの仕事の話や昔話。そういうなにげない話をしては笑って。

　……でも、時折頭の中で、あの悪魔がにょきっと顔を出してきては毒を吐いていた。




「あの、ごちそう様でした」

「んーん。鈴原さんのお店のセレクトのおかげで、すごく安く済んだ！　なんてね」

　店先でそんな話をしながら、次になにを言おうか考える。

　すると、ふとお互いに無言になっていることに気がついて顔を上げた。

　目に飛び込んできたのは、こっちをじっと見つめている西嶋さん。その視線に、余計に緊張感が増して、汗をかきながら必死に会話の糸口を探る。

　そのとき、彼のほうから口を開いた。

「時間、大丈夫なら、もう一軒行く……？」

「えっ……」

　うわ。それって、私と一緒にいてもつまんなかった、ってことじゃなくなるよね？自うぬ惚ぼれれば、もう少し一緒にいてもいいかな、って思ってくれてるってことだよね？

　それってすごいことじゃない？

　こんなふうに誘われたりすることが、オトナになってからは一度もない。だから、素直にすごくうれしくなってしまった。……けど。

「あ。そっか。明日、早いって言ってたっけ」

　一瞬困った顔をしてしまったのを運悪く見られたらしく、西嶋さんが思い出したように口にした。

「す、すみません……本当に」

「……いや。じゃあ駅まで送るよ」

「えっ？　あ、そんな！　いいです、いいです！」

　こんなときは、素直に甘えれば、なにかしら発展の可能性があるような想像をしているくせに。まったく、我ながら現実に活かされない想像生活だ。

　強張った声を出してから、全力で否定するなんて、いくらなんでも失礼じゃない、と後悔する。

　だけど、彼は私の想像なんか遥かに飛び越えて――。

「最近、いろんな事件もあるし。本当は家まで送りたいけど、それはそれできっと問題あるでしょ？　だから、せめて駅まで。ね？」

　そうして結局、西嶋さんの気遣いのままに送ってもらうことになった。

　西嶋さんが使う路線は、地下鉄じゃなくてＪＲだというのを道中で聞いて謝ったけど、「送るのは普通でしょ」と、当然のように笑ってくれた。

　足元がふわふわとしていたのは、酔っているだけじゃなかったりして……？

　こんなふうに優しくされることなんて、現実にはそうそうないから。普段、接する男の人なんて……黒川くらいだし。アイツが優しいなんてこと……。

　思い出せる〝優しさ〟といえば、前に足を怪我したときのことくらい。

　表向きは天使のように振る舞っておいて、ふたりきりになった途端、悪魔の顔を見せるんだから。

　……でも、香耶さんの担当の婚礼に呼びだしたり、お茶出しでの私の評価がいいような話をしたり……。あれ？

　だんだん、自分がなにを考えてるのかわからなくなっていると、いつの間にか駅に着いていた。

「あっ、着きましたね。本当、わざわざすみません」

　私ったら、なんてもったいないことを……！　憧れの西嶋さんと並んで歩けてたっていうのに、頭の中ではあろうことかアイツのことを考えていただなんて！　今この場に自分しかいないのなら、思う存分、自分の頭をポカスカ叩きたい。

「また、誘ってもいい？」

「へ!?」

　別れ際に、まさかの台詞せりふ。

　しかも、社交辞令とかそういう雰囲気でもない気がする。

『また』？　そんな、『また』だなんて、いいの？　ていうか、回数重ねるごとに、失望されていきそうな恐怖感と緊張感が……。でもでも。こんな、せっかくの好機チャンス！

「は、はい、ぜひっ……あ？」

　不意に声を上げてしまった。そのわけは、目の前の西嶋さんじゃなくて、少し向こうから歩いてくる男。

　その私の視線に勘づいてしまったのか……。

　遠くから来る男は不意に私へ視線を向けると、一瞬驚いた顔をした。

　次の瞬間、絶対に不敵な笑みでも浮かべるのだろう……そう、思ったのに。

「……誰か、いた？」

　西嶋さんが尋ね、私の視線の先を探るように首を回した。

　いつもなら、いつもの私だったら、西嶋さんはアイツと一応面識があるし、慌てて話を逸らして、場所を変えたりしたかもしれない。

　だけど、それができなかったのは……。

「あれ？　あの人、鈴原さんの……」

　――黒川のほうが、私を無視するように目を逸らしたからだ。

　偶然じゃない。だって、一度、確かに目が合ったし。今も、だんだん距離は近づいてきてる。私たちふたりの視線は明らかに黒川に向いているのに、あの男がそれに気づかないわけがない。

　距離を取って私たちとすれ違おうとした黒川を、黙って目で追う。

「お疲れ様です。以前、一度お会いしたんですけど、覚えてますか？」

　その突然の西嶋さんの声に驚いた。心臓が止まりそうになったくらいに。

　な、なにを言うの……？　西嶋さんっ!!

　あわあわしたところで、もうどうしようもない。それでも、そんなの関係ないくらいに大慌てしてしまう。

　だって、西嶋さんたら黒川に話しかけるんだもん！

　西嶋さんの声を、黒川はさすがに無視することはせずに立ち止まる。そして、ニコリと、いつもの営業スマイルを浮かべた。

「ああ。どうも、こんばんは。今お帰りですか？」

　ほんっとーに、黒川は私の前とは別人だ。

　そのチラリと白い歯を覗かせる爽やかな笑顔。聞きやすい、通った声。私にはいやらしいくらいの笑みで、超低い声なのに！

　憎たらしい思いで、ジロリと西嶋さんの後ろからヤツを睨む。

「ええ。でも、本当は彼女ともう一軒行きたかったところなんですけどね」

　その背中越しに聞こえた言葉に、唖然としてしまう。

　私の視界に入っている黒川も、それを言われたまさにその一瞬、目を若干大きくしていた。でも、さすがに普段から演じているだけある。すぐに元の猫かぶりになって、うっすら笑顔を浮かべた。

「そうなんですか。あなたもお仕事があるでしょうし、平日だと仕方ないですね」

　すると、それを受けた西嶋さんがさらに私を驚かせる。

「鈴原さんも明日、仕事早いんですよね？」

　えぇー!!　それを、今！　上司コイツの前で言っちゃう!?

「……ああ。鈴原が、最近やる気のようで」

「鈴原さん、が……？」

「今は女性も仕事に力を入れる時代ですしね。私はいいことだと思いますよ」

「……そう、ですね」

　にこやかな、柔らかい口調。でも、私にはわかる。その笑顔の裏に、〝悪魔〟がひそんでいるのが……。西嶋さんもなんとなく〝悪魔〟を感じ取ったのか、口を閉ざす。

『どうせオマエが、早出命令されて……とかって愚痴でも吐いたんだろ？　おかげですげぇ面倒なことになったじゃねぇか、このバカ。俺の貴重な時間を返せ』とか言われそう……。いや、言われる！

　明日以降の黒川の出方を想像して身震いする。

　いつしか意識は、明日からの黒川に囚とらわれていて。目の前のふたりのことを、たいして注意深く見ていなかった。

　そんなときに、毎日聞いている低音が耳に届く。

「鈴原と、同じ方向ですか？」

　ちょっと……。黒川のヤツ、なにを言う気……？

　ハラハラと動向を見守っていると、西嶋さんが少し間を置いて答えた。

「……いえ。時間も時間なので、駅ココまで送ってきただけですけど」

「ああ。そういうことで」

　黒川と西嶋さんが、穏やかな口調の中で、なにか張り合っているように感じるのは気のせい？　私が酔っているから、まともに判断できないだけ？

　オロオロするだけで、会話に入ることなんかできずにいると、あの黒川がとびきりの笑顔を私に向けてきた。

「私、彼女と途中まで一緒なんですよ。な？」

『な？』って……!!　いや、確かにそーだけど！　だからってそんな爽やかに同意を求められても、その先になにが続くんですか！　もはや怖過ぎてどうしていいかわかんないっ。

「じゃあ、ここからは私が引き受けましょうか？」

「……え？」

　ヤツが突然言いだしたことに反応を示したのは、私じゃない。西嶋さんだ。

　私はその言葉に度肝を抜かれて、あまりの予想外な流れに絶句中。きっと黒川の目には、今の私は、ぽかんと口を開けていてアホみたいに映っているんだろう。

　その間にも、黒川と西嶋さんの会話は続けられているわけで……。

「どうせ方向一緒ですし。あ、なにか心配してますか？　私が送り狼おおかみになるとか」

「い、いえ。そんなことは……」

「さすがに、明日も明後日も顔を合わす部下に変なことはできませんよ」

　冗談交じりにニコリと笑う黒川。それを、困ったように見つめて戸惑う西嶋さん。

　戸惑って当然だよ！　ただの後輩である私についてそんなこと言われちゃって、反応に困るのが普通だって！　つーか！　なぜ、アンタが私を送るとか言っちゃってんの!?　どーせなんか企んでるんでしょーよ！

「それじゃ。失礼します」

　完全にパニック状態になっていると、黒川が西嶋さんに挨拶をして、長い足を駅の入口へと向けた。そこから数歩、歩みを進めたところで、くるりと振り返る。

「鈴原」

　たったひとこと、名前を呼ばれただけなのに。なに、この威圧感。

　有無を言わさぬような呼び声に、私だけでなく西嶋さんも固まっている。

　ヤツの吸い込まれるような黒い目に負けて、私は仕方なく足を一歩動かした。

「あっ……あの！　なんか、すみません……ご、ごちそう様でした！」

　近くで黒川が見ているというプレッシャーの中、なんとか口にできた挨拶はその程度。それを受けた西嶋さんも、ようやく動きだして……。

「あ、いや……。気をつけて」

　そうして、驚きの展開で、憧れの人とのデートに幕が下りた。

　で！　まさか、コイツとの時間がまた来るとは……！

　そう思って、少し先を行くヤツの背中を怨おん念ねんを込めて睨んでみる。私のただならぬオーラに気づいたのか、黒川は階段を下りる足をピタリと止め、振り返った。

「……オマエ。今、なんか言ったか？」

「……いえ、なにも」

　相変わらず、華麗に豹変する黒川の言葉に、内心ヒヤリとしちゃったけど。でも、口には本当に出してないし。嘘はついてない。頑張れ、私！

　息巻いて歩いていたら、先に自動改札を通った黒川が心なしか歩調を緩めた気がした。そんな微妙なことに気を取られていると、改札の手前では後ろに人がつっかえてきていて、慌てて横によけた。そして、ポケットやバッグの中を急いで探る。

　改札前で立ち止まるだけでもちょっとテンパるのに。よりによって今は、目の前にヤツがいるから。

　内心冷や汗をかきながら、なんとかバッグの中から定期を探り当てる。ピッと改札を抜けると、今まで見ないようにしていた黒川と、うっかり目を合わせてしまった。

「……鈍くさいヤツ」

　冷ややかな目と声はいつものこと。

　だけど、なんか違わない？　気のせいかな？　私、思ってる以上に酔ってる？

　首を小さく傾げながら、ヤツが立つ場所へと近づいていく。

　近づきたくなくても、進行方向にいるわけだし、本当に家の方向が一緒なわけだから避けようがないんだけど。

　立ち止まる黒川の目の前で、私も足を止める。そして、目だけを上に向けて、窺うように黒川の顔を見た。

「お茶はそれなりに早いのに、それ以外はダメダメかよ」

　そう言って私を見下ろすヤツの目にも、なにかいつもと違うものを感じる。

　なんだろう、なんの違和感？　言ってることとかは、いつもとほとんど変わらないとは思う……。じゃあ、なに？

　まだ、ふわふわとした思考で、遡って考えてみる。

　思い返せば、初めからおかしかったような……。目が合ったときに、あからさま過ぎるほど目を逸らされた、あの瞬間。

　アイツは、どうしてあんなふうに私を避けたんだろう？

　それに、不可解なことはまだある。

　西嶋さんから声をかけたとはいえ、その流れで私を送るとかって自分から言いだしたり。それも、その場だけの話かと思えば、嫌味を言いながらもこうして立ち止まっていてくれたり。

　……あれ？　そう考えると、さっき会ってから、変なことばっかりじゃない？

　次々と疑問点が浮上する一方で、解決するものは一個もない。

　そんなことにいつしか意識を奪われていると、頭上から低い声が降ってくる。

「おい。ちゃんと歩けるんだろうな？　担ぐとかごめんだぞ。恥ずかしい」

「あっ、歩けますっ！　ご心配なくっ」

　そうかと思えば、いつものこれ。やっぱ、私の考え過ぎだ！　飲み過ぎだ！

　もう、余計なことは考えない！と心に決めて、黒川の少し後ろをついていくようにホームを歩く。ちょうど電車が行ってしまったばかりのホームは、平日の夜だからかいつもよりも閑散としていた。

　仕方なくヤツと同じ乗降口付近に立っていると、不意に声が飛んでくる。

「オレの〝言いつけ〟守って、断ったんだ？」

「……べ、別に、そういうわけじゃ」

　まさにその通りなんだけど、それを認めるのはなんか癪しゃくに障るし。だって、まるで、女子高生がお父さんに言われたことを守ってるみたいじゃない。

「ただ、疲れもありますし！」

　そう。慣れない忙しさに、さすがに足腰が悲鳴を上げているのは本当のこと。たぶんこのまま家に帰ったら、頑張ってシャワー浴びて終わりってところだ。明日も今日みたいに混み合うなら、それこそ、本当に早寝しなきゃ体もたないかも。

「それなのに、さらに早出を命令する、冷酷上司もいますしね」

　言ってやった！　ついに！

　内心まだビクビクと。でも、お酒の力で少しは強気になっている私は、タイル三枚分離れた隣の黒川の反応をチラッと見る。すると、クルッと黒川が顔を向けた。

「で？　キスくらい、してきたか？」

「……ん、なっ……」

「どうだった？　他の男とのキスは」

　い、いやいやいや！　ちょっと待って！

『どうだった？』とか、『他の男』とか。いちいち上から目線なのはいつものことだけど、なんかおかしくない!?　っていうか……！

「しっ、してないし！」

　思わず、こっちも対等な口調で全否定。

　つーか、本当にセクハラじゃない？　これ！　あまりに衝撃的なことだったから、びっくりしてムキになっちゃった。

　瞬きも忘れて、目の前のセクハラ上司を見つめる。

　それでもヤツの目は、特になにも変わらないように見えるし、ただ、じっと私を見つめ返すだけ。

　少しの間、黙って視線を交錯させていると、向こうが先に口を開いた。

「……あ、そ」

　散々黙ったあとの言葉が、そのひとこと……!?

　もっと突っ込んだ話とか、からかわれたりとかするかと思っていたけど。そんな予想に反して、黒川とは乗車してから目的の駅まで、一切言葉を交わさなかった。

　ひとつ前の駅で降りる私が、ホームに足を着けた直後。

「ボーッとしてねぇで、ちゃんと家まで帰れよ」

　そんな挨拶代わりの声がぽつりと聞こえてきた。

　振り返るのと同時にドアが閉まっていく。窓越しに、かろうじて見えたヤツの横顔には、心なしかいつもの刺々しいものが感じられなかった。










「コドモのキスだな」




　昨日、家に帰って、西嶋さんからのメールを見るまで忘れていたこと。

『あれ？　そういや私、今日、西嶋さんとご飯食べてきたんだった』って。

　それによって気づいたことは……不覚にも、それまで頭を占拠していたのがアイツだったということ。

　そうこう考えながら、なんとか朝も予定通りに起き、会社で制服に着替えて、滑り込むようにショップに下りてきたんだけど……。

「遅い」

　すでに先に来ていた黒川が、ふてぶてしい態度で腕を組み、レジカウンターに寄りかかっている。ヤツの奥にある掛け時計をチラ見すると、時刻は六時五十五分。

　確かにギリギリといえばそうだけど、遅刻はしてないわけだし、セーフでしょ！

「『七時』と言われたから、五分前に来たんですけど？」

「オレを待たせることに問題があるって言ってんだよ、タコ」

　ほんっとに、コイツ、何様なわけ!?

　ムキーッと朝から上昇する血圧をどうにか抑えて、オトナの対応を心がける。

「部長は年上だから、早起きが得意なんですねぇ」

　……いや。決して〝オトナの対応〟じゃなかった、これ。

　言っちゃったあとに気づいても遅い。でも、心の声を隠さずに言うって、ちょっと爽快。だけど今、この場所にはセクハラ男とふたりきりという事実を思い出し、全力で後悔する。

「ひゃっ……」

　あっという間に腕を掴まれ、身体を引き寄せられる。

　そして、あれよという間に今まで黒川が立っていた場所に押しやられ、形勢は逆転。

　逃げ場のないレジカウンターを背中で感じ、密着している黒川の身体に全神経が集中してしまう。少しも動けないのは、後ろに逃げ場がないからだけではなく、今にも鼻先が触れてしまいそうな距離に整った顔があるから。

「な、にする……っ」

「オマエ、ちょっと黙れ」

「……んんっ！」

　そうして低く短い言葉を残し、目を閉じるヒマも与えられないままに重ねられる唇。

　まさか、二回目があるなんて誰が想像しただろう？

　濃厚かと問われれば、そういう類たぐいのキスではないと思う。けど、決して軽いものなわけでもないとも思う。

　……ていうか、彼氏でもない相手とのキスに、軽いもなにもあるか！

　そう考えたときにようやく唇が離れて、大きく息を吸い込んだ。

　胸いっぱいに行き渡る酸素で、どうにか混乱している脳内を落ち着かせようとしていたときに聞こえたひとこと。

「……コドモのキスだな」

　それは、「クッ」と、小馬鹿にするような笑いと共に。

　でも、その言葉に対して、怒りよりもまず羞恥心が先立ってしまって。

　自分の意識とは関係なく、赤く染まっていく頬。

　そして、不意に俯いてしまうと、しばらく顔を上げられそうにない。

『コドモのキス』。そう指摘されてしまうと、なにも言い返せない。『不意打ちだから』とか、いくらでも言い訳はできるのに。それでも、こんなにも打ちのめされてしまっている理由って、なに……？

　文句はおろか、口元を拭うことだって忘れてしまうくらいに。ただただ、数十センチしか離れていないところにある端正な顔を、揺るがせた瞳で見つめる。

「なに？　もしかして、オレに惚れた？」

　意地悪く細められる目と、僅かに弓なりに上がる口角。

　そんな表情にすらも、勝手に反応してしまう私の細胞。

　なにしてんの、なの花っ！　真っ先に否定するべきところでしょ、ここは！　こんなふうになにも言えないで、こんなふうに顔を赤くしてたら……。

「……れません……」

「全然聞こえないけど？」

「惚れませんっ……」

　……肯定してるようなもんじゃない。

　明らかに余裕のない返しをした私は、コイツの目にはどう映っているのだろう。

　掴まれたままの片手首。息がかかるほどの距離にある唇。逸らさずに見つめ続けられる瞳。もう、なにから気にしていいのか、全然わからない。

　動揺していることに、目の前の男は絶対気づいているはず。それを指摘して、私をどんどん追いつめることだってできたはず。

　けれど、黒川はそれをしなかった。

「あっそ」

　急にいつもの調子に戻ると当然、私との距離も置いた。ふいっと目を逸らしながらひとこと言って、〝黒川部長〟の顔になる。

「こっち」

　それだけ言うと、くるりと背を向け歩きだしてしまった。

　その広い背中を呆然と見つめる。そして、今になって、またいろいろと思索する。

　……アイツは、なにを考えて二度もキスしたんだろう？　『嫌いだから』って理由でキスしたとしたら、相当イカレてるし。かといって、私を『好きだから』だなんて、到底思えない。だとすると……『ただの冷やかし』が一番しっくりくる。

　たぶん、私の反応を見て楽しんでるんだ。

「……悪趣味」

　だんだん遠くなっていく、スーツがキマッている背中にぼそりとぼやく。

　歩きだして黒川についていった先は、プライベートルーム。

　早出して、こんなところに連れてこられるって、いったいどんな用事なんだろう。まさか……なんか、怒られたりとか……しないよね？

　ビクビクしながら黒川の出方を待っていると、ヤツが突然、トン！と冷蔵庫の隣にある棚に手を置いた。そこまで大きな音ではないけど、ふたりきりだし、黒川の顔が無表情だし。それらの理由から、小心者の私はドキドキと心臓を鳴らす。

「これ」

　黒川の胸の高さまである棚に、視線だけを向ける。

　けれど、『これ』がどうしたのか、どういう意味なのか。まったくもってわからない。窺うように、控えめに声を絞りだす。

「こ……これ、とは……」

　目の前の棚には、お茶出し用のグラスやカップと、茶葉やその他の必要な材料が入っている。パッと見、昨日と特に変化は見当たらないんだけど……。グラスもカップも割らなかったし、きちんと整頓しているし……。

　おそるおそる、棚に置かれたままの手を辿って黒川の顔を見てみる。目がぱちりと合うと同時にヤツが言った。

「今日も、もしかしたら、昨日と同じ……いや、それ以上の集客があるかもしれない。けど、急に決まった試食会だ。ドリンクの在庫はそれに対応していない」

「あ……」

　確かに。いつもの倍……モノによっては、それ以上にオーダーが入っていた。昨日は間に合ったけど、今日はどうだろう？

　黒川の説明を聞いて、また棚に視線を移す。

　茶葉は、開封しなければ日持ちもするってことで、ショップの在庫があるとは思うけど。でも種類によっては在庫薄のものもあるし。こうなってくると、冷蔵庫の中も気になってくる。

　左隣にある、棚よりもやや小さい冷蔵庫に目をやると、黒川がポケットに手を突っ込んで一歩前に出た。

「そこで、だ。今から補充リストを作成。近場で用意できそうなものならオレがすぐに調達する。その他は通常の発注だと、早くても明日。だいたいが明後日着」

「補充リスト……え？　それって」

　無意識に復唱してから、自然と自分を指差してしまう。それを見た黒川が溜め息をついた。

「バカか。当たり前だろ？　そのために呼んだんだっつーの。ああ、それと、補充のほうが終わったら、発注作業もやっとけ。あと、こっちの備品もな」

「え、えぇ？　でも、私……」

　ブライダルのほうの発注なんて、したことないんですけど！

　思わず、口答えするように不安がぽろりと出てしまった。すると、心の中を読まれたのか、淡々と返される。

「他のヤツらが忙しいから、手伝えって言ってんだ。二年もいれば備品くらい想定つくだろ。それに、このあたりのモノは、昨日ほぼひとりでこなしてたんだ。オマエが一番、なにがどのくらい必要なのか、予測できるだろーが」

　そう言われてしまえばそれまでだった。

　確かに、そう。全員の注文を受けていたのは私。昨日、なにをどのくらい消費したのかを知るのも私。……でも、そんな急に!?

「オマエ、今『そんな急に』って思っただろ」

「えっ」

「丸わかり。ほら、時間なくなるぞ？　さっき〝余計なこと〟で時間取ったからな」

〝余計なこと〟……ああっ！

　それがなにを意味するのか理解して、たちまち顔が赤くなる。

　その反応を見て冷ややかに、したり顔でニヤリと笑う、鬼上司。

　……いや、キス魔上司。

　私を挑発的な眼差しで見つめる男。その視線に捕まって、動けない私。

　硬直状態の私に、ゆっくりと近づいてくる靴音。肩が触れる近さでヤツは足を止め、頭上に息を吹きかけるかのように、至近距離で声を落としていく。

「できないとかほざいたら、また黙らすぞ」

　妖よう艶えんな声色に、思わず背筋がぞくりとする。

　パッと見上げると、そこでは綺麗で、かつ、色気のあるオトナの男が微笑んでいる。

　私はただ瞳を揺るがせて、耳まで赤くしながら立つ。すると、黒川の長い指先が私の頬を挟むようにした。クイッと上を向かされ、形のいい薄い唇が目の前で動く。

「そんときは、〝オトナのキス〟でな」

『バッカじゃないのっ!!』って、いつもなら声を張り上げていたかもしれない。それができずに、ただ心臓がうるさくなっていく私は、なんか変。

　……でも。でも！　こんなＳっ気のある上司なんかに、絶っ対流されるもんか！

「〝そんとき〟なんか、来ませんからっ」

　強がりながらも震える声で必死に反論する自分が、滑こっ稽けいだ。




　それから三日間。怒ど涛とうのような日々が過ぎ去り、試食会も大盛況で幕を閉じた。

　休日返上で仕事したのって、初めてだ。すごく疲れてクタクタだけど、充実感は確かにある。

〝Close〟の面を表にして、閉店作業に勤いそしむ。

　最終日の今日は、試食会の終了時間も早めだった。だから美優ちゃんは早番。ぶっ通しで出勤している私は、明日が休みになっている。それに縋すがるように最後の力を振り絞り、片づけをやらなきゃ！と気合いを入れ、モップを手にした。

「なっちゃーん。お疲れ様！」

　モップを片手に振り返ると、疲れた様子も見せずに、にこやかな表情の香耶さんが立っていた。

「あ、お疲れ様でした！」

　ニコッと笑う香耶さんに癒やされていると、香耶さんは両手を合わせるようにして、大きな瞳を私に向けた。

「あのね……？　疲れてるのに、こんな話もあれなんだけど……。でも、明日なっちゃん休みだっていうから」

　歯切れの悪い香耶さんの話し方に、一気に不安が押し寄せる。

　香耶さんは合わせた手をそのままに、目を瞑って頭を下げた。

「その……これからも、ドリンクの在庫管理と備品発注作業を、なっちゃんに担当してほしい、って話なの」

「えっ……」

「どうかな？　もし負担なら、私から黒川くんにかけ合ってみるけど……」

「黒川……さん？」

「うん、そう。『今後も鈴原さんに』って言ってたのは黒川くん」

　アイツか……！　しかも、香耶さんを刺し客かくに使うあたり、考えてる！　香耶さん相手なら、嫌味のひとつも言えずに受け入れるしかないじゃん!!

　……まぁでも、発注作業って楽しかったからいいんだけど。

　ぶつぶつとひとりで考えていると、心配そうな目で香耶さんが覗き込んでくる。私は慌てて笑顔を浮かべた。

「あ！　全然大丈夫です！　私でよければ！」

「本当？　よかった！　なっちゃんなら安心。なにかあったらすぐに相談してね？」

「はい。ありがとうございます」

　ちょっと、いや、だいぶうれしい。仕事を任されちゃった。

　モップを握りしめ、そんな小さな喜びを噛みしめる。そのとき、香耶さんの目線が、私の後ろにある出入口にフッと移ったのに気づいた。

　どうしたんだろ。お客様かな？

　その視線を確認するように私も振り返る。

　ガラスの向こうに確かに人影があって、お客様なら閉店しましたと伝えなきゃ、と思いながら、ゆっくりと視線を上げた。

　すると、その〝お客様〟と目が合い、軽く手を上げられてびっくりした。

「にっ、西嶋さん……!?」

　だって、まさか、来てくれるなんて想像もしてなかったから。

　私の驚きは、モップを手から滑らせちゃったほど。そんな様子を見て、落としたモップを拾い上げた香耶さんはニヤニヤ顔をしていた。

「なっちゃんの彼氏？」

「ちっ！　ちちち、違いますっ！　大学の先輩でっ」

「ふーん……そうなんだ」

　香耶さんは、「残念」と言いながら、目配せをして席を外してくれた。

　香耶さんたら……！　『残念』って、なにがですかーっ！

　手渡されたモップを慌ててレジカウンターに立てかけて、入口へと駆け寄った。

　鍵を開けて、そっとドアを押す。ガラス越しだから、またすぐに目が合っちゃいそうで、目のやり場に困ってしまう。

「あ、あの……ど、どうしたんですか……？」

「今日で忙しいの終わるって聞いてたから。ちょっと気になって、寄っちゃった」

　スーツ姿の西嶋さんは、たぶん仕事帰り。

　それなのに、わざわざ自分なんかのところに立ち寄ってくれるなんて信じられない。うれしいとか、そういうのよりも先に、驚きが勝ってしまって。

「え。あ、な、なんかすみません！　ありがとうございます……」

　そう答えるのが精いっぱい。

　前もって約束をしていたって、きっとあわあわしてしまう。だから、こんな突然のことなんかに、当然対応できるわけなくて。

　まさか、いくら私だって想像なんかしてなかったよ！　ていうか、最近忙しくて、ゆっくり妄想なんてするヒマなかったし。ちょっとの休憩でも、頭の中に出てくるのはアイツ……。

　そこまで考えてハッとする。同時に、西嶋さんの声が聞こえた。

「……ああ。まだ、仕事中でしたね。すみません」

　え？　急に口調が……。

「ええ。申し訳ないですが、もう少し、お待ちいただけますか」

　背後から発せられたその声に、息が止まる。

　振り向いて、目を大きくして見上げると、黒いスーツをカッコよく着こなし、疲れなんか一ミリも表情には出していない……黒川の姿。

　コ、コイツ！　いつの間に後ろにいたの？　西嶋さんは、ずっと気づいていたの？驚いた顔や声じゃなかったし！

　ひとりで固まって黒川を見ていると、チラッと私と視線を合わせてきた。すると、西嶋さんが黒川と向き合う。

「はい。そのつもりです。ただ、あなたとお会いしたかったから」

「……私と？」

「はい。少し、気になっていることがあって」

「『気になっていること』？」

　最後の黒川の台詞を、私もまったく同じように声に出さずに呟いて、首を捻った。

　西嶋さんの表情は、どんな感情も当てはまらないような冷静な顔で、その真意が読み取れない。チラリと黒川を盗み見れば、さすがにこの男でもわからないようで。珍しく目を少し大きくしながら、西嶋さんを見つめていた。

「……いえ。職場ココにいるときのあなたを、もう一度見てみたかったんです」

　西嶋さんは口角を上げると、ニコリと目を細めた。

　それって、どういう意味？　全然理解できないんだけど……。

　私はきょとん、と西嶋さんを見ていたけど、彼は、黒川だけに射るような瞳をじっと向けていて。

「……それで、『気になっていること』は解消されました？」

　黒川の返しに、なんとなくコイツは、今の西嶋さんの言葉の意味を理解したように感じた。けど、どうしても私はわからないまま。

　沈黙が続き、チラチラと双方の顔色を窺う。

　それから、先に口火を切ったのは西嶋さん。

「はい。たぶん、僕の予想していた通りだと思います」

『予想』……？

「それで？　仮にあなたの予想が当たっていたとして、どうしようと？」

「どうするもなにもないですけど……。でも、ひとつだけ言わせてもらえるなら」

　な、なになに？　どういうこと？

　話の流れがまったく見えないんだけど。でもなんか、ふたりとも丁寧な口調と穏やかな表情なのに、少し険を含んだ雰囲気を醸しだしてない？

　ふたりの間を取り巻く空気が、決して和やかなものじゃないことだけは察する。すると、この先どうなってしまうのか……たちまち怖くなる。

「職権乱用はやめてくださいね。フェアじゃない」

　……なっ……！　職権乱用って……まさか西嶋さん、この前少し相談じみた話をしたときのことを言ってる!?　すごく親身になってくれる人だっていうのはわかっていたつもりだけど、まさかまさか！　直接こんなとこに来てまで!?　いい人にもほどがありますよ、西嶋さん！

　相変わらずの彼の優しさだと思うと恐縮してしまう。同時に、背中に感じる〝あの男〟のオーラが半端ない。

　私はおそるおそる黒川を確認する。

　目に飛び込んできたヤツの顔を見て、凍りついてしまった。

「今の世の中、そんなことをしたら、すぐに訴えられて困るのはこちらですから。ご心配なく」

　超笑顔でそういうことを言われると、渋い顔で言われるよりも何百倍も怖いんですけど！　……ていうか、なんか、西嶋さん相手に少し素が出てない!?　表情とか言葉は柔らかい雰囲気のままだけど。でも、言ってることとか、なによりそのなんともいえない威圧感が、それを物語っている気が！

「ほら。西嶋さんセンパイ待たせてないで、早く仕事終わらせて」

　そのニッコリした顔のまま、私にも優し～くそう言って、ヤツは軽く頭を下げるとスッと事務所に行ってしまった。

「あ……っ、すぐ終わらせますから！」

「突然ごめんね。じゃあ、近くで待ってる」

　ニコッと笑い、手を振って店の外に出る西嶋さんに会え釈しゃくし、モップを握る手に力を込めた。そして、目を閉じ、ゆっくりと大きく息を吸い込む。

　……待って。落ち着いて。

　まず、西嶋さんがわざわざ、またここに来てくれたっていうことは、喜んでいいところよね？　うん。まぁ、理由はなんだか、この前の成り行き相談絡みのようだったけど……。

　ついさっきのことを頭でおさらいしながら、モップがけを始める。目線は床だけど、焦点はぼんやりと定まっていないまま、続けて考える。

　……で、想定範囲外の、黒川の登場。アンド、ふたりの会話。

　突っ込みどころ満載だったんだけど、あまりに不可解な点が多過ぎて、いまだになにがなんだかわからない。どっちになにを聞けばいいのかさっぱりだ。

　眉をひそめて手を止める。

　西嶋さんの、黒川に対する『気になっていること』って、なんだろう……？

　やっぱり、セクハラとかそういうふうに勘違いさせてしまったのかな？　だとしたら、それがヤツにバレたらヤバ過ぎる……！　はっ！　ていうか、もうすでにそれもお見通し？　だからあんな、顔は笑っていても雰囲気が怖い、みたいな反応を見せていたんじゃ！

　これから先、アイツになにをされてしまうのか、と想像するだけで背筋が震える。

　だって。だって、もう、キスまでされてるんだよ？　しかも、二回も！

　あの男、まさか本当に、上司という権力を行使して、いかがわしいことをするような人間なんじゃ……。

「……いや、まさか！　ない！　ないない！」

　思わず耐えきれなくなってそう漏らし、首を横に振って自分をフォローする。

　だって、アイツ、ムカつくけどイケメンだよ？　っていうことは、引く手あまたで、わざわざ危険を冒おかしてまで私を選んだりしないって！　……とかいって、〝そういう〟性癖の人だったらどうしよ。

「いやっ！　それはナイだろ！」

「うるせーな、さっきから」

　頭上から低い声が飛んできて、同時にびくりと大きく肩を上げた。

　そして、その肩を竦めたまま、チラリと視線を上に向ける。

「なにが『ナイ』って？」

「え！　うー、あー……と……」

「ま、オマエが考えてるようなことは、どうせ『ナイ』だろうな。ようやくわかったか？　自分の妄想が現実には起こらないってことが」

「それはまた違う話ですからっ！」

　恥ずかしさと、少しカチンときたのとで、つい勝手に口が動いてしまう。

　でも、どうやら、いつもと変わらない感じの態度。さっきの西嶋さんとのことで、なにかが変わったとは思えない。

　とはいえ、西嶋さんにどんな話をしたのかとか……なんかいろいろと突っ込まれたらどうしよう。

「なにか、用ですか」

　疑心の目で、おどおどと聞いてみるけど黒川はなんにも変わらず。なんら眉ひとつ動かさずに、ひらっと数枚の紙を突きだしてきた。

「ゴールデンウイーク中の、メーカー休業日リスト」

　寄り目になりそうなくらいに、顔の真ん前で見せられたリスト。

　あまりに真っ当な用件に、思いきり拍子抜けした。

「仲江から、『引き受けてくれた』って聞いたからな。まぁ、まさか断るなんてことあるわけないとは思ってたけど。なぁ？」

　その『なぁ？』って聞き方が、なんか怖いんだってば！

　思い返せば、この前の西嶋さんとのご飯の帰りにバッタリ会ったとき。あのときも、『途中まで一緒なんですよ。な？』なんて聞き方してきて。有無を言わせないような物言いに負けちゃう、私も私だけど。

「〝香耶さんの〟お役に少しでも立てるなら。そう思っただけです」

「本当に？」

「え……」

　間髪容れずに問われると、ドキリとしてしまって言葉が出てこない。

　その間も黒川は、深く黒い瞳をまっすぐに向けてくる。

「それだけの理由だ、っていうなら、がっかりだ」

　途端に瞳が冷たい色に変わり、突き放すように嘲笑う。それがなんだか、すごく悔しくて、ムカついて……淋しさに似たものを感じて。

「……ました」

「は？　聞こえない」

「やり甲斐もあって！　楽しくて！　だから引き受けましたけど、なにか！」

　上司にこんな生意気な口調で言い返すなんて、普通ありえないと思う。仲がいい関係ならまだしも、私とコイツはそういう間柄ではない。

　でも、普通の上司と部下という関係でもない気がする。

　コイツは、まわりに素顔を隠して……猫をかぶって仕事をしていて。なんの因果か、私の前でだけこんなふうに地を出す。反対に、私の妄想癖を知っているコイツの前で私は取り繕うことをせず、ありのままで向き合っている。

　……だから、って理由づけるには、かなりこじつけ感があるけど。

　でも、そんな素のままでいる関係なのに、私ばっかりわからないことが多過ぎる。

　自分で自分がなにを思っているのか、わからない。

　混乱した私の瞳に、ゆっくりと弓なりに上がる口角が映る。

　そして、それは、二度目の出来事。

「初めからそう言えよ、お子様」

　不覚にも、目が奪われるってこういうことなんだ、なんて思ってしまった。

　少し前の、試食会を提案したときに見せた笑顔。

　でも、今のは、それよりも少し……いや、もっと黒川に近づけた気がする……〝素〟の笑顔……？




　閉店作業を終え、いつものように残業しているブライダルの社員さんたちに挨拶をしてから、ショップをあとにする。

　ロッカールームに行く途中に受信メールに気がついて、それを開いた。

【すぐ近くのカフェにいるね】と書かれていた文面を見て、本当に私を待っているんだ、と少し緊張し始めた。




　着替えを終えた私は、西嶋さんのところへ向かう。

　メールで教えてくれたカフェは、このホテルから目と鼻の先。歩いて行っても五分かからないほど。

　急ぎたいような、だけど、心の準備がまだなような……。

　落ち着かない心境のまま、『落ち着け落ち着け』と、自分に何度も言い聞かせる。西嶋さんに対する緊張を忘れようと、他のことに意識を向けた。

　仕事帰りの人。飲み会で次の店に移動中っぽい団体。楽しそうに、ショップ袋を両手に持って笑いながら歩く女の子たち。だけど、なんとなく、やっぱり目に留まるのは……仲よさげに手を繋いで歩く男女。

　なんとなくでもカップルに目がいく時点で、私ってどうなの？　やっぱり羨ましいとかっていう、羨望感の表れ？　深層心理っていうのか……。

　男性の腕に手を絡めるようにして、うれしそうな顔で彼を見上げて歩く女性。指を絡め合うように、恋人繋ぎをしながら話をしているふたり。

　……あれ？

　そんなふたり連れから視線を逸らし、小さく首を傾げる。

　今までも、確かにこういう仲のよさそうなカップルに目を奪われることはあったけど、なんか今、感じているのは違うことのような気がする。だって、今までは想像していればある程度満足で。現実は想像のように甘くない、って思っていたから。

　でも、今……なんて考えてた……？

『いいなぁ。私も彼氏がいたら、あんなふうに自然に触れ合ったり、笑い合ったりしてるのかなぁ』……なんていう、甘い空想。

　さらにそのまま、いつもの妄想に拍車がかかれば、赤面してしまうようなところまで考えてしまっていて。

『コドモのキスだな』

　瞬時に頭に聞こえたのは、あのとき囁かれたあの台詞。

　自分から人の唇を奪っておいて、あんなことを言うなんていったい誰が想像できるっていうの？　アンタだって、初めから余裕をかましたキスなんかしていなかったでしょ！　……たぶん。

　もしもあんなヤツが彼氏になったら、いちいち反応が気になって、うかうかしてらんないよ！　キスどころか手を繋ぐのだって、なにかしらの言葉が飛んできそうで。その都度、ほぼ初心者の私は萎なえる一方じゃない！

　……だけど、アイツって、彼女に対してはどんな顔をするんだろう。

　私を相手するときみたいに、毒を吐いたり嫌味な態度を取ったり？　まさか、仕事中のような、女性なら誰もが足を止めてしまうような笑顔を振り撒まいたり？　いや、プライベートまで、それはないか。

　でも、〝彼女トクベツ〟なら……。

　足早に歩いていた速度が自然と落ち、いつしか道端でピタリと足を止めていた。

　突如、頭に浮かんだ映像。それは、今日のアイツの笑った顔だ。

　今までは大抵……いや、ほぼ毎回、片側の口の端だけで笑ったり、眉を大きく上げたり、鼻で笑ったり、冷ややかな目で見下ろしながらだったり……。

　とにかく、普通に笑いかけられるなんてことはありえなかった。だからこそ、今日と、この前のアイツの違いに気がついたんだ。

　その笑顔は、ほんの一瞬で姿を隠してしまった。

　すぐに、嫌味なくらいキリッとした表情に戻って、さっさといなくなってしまった。今や、幻の笑顔。

　それを回想していたら、ドンッ！と肩に衝撃を受けて、我に返る。

「危ねーな」と、追い越しざまに小さな声で言われて、目を点にした。

　その『危ねーな』とかって、まさしくアイツが口走りそうな言葉。

　そう思って、自分の前をずんずん歩いていってしまった男の背中を見つめるけど、私が今想像した背中ではなくて。思わず、手で口を押さえて立ちつくす。

　……私、いつの間に、考えることがあの男のことだけになってるんだろう。

「鈴原さん」

　ポン、と今度は肩に手を置かれた感覚に、ビクッと体を震わせ振り向いた。

「あ、ごめん。驚かせちゃった？　店の中から見えたから、出てきたんだ」

「あっ……に、西嶋さん」

「なんか、しばらく立ち止まってたけど、どうかした？　具合悪い？」

「い、いえ！　全然大丈夫です！」

　手をぶんぶんと横に振って、愛あい想そ笑いを浮かべる。

　西嶋さんは、まるで私の嘘に気がついているかのように、じっと見つめてくる。

「……本当？　大丈夫？」

「本当に大丈夫です！　お腹空いたなあって！」

　別に、なにかを疑われているわけじゃないはずなのに。顔を覗き込まれるような仕草と、そのまっすぐな西嶋さんの目に、ドクドクと心臓が鳴ってしまう。

　なるべくいつも通り。平静を保つように、明るい笑顔を意識してニコッと笑う。彼はその笑顔を受けて、少し屈めていた姿勢を元に戻した。

「お腹空いたんなら、とりあえず移動しよっか」

　私はホッと胸を撫で下ろしながら、今度は違う緊張感でまた表情が硬くなる。

　なんか、今日はさっきの黒川との会話のこともあるし、妙に緊張感が……三割増しくらいな気が。

「なにか、食べたいものって決まってる？」

　西嶋さんに問われて、ふるふると小さく何度も首を横に振る。

「じゃあ、今日はおれのセレクトで。いい？」

　そう言われて、彼の隣に並んで歩くこと、約十分。

　街中のとあるビルに足を踏み入れ、最上階でエレベーターを降りる。落ち着いた雰囲気の店がすぐ目の前にあって、「ここ」と西嶋さんに案内された。

　店内に入ると、すぐ目の前はバーカウンター。それが十席程度、右奥へ伸びていて、その奥には四人がけの席が、見える範囲では四卓あった。

　私たちはカウンターの真ん中あたりに案内されて、少し高めのカウンターチェアに落ち着いた。

「オシャレなお店ですね」

　目だけでチラチラとまわりを窺いながら言うと、西嶋さんがうれしそうに答える。

「気に入ってくれたならよかった。ここ、バーでもあるけど、ランチもやってるほどご飯が美味しいんだ。それと、あれ」

　そう言われて、西嶋さんが控えめに指差したほうへ視線を向ける。それはカウンターの奥を示していた。

　バーだから、もちろんお酒のビンやグラスがずらりと並んでいるのが視界に入る。けど、西嶋さんが伝えたいのはそれじゃないのだと、ひと目でわかる。

「うわぁ。夜景だ！」

「そうなんだ。ここ、結構綺麗な景色見えるでしょ。立ってるときより、カウンターに座ったほうがこの景色を堪能できるようになってる窓って、すごいよね」

「あ、確かに。計算されてるんですかね？　すごい」

　座った目線の高さに広がる景色。群ぐん青じょう色に染まった窓ガラスには、窓際に並んでいるお酒のボトルが反射して。それと、ぼんやりした店内の明かりが幻想的に点ともっている。その奥に映る自分の顔。そして、焦点をさらに遠くへと合わせると、人工的な光が点々と美しく浮いて見えた。

　そうして、西嶋さんのオススメをそのまま注文してもらったあとに、久方ぶりに彼と目を合わせた。別に悪いことも、やましいこともない。だけど、彼の濃褐色の瞳に見つめられると、なんだか心が落ち着かなく、ドキリとした。

「今日は、突然ごめんね」

　軽く頭を下げながら謝られた。確かにびっくりはしたけれど、謝られるようなことでもないから慌ててしまう。

「いえいえっ。ちょっと驚きましたけど！　別に」

　それはそこまで大おお事ごとではなくなっている気がするし。どちらかといえば、それよりも黒川とのやりとりのほうが大事件なんですが……なんて、当然言えるはずもなく。

　私はただ黙って笑顔を作る。オレンジ色に染められたグラスが、目の前にコトリと置かれ、それに手を添えた。すると彼も、自身の前に用意されたロンググラスを手に取り、浮き上がる気泡を見つめながらぽつりと言った。

「……この前の別れ方が、ずっと引っかかってて」

　それは、前回の別れ際に黒川と遭遇し、そのままヤツと帰る羽目になったことだ。

　あのときのことを思い出すだけで、なんともいえない微妙な空気になってしまう。

　なにも口に出すことができない。まるで、時間が止まったかのように。ただ、グラスに触れてる指先から、冷たさだけを感じ取る。

「ちょっと……いや、かなり、悔しかったから」

「……え？」

　思わず、気まずさも忘れて顔を上げた。すると、バツの悪そうな……というのか、照れ隠しとでもいうのか。目を泳がせ、頭をがしがしと掻かく西嶋さんの姿があって。

「……いや、その。あの人に……鈴原さん持ってかれた感じになったから」

『持ってかれた』って。実際は全然そんなことではなかったんだけど。

　ぐるぐると、脳内で西嶋さんが発した言葉の意味を考える。結果、自惚れた解釈が頭を掠める。

「あんなふうに奪われるくらいなら、無理やりおれが送っていけばよかった……ってずっと後悔してた」

「……あ、の……それ……って」

　西嶋さんを見つめる瞳に、動揺の色を浮かべる。

　すると、逸らしていた彼の目が私を捕らえた瞬間、決意したような顔に変わる。それから彼は、気恥ずかしそうに小さく微笑んだ。

「……うん。そう。おれ、やっぱり鈴原さんのこと、好きみたい」

「えっ……！」

　想像通りの都合のいい展開に思わず声を上げ、手にしていたグラスを倒しそうになってしまう。大きく揺れたカクテルに目も向けられず、思考回路が一時停止してしまっていた。

　オトナになってから、まともに告白をされたのは初めてだ。

　少しずつ頭が働き始めると同時に、一番にそんなことを思った。

　過去に、告白されたことは一度だけある。自分から想いを告げるだなんてことは、した試しがない。

　たった一度の告白も高校時代だから、もう六、七年前の話。

　そのときに舞い上がってしまった私は、そのままＯＫして付き合い始めて。結局、嫌いになったとかではないけれど、思い描いていたものと現実とはかけ離れていたんだ、としばらくしてから感じて、半年ともたずにお別れした。

　当時からなんとなく思っていた。別れた理由は、自分の〝理想〟という名の思い込みが強かったせいじゃないかということ。

　要は、理想が高過ぎたのかもしれない、と。

　それから、少しは相手に求める〝線ライン〟みたいなものは現実的になった……とは思う。それでも、やっぱり脳内恋愛に勝るような出来事は、現実には起こりえなくて。

　いつの間にか二十三になって、ほぼ経験値ゼロのまま今に至るわけで。

　そんな私だから、ヤツに笑われるんだ。

『コドモ』だ……って。

　カラン、とグラスの内側で氷が崩れた音がする。

　その音にハッとして、現実に引き戻された。いまだ目の前にいる西嶋さんは、熱い視線で私を見つめている。どうしよう、と狼ろう狽ばいした末、私は後先考えずに口走る。

「で、でででもっ、由美はっ……？」

　思わず口を滑らせた内容に、失敗した、と肩を竦める。

　チラリと西嶋さんの様子を窺ったけれど、彼の反応は、私が思っていたものとまったく違った。

「え？　なんで由美ちゃん？」

　それは『話変わったの？』っていうような、きょとんとした顔。

　私が想像していたのは、もっとこう……『なんで知ってるの!?』みたいな、焦りのようなものだと思ってたから。

「あ。あー……と、その。そうですよね。もう時間も経ってますし、そういう気持ちって薄れますよねぇ！」

　西嶋さんが由美を気に入っていたのは大学在学中だったわけだし！　それから数年間会ったりもしなければ、好きっていう気持ちも過去のものになっていくよね。

　そう解釈して言うと、西嶋さんは、いっそう眉間に皺を刻んで首を傾げている。

「……え？　ちょっと待って。もしかして、とは思うけど」

「あ！　大丈夫です！　由美とは一度もそういう話をしたことはないですし！」

「いや。そうじゃなくて。っていうか、それ。なんか、絶対誤解してるよね？」

「誤解？」

　え。なんだろう。どういうことだろう？

　今度は私が頭を捻るように聞き返す。すると、西嶋さんは真顔になって言った。

「おれが、由美ちゃんを好きだった、ってこと？」

　ストレートに、しかも本人の口から言われてしまうと、どう反応したらいいのかわからない。

　ちょっと気まずい顔をして、私は小さく頷いた。

「……前に、サークル内でそういう噂うわさ聞いたことあったので、つい……。確かに西嶋さん、由美に話しかけに来たりとか多い気がしたし……あの、なんかすみません」

　いい気はしないよね。当時、そんなふうに観察されていたなんて。

　目を逸らすように頭を下げ、そのままカウンターを見つめていると……。

「……それ、ハメられてたってわけだ、おれ」

『ハメられてた』……？

　そんな言葉がぽつりと横から飛んできて。

　西嶋さんはそのあとしばらくなにも喋しゃべらないから、おそるおそる顔を上げる。視線を向けた先の彼は、大きな手を額に当てて唸りながらぼやいた。

「鈴原さん、陰で人気だったから……おれが狙ってるの面白くなくて、そんなこと言いふらしてたんだ、アイツら」

　そして目を閉じ、少し苦しそうにして声を絞りだす。

「……もう言っちゃうけど。それ、由美ちゃんじゃなくて……鈴原さんだから」

「……は？」

　私は聞き返すようにひとこと漏らし、目を丸くした。ゆっくりと目を開けた西嶋さんは、恥ずかしそうにもう一度口にする。

「それ、由美ちゃんじゃなくて。本当は鈴原さんと仲よくしたくて。あーもう、カッコ悪い……」

　頭を抱えている西嶋さんを認識はできている。けれど、私の思考はフリーズしてしまって、なにか言える状態じゃない。

　……人気とか、仲よくとか。嘘でしょう……？　じゃあ、大学のとき、私がもう少し本気になって、勇気を出していたら今頃は……。

　呆然としていたら、ちょうどそのタイミングで注文していたフードが来た。

　コトッと置かれた白い皿。私たちは口を閉ざしたまま、湯気が立ち上るトマト色のパスタに視線を注ぐ。

　微妙な空気に耐えきれなくなったのは私のほう。

「あ、た、食べましょうか！　私、お腹空いちゃって……！」

「……うん。冷めるし、食べよっか」

　どうして自ら、イイ流れを断ち切ってしまったんだろう。

　……きっと、ただ。ただ、こんな状況に直面したことなんてほとんどないから！

　それでも、話が中断したことにどこかでホッとしている。あれだけいつも、頭ではいっぱい甘い想像をしておきながら、いざ、現実に起こりそうになると……。まるで、それを拒んでいるみたい。

　……なんなんだろう、私って。

　自分で自分がわからなくなって、心の中で溜め息をつく。

　せっかくの夜景も、カクテルも、お料理も……西嶋さんとの会話も。全部に集中できないまま、時間だけが過ぎていった。

　そして、その時間、西嶋さんも告白の話に触れることなく……。

　店を出たのは夜の十一時前。

　駅までは少し距離があったけど、終電には余裕で間に合う時間。それを確認して、急ぐことなく西嶋さんの横に立っていた。

「遅くなっちゃったね」

「はい。でも終電は全然余裕ですし、明日は休みですから」

　時間と共に少しは落ち着いてきたけれど、でも、それは本当に少しだけ。

　いつ、あの話題が出されるか、とそわそわしてしまう。

　さっきの続きを聞きたいような、聞くのが怖いような……。だって、きっと、またなんにも反応ができずに硬直してしまうだろうから。

　頭ではそんなことを考えつつ言葉を交わしていたら、西嶋さんはなんら変わらない笑顔を返してくれた。

「そっか……。あ、じゃあ、駅までとりあえず歩こうか？」

「あ、えーと……はい」

　前回も送ってくれたから、きっと今日もそうなるとは思っていた。だから、今回はなにも言わず、お言葉に甘えることにした。

　そうして私たちは、夜道を並んで歩いていく。店にいたときよりも、少し口数が減ったように感じながら。




　駅に着いて、ピタッと足を止めると、西嶋さんはクルッと私に向き直った。

　……あ。来る。

　告白に不慣れな私でも、今までの空気から一変したのを悟る。

　ドキン、と再び心臓が跳ねると、それからはずっと落ち着くことのないまま。騒ぐ心拍音は、まるで耳のそばから聞こえているよう。

　夜の薄暗い中というのと、今日も少し酔っているというのと。

　なんだか他ひ人と事ごとにも思えてくるシチュエーションに、電池が切れた機械のように、微動だにせず彼を見ていた。

　すると、西嶋さんは目を伏せて、それからゆっくりと瞼を開ける。

　その瞳は、とても真剣なもので……。

「大学のとき、鈴原さん人気だったから、仲よくできたらちょっと優越感に浸れたりとかして……なんて、邪よこしまな思いも正直あったんだけど」

　相手の緊張がわかると、自分にそれが伝染するようで……息すらできなくなりそう。

「でも、再会して、初めてまともに話とかしてたら、おれ本気で……」

　日々のシナリオでは、こういうときはどんな流れだったっけ？

　憧れの彼が自分に好意を抱いてくれていて、それを告げられて。控えめに、首を縦に振るだけで、私の想いは伝わって。それから、彼がそっと私に触れてきて……。

　きっと、そんな感じ。絵に描いたような、ありがちな想像しかしてないもん。

　だけど、現実では、コクリと頷くことさえできなくて……。

　本当は言葉で伝えたいのに、喉が張りついたように声が出ない。

　そんな私に西嶋さんは、一句ずつ、丁寧に言う。

「おれと、付き合わない？　……どうかな」

　もたもたしている間にも、話は進んでいく。

　夢にまで見た、『理想の男の人が自分に告白をしてくれている』という図。

　由美には散々、『妄想のほうがいい』なんて言っていたけど。目の前の彼が、その妄想に近い人なら、どうしていいかわからない、とか言ってられないよね……？

「……わ、私……」

　だから〝答え〟は、簡単なはず――。







第三章










「ああ。妬いてるよ」




　久々の休日だというのに。天気もよくて、お出かけ日和だというのに。

「はぁ」と、何度目なのかももうわからない溜め息をつきながら、私はひとり、アパートの自室にいた。

　連日の疲れと、寝る時間が遅めだったのもあって、目が覚めたのは午前十時過ぎ。

　それでも、まだ午前なだけいいか、なんて思いながら。

　ホットミルクを淹れて、丸いラグに腰を下ろす。窓の外で、ゆっくりと流れる雲を見つめ、カップで手を温めながらボーッとした。

　決して寒くはない季節なのに、ホットミルク。

　真夏を除き、大抵朝は温かい飲み物を欲する。けど、ホットミルクの役割はそれだけじゃなくて。気持ちを落ち着かせたかったり、ひと息つきたいときに飲みたくなるもの。

　コクッと喉を鳴らして、人肌になったミルクで胃を温める。

　いや。〝心を〟……かも。

『私……ちょっとまだ、わからない……です』

　昨日、動揺していた結果、自分が口にしていた言葉はそれだった。そして、それを受けた西嶋さんは、少し硬い笑顔でこう言った。

『そう、だよね。急だよね、うん。……じゃあ、少し考えてみて』

　だけど、それがあのときの自分の本心で、素直な気持ちだったと思うから。

「……後悔は、してない……はず」

　ひとりきりの部屋で、ぽつりと漏らす。

　頭の中で抑えきれなくて声にしたのに、口に出したら出したで、自分がなんだかいたたまれなくて。残りのミルクをグイッと喉に流し込むと、コンッと大きな音をたてて、折りたたみテーブルの上にカップを置いた。

　少し目を閉じて、気持ちを落ち着かせると、またもや「よし」とひとりごとを言いながら立ち上がる。

　家にひとりでいたって、この件をずっと考えちゃうだけだし。久々にどっか出かけて、気晴らしに買い物でもしてこよう。そうと決めたら、準備準備……。あ、なんか今度は冷たいものが飲みたい。

　右手でテーブルの上のカップを拾い上げると、そのままキッチンへと向かう。ひとり暮らし向きの小さめの冷蔵庫を開け、牛乳パックを取りだした。

　……あ。もうあんまり入ってないや。

　パックを思いきり傾けて軽く振る。ぽたぽたっと雫しずくがカップに吸い込まれていき、僅かな量の牛乳に波紋を作る。

　一滴落とすと、それから王冠状の形が現れる。

〝ミルククラウン〟ってヤツ。確か、肉眼じゃなかなか見られないくらい一瞬のものだって、なにかで見た気がする。

　なにげなくそんなことを考えて、ほんの少しの牛乳を飲み干すと、早々に出かける準備を始めた。




　青天の下、行き先を特に決めていない私は、街のほうへぶらりと歩きだす。

　地下鉄に揺られて、降り立ったのはいつもの駅。勤務先のホテルが否が応にも目に入る。無意識に職場に視線を向けてしまうのが、悲しい性さが。

　ブライダルサロンは、足元から天井までの大きなガラス張りの部屋で、しかも一階。だから、とっても目につきやすくて、思わず目を凝らして見てしまう。

　……あ。香耶さんかな、あれは。

　道路を挟んだここからだと、はっきりとは見えない。けど、雰囲気でそう思った。試食会も終わったから、今日は前までと同じように平和そう。平日だしね。

　信号待ちの間、サロンのほうへ顔を向けていると、奥から男……黒川が姿を現した。

　ブライダルで男性社員はアイツだけだから、間違いない。

　というか、少し遠目で見ても、スラッとした長身とか、品のある動きとか。なんでかそういうのがわかる。

「……本性は、最悪のくせに」

　香耶さんらしき人となにか話している姿を見ながら、自然と口から零していた。

　みんなには優しくて、お客様には紳士的で。だけど、私にはキツい言葉と冷ややかな笑いを向けてくる。そして……。

　左手をそっと唇に持っていき、アスファルトに視線を落とす。

　正直、まだ、あの感覚を覚えてる。

　強引で、だけど、熱っぽくて忘れられない……キス。

　確かに唇を合わせただけのような、外国人にしたら挨拶程度のキスだったかもしれない。それでも、そんな程度のキスでも。思い出しただけで、動悸が速まって体温が上昇していくくらいに、私に多大な影響を及ぼしているキスだ。

〝コドモのキス〟というあのキスで、こんなに尾を引くのなら……。ヤツがほのめかしていた〝オトナのキス〟って、どんだけなんだ。

　そこまで悶々と考えて、我に返る。

　視界に映る足元では、まわりの人たちが歩きだしているのが見えて、信号が点滅している横断歩道を慌てて駆け抜ける。渡り終えて振り返ると、すでに赤信号。

　その斜はす向むかいのブライダルサロンは、角度的にもう見えなくなっていた。




　携帯で時間を確認すると、午後二時前。

　朝ご飯はあのミルクだけだったし、お腹も空いて当然だ。あまり財布の中は裕福じゃないけど……たまには。

　そう考えて、オシャレな店を見つけたら思いきって入ろうと、きょろきょろしながら歩く。すると、すぐ先にあるイーゼルに乗ったブラックボードに目を引かれた。

　あ、あそこにしようかな。ランチメニューたくさんあるみたいだし。

　そのメニューを見ようとまっすぐ向かっていくと、手前に小さなアクセサリーショップがあった。

　……わ。可愛いー。

　歩道に面してガラスケースがふたつ並んでいて、思わず足を止めてしまった。

　キラキラと、照明を反射しながら並べられているアクセサリー。ガラスケースの上に置いてあったスタンドミラーに、自分の顔を映してみる。

　右手で髪を耳にかけ、穴はあいていても、なにもつけていない自分の耳みみ朶たぶを見た。

　ネックレスやピアスなんて久しく買ってないなぁ。高いものは無理だけど、このくらいの値段なら……。

　二、三千円のタグを見つめて悩んでいると、不意にお腹の虫が騒いで音を発する。

　恥ずかしさに俯いて、まわりに誰もいなかったか確認してから、ささっと隣のカフェに逃げ込んだ。

　外観よりも広めのカフェの店内は、テーブル席が十五席あるかないか。内観もアンティークが基調のオシャレな雰囲気で、客層も落ち着いている。この店はアタリだと内心喜んでいると、奥にある席に案内された。

　片側はソファの椅子だけど、それに座ると店内を向くことになるので、なんとなく他のお客さんから見られている感じがしてしまうかも……と考える。結果、壁を向くように、普通のひとりがけの椅子に腰を下ろした。

　外のブラックボードに『一番人気』って書かれていたオムライスセットにしよう。

　近くに店員さんが来ないかなぁ、と店内を見渡していたら、「いらっしゃいませ」という声が聞こえて反応してしまう。

　……完全に職業病だ。

　ちょうど背を向けていた入口に視線をやる。すると、離れていてもわかるほど、スタイルのいい綺麗な女性がサラリと髪を揺らして入店してきた。そして、そのあとにもうひとり。

　……え？　あれって、もしかして……。

　自分の目を疑った。近くも遠くもない距離にある入口から目を逸らせずにいた。

　だって、その女性に続いて入ってきたのは、紛れもなく……黒川だ。

『黒川だ』とわかってすぐに、背を向ければよかったものを。あまりに驚き過ぎて、そんなこともせずにあろうことか見入ってしまった。

　となれば、その視線にヤツなら気づくわけで……。

　私を見つけるなり、明らかに驚いた顔をする。

　……あの万年冷凍庫男でも、こういうときはさすがに驚くんだな。

　なんて、冷静な感想を抱きつつ、一方では、今ならまだ間に合う、店から出ちゃえ、と、もうひとりの自分が意見する。

　だけど実際には、タイミング悪く注文を取りに来た店員の手前、席を立つことなんかできるわけもなく……。

「……オムライスセットを……ください」

　あああ……！　私のバカ！　今から注文してオムライスを食べていたら、黒川と滞在時間が丸かぶりじゃない！

　俯いて自分を責めるけど、結局そういう心とは裏腹に、口では注文していたわけで。

　あとはもう、ヤツの席との距離が近くならずに済むことだけを願う。

　真横の店員に気を取られていて、黒川がどのあたりに案内されたのかを見逃した。頭を動かさないように、目だけできょろきょろと黒川の所在を確認する。

　右のほうにはいないみたい。左は……うん、大丈夫。

　ホッと胸を撫で下ろしたときに、不意に耳に届いたのは、聞きやすい高さの落ち着いた女性の声。

「わたし、コーヒー。優哉は？」

　それは、背中越しに聞こえたもの。その声だけで、自分とは違うオトナの雰囲気が感じられるってすごいと思う。オトナというか、色気とでもいうのか……。

　正直、どれだけ年を重ねたとしても、自分はそこには行きつかないと思うからちょっと悲しい。

　項垂れるように、なんとなく後ろの席の女性に意識を向けていると、それに答える声にフリーズした。

「同じでいい」

　短い言葉だったけど、その声の主はすぐにわかった。

　まさか……まさか、真後ろにいるとは……！

　チラリと限界まで視野を広げて察するに、どうやらこちらに背を向けるように座っているのがあの綺麗な女性。で、向かい合って黒川が座っている様子。

　ああ……そういえば、アイツの名前、確かに『優哉』とかって言ってたかも！

　悶絶するような状況に、もうどうにもできない。

　それは、聞こうとしているわけでもないのに、ふたりの会話が耳に入ってくるも同様で……。

「でも、びっくりしたわ。本当に。まさか優哉がいるなんて」

　女性のほうが積極的に会話を投げかけているけど、アイツはまったく口を開く様子がない。

「しかも、ものすごい物腰柔らか～く笑ったりして。初めは他人の空似かと思ったくらいよ？」

「お待たせいたしました」

　女性がそこまで言ったときにコーヒーが運ばれてきたようで、店員の声がした。

　カチャカチャッ、とコーヒーをふたつ置く音がして、その店員が「ごゆっくりどうぞ」と去っていったのがわかった。

「優哉から誘ってくれるなんて。すごくうれしい」

　……なんだって!?　ヤツがこの素敵な女性を誘ったのか！　さすが、手の早い男は違うな！　……でも、このふたりはそもそも知り合いみたい……？

「別にそういう理由じゃない。職場で馴れ馴れしくされるのが迷惑だっただけだ」

「冷たいなぁ。さっきとはまるで別人ね？　あ、でも、それを言うなら、さっきの優哉のほうが別人……」

「もう関係ないだろ。ほっとけよ」

　ぴしゃりと言い捨てた黒川の声に、私の背筋が伸びる。

　別に自分に言われているわけじゃないってわかっていても、あまりに素っ気ない態度に心が凍りつきそうだ。

　それにしても、後ろの女性は誰なんだろう。

　元カノ……って線が一番濃いよね……。チラ見だけど美人だったし。アイツもあれでイケメンだから、お似合いの風貌なんだけど。でも、それにしては冷たくない？

　ああ、それがアイツの素だからか……いやいや、それにしても、普段私の前で出すキャラよりも、数倍クールでドライな気が……。

「んー。どうしようかなぁ。せっかく運命的な再会したのになぁ。職場が不都合なら、外で会ってくれる？　優哉、番号変わってるでしょ。教えて？」

「……いい加減に――」

「だったら、仕事中の優し～い優哉に会いに行くだけよ？」

　うわ……。なんか、あの黒川が押されているだなんて大事件なんですけど……。

　完全に後ろのふたりに意識を取られていたら、突然「お待たせいたしました！」と声が降ってきて驚いてしまった。

　半熟卵のオムライス。ふわふわトロッとしていて、絶対に美味しいこと間違いない。

　けど、それを心から味わう心境じゃない。もはや、空腹よりも気になることが背後にあるから。

　それでも、運ばれてきた料理に手をつけないのは不自然だ、とスプーンを黄色の山に差し込む。ひと口目を頬張る直前に、ガタンと椅子の音が聞こえた。

「優哉！」

　そして黒川を呼ぶ声。少し慌てた様子に、咄嗟に顔を後ろに向けてしまった。

　すると、予想通り、黒川だけが席を立っているところで……。

「休憩中だ。もう戻る」

　伝票をかっさらうようにして、静かにそう言い放つ。

　身を翻ひるがえすようにして立ち去る直前に、黒川は私のほうをチラッと見た気がした。

　や、やっぱりバレてるよ……ね？

　そんなことを今さら認識しつつ、ぎこちなく顔を元に戻してオムライスに向き直る。

「また、ね？」

　女性は最後に、クスッと笑いながら黒川に言った。

　アイツが『ほっとけよ』って言うくらいの相手って、よっぽど面倒な関係なのかな。

　余計なお世話ながら、頭の中でずっとヤツのことを考えているうちに、気づけば一緒にいた女性もいなくなっていた。




　カフェで黒川と遭遇した翌日。

　休憩中、ゆったりとした気持ちでお茶を飲み終えて、ショップに戻る。

　ああ、すごく平和。それは、あの目も回るような忙しさから解放されたということだけじゃなくて……。

「あーあ。今日は黒川さんがお休みで、テンション半減ですよぉ」

　美優ちゃんが品出しをしながら肩を落として、口を尖らせる。

「そう？　変な緊張感なくなるから私は別に」

　アイツがいたら、仕事に集中できないっていうか。

　いちいち腹立ったりビクビクさせられたりするから、たまにこんな日でもなければ私がおかしくなりそうだもん。

「その緊張感がいいんじゃないですかぁ！　いつ話しかけられるかっていうドキドキ感とか。不意に笑顔を向けられたときの、きゅんとさせられる感じとか！」

　えぇー……。それは同調できない。絶対に。

　苦笑いをして、若干引き気味に、美優ちゃんの話に「へぇ」と当たり障りのない反応をしておく。

　まぁ確かに、あの上うわ辺べだけの最強スマイル向けられたらドキドキもするかも。前に足を怪我したとき、演じていたアイツに不覚にも動揺させられたのは事実だし……。

「あんなカッコイイ人が彼女いないだなんて、信じられませんよねぇ？　彼女がいなくて、休みの日なんてなにしてるんですかね？」

「え。いや……どうだろうね、それは」

「それとも、本命の彼女が今いないだけで、休日に遊ぶ相手はいるんですかねぇ？」

　美優ちゃんの話に付き合ううちに、頭の中で勝手にアイツの休日を想像し始める。

　ちょっと神経質っぽい見た目から、部屋はたぶん綺麗にしていて。で、料理は……わからないけど、朝から優雅にあの無駄に長い足を組んで新聞を眺めていたりして。

　それで、インスタントじゃなくて、ドリップコーヒーなんて淹れて飲んでいたりして。そのコーヒーを淹れて運んでくれるのは……あの、昨日の女性だったり、して。

　一瞬しか見えなかったあの女の人。しかも、店内の奥から入口という距離でチラッとしか見えなかったから、細部まではわからない。

　それでも、遠かったからこそ、スタイルのよさや服装のセンスとかは目に焼きついたし、近くで聞こえてきた声がイイ女風だった。

「いらっしゃいませ」

　昨日のことを思い出していると、美優ちゃんの声が耳に入る。

　それでもまだしばらくぼんやり回想していると、美優ちゃんの近くに人影が近づいてきたのがわかって顔を上げた。

　白のブラウスに、鮮やかなブルーのシフォンスカート。ピンクゴールドの腕時計をはめた腕で、艶つややかな髪を掻き上げながら、彼女は美優ちゃんに尋ねる。

「すみません。今日、黒川さんは……？」

『黒川』という名前。そして、その名を口にした、記憶に新しい声。華きゃ奢しゃなひと粒ダイヤのネックレスから、視線を上げていく。

　目の前に立つ女性は、まさに今、考えていた人に酷似して……いや。似ているんじゃない。……本人だ。

「あ……すみません。本日はお休みをいただいてます」

「休み？　そう、わかりました。ありがとう」

　美優ちゃんの返答に淡々とした口調で答えたその女性と、去り際に目が合った。

　たった一瞬のことなのに、キリッとした綺麗な目に捕まってしまった感覚が、彼女が背を向けたあともなくならない。

　彼女がヒールを鳴らして颯爽と去ってからも、それはまだ続いていた。

「……今の！　もしかして、黒川さんの女じゃないですか!?」

　美優ちゃんが『女』と言ったのは、〝彼女〟ではなさそうだ、ということをなんとなく感じてのことなんだろう。私も昨日、そう思ったから。

「それか、あの雰囲気だと……元カノって線もありますね」

　それも、昨日思ったことだ。

　だって、あの人、黒川のことを親しげに『優哉』って呼んでいた。

　今は変わったとしても、過去にアイツがあの人と親しくしていたんだろう。そうじゃなきゃ、アイツのあの性格で『優哉』だなんて呼ばせることはなさそうだ。

　それを許していた当時。黒川はいったいどんな顔で、どんな声で、どんな仕草で。彼女のことを相手にしていたのだろう。

　あんなヤツでも、仮面じゃない本当の笑顔を見せたり、心からの優しい言葉を口にしたりしたのかな。どんなふうに、愛を囁くんだろう。

「……さん。すーずーはーらーさんっ！」

「えっ！　あ、ごめん！　なに？」

「携帯、鳴ってましたよ？　たぶんメールかも」

「え？　本当？　ごめん。マナーモードにするの忘れてたかな」

　美優ちゃんに視線で指摘され、制服のポケットから慌てて携帯を取りだす。

　とりあえず早くマナーモードにしなきゃ。こんなところ、アイツに見つからなくてよかった。

　すぐさまマナーモードに切り替えようとしたときに、メールの送信主が表示されていて、思わず手が止まってしまう。

　……いけない！　今は仕事中！

　自分で自分を注意しながら、携帯の設定を変えてポケットに戻した。

　素知らぬ顔で、いつも通りに仕事をこなしているように見せかける。けど、心臓はバクバクとしたまま、しばらくやまなかった。




　平穏なまま閉店時間を迎え、そのまま問題もなく仕事を切り上げる。

　美優ちゃんは先にショップを出ていったけど、私はプライベートルームで在庫の点検をしてから、十五分程度ですぐに上がった。

　ひとりきりのエレベーターの中で携帯を取りだす。

　未読のメールが一件。それは、さっき仕事中に届いていたもの。

　メールボックスを開くと同時に、いつの間にか目的階に到着していて慌てて降りた。廊下を歩きながらだと落ち着かなくて、ロッカールームに入ってから、と先を急ぐ。

　そして、室内に入った瞬間に、改めて携帯と向き合った。

【西嶋さん】――ディスプレイにはそう出ていた。

　それは、最初に確認したときにわかっていた。だから逆に、仕事が終わる時間まで確認できなかった。

　どんな内容かな……。やっぱり、この前の話について……とか？

　見たいような、見たくないような。本当にたとえ難い、なんともいえない心境で、しばらくそのまま携帯と睨めっこする。

　けれど、いつまでもそうしてなんかいられない。思いきってメールを開いた。

【お疲れ様。今日、先輩と昼一緒したんだけど。そのときに、なの花ちゃんに連れていってもらった居酒屋を通りかかったら、ランチもやってるんだね。今度先輩と行ってみようかと思ったよ。あ、先輩となら、奢おごってもらえるからね（笑）】

　……普通のメール、だ。

「ほうっ」と息を吐くと、無意識に強張っていた肩の力が抜けていく。ロッカーに背中を預けながら、その文面をもう一度読み直した。

　……あれ？　これ、私の呼び名、〝なの花ちゃん〟になってる……！

　西嶋さんは、私のことを『鈴原さん』としか呼んでいなかったのに。なんか……恥ずかしい。

　携帯相手に顔を赤くして、しばらくの間、ひとりで悶絶する。

　ひとしきり心の中で考え抜いたあとに、【返信】の表示を押した。

【お疲れ様です。今、上がりました。ランチは行ったことないですけど、やってることは知ってました。先輩となら豪華なランチが食べられそうですね】

　うーん。こんな感じ？　いいよね？

　今にも唸り声を出してしまいそうな難しい顔で、作成した文面を二回見直す。数分悩んだ末に、えいっと勢いで送信した。

　携帯をロッカーに置いて、ささっと着替えを終える。パタン、とロッカーのドアを閉じて、バッグを手にしたときに携帯が震えた。

　画面にはさっき返信した相手、【西嶋さん】という文字。だけど、これはメールじゃなくて、電話だ。

　心の準備ができてないよ……！　って、電話は大抵、突然来るものではあるけど！でも、今返事したし、しかも【今、上がりました】って入れちゃったし……。ここで出ないとおかしいよね!?

　四回目の振動に急かされるようにして、私は電話に出る。

「も、もしもし」

『もしもし。今、大丈夫だった？』

「あ、はい！　ちょうど着替え終わったとこで」

『そっか。それはごめん！』

「や！　大丈夫ですっ……から」

　メールなら、文章を推すい敲こうしたりできるけど、電話だとそうはいかない。無言になり過ぎたらダメだし、かといって、頭の回転は速くないし……。

　まるで仕事中のような緊張感で、直立姿勢になる。バクバクと心臓を鳴らしながら電話に集中した。

　……静まれ、心臓っ。

　必死に念じて、呼吸をゆっくりと繰り返していたのに。西嶋さんは、私のその苦労も知らずに簡単に言って退ける。

『今から、会える？』

　たったそのひとことで、一気に身体中が熱くなる。

　落ち着きなくあたりを動きまわって、変な間を作ったあとにようやく答える。

「え、えぇと……あー……は、はい。大丈夫です」

　突然の誘いだと心の準備ができてない。でも、特に予定はないわけだし、なにより告白されてから一度目の誘いを断ってしまうと、避けてると思われる気がして……。かといって、やっぱり余裕はないから、緊張しちゃってるし。

　もう、どうしたらいいのか、わけわかんない！

『本当？　やった……！』

　耳元で喜ぶ声が聞こえて、電話だというのにやっぱり照れてしまう。意味もなくロッカー同士の隙間に隠れ、狭く暗い隙間で、指定された待ち合わせ場所に「はい」とだけ答えた。

『それじゃ、あとで』と言われ、最後にまた「はい」と返すときに、西嶋さんには見えもしないのにお辞儀を繰り返して。

　挙句、目の前の壁におでこをぶつけてしまった。




「あ。なの花ちゃん！」

　待ち合わせしていた場所で、西嶋さんは私を見つけて大きく手を振る。

　数メートルの距離を小走りで彼へと駆け寄ると、仕事後にもかかわらず、やっぱり爽やかな笑顔だった。

「いつも突然でごめんね？　その日にならなきゃ、早く上がれるかわかんなかったりするから」

「あ、そうなんですね。私はだいたい、いつもまっすぐ帰るだけなので」

　……なんて、平静を装って会話をしているけど。

　今、メールと同じように、私のこと『なの花ちゃん』って呼んでくれたよね？　うわ。なんか、実際にそう呼ばれるとメールの数十倍気恥ずかしい！　二十三にもなって、って絶対笑われると思うけど。でも、こんなちょっとした変化とかがくすぐったくて、ひどく照れる。

　その、今にものたうちまわりたいほどの衝動を懸命に堪える。

　西嶋さんは、私の呼び方を変えても至って普通。

「んー、どうしよっか。とりあえずお腹空いたよね」

　仕事後だから、お決まりの流れ。でも、毎回財布を気にせず飲み歩いてもいられないし、西嶋さんに出してもらうことになるのも悪いし……。よし。ここは正直に。

「あの……お酒飲まなくてもいいので、西嶋さんさえよければ、ああいうところでも構いませんけど……」

　そうして視線で示したのは、たまたま近くに見えたファミレス。

　けれど、西嶋さんからはなんの反応も返ってこなくて、途端になんだか恥ずかしくなり、私は顔を赤くする。

「あ、その……経済的にも、手頃だし……なんて」

　窺うように西嶋さんの顔を黙って見る。すると彼が、目を細めて私を見た。

　ニコリと改めて向けられた笑顔が、ドキンとひとつ胸を打つ。

「見栄張ったりしても、疲れるだけだよね。長く付き合うつもりなら余計に」

　なっ、長く付き合うって……。それはつまり、あのことを意味しての発言ということなのでしょうか!?

　カチコチに固まった私は、それに対して返事をするどころか、自然な表情ができているかすらも微妙。それでも変わらず微笑みかけてくれる西嶋さんは、やっぱり素敵に見える。

　こんな優しい人が、私を……って、迷うことなんかないじゃない。

　涼やかな風がスーッと頬を撫でていく。少し残していたサイドの髪も、イタズラな風に遊ばれるように靡なびいて、唇をなぞった。

　そんなことは気に留めず、ポーッと西嶋さんを見つめていたら、彼がスッと手を伸ばす。ドキリとしたけど、その手は私がよく妄想するように、頭を撫でたり、頬に触れたり……そんなことをするわけなくて。

「髪、食べてた。そんなにお腹空いた？　なんて」

　冗談を言いながら、唇についていた私の髪をひと筋掴むと、ぱらり、とすぐに手を離した。

「……すっ、空きました……お腹」

　この小さなドキドキ場面を、どんなふうにしていいのかさっぱりです、神様。

　苦し紛れで沈黙を回避すべく、冗談に乗っかった私の発言に、西嶋さんはまた「ぷはっ」と笑った。

「そういうとこ、好きだな」

「すっ……」

　……き、好きって!!　好きって言われた！

　いや、でも、この前も言われたけど、でも！　何回言われたって慣れることなんかないよ！　目の前でおかしそうに笑われても、どうしようもないし。

「うん。じゃあ、近いし、あそこに行こうか」

　コクコクッと頷いて、隣に立つ西嶋さんへと視線をチラリと上げる。すると、少し首を傾げるように、優しい笑顔を向けられているのがわかって、思わずまた目を逸らしてしまった。




　提案通りにファミレスで。ちゃっかり私はデザートまでしっかりと食べてから、店を出た。

「あの、やっぱりいつもごちそうになるのは……」

「ん？　でも、この前は半分出してくれてたでしょ？」

「そうですけど、でも」

「たまにさ。これくらいしなくちゃ。〝先輩〟として、ね」

　無邪気に笑ってみせる姿は、確かに先輩なんだけど。

　先輩だとしても、そうじゃないとしても、甘え過ぎじゃないのかな？　それとも、割り切ってしまうべき？

「それじゃ、さ。今度は、なの花ちゃんがごちそうしてくれる？」

「え？　あ、はい。もちろんです」

「……なの花ちゃんて、昔からちょっと鈍いよね」

「に、鈍い……？」

　今までの優しい西嶋さんからは想像できない、ちょっと驚きの発言に目を瞬かせた。

　彼を見る限り、悪意はまったくないみたいだから傷つくことはなかったけど、少しドキリとしてしまう。

「おれ、今日、『なの花ちゃん』って呼んでたんだけど、気づいてた？」

「へっ!?　あ……はい。その……メールから……」

「そっか。じゃあ、『今度はごちそうして』って言ったわけもわかる？」

「えっ」

『ごちそうして』って言ったことに、深い意味なんかある？

　食事代を出してもらって、それが心苦しいから……っていうような話の流れから、自然にそうなったことじゃないの？

　目を丸くして西嶋さんを見上げると、フッと目元を緩めて柔らかく微笑まれた。

「それはね。本当に奢ってもらいたいとかじゃなくて、〝次〟の約束が欲しかったからだよ」

　ドクン！と心臓が大きく音をたてた。

　西嶋さんの言葉の意味がわかり、彼の瞳の色が変わった気がしたから。

「なの花ちゃん」

　ピクッと身体を強張らせてしまったのは、単純に名前を呼ばれたからじゃない。

　待ち合わせのときと同じように、彼の手が、スッと私に伸びてきたからだ。

　そして、その指先は髪に触れるでもなく……そっと、頬に触れた。

「この前の話……考えてくれた……？」

　ファミレスでも、まったくそんな会話や素振りを微塵も見せなかった。

　だけど、どこかでこの話をされるんだろうって思ってた。だから、正直ずっとどこかで緊張していた。

「なの花ちゃんがおれのものになったら……うれしい」

　泳ぎそうな目を必死で堪えて、彼の手から顔へとゆっくりと視線を滑らせていく。

　ドキンドキンとうるさい心臓。

　本当は、まだどこかで悩んでいる。

〝憧れ〟の彼と、〝現実〟に付き合う彼氏って、違うかもしれない……って。

　それでも、こんなにドキドキしてるんだから、きっと大丈夫。

　決め手はそんな、不確かで些細な理由。

　それがいいのか悪いのか、わからないまま……。

「は、い……」

「え？」

　小さく零した言葉を聞き返されてしまって、また決心が鈍りそうだった。

　でも……もう前に進むしかない。

「……はい。よろしくお願いします」




　翌朝。

　出社後、パタン、とロッカーを閉めて、ショップに向かう前にもう一度携帯を確認する。

　今朝、出勤途中に来たメール。

【おはよう。ちゃんと起きられた？　おれは今、猛ダッシュ後の電車（笑）……昨日、うれしくて寝られなかったから。もしかしたら、夕方頃ちょっと寄れるかも。いい？】

　……こんなメール、恥ずかしくてどんな顔して読んだらいいのかわかんないよ。

【うれしくて寝られなかったから】って。本当にそんなふうに思ってくれていたのかな？　でも、いくら優しい西嶋さんだからって、そこまでのお世辞なんて言わないと思うし……。大げさに言ってくれているとしても、それでもちょっとは本当に思ってくれてる、ってことでいいんだよね……？

　なんだか恥ずかし過ぎて直視できない受信メール画面を、すぐに返信画面に切り替えると、今度は返事に頭を抱える。

【おはようございます。朝から猛ダッシュ、お疲れ様です。私はなんとか起きて、今ショップに下りるところです。夕方、こちらは大丈夫です】

　うーん。よそよそし過ぎ？　でもこれ以上なにもつけ加えたりできない……。時間もないし、変ではないだろうし……これでいっちゃえ！

　エレベーターの中で自分のメールを何度か読み直して、結局自信はないものの、ショップが目の前に近づいてきたので送信してしまった。

【送信しました】という文字を確認して、携帯をポケットに突っ込む。

　プライベートルームに入って、私物バッグをフリーラックに並べると、事務所から現れた香耶さんと目が合った。

「なっちゃん、おはよう。なにかいいことあった？」

「ええっ!?」

「あ。その反応はアタリ？　だって、なんか頬が緩んでる」

　にんまり顔で指摘されてしまって、思わず両手で頬を押さえてしまった。

「い、いや……いいことっていうか……別にそんな」

「そろそろ朝礼やるけど」

　突如、香耶さんが開けたままのドアの向こうから、ぬっと姿を現して言った人物。それは、一日経って見るアイツ……黒川だ。

　香耶さんは「はい」と言ってクルッと顔を回すと、事務所のほうへと戻ってしまった。なぜかまだそこに残っている黒川は、意味不明にプライベートルームへと足を踏み入れるとドアを閉めた。

「……おはよう、ございます」

　渋々、挨拶を建前でするけど。してやるけど。

　それなのに、上司という立場のコイツはなにも返さないってどういうこと？　ほんっと人間性疑うわ。

　じっと見られて居心地が悪く、ふいっと目を逸らす。そのときに、黒川のブルーのネクタイの残像を見て、ハッと思い出した。

　そうだ……！　この前、黒川に会いに来た人がいたんだった！

　それに、その女の人は以前まえに黒川と一緒にカフェにいて……そこで、たまたま居合わせたんだった！

「わかってると思うけど」

　再び黒川のほうを向き、ネクタイの結び目から少し視線を上げると同時に、ヤツの喉が上下したのが見える。

　そのまま顔を上げていき、再び目を合わせたときにこちらから言う。

「……余計なことは言いません」

　どうせ、あの女の人のことを誰にも言うなって言いたいんでしょ？

　先読みして発した言葉に面食らったように、黒川は少し目を大きくして私を見下ろす。それからヤツは、「フッ」と鼻で軽く笑った。

「……ならいい」

　短く吐き捨てると、事務所へと消えていった。




　昼休憩後になると、朝にも増して落ち着かなくなっていた。

　その理由は、ひとつ。

　……西嶋さん、夕方頃って、いったい何時くらいのことなのかな。

　今朝のメールが気になって、そわそわしてしまう。昼休みには、なにもメールは入っていなかった。

　きっと、仕事が忙しいんだ。ということは、もしかしたら立ち寄らないかもしれないよね。必ず来るってことではなかったし。

　それならそれで、そのほうがいい気もするんだけどなぁ……。こんな緊張感が続いたら、体がもたない……。

「いつも以上に変なツラしてんな」

　ひとりでレジでボーッとしていたら、正面から声が飛んできて、ハッと顔を上げる。

　勘の鋭いこの男に、プライバシーを侵害されないように気をつけなければ！

「……あいにくですけど、これは生まれつきの顔ですので！」

「へー。ずいぶん昔から〝可愛い〟顔で」

「それはどうもありがとうございますー」

　嫌味にも負けず、つらっと言い返した瞬間、なんだかちょっとスカッとした。

　さすがに慣れてきたのかな？　少しくらい言い返さないと、ストレスが溜まって体に悪いしね！　このくらい許容範囲！

　心の中で、うんうんと自分の思ったことを肯定すると、ヤツはまだ目の前にいた。

「でも、もう少しオトナっぽくてもいい気もするけど？　二十三なんだし？」

　イタいところを……！

　確かに、それは自分でもことあるごとに思っていることだ。

　同年代を見れば、みんな女性らしいし。由美なんて、本当に同い年か！って突っ込みたくなるようなフェロモン放ってるし。

　下へ手たしたら、イマドキの大学生……いや、高校生にも人によっては負けるかも……。

　なんだ。なにがいけないんだ。スニーカーとか履いちゃダメなのか。ジーンズばっかりじゃ、女子力上がんないのか……。綺麗なパンプス履いて、ふんわりとしたスカートを靡かせなきゃ……あ。

　それって、まさに、昨日のあの人じゃん。

『優哉』と黒川を呼ぶ、あのオトナの女性が脳裏に浮かんだ。

　すると、途端になにも言えなくなってしまって……。

「なに。柄にもなく、ヘコんだりすんの？」

『誰がアンタの言葉でヘコんだりなんか！』……そう頭で先に反論して、顔を勢いよく上げた先に見えたのは……。

「西嶋さん……！」

　入口のドア越しにひょこっと覗き込むような顔が見えて、つい声を上げてしまう。

　しまった！と思わず口に手を当てたけど、時すでに遅し。

「……へぇ？」

「な、なんですか。どーせ、昨日来たあの人みたいな女子力もないのに……とかって思ってるんでしょう？　大きなお世話ですっ」

「……昨日来た？」

　ヤツの顔が険しくなる。それを見て、しまった、とまた思ったところで、入口のドアが開いた。

「こんにちは」

　西嶋さんが現れたことで、当然私たちの会話は中断。

　咄嗟にニッコリとした営業スマイルを浮かべて、西嶋さんを迎え入れる。

「あっ。こ、こんにちは！　お疲れ様です」

「なの花ちゃんもお疲れ様。少し寄れそうだったから、ちょっと立ち寄っちゃった」

　この場を穏やかな空気に変えた西嶋さんが、私から黒川へと視線を移した。

「何度もすみません。すぐに戻りますから」

「……いえ」

　な、なんか、このふたりが会話しているときに、緊張しちゃうのはなんなんだろ!?

　表面的にはふたりともにこやかなんだけど、どうにも穏やかになんてしていられない。

　すると、背を向けていた黒川が、チラリと私を見て片眉を僅かに上げた。

　そして、再び西嶋さんへと向いてしまう。

「ああ。突然ですが、お茶はお好きで？」

　突然、黒川が西嶋さんへ投げかけたひとこと。

　意図が読めない言葉に、目をぱちぱちとさせてしまった。西嶋さんも、若干驚いたようで、不思議そうな声を漏らす。

「……お茶、ですか？」

「彼女の淹れるお茶はなかなかで。もしお好きなら、鈴原にお勧めの茶葉を教えてもらったらいかがですか？」

　……なっ、に、を……!!　なにを言うんだ、コイツは！　どういう意図があって、そんなことを！　しかも、本心で褒められているかどうかも定かじゃないし！

　ちょっとした嫌味にも聞こえる気がして、手放しで喜んだりできるわけない！

　振り返らないのをいいことに、呆然と見ていた黒川の後頭部に向けて、ジロリと睨みをきかせる。

「……いいえ。じゃあ、これからそんな話も彼女から教えてもらえるんですね。お茶をごちそうしてもらうのも楽しみになりました」

　そう答えた西嶋さんは、ニッコリ笑顔を私に向けて。

　私は思わず背筋が伸びて頬を赤らめるだけで、気のきいた返しもできない。

「じゃあ、僕、行きますね。ちょっと顔見たくなっただけなので。それじゃ、なの花ちゃん。また連絡する」

「え？　あ！　は、はいっ……」

　西嶋さんは手をひらひらっとさせて、あっという間に去っていってしまった。

　それを、なぜか黒川と見送る羽目になったこの状況。どうか、そのままこっちを振り向かないでほしい……っていう願いは叶うわけもなく。

　ゆっくりと振り返った黒川と目が合う。ドキリとして、つい目を泳がせた。

　目を合わせていなくても、視界にはヤツのブルーのネクタイがチラついて、落ち着こうとしている心を掻き乱す。

「そういうこと、か」

「な、なにがですか」

「しらばっくれても無駄だ。いつも言ってんだろ？　オマエはわかりやすいって」

　その言葉に顔を上げてしまった。

　蛇へびに睨まれた蛙かえる？　このたとえが合っているのかわからないけど。とにかく、黒川の視線に捕まって身動きが取れない。

　ヤツは嘲笑うこともせず、かといって、『オレには関係ない』と、ここを立ち去ることもせず。そんな無表情の黒川から目が離せない。

　なにを考えているのか……。なんで、まだ私を見て、ここにいるの？

　別に私が誰と話そうが、付き合おうが。コイツにはまったく関係ないわけで。

　なのに、この場にいづらい思いになってしまうのはなんでだろう……？

　ヤツの黒曜石のような瞳に負けそうになり、つい、この空気を破りたくて強がってしまう。

「じ、自分だって、あの綺麗な女の人と仲よくしてるじゃないですか！」

　……自爆。自じ縄じょう自じ縛ばくって、こういうことかもしれない。

　黒川の目がなんか怖くて、どうにか切り抜けたかっただけなのに。

　私の言葉に、明らかにヤツは反応してしまった。眉を一瞬ピクリとひそめ、今は、さらに距離を詰めてこっちを見下ろしている。綺麗な顔立ちだから、余計に迫力あり過ぎて逃げたくなる。

　ゴクリ、と唾を呑み、おそるおそる向こうの出方を待つ。すると黒川は、表情も変えずに低い声で静かに言い放つ。

「妬やいてんの？」

　その台詞に、口をあんぐりとさせてしまったのは、言うまでもなく。

「バッ、バカじゃない!?　そそそ、そっちこそ！」

　なぜか、必死でそれを全力否定してしまう。

　見上げる首がさっきよりも痛い。それは、黒川がごく近くに歩み寄ってきたっていうこと。そしてこの距離感は……キスを連想させる。

　でもまさか、営業中のここで、そんなこと……！

　邪な記憶と共に、涙目で見上げる。すると、私の顔にゆらりと影を落とし、真面目な声こわ色いろでヤツは言った。

「オレ？　ああ。妬いてるよ。オマエを翻ほん弄ろうさせるのは、オレだけだと思ってたのに」

　真剣な眼差しと艶やかな声で紡いだ言葉は、コイツから想像できないくらいに甘いもの。

　目を大きく開いて黒川を見る。ヤツも、私をじっと見つめる。その整った容貌に、性格の悪さを忘れてしまいそうになる。

　ドキンドキン、と勝手に心臓が騒ぎ始めたとき。

「……なんて、な。……ククッ。その顔。マジ笑える」

　ヤツは口元をニヤリと緩め、歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「本気にした？　〝なの花ちゃん〟」

「ひっ、人の名前を勝手に呼ばないでよ！」

　きっと、西嶋さんの呼び方を真ま似ねたんだ、とすぐにわかった。

　耳まで熱いのは、その呼び方で冷やかされたから……だけじゃない気がする。

　でも、その先を追及するのが怖いから、とりあえず黒川に心から『早く消えて』と思って睨みつけた。

　それを一身に受けたヤツは、私の渾こん身しんの睨みをものともせず、涼しい顔をして事務所へと去っていった。










「オトナの予行練習」




『なの花ちゃんって、土曜とか日曜とか休めたりするの？』

　夜にかかってきた西嶋さんからの電話に、相手が目の前にいるわけでもないのに部屋で正座をしながら、シフト表を広げて答えた。

「休みの希望を出せば土日でも……あ」

『え？　どうかした？』

　週末のシフトを指で辿ると、まさかの日曜日公休。

「いえ……その。ちょうどお休みが……」




　そうして迎えた初デート……っていうのかな？　晴れて付き合うようになってからの外出だから、きっとそうだよね。

　待ち合わせていた新しん宿じゅく駅に着いたら、西嶋さんの姿はすでにそこにあった。

「おっ、おはようございます！」

「ははっ。朝から元気だね」

「えっ。そ、そうですかね……」

　西嶋さんこそ朝から爽やかですね、と頭の中で返しながら、慣れない雰囲気にもじもじする。すると、不意に右手を取られ、びっくりして顔を上げた。

「行こう」

　ニコッと白い歯を覗かせて。可愛らしい笑顔で言われると、素直に従うしかない。

　……いや、別に手を握られて嫌なわけじゃないけど。ただ、ちょっとだけ、構えてしまうから。

　本当は思いっきり、繋がれた手に意識がいってるんだけど。それを気にしていないフリをするように平静を装って、隣に並ぶ西嶋さんに尋ねる。

「あの……どこへ？」

「江えノの島しま。行ったことある？　せっかくだから、ロマンスカー予約した。こんなときでもないと乗らないし。あ、でも、一般席しかない車種だったけど。ごめんね」

「い、いえいえ！　それは全然っ」

　びっくりした！　確かに江ノ島までなら一時間くらいで着く距離だけど……でも、結構遠出のイメージ。まさか、そこまで足を延ばすなんて思っていなかったから不意打ちだった。

　どぎまぎしていると、西嶋さんが前方に視線を向けたまま言う。

「ちょっとした旅行気分を味わえるかな、と思って」

　顔を少し傾けながら、私を見下ろす西嶋さんの笑顔が眩まぶしい。

　あああ……。ダメだ。その顔がちょっと近づくだけで、こうも緊張するなんて。

　繋がれた手はなんだか感覚がない気がするし、こういう関係になったことにいまだに実感が湧かない。

　でも！　アイツのひとことがグサリと刺さったままで悔しいし！　この前言われた、『もう少しオトナっぽくてもいい気もするけど？』って、意外に堪えたみたいだ。

　あれが本当に悔しいから、このデートで女子力アップを謀はかってやる！

　謎の意気込みに燃えつつ、私たちは列車に乗った。

　隣に並んで座るのですら、なんだか違和感を覚えてしまって落ち着かない。それでも、西嶋さんが話題を上手に振ってくれて。会話は弾んでいたと思う。

　仕事の話になったとき、当然アイツのことは話題に出やしなかったけど、どうしても私の頭にはヤツの存在があった。

　それは、前から疑問に思っていたことでもあったから……。

『気になっていることがあって』

『僕の予想していた通りだと思います』

　店にたまたま出向いてくれた西嶋さんが、黒川に向かって言ってた言葉。

　その意味がいまだにわからなくて。なんなのかと思いつつ、ずっと胸にしまってた。

　それを聞こうにも、やっぱり勇気が出ない……。

　だいたい、私には通じないことが、西嶋さんと数えるくらいしか顔を合わせていないアイツには通じてるみたい、っていうのが納得いかないんだよね。アイツに負けてるみたいでなんか悔しい。

　だから当然、アイツに真意を問うなんて言語道断。もしも聞くなら、やっぱり西嶋さんに……。

「あ、見えた」

　通路側に座る西嶋さんにチラリと目を向けたタイミングで、彼が窓側の私に寄り添うように近づいて囁いた。

　ドキリとして、思わず体を離しながら顔を上げる。でも、彼の視線は車窓に広がる景色に向いていた。

「ほら、なの花ちゃん。富ふ士じ山さん」

　かと思えば、すぐに私に視線を移されて。

　不意に向けられるその優しい笑顔が直視できなくて。クルッと窓の外へと顔を向けてしまった。

「あ、ああ！　本当だ！」

　なるべく自然な態度を装って、窓から富士山の白い頭を眺めて言った。

　だ、大丈夫だよね？　嫌な感じになってないよね？

　付き合い始めって、こんな感じだったっけ？　それもだいぶ前のことだし、しかも学生のときだったから、オトナになってからの〝お付き合いの普通〟がわからない！

　自分でＯＫしたくせに、体が触れるくらい近づかれると少し距離を取ってしまう。

　……でも、そんなことすらも気にし過ぎなのかな？

　そーっと横を見ると、柔らかな太陽の光をまとうように西嶋さんは微笑んだ。




　駅に着いて、少し歩いたところに水族館がある。

　どうやらそこが目的だったようで、人の流れに合わせて私たちも入館する。

　時折立ち止まったりしながら水槽を眺めて歩き、ショーを挟んだりして水族館を楽しんでいた。

　その間も、彼は私の手を優しく握って。

「わぁ。クラゲ！」

　ここに来たのは、オープンしたときに家族で一度だけ。確か小学生か中学生くらいだったから、どんな感じだったかうろ覚え。

　青々とした空間に、ゆらりゆらりと泳ぐクラゲ。その不思議なゆったりとした世界に足を踏み入れた途端、思わず口が開いてしまう。

　ドーム状の天井を見上げていたら、それに合わせて西嶋さんは足を止めてくれる。顔を元に戻すと、彼は中央の球体の中を泳いでいるクラゲを見ていた。

「なんか、ここだけ時間の進み方が違って感じますね」

　あまりにゆらゆらしているから、こっちまで気持ちがゆったりしてしまって。

　すると、西嶋さんが振り向いて目を丸くした。

　きっと、変な表現したから驚いているのかも……。

　そう思うと、たちまち羞恥に駆られて、咄嗟に余計なことを口走ってしまう。

「あー、その！　仕事してると時間って早く過ぎる気がして！　最近、鬼上司のせいで常に緊張感と闘ってるし！　こんなふうに穏やかな空気なんてしばらくないので」

　そうそう！　アイツの存在のおかげで、私は緩やかな時間や平和な心とはしばらくご無沙汰なのよ！

　目の前をふわりと通過するクラゲを眺めながら、うんうんとひとり頷く。

「……なるほどね」

　横からぽつりと聞こえた声に、水槽から彼へと視線を向ける。

　青い神秘的な光の中で、西嶋さんが今までに見たことのないような……真剣な顔で私を見ていた。普段まとっている、あの柔らかな雰囲気がまるでなくて。

　怖い……わけではないけれど、ちょっと萎縮してしまいそうな張りつめた空気。緊張の心音が、緩やかな空間に反して激しくなる。あれだけ涼しげだと感じていたはずなのに、一瞬で全身が熱くなる。

「おれも同じように感じてたよ。ここだけ時間が違う、って。日常を忘れてしまいそうな、この落ち着いた空間が好きなんだ」

　フッと視線を上げた西嶋さんが僅かに微笑んだ。

　……あ。なんかちょっといつもの西嶋さんかも。よかった。

　次々と来訪者が流れていく中で、私たちはいつまでもその場に立ちつくしていた。すごく長く感じたけど、きっと実際は五分程度だったと思う。

　その間、なにも会話せず。ただ、ゆらゆらと、独特な世界を生みだすクラゲたちを眺めていて……。

　すると、正面の水槽を眺めたまま、隣の彼が口を開いた。

「なの花ちゃん」

　名前だけを口にされて、ハッとする。

　それは、このふたりきりの時間が甘いものに変わるのかも……っていうような期待からではなく。自分の中の、信じられない現象に。

『なの花ちゃん』

　たった一度、からかわれて呼ばれたことのある、アイツの声に聞こえてしまった。

　目の前にいる彼とは似ても似つかない。それなのに、どうして。なんで、私の耳は、アイツの声に変換して――。

　動揺しているところで、西嶋さんの静かに光る目が私に向いていることに気がついた。薄暗い中で目を合わせていると、催眠術にかかったかのように動けない。

「そろそろ出ようか」

　けれど、想像していたような台詞や行動は起こされず。

「あ、はい」と短く返事をすると、そのまま手を引かれて水族館をあとにした。




　それから、江ノ島を散策しながらあれこれ食べ歩いたり、観光したりしているとあっという間に時間は過ぎた。

　夕方四時頃になると、少しだけ風もひんやりとしてくる。そんな中、私たちは少し離れた港にあるヨットを眺めながら休んでいた。

　風と波の音を心地よく耳に入れながら、横にいる西嶋さんはどんな顔をしているのだろうと、ふと気になってチラリと盗み見る。すると、偶然にも彼もこちらを見て、ぱちりと目が合った。

　一日一緒にいても、やっぱり慣れることなんかない。目が合っただけで呼吸すらもどうしていいのかわからなくて。

　陽が高いときよりも少し暗く反射する水面を眺めつつ、会話の糸口を探る。

　話題がなにも浮かばないうちに、やはり先に口を開いたのは西嶋さんだ。

「あれから、職場では大丈夫？」

「へっ……？　あ、ああ！　だ、大丈夫ですよ！　もともとそんな気にするようなことなかったですから！　ちょっとアイツが厳しいだけで」

「『アイツ』……ね」

　いつものように『アイツ』と口から零れてしまったことを、西嶋さんが呟くように復唱した。慌てた私は、ごまかすように言葉を繋げる。

「油断してたら突然姿を現して。本当、気が抜けないんですよ。いちいち突っかかってくるし……」

　ぶつぶつと、アイツに対する文句を言い始めたら止まらない。

　不ふ貞て腐くされるように、もはやひとりごとの域でぼやいていると、風に乗って聞こえてきた言葉に硬直してしまう。

「この前。あの人……なの花ちゃんのお茶の話をしてきたでしょ。あれ、内心穏やかじゃなかったな」

　目を丸くして、右隣の西嶋さんを見る。彼は笑っていなくて真剣な顔だった。

　だから、今のが冗談ではないことがわかる。

「すごい、妬ける」

　風に靡いた前髪の隙間から覗く、彼の目。

　それは、さっきの水族館のときの空気を彷彿させる。

　同時に、思い返されたものがもうひとつ。

『妬いてるよ。オマエを翻弄させるのは、オレだけだと思ってたのに』

　まるで、私がいつも妄想していたような、胸をわし掴みする言葉。

　嘘だってわかってる。私をからかっただけの〝台詞〟だったって。

　でも、今もこんなに心臓が逸るっていうのはなんなの？

　あんな真剣な眼差しで、吐息が触れるくらいに近づいて。それでいて、耳に残るあの魅惑的な声で、そんなふうに響かせられたら……。

「なの花ちゃん」

　その呼び声にハッとして、焦点を西嶋さんに当て直す。

　じっと見つめられている時間、私たちの間を冷たい風がすり抜けていく。

　……もしかして……キス……？

　このあとのことを、ひとり先走って想像しては警戒してしまう。そんな私の頭の中を見透かされたのかもしれない。

「土産みやげ物もの屋ももう閉まるし、帰ろうか」

　西嶋さんはフッと口元を緩め、いつもの調子で言うと、私の頭の上にポンと手を置く。それから、掬すくい取られるように手を繋がれた。




　家まで送ってくれた道のりの間、ずっと話はしてたけど上の空。

　前までの妄想の中では、帰り際に『お茶でもどうですか』なんて、自分から誘うシーンを思い描いたりしたものだけど。現実にはそんなことすら忘れていた。

　アパート前で別れ、自分の部屋に足を踏み入れた瞬間に、スッと肩の力が抜けて床に座り込んだ。

　そのタイミングで、バッグにしまってある携帯が鳴る。

　……誰？　もしかして、西嶋さん？

　一度脱力してしまった私は、のろのろとバッグを引き寄せる。ごそごそと中から携帯を取りだすと、着信の主に思わず安堵の息が漏れた。

「由美っ……！」

『な、なんかあった？』

　由美から電話をくれたのに、開口一番に私が縋るように由美の名前を叫んだから、変に思ったらしい。

　だけど、この疲弊していたタイミングに、心許せる唯一の友人である由美から電話が来たものだから、つい……。

「由美ぃ！　久々！　元気だった!?」

『久々って……今月の頭に会ったばっかでしょ？』

「そうだけど……無む性しょうに由美に会いたくなって」

　思い返せばここ最近、自分の許容範囲キャパシティを軽く超える出来事が立て続けに起こった。にもかかわらず、誰にも相談せずにいたんだ。

『なに？　なんかあったの？』

「うん。あ！　ていうか、由美のほうが用事あったんだよね!?」

『あー……まぁ、ね。あとでもいいよ。なの花が先に話したいんじゃないの？』

　そうして、由美の言葉に甘えて、途切れることなく事の経緯を話した。

　前にバーで出くわした男が上司になって、ソイツが腹黒だってこと。

　西嶋さんとたまたま再会して、その流れで付き合うようになったこと。

　だけど、どうにもぎくしゃくした気持ちが拭えないで、初デートを終えたこと。

　ほとんどの話を正直に伝えた。

　……だけど、黒川にキスされたことだけは言えなかった。

『はあぁぁあ!?　そんなにいろいろあって、どーして今までなんの連絡もしないのよっ』

　スピーカーから聞こえる音が割れるくらいに、由美が大きな声を上げた。

「ご、ごめん……だって。テンパり過ぎて、そこまで頭になかったっていうか……」

『あーあー。なるほどね。それも一理あるわ』

　その理由に納得されるのも、なんだか微妙な気もするけど……。

　そう思ったことは口に出さずに、ひと通り説明を終えて由美の言葉を待つ。

『まぁ初デートは誰だって余裕ないんじゃない？　そんなに違和感あったの？』

「うーん……違和感ていうのか、こう……集中できない、とでもいうのか……」

『なに？　いつキスされちゃうのかなー、とか考えて？』

「ばっ……それもちょっと……なくはなかったかもしれないけど……」

　ごにょごにょと語尾を濁して答える。すると、由美が少し黙ったあとに言った。

『……そう。私なら、そんなことばっかり頭にあったけど。じゃあさ。具体的に、なの花は今日、なに考えながら過ごしてたの？』

　具体的に？　なに考えて……って。

　携帯を耳に当てたまま、天井を見上げるようにして考える。

　今日、待ち合わせしてから、帰ってくるまでの自分の思考。改めて思い返すと、詳細なことまでは覚えてなんかいない。……けど。

「……あ」

　思い当たることといえば、あのムカつく男の存在。

　腹立たしい言葉と行動。それと、謎な部分がほんの少し気になって……。

『なに？』

「や！　いやいや！　全然関係ないことだった！」

『全然関係ないことを今思い出すわけないでしょ！　いいから言いなさい！』

「えぇー……」

『なの花』

「……はい」

　本当は、また思い出すから言いたくないんだけどな。

「はぁ」と溜め息を漏らし、膝ひざを抱えて座り直す。前後に体を揺らしながら、ぽつぽつと答える。

「なんかさ。最近、腹黒部長のキャラが強烈過ぎるのか、ソイツがいないときまで、いちいち今の自分の行動に頭の中でも文句言われてる錯覚に陥っちゃって……事実、言われたことを思い出したり、言われそうなことを想像してたり……」

　そうなんだよね。実際口に出すまで認めたくなかった感じなんだけど。

　常にアイツに監視されているような、すぐ近くにいるような。それが原因で集中できないっていうか。

『……なの花？　それって、〝仕事上の指摘〟の想像？』

「え……？」

『それとも、もっと他の内容じゃなくて？　だって、デート中の行動なんて仕事にそんな繋がらないでしょ。その行動に、頭で文句言われてる、ってどんな内容なわけ？』

　どんな内容って。ただ、小馬鹿にされるような……『コドモ』だと笑われたこととか、そんなことだったと思うんだけど。

　そうして不意に頭に蘇よみがえった、あの言葉。

『ああ。妬いてるよ。オマエを翻弄させるのは、オレだけだと思ってたのに』

　途端に、体温が一気に上がって、脈にも動揺が走ってしまう。

『今聞いただけだから、よくわかんないけど』

　なんで、こんなに全身が反応するように……！

　なんで、あんなヤツの声と顔が鮮明に――。

『その部長って人のこと、気になってんじゃないの？』

　胸がえぐられるような衝撃を受けた。なんでかはわからない。

　私生活にも影響を及ぼすほどの存在感に気づいていなかったから、私は由美にすぐに反論しようにも、言葉がなかなか出てこなかった。




　翌朝。

　出勤したそばから、「鈴原さん、具合悪いんですか？」と、美優ちゃんに指摘された。そのくらい、私はいつもと違っていたんだろう。

　ぼんやりと商品を整頓し、カタン、と桜柄の缶を積み上げる。

「恋患い」

　急に聞こえた声に、丸い缶を手から放してしまう。缶はカランカラン、と音をたてながら円を描くようにして足元に転がった。慌ててそれを拾い上げようと、手を床に伸ばしたところに濃紺のスーツが映り込む。淡いピンク色の缶を手に取り、その足からゆっくりと視線を上へと滑らせていく。

　今は特に顔を合わせたくない相手だったから、ソイツの喉元あたりで視線をふいっと横に逸らした。

「うまくいってないとか？」

　ボソッ、と私にしか聞こえない声量で話しかけてくるのは、いつものこと。

　その、無駄に色っぽい声も、いつものこと。

「妄想女子の〝初めて〟は、どんな感想だったのかと思ったんだけど」

「はっ、初めてなんかじゃ……！」

　ヤツのスタンスは変わらないのに、相変わらず私ばかり翻弄されて、思わず声を荒らげてしまう。それに気づいて、どうにか気持ちを落ち着けようと努力する。

　そして、声のトーンを落とすように心がけて、平静を装った。

「ご期待に沿えるような展開は、なにもありませんから！」

　って、どうしてこんな報告しなくちゃなんないのよ。業務連絡であるかのように！だけどコドモだって言われたくなくて！　だから、そこだけ否定したくなって！

「は？　『なにも』？」

「なんですか。それがそんなにおかしいですか」

　黒川は小馬鹿にしたような顔でもしているかと思ってたのに、睨みつけるように見上げてみると、まったく想像もしていない、心から驚いたような顔だった。

「……まぁ、ガキのオマエに合わせたんじゃねーの？」

　だけど、その顔を隠すようにヤツはすぐに身を翻し、そんな嫌味をひとつ吐いて離れようと一歩踏みだした。……そのとき。

「優哉！」

　その名を呼ぶ声に、黒川も同時に振り向く。

　瞬間、ふわっとスカートを浮かせ、滑らかな髪を靡かせて駆け寄ってくるあの人が目に飛び込んだ。今にも触れてしまいそうなほど、黒川に近づいた彼女は、くすくすと笑いながらヤツを見上げる。

「来ちゃった！　仕事の邪魔はしないわ。ただ、少し話しに来ただけよ」

「話？　っは！　オレは別に話なんかないけどな」

　毒々しい言葉と凍いてつくような態度。

　この前も遭遇したけど、目の当たりにしたら、まるで自分が言われているかのようにぞくりとする。

　なのに、彼女は強張った表情を微塵も見せずに、オトナの笑顔を黒川に向ける。

「わたしだって別にないわよ？　ただ、会いたかっただけ」

「あいにく、オレは会いたくないんで」

　それを黒川はバッサリと突き放す。

　うわー……。冷たい。冷た過ぎる。

　こんなに綺麗な人なのに、全然その態度は揺らがないんだ。いったいこのふたりの関係って……？

　思わず凝視してしまうと、さすがに彼女もこちらに気づいてしまって目が合う。フッと目を細めて妖艶な笑みを浮かべる様は、同性なのにそれだけでポーッと顔が赤くなってしまう。

「そう。でも、わたし、この子にも用事があって来たの。ね？」

「えっ！」

　な、なに!?　どーいうこと!?

　唖然としてその場に立ちつくしていた私の腕に、女性は突然軽く絡みついてきた。

「この前もここに来たときに、少しお話ししてたのよ」

　え？　いやっ……！　それは、私じゃなくて、美優ちゃんじゃ……。ていうか、どっちにしても、黒川の所在を聞かれただけで、それ以外はなにも話なんてしてないんですが！

「優哉、今日は忙しそうだからいいわよ？　わたしはまたいつでも来れるし」

　最後の言葉の言い方が、無関係の私でもぞくっとした。

　なんだろう……なんなんだろう、この人。

　どうして常に、そんな自信があるような振る舞いで……。確かに、容姿からはかなり自信を持ってもいい感じなのはわかるけど……。

　黒川とずっと視線を交錯させているその人を、チラリと横目で見上げてみた。口元には笑みをたたえたままで、黒川の出方を窺っているみたい。

　今度は、向かいに立つ黒川へ視線を向けてみる。

　コイツもコイツで、いつもと同じように一切表情を変えずにいるもんだから、なにを考えてるのかさっぱりだ。

　しばらくして、ふと一瞬だけ、ヤツの視線が私に向けられた。

　それからなにも言わないまま、あろうことかこの女性をそのままに、背を向けて立ち去っていく。

　しっ……信じらんない！　普通、この状況で、匙投げて私に丸投げしたままにする!?　あんの、鬼！　悪魔！　性悪っ!!

　怨念を込めて穴があくほどヤツの背中を睨みつけてやったけど、全っ然届いていないらしい。あの無神経男が！

　思わず舌打ちをしてしまいそうになったときに、私の腕からするりと手を離した彼女が口を開いた。

「突然ごめんなさい。あまりに悔しくて、強がりを言っちゃったわ」

『強がり』？　本当にそうなのかな。なんか、そんなしおらしい感じには見受けられなかったんだけど……。もっとこう……意地っていうのか、執着心みたいな……。

「だけど、あなただったから、こんなふうに巻き込んでしまったの」

「……は？」

「だって、あなた……優哉の彼女でしょ？」

「はぁあ？」

　つい、店員とお客様という立場を忘れて、心に正直に声を上げてしまった。

　誰が、誰の彼女だって？　なーんで、そういう話になるのよ！　本当、意味不明！

　まさか、アイツがあることないこと吹き込んだんじゃないでしょうね!?　あしらうためとか言って!!

　私の反応を見た彼女は、目を丸くして固まっていた。

　美人のそんな顔は初めて見たけど、やっぱりどんな顔をしても美人は美人だということがわかった。

「……え？　違うの？」

「違いますっ。どうしてそうなるんですか！」

「てっきり……。だって、今もあなたがいる前なのに、あんな態度を見せるから」

「それだけで、なんで〝彼女〟だなんて……」

「普通に考えたらそうならない？　前にここで会ったとき、他のスタッフの前じゃ、優哉ったらすごい優しいのよ？　それを、あなたの前だけ……」

　そこまで言いかけて、彼女は口を閉ざした。

　まぁ、確かに。この人が言いたいことはわかった。地の顔を知っている私が、ヤツの彼女トクベツだと思ったってことね。なるほどね。

　でも、ということは裏を返せば、その本性を晒さらしているこの人だって、今はどうかは置いておいて、特別な存在なんじゃないの？

「ああ、お仕事中にごめんなさいね？　わたし、吉よし原わら香か澄すみっていうの。あなたは……鈴原さんっていうのね」

　吉原さんは元のように柔らかい笑顔を浮かべて、私のネームプレートを見て言った。

「よろしくね」

　……なぜ、私が『よろしく』と言われるんだろうか。

　そう思ったのが、口に出さずとも顔に出ていたんだと思う。吉原さんは「くすっ」と笑ってつけ足した。

「わたし、また優哉に会いに来るから。そうしたら、またここで会うと思うし」

「あ、ああ……はい。よろしくお願いします……」

　腑ふに落ちないけど、社会人の挨拶みたいなものと受け止めて、とりあえず同じように返す。

　すると、ニッと勝気な笑顔を残して、吉原さんは帰っていってしまった。

　午後六時過ぎは、ブライダルのほうでの予約が重なっていたのか、サロンはバタバタと忙しい様子だった。

　お茶出しの手伝いをしていると、あっという間に時間が過ぎる。おかげで、今朝の吉原さん絡みの不満を忘れられて助かった。




　その後、ショップは何事もなくクローズして、美優ちゃんは上がっていく。

　私は、お客様が意外に大勢入ったので、お茶や備品の在庫をチェックしていた。

　一日の仕事を終えた、と気が抜けると、余計なことが思い返されてしまう。

　……吉原香澄さん、か。まさか、あんなふうに喋るだなんて思いもしなかった。それもこれも……。

　メモしていたペンを止め、焦点が合わないまま遠くを見つめる。

　その先に思い描いていたのは、もちろんアイツ。

　まぁ確かに？　あの男のすることだから、私を放置したまま自分はさっさといなくなるなんて、驚くような行動ではないかもしれないけど。それでも、さすがに今回みたいな状況なら、少しくらい助けてくれても……なんて、ちょっと期待していたのが間違いだったんだ！

「ずいぶん手が止まってるけど？」

　憤慨していたところに、タイミング悪く諸悪の根源がやってくる。

　……いや、逆にタイミングいいのかも！　今回のことは、正面からコイツを責めたって許されるよね!?

　屈んでいた姿勢のまま顔だけを回し、ヤツを静かに睨みつける。

「……なんで、なにもなかったような顔して、普通に話しかけてきてるんですか？」

　その飄々とした顔が気に食わないんだっつーの！

　淡々とした口調で嫌みたっぷりで言ったけど、黒川の反応が返ってこない。

　初めは単純に不思議に感じたけど、すぐに、逆ギレか？と不安な気持ちが湧いてきて、ヤツを仰ぎ見た。

「……アイツ、なんか言ってたか？」

　……はぁ!?　そりゃ確かに、なにを話してたのかって気になるでしょうけど……！

「あの！　私は思いきり巻き込まれたんですけど！　普通ひとこと謝るとか、なにか説明するとかあるでしょ！」

　思わず立ち上がって黒川と向き合うと、勢いで口が動いていた。

　今回はこちらが全面的に正当だ。だから、目を逸らしたりなんかしないし、むしろコイツを追いつめる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。逃がしてたまるか、って思う。

　すると黒川は、私に正面から向けた視線を外すことなく言った。

「もう終わったことだ」

『もう関係ない』とか『もう終わったこと』とか。アンタはそうかもしれないけど、こっちは吉原さんに『よろしく』って言われちゃってんのよ！

　あまりに身勝手な言い方に、さすがの私も堪忍袋の緒が切れて……。

「アンタがそうでも、こっちは現在進行形なのっ。人に迷惑かけといてなんの説明責任も果たさないってなんなの？　なにも知らされないままなんて、巻き込まれ損よっ」

　息継ぎする間もなく、気づけば全部思ったことを吐露していた。軽く肩で息をして、見上げた先の黒川の表情は……一瞬、驚いた顔を見せている。

「黒川くーん……あれ？　どうかしたの？」

　そんな深刻な空気に割って入る、和やかな声。キッチンの横に立つ黒川の奥から、香耶さんが現れて、きょとんと私たちを見やった。

　動揺した私は、香耶さんを見ることができずにその場でパッと俯いた。

　……どうしよう。この雰囲気、香耶さんになにか勘づかれたかも。

　頭の中で混乱していると、突然近づいてきた黒川が前屈みになって、私の腕を掴んで引き上げる。

「無理するな。看護師はもういない時間だけど、薬はあるだろう。ちょっと横になってから帰宅するように」

　驚いて顔を上げれば、心配そうな表情を浮かべた美形上司が目の前にいて。その顔と言葉と、なにがなんだかわからない状況に、ただぽかんと立ちつくす。

「えっ。なっちゃん具合悪いの？　大丈夫？」

「仲江。悪いけど、医務室まで連れていくから、ミーティング先に始めてて」

「あ、はい。わかりました」

　そうして、なぜだかわからないけど、ヤツの手が私の肩と腕に添えられて。そのまま香耶さんの前を横切って、プライベートルームをあとにした。




　終始無言で、三階の医務室に連れてこられる。

　初めて入ったけど、学生のときの保健室のような雰囲気で、なんだか懐かしかった。

　仮病を使わされた私は、医務室に誰もいないことにホッとする。半面、黒川とふたりきりということに緊張してしまう。

　掴まれていた腕は、いまだ放されていない。

　チラッと上目遣いで黒川を睨み、腕を引き戻すように逃れようとしたけれど……。

「オマエ、本当にすぐ感情を表に出すからめんどくさい」

　腕を解放するどころか、『めんどくさい』とか言うのってどうなの？

　さっき沈めた怒りがまた沸々と湧いてきて、スッと視線を上げると、ヤツの目を見て言ってやった。

「アンタが勝手に私に構ってきたんでしょ!?　私だってこんな面倒なこと……！」

　ドン！と黒川の胸に、握った拳を振り下ろす。

　……本当に、それだけなんだろうか。

　面倒なことに巻き込まれたから、私はこんなにイライラしているの……？

「……まぁ、そう言われればそうだな」

『悪かった』って、ひとこと言ってもらえば納得できる？

　鈍い衝撃を受けた拳が、ズルズルと黒川の上半身をずり落ちていく。

「反応がいちいち面白いからつい、な。で、なに？　謝ればいーのか？」

　……違う気がする。

　もうなんか、自分で自分がわからない。

「……仕方ないじゃないっ……！　だって、気になるんだもん。あの人に自己紹介されて、名前まで知られて。私だって知る権利くらいあるでしょっ」

　アンタが、不必要なくらい私に構ったりするから。

「散々、都合のいいときだけ人で遊んで、こっちからいけば関係ないみたいな態度って、どうかと思う！」

　ああ、もう。自分がなにを言ってるのかさっぱり。

　眉根を寄せて、唇を噛んで。背が高いコイツを見るために、首が痛くなるほど見上げて。なんでか視界をぼやけさせて……。

「な……に、泣きそうなツラ、してんだよ……」

　さすがにこんな私を目の当たりにして、ヤツも動揺を隠せないようだった。

　当然だ。私自身、意味不明なこの感情にうろたえているっていうのに。

　アンタが飄然としていたら、心底人間性疑うわ。

「なっ……泣いてなんかないし！」

「じゃあ、その赤い目はなんだ？　オマエの正体はウサギか」

「はぁ？　意味わかんないし！」

「オマエ、嘘下手なんだから黙ってろよ」

「あ！　まさか、それが理由で、私になにも言わないつもりなんじゃ！」

「バカか。だったらオレの本性知るオマエなんか、とっくにどーにかしてるっつーの」

　ど、どうにかって……！　いや、でもアンタ、すでに〝どうにか〟したことあるじゃん……二度も人の唇奪っておいて……！

　誰もいない医務室なのをいいことに、ぎゃあぎゃあと騒ぎ立てる。けれどすぐに、以前黒川にされたことと、今ここにはふたりきりということを思い出して口を噤んでしまった。

　しん、と水を打ったように静まり返った部屋。

「……今日は、悪かったな」

　沈黙を破った黒川の言葉に、顔を上げた。

　その謝罪の言葉には、わざとらしいものがまったく感じられなかったから。

　だけど、黒川がどんな表情で謝ったのかを確認しようにも、肝心なときには顔を背けていたからよくわからない。

　すぐに顔を元に戻した黒川は、形勢を立て直していた様子で、なんなら憎たらしい表情まで健在だった。

「ウサギは淋しがり屋だからか」

「は……？」

「甘やかしてくれそうな彼氏を選ぶのは」

　腹黒らしからぬ、ウサギの話。

　そんなことに呆気に取られたのも一瞬。ムカつく笑いと共に言われたことが、なんだか的を射ている気がしてうまく言葉が出てこない。

「でも、優しそうに見えて、西嶋クンも男だからなぁ」

「ちょっと！　なにが言いたいの!?」

　振り上げた手を、さっきと同じように黒川の胸に振り下ろす。

　その手には一度目と同じような感覚はなく。黒川の大きな手が、私の手首を簡単に包み込む。

「なにすっ……」

　拘束された手を見た瞬間、黒川の射程距離に入ってしまった、と気づいた。

　間近で見上げるすぐ先に、黒川の顔がある。

　この状況で目と目が合えば、危険信号が点滅するってわかっていたはずなのに――。

　静かに光を放つ瞳の中の虹こう彩さいに、吸い込まれるように捕らわれる。

　頭ではわかっていても、どうにもならなくなっていた。

　黒川の長い指が私の顔に伸びてきて、その大きな手は容易に頬を挟む。そのまま上向きにさせられたかと思えば、もう私たちの距離はなくなっていた。

　反射で目を閉じたが最後。主導権は、間違いなくコイツ。

　少し乱暴に感じた手とは裏腹に、ふわりと塞がれた唇。

　それから、啄ついばむようなキスに変わると、不覚にも力が抜けてしまう。うっすらと開いた唇からするりと舌が侵入してきたことにパニックになりながらも、どうにか立とうと懸命に黒川の腕を掴む。

「……んんっ……」

　どうしていいのかまったくわからないまま。それに対して、黒川は逃げ腰な私の身体をしっかりと引き寄せる。

　容易く舌を絡め取られると、思考がとろけさせられるようで、ますますなにも考えられない。角度を変え、深く重ねられる唇に、頭が痺しびれるような感覚がして……。

「ふっ……あ……はあっ」

　離された自分の口からは、荒い呼吸が繰りだされるだけ。

　ようやく解放されても、酸素を取り込むのがやっとでなにも考えられない。

「……お詫わび。オトナの予行練習」

　は……？　『お詫び』って、まさか、吉原さんのこと……？　『予行練習』って……。

「〝彼氏〟との」

　私の顔を見て、ヤツは片眉を上げて「フッ」と笑う。そして、少し乱れたネクタイを直しながら医務室を出ていってしまった。

　……なんなの。本当に、アイツはなんなの？

　しかも結局、吉原さんとの関係にはなにも触れぬまま。

　頑かたくなに口を割らないのは、ただ、アイツが秘密主義なだけなのか。それとも……今回のことだけが、言いたくないことなのか。

　それも今やわからぬまま、ヤツの残した甘い感触だけを、無機質な部屋でただ反はん芻すうしていた。




　本当は具合なんか悪くない。けど、ふらりふらりとした足取りで、なんとかアパートへと帰宅した。

　ドサッとバッグを床に置いて、ふたりがけの小さなソファに腰を下ろす。そして、おもむろにそっと触れたのは自分の唇。

　自分の指が下唇に触れたときの感覚と、あの医務室での感触とでは、まるで違う。もっと……柔らかくて、熱くて……胸をわし掴みされるような勢いだった。

　それは時間が経った今でも、簡単に思い出せるくらいに強烈に刻みつけられた……オトナのキスだ。

　そこに、携帯の軽快な音が鳴って、一気に思考を引き戻される。

　ドクドクと驚きで跳ね上がった心臓を片手で押さえるようにして、バッグの中から携帯を取りだした。

　西嶋さんだ……。

　画面を見て、一瞬躊躇ためらう。今はもう彼氏なのだから、こうして電話が来るのもおかしなことじゃない。でも、どうしても今は話ができるような状態じゃない。

　……ごめんなさい！

　心で謝って、そのままコールが切れるのをただ待った。それから数コールで音はやみ、ホッと胸を撫で下ろす。

　沈黙した携帯をテーブルに置いて、膝を抱えるようにしてソファに横たわる。

　ああ……なにしてんだろ、私。

　なんとなく、西嶋さんと付き合うことにして。それを、あの男に見透かされたようなことを言われて。挙句、わけもわからないままキスまで許して……って、どうかしてるよ。

　だけど……今日の、あのキス。あの前後から、黒川がちょっとおかしかったような？口では乱暴なことばっかり言っていても、態度にそれが出てなかったというか。むしろ、深く、優しいキスで……って、なに考えてんの！

　ガバッと起き上がって、クッションを抱えると頭を横に振る。

　ダメだ。やっぱりなんか変。由美におかしなことを吹き込まれたからだ、絶対。

　ベッドに入ると、掛け布団を頭まですっぽりかぶって目を強く閉じた。

　今、なにかを考えたところで、まともな思考になんかならない。もうさっさと寝よう。明日になったら、きっと冷静になっているはず。

　そう考えて取った行動だけど、結局、寝つくまでに相当な時間を要してしまう。

　目を開ければ眠れないし、目を閉じればあの男の顔が浮かんでくる。

　途中、携帯のメール受信音が聞こえたけど、それを取りに行くこともせず。

　ただひたすら眠ることだけに集中して、夜が更けていった。




　あああ……。ほとんど眠れなかった。

　最後にチラッと時計を確認したのが午前三時前。なんとかそのあとは寝ついたものの、なんだか眠りが浅くて、起きたのが午前六時。

「……三時間しか寝てないじゃん」

　がっくりと項垂れてぼやくと、私の気持ちを表しているかのような、どんよりとした空模様。

　あー……ますます気分が晴れない。

　むくりと立ち上がり、その足でバスルームへと向かう。

　シャワーを浴びたら幾分か気持ちがすっきりして。タオルで髪を拭きながらキッチンへと足を踏み入れた。

　電気ポットでお湯を沸かすと、玄米茶を棚から取りだす。

　わしゃわしゃと変わらず髪を拭いながら、お湯が沸く少しの時間テレビを点ける。ちょうど天気予報をやっていて、傘マークが目に入ると溜め息が出た。

　雨ってやっぱり憂ゆう鬱うつ。薄暗い空はなんだか気だるく感じるし、服装だって気を遣うし、傘を常に手にして歩かなきゃなんないし、ショップでも、お客様が足を滑らせたりしないように気を配らなきゃならないし。

　カチッと電気ポットから音がして、またキッチンへと戻った。それからお茶をゆっくりと啜ったけど、無駄に早起きしてしまったために準備も余裕で終えてしまって。

　なんだかいつもの時間まで家にいるのも落ち着かなくて、早いけれど家を出ることにした。




　会社に着くと、普段顔を合わせないような従業員の人とすれ違ったりしてちょっと緊張する。

　濡れた傘をロッカールームの入口にある傘立てに入れて、ひと息つく。時間があるからと、のらりくらり着替えていたら、昨日来ていたメールの確認をいまだしていないことに気づいて、慌ててチェックする。

【さっきは電話ごめん。寝てたかな？　特になにか用事ってわけじゃなかったんだけどね。また連絡する。今日もお疲れ様】

　昨日の電話、用件は特になかったんだ。急ぎのことだったら申し訳なかったけど、それならまぁ……許されるかな？

　昨夜、電話を取らなかったことに罪悪感を感じつつ、受信メールと睨めっこ。

　当たり障りのない内容のメールこそ、返信に困ることってある。しばらく悩んだ末に、返信したメールはこう。

【おはようございます。昨日は疲れて寝てしまってました。すみません。今日もお仕事、頑張ってください】

　……なんて毎回のことながら捻りのない文なの。

　そんな突っ込みを自分でしながらも、結局それで送信してしまった。

　二十一階のロッカールームを出て、急かすようにエレベーターをボタンで呼び寄せる。ドアが開くとするりと乗り込み、カチッカチッと何度も『閉』を押した。

　せっかくの西嶋さんのメールにもテンションがイマイチ上がらないなんて。これは天気のせい？　いや、寝不足かも……。ああっ。それもこれも、昨日アイツが医務室になんか連れて――。

　脳内で愚痴を零しかけて、ピタリと止まる。

　思い出さないようにしていたのに。

　アイツの一挙一動や、あの衝動を、封印しようと思っていたのに。

　不思議なもので、考えないようにしようとすればするほど、その意に反して頭の中はそれでいっぱいになる。

　磨かれたエレベーターのドアに映る自分の顔を見つめる。

「……こんなんじゃ、アイツになんか顔見せられないっ」

　活を入れるように、ドアに映った自分に厳しくそう言い放つと、軽く頬を叩いた。

　そうだ。いくらいつもより早い時間とはいえ、アイツはあれで部長だし、もしかしたら出くわす可能性だってある。ふたりきりなんて危険極まりないんだから、慎重に動かないと。

　ポーンと音が鳴り、一階でドアが開いた。

　広いエントランスホールを、まっすぐにショップに向かって歩きだす。

　まだ開店していないショップやブライダルサロンは、電気が点けられていない。薄暗い様子は誰もいないようにも思えたけど、そこはさっき戒めたばかり。ここでもまだ、気を緩めず慎重に行動する。

　足音を鳴らさないように、そっと入口に手をかけて。奥のプライベートルームや事務所に意識を向けながら、そろそろと歩を進める。

　……なんか、これじゃあまるで泥棒みたい。

　そんなことが頭をよぎったけど、結局誰もいなくて。

　私はしばらくひとりきりで開店準備に取りかかった。




　奇跡的に今日は、黒川と言葉を交わさぬまま閉店を迎えた。

　仕事を終えてロッカールームへ向かう途中、眠気が襲ってきてボーッと歩く。

　バッグの中の振動にハッとして、携帯をポケットから抜き取った。慌てて画面を見てから、その電話を取る。

「もしもし！　す、すみません。出るの遅くて」

『んーん。今、終わったところ？』

「あ、はい……」

　気を取り直して電話している相手は、もちろん西嶋さん。私は話をしながら姿勢よく廊下を歩き、ロッカールームへと入室する。

　彼は本当にマメに連絡もくれるし、いつでも穏やかで優しい雰囲気だし……世にいう〝理想の人〟だと思った。

『そっか。お疲れ様』

「ありがとうございます。西嶋さんも、お仕事終わりですか？」

　ロッカーに背を預けて、少し俯きながら答える。

　もし、『今から会わない？』って言われたらどうしよう。別に用事があるわけじゃないんだけど。でも、寝不足やらなにやらで、なんだかそういう気になれない。

　ズルい私がそんなことを考えていると耳元で聞こえた言葉に、胸を撫で下ろす。

『いや。今日残業だから、今、夜ご飯なんだ』

「あ……そう、なんですね。遅くまで、お疲れ様です」

『うん。ありがとう。なんか、頑張れる気がする』

　それはサラリと言われた言葉だったけど、確かに私の胸にはちくりとした感覚が走った。

　自分は、『そういう気になれない』って思っていたのに、彼は『頑張れる気がする』って感じているなんて……。あまりの違いに戸惑ってしまう。

『なの花ちゃんも昨日、疲れてたみたいだね？　大丈夫？』

「昨日……」

　一瞬で、昨日の出来事がフラッシュバックしてしまった。

　悔しいのに。負けたくないのに。

　でも事実、私の頭はアイツのことでいっぱいだ。

『なの花ちゃん……？』

「あ……あ、だ、大丈夫ですよ？　全然。ほら、いつも通りです」

　ふ、不自然と思われたかな……。

　硬い声色で、カラ元気のように答えたあとでそんなふうに思っても、もう遅い。ドキドキしながら、スピーカーの向こうの反応を待つ。よく耳を澄ますと、さっきまでどこかコンビニでも行ってたのか、人の声や車の音なんかが聞こえていた。だけど、今は会社に入ったのか静かになってる。

『……そう。あ、ごめん。もう着くから。また』

　廊下にいるのか、少し響く声で言われ、そのまま電話を切った。待受画面に切り替わったのを確認して、深い息を吐く。

　やっぱりまだ緊張してるのかも。今のも変に思われてなければいいけど……。

　脱力し、しばらく放心したあとに、ようやくゆっくりと着替え始めた。




　裏口から出るときも、まわりの様子を窺うことを怠らず。さぁ、ヤツに会わないうちに帰ろう！と、意気込んでドアを開けた。

　ザアァァ、と響く雨音と、ひんやりとした空気。

　しまった！　雨！　すっかり忘れてたよ！　傘、ロッカールームじゃない！

　がっくりと肩を落とし、半分開けたドアを閉めようと思って手を引きかける。

「あ！　待って！」

　その声にピタリと手を止めた。

　もしかして、もしかしなくても、私に言った……？

　雨音に遮られているから、その判別がなかなか難しい。勘違いだったら恥ずかしい。

　控えめにドアから覗き見るように、きょろきょろと視線を左右に動かす。すると、藤色の淡く綺麗な色の傘が、こちらに向かってきたのが目に留まる。

　だんだん近づくその傘から、ふと顔が覗いた。

「よっ……」

　吉原さん!?　な、なんで、ここに！　ていうか、なんで私に声を！

　目が合うなり、ニコリと笑顔を向けられた。けど、その笑顔はやっぱり香耶さんとは違う感じで、心がどよめく。

「奇遇ね！　ちょうどよかったわ！　ねぇ、優哉はそろそろ上がりかしら？」

　ま、まさか、この人！　アイツの出待ち!?

　驚きょう愕がくした顔をしてしまっていたのだろう。アイツにはことあるごとに『わかりやすい』と言われているから、そう思った。

　その予想が的中したようで、彼女はおかしそうに笑った。

「そんな驚かなくても。あなたは知ってるでしょう？　勤務中はなかなか取り合ってくれないって」

　なんだろう。なんなんだろう、この人。

　言葉じゃうまく言い表せないけど、すごい引力。引きずり込まれてしまいそうで怖い。自分の意思コトバがなんにもなくなりそうで。

「わ、たし……ちょっと、戻らなきゃ……なので」

「あら？　帰るんじゃないの？」

　頭からつま先まで舐なめるように見られて言われると、なんだか居心地が悪い。

「くっ、黒川さんなら、そのうち通ると思いますからっ」

　そう言って、逃げるようにその場から引き返そうとした。

　そう！　だって傘を取りに戻るんだもん！

　自分の中で理由を呟きながら、ドクドクと心臓が跳ね上がる。なんでこんなにビクビクしなきゃなんないの、って思いつつ。

「ひゃっ！」

　早く立ち去りたい一心で思いきり振り返った直後の衝撃に、声を上げてしまった。ポフッとした感覚を顔面に感じて、反射的に目を瞑る。目を閉じてても誰かとぶつかってしまったことはわかるから、鼻を押さえながら慌てて謝罪する。

「すっ、すみません！」

　鼻がぶつかったために、ちょっと涙目、涙声で。

　うわ。すごい恥ずかしい！　このぶつかった人に対しても、後ろで見ているはずの吉原さんに対しても！

　俯いていた顔をゆっくりと上げ、うっすらと目を開く。視界が鮮明になる前に、背後からの吉原さんの明るい声を聞いて、心臓が止まるかと思った。

「優哉！」

　ぬ、ぬぁんですと!?　ま、まさか……。

　完全に目を開けそろりと仰ぎ見ると、いつもと同じクールな双そう眸ぼうが私に……。

「なにしてんだ、タコ」

　くっ、黒川……！　まさかのご本人！　なぜこのタイミング！

　……いや、待って。これはちょうどいいのでは！　吉原さんはコイツを待っていたわけだし。ていうことは、このふたりが一緒に帰っていくだろうし。そしたら、私はなんの関係もなく、傘を取りに戻って無事帰宅！　なんだ、解決！

　ぱあっと明るい顔で、黒川の前をよけるようにして言った。

「あ、お先どーぞどーぞ。吉原さんがちょうど……」

　へらへらとしながら、黒川が外に出るのを待つようにドアに手を添えた。

　けれど、一向に歩を進めない黒川にやきもきして、目をジロッとヤツに向けたと同時に信じられないことが起こった。

「なに遠慮してんの？　オマエが先約だろ」

　ヤツは涼しい顔でつらっと言い退けて、私の腕をガシッと掴み、外へと連れだす。

　バッ、と黒い大きな傘を開くと、当たり前のように私の肩を引き寄せた。

「悪いけど、そういうことだから」

　ちょ……ちょっ、ちょっと？　なにがどう、『そういうこと』なわけ!?

　あんぐりと口を開けていると、横から吉原さんの落ち着いた……でも、少し怒りを感じさせるような低めの声が耳に入る。

「わたしの性格は、優哉が一番よく知ってるじゃない？　こんなふうにしたって逆効果だ、って」

　足を止めた黒川に合わせて立ち止まり、吉原さんを見た。

　綺麗な顔の人が真顔でなにかを言う姿というのは、ぞくりとしてしまうほど怖い。

　息を呑むように彼女から視線を逸らせずにいると、隣の男は動じることもない様子で答える。

「今でも変わってないな。思わせぶりなのは」

「っていうことは、気になってるって解釈コトでいいかしら」

「黙れ。行くぞ」

　途中で黒川は一方的に話を中断させて、吉原さんを置いていった。

　背中に痛いほど突き刺さるような視線を感じる。横を歩く黒川を見上げてみるけど、コイツはたいして気にも留めずにいるようだ。

　いったい、ふたりはどんな関係なんだろう。

　いや、たぶん……男女の関係はあったよね。吉原さんの態度や言動はそんな感じを匂わせてる。けど、元カノだからっていう理由だけでこんなに冷たくあしらう？　なんか他にも原因はありそう。この男に、輪をかけて冷たくさせる理由が……。

　そこまで考えたときに、ふと気づいた。

「ちょ、ちょちょちょっとっ……！　手、手、手っ!!」

　黒川の左手が私の肩を抱いたままだ……！　どさくさに紛れてなにするんだ、コイツめ！

　キッと睨みつけると、黒川は「フン」と鼻で軽く笑って手を放す。肩にまだ、ヤツの手の感覚を感じつつ、上ずった声で抗議した。

「なにを勝手に……！」

「オマエがこの前、〝助けろ〟っていう主旨のこと言ったから、助けてやったんだろ」

「そっ、それはそうだけど……」

　もともと、誰のせいでこうなったと思ってんのよ！　なのに、なんで上から目線なのよ！

　ムカつきながら、すぐにここから立ち去りたいと思いつつも、あいにくの大雨。

　それは、いつかの日を思い出すような……。

　あの日。黒川と帰った、雨の日。あのときから、コイツはずーっと変わらずに、高慢な男だ。綺麗な顔立ちを武器にして、口を開けば失礼なことばかり言って。それは、出会ったときから今日まで変わってない。そう、思ったんだけど……。

　無言になって、信号で立ち止まったときに目にした光景。

　……コイツ……、右肩が、濡れてる……。

　しぶきを上げながら水溜まりを通過していく車。その派手な音に交じって、思いがけず聞こえた声。

「たまに客が言うんだ」

　怪訝そうに眉をひそめ、ヤツの顔を窺う。

　なに言ってんの？　急に。なんの話よ。

　そう思っていると、ヤツは私を見ることもしないで乱暴に話を続ける。

「『この前と同じお茶ですか？』ってな」

「はぁ？」

　ますます意味がわからない。この男、なにを企んでるの？　呆気に取られた顔をした、間抜けな私を笑うために意味不明なことでも言ってるの？

　私の生意気な聞き返し方を咎とがめもせず、まっすぐ前を見たまま黒川は口を開く。

「たまにドリンクが褒められるときは、決まってオマエが淹れたときだ」

　不意打ちの話にうまく反応できない。目を丸くさせて、傘の中から黒川を仰ぎ見たまま。瞬きもせず、完全に固まった私に、黒川はチラッと目だけを向けた。

「誰にでも取り柄っつーのがあるんだな」

　ちょうど信号が変わって、車が停まり、傘とアスファルトに弾かれる雨音だけになった瞬間。見過ごしてしまいそうなくらいの僅かな時間。

　でも、瞬きもできなかった私の目には、ちゃんと映った。

　フッ、と目を細め、僅かに口元を緩ませた黒川の微笑みが――。

「ま、今んとこそんくらいか。取り柄っつー取り柄は」

　胸がぎゅっ！となった。心臓をわし掴みにされるって、こういうことかもしれない。同時に、頬が紅潮して、体温が一気に上がってきたのがわかった。

　……う、うわ……なに、これ？　ドックドックと騒ぐ心臓は、今にも飛びだしてしまいそうだ。

　まともに隣の男を見ることもできなくなって、荒くなりかけている呼吸を懸命に抑える。動けなくなっていると、軽い舌打ちと共に低い声が降ってくる。

「あー……オマエのせいで、渡れなかったじゃねぇか」

　――ダメ。今、顔を上げたら、ダメだ。

　濡れた肩とか、褒められたこととか、あの笑った顔とか。それらでこんなにも胸を締めつけられ、感情を揺さぶられてしまった、そんな顔を……。

　コイツにだけは、見せるわけにはいかない。

「おい。立ったまま寝てんじゃ――」

　けれど、俯いていた私の頬を掴むように、無理やり顔を晒されてしまう。

　……誰か。私のこの感情は、一時的なものだと言って。







第四章










「オレが連れていく」




　ピピッという電子音で、重い瞼を再び開ける。若干ぼやけて霞かすんでいる視界。その視界に映る数字を見て項垂れた。

「三十七度七分……マジですか」

　ぽつりと誰もいない部屋で呟くと、キシキシ痛む関節に顔を歪ませながらソファで体を起こした。

　シフト表に目を落とすのはもう三度目。昨日と今日は美優ちゃんの希望休だ。必然的に、今日のショップは私しかいない。その代わり、明日が休み……よし、頑張るか。

　ふらりとした足取りで薬箱から解熱剤を取りだすと、水で一気に流し込む。食欲なんか、もちろんない。薬が効くのをただ待ちながら、重い体で出勤の支度をした。




　会社に着く頃にはいい具合に薬が効いてきたようで、体も思考も軽くなっていた。

「あれ？　なっちゃん、風か邪ぜ？」

　マスク姿の私を見て、香耶さんが心配そうに眉根を寄せる。

「あ、えぇと。ちょっと軽く咳せきが」

「大丈夫？　そうよね。この前も調子悪かったんでしょう？」

　香耶さんの言葉に誘導されるように、あの医務室のことを思い出してしまう。

「や！　だ、大丈夫だと思いますから！　明日は休みですし！」

　慌てて思考を現実に引き戻そうと、声を張って笑顔を作る。

「きつくなったら言ってね」と、香耶さんはいつものように優しい言葉と笑顔を残し、行ってしまった。

　プライベートルームからショップに出る。すると、ガラス越しに見えるブライダルサロンで香耶さんと黒川がなにか話をしているのが見えた。

　仕事の手を止めたまま、無意識にふたりに集中していると、香耶さんと黒川がパッとこっちを見た。

　ふいっとさりげなく顔を逸らし、品出しを続ける。

　どうか、変なふうに思われていませんように。

　そう心で強く念じながら、ダンボールの中の商品に手を伸ばす。俯いた姿勢のときに、後ろから声をかけられた。

「不調、だって？　仲江から聞いた」

　顔を上げなくてもわかる声の主に、私は目も合わさずにぼそりと答える。

「……いえ。少し咳が出るくらいですから、大丈夫です」

　ケホッと咳を交えながら言った言葉に、ヤツが溜め息と共に呆れ声を出す。

「……あの雨に濡れりゃ、当然だろ。バカ」

　……アンタが無理やり連れ帰るからでしょ。ロッカールームに行けば、自分の傘があったんだから。

　胸の中で言い返しつつ、体調不良からか強く出られなくて、素っ気なく返す。

「肩を濡らしたから、とかって、スーツ代請求されたら嫌だったんで」

「本気で言ってんの？　スーツ代請求って？　ずいぶんと卑いやしく思われたもんだ」

「……ミーティングの時間だと思いますけど」

　時計をわざとらしく見て言うと、黒川はじっと私を見据えてから、黙って踵を返していった。

「ふぅ」と息を吐いて、棚に手を乗せ、前傾姿勢で寄りかかる。

「あのまま一緒になんかいられるわけないでしょ……」

　ぽつりと思わず口から零れた。

　昨日。私はあのあと、アイツの傘の中から突然飛びだした。

　黒川は、そのとき私を呼び止めもしなかった。雨の音と心臓の音がうるさくて、呼び止められていたとしても、ほとんど聞こえていなかっただろうけど……。

　あの瞬間に自覚した感情に、自分自身ついていけなかった。あのままアイツとふたりで並んでいたら、どうにかなってしまいそうで怖かったから。だから、逃げた。

　……おかげで、風邪をひいたけど。

　夜は、その熱のおかげで余計なことを考えずに済んだとすら思えた私は、相当重症だろう。




　今日はゴールデンウイーク初日。

　婚礼も多く入っていたおかげで、黒川のヤツとは朝以来、顔を合わせず時間が過ぎていった。

　ようやく終わりが見えてきた午後七時。幸い、忙しそうなブライダルとは違って、ショップは平和。しかも、シフトはひとりだから、ドリンクのヘルプも今日はなし。ただ、レジに立っているだけでいいんだけど……。

　……寒い。薬が切れて熱が上がってきたのかも……。頭もボーッとするし。

　時計を見て、昼過ぎに飲んだ薬が切れる時間だと気づくと、さらに具合の悪さに拍車がかかる。

　どうしよ。薬、飲もうか……。だけど、薬が効いてくる頃には仕事が終わる時間になるだろうし。そのために、ちょっと抜けます、って隣サロンに伝えるのも……。

　そうしてぐるぐると同じことを繰り返し考えていると、いつしか閉店間際になっていた。

　よし。このままお客様、来ないで……！

　不謹慎な願いを胸に、ひたすら時計と向き合う。

　閉店時間を回ったとき、安堵の息を漏らし、レジ金チェックに取りかかった。すると、コンコン、とレジの横のガラスをノックされて顔を上げる。

　商品棚の隙間から、ガラス越しに顔を覗かせていたのは西嶋さん。驚いた目を向けると、私のしているマスクを指し示して、『大丈夫？』と言っているようだった。

　それに対して、慌ててコクコクと頷いてから出入口へと急ぐ。

「び、びっくりしました……どうして？」

「今日、休みだったから。昨日の電話の様子が気になって……具合悪かったんだ？」

「あ、いえ。大丈夫です……明日は休みですし」

　無理をして、ガンガンする頭痛に耐えながら、弱々しい笑みを浮かべる。

　どうしよう。あんまり心配させるのも……かといって、今日これからどこかへ出かけるとかはちょっとキツいな……。由美を口実にしても、由美とは知らない仲じゃないし、もしかしたら『一緒に』ってなるかもしれない……。

「……あんまり大丈夫そうには見えないけど。とりあえず、もう少しで終わりでしょ？おれ、送っていくよ」

「えっ……」

「遠慮しなくていいから」

「……すみません」

　せっかくの休みにわざわざ来てくれたのに。なんか、本当に申し訳ないな……。

　そう思いつつも、それ以上頭は回らない。まずは仕事を終わらせてしまおうと、西嶋さんに会釈をしてショップに戻る。

　そこで、息遣いもやや荒くなってきた自分に気づく。

　あぁ、これは結構上がってそうだな、熱……。ひとり暮らしをするようになってから、こんなにひどい風邪って初めてかも。とにかく横になりたい。そしたら少しはよくなりそう。

　ぐるぐる回る視界をどうにかごまかしつつ、レジ金を整理してあとは経理に持っていくのみ。小銭が重たい金庫を脇に抱えて、ブライダルの事務所にひと声かけるために向かう。足取りがふらふらしているかもしれない。でも、あと少し。

　そう思い、俯きながらノロノロとした歩調で歩いていると、正面に影ができたのに気づいて顔を上げた。

　……黒川か。なんでコイツが現れるんだろう。ああ、仕事が落ち着く時間？　戻ってきたのか……タイミングが悪い。

　脳内では、朦もう朧ろうとしながらも、そんなことを考えてはいた。でも、実際に口からは言葉が出てこない。

「なにふらついてんだよ、病人。その様子で、金ソレ持っていけんのかよ」

「……よ、ゆー……」

『余裕です』。つらっとそう言ってやるつもりだった。……視界が暗転するまでは。

「おいっ」

　一瞬暗くなったけど、ぼんやりとした景色が再び目に映った。かろうじてその景色は天井だとわかったけど、どうやら倒れ込んだりはしていないらしい。不本意ながら、黒川が咄嗟に抱き留めてくれたから。

　触られているなんてありえない。でも、自分の体が言うことをきかないために、その手をはね退けることもできない。瞼をどうにかこじ開けるのがやっと。

「……ったく。また医務室かよ」

　肩を掴まれ、腰に手が回されている感覚は微かにある。

　やめて……触らないでよ。バカ。

　いろいろと考えてはいても、やっぱり口を動かす力も残ってなくて。そのとき、だるい体がふわりと浮いた。

「暴れる力もないってとこか」

　完全に見下ろされ、いつもよりも断然近い距離に、一瞬目を大きくした。

　いわゆる〝お姫様抱っこ〟をされているなんて、信じられない。

　妄想では何度となく、こういうシチュエーションを思い描いた。それがまさか、こんな形で実現されるなんて……。コイツの腕に抱きかかえられるなんて、ありえない。でも、この男の言う通り、暴れる力も残っていないみたいだ。

　再び重みを増していく瞼と格闘しながら、黒川の顔を下から見つめる。

　シャープな顎のラインに、高い鼻。ふと自分に向けられたその目は、切れ長で涼しい印象。

　……やっぱ、イケメンだ、コイツ。

「普段もそのくらいおとなしいと、少しは可愛いのにな？」

　これで、性格がいつも爽やかだったらいいのに。絶対損してるよ、アンタ。

　憎たらしい言葉にそう感じつつ、徐々に睡魔らしきものが私を襲ってきた。

　きっと、抱きかかえられて揺られる振動が心地よくて。完全に目を閉じてしまうと、もう自らの意志で開けることはできなかった。

　まるで夢の中にいるような錯覚に陥りそうになったとき、ピタリと揺れが止まる。

「どうしたんですか!?　彼女はおれが家に……」

　遠くに聞こえるその声は、誰だったかな……。

　頬が触れている広く温かな胸の中で、今とは別の声が聞こえた。

「風邪からくる熱だ。とりあえず休ませるのに医務室が一番近い。オレが連れていく」

　振動と共に、耳の奥に響いた声。

　黒川の落ち着いた声に、不覚にも力が抜け落ちて、私は完全に意識を手放した。




「……ん。……あれ……？」

　ゆっくり目を開ければ、アパートとは違う蛍光灯。

　自分の家のものとは違う、背中に感じる堅めのスプリングの感触。少し痛みの残る頭を懸命に働かせる。

「なにが『大丈夫』だ。バカ女」

　視界の右側からぬっと現れた顔に、思わず体を起こし、ベッドが接地された左側の壁に寄る。バクバクと暴れる胸をわし掴みしながら、目を大きく開いて仰ぎ見た。

「く、くろか……」

「ほら」

　その名を口にし終える前に、銀色のフィルムに包まれた二錠の薬を軽く放られた。真っ白なシーツにぽとりと落ちたそれに視線をやると、頭上から声が落ちてくる。

「飲んでいけ。ついでだから」

　解熱剤……。

「それとも、口移しで飲ませてやろうか」

「けっ、結構です！　バカじゃないっ!?」

　寝たからか、少しは楽になったし寒気もなくなった。まだちょっと熱っぽいけど、このくらいの反論はできるまでに回復したみたい。

　無言で差しだされたペットボトルの水を渋々受け取り、ヤツの見守る中で薬を胃に流し込む。きゅっと蓋ふたを閉めつつ、チラリと黒川を見上げた。

「……仕事はいいんですか」

　こんなとこで、私なんかに構ってるヒマないでしょうよ。……っていうのと、またもや医務室でふたりきり、っていうのがどうしても落ち着かない。だから、早くいなくなってほしい。

　ここまで運んでもらっておいて、ふてぶてしい態度の私に、黒川は無言のまま親指で掛け時計を指した。

「……え！　く、九時!?」

　マ、マジ!?　約一時間もここで寝てたんだ！　ていうか、この体調で逆に一時間で起きられたことのほうが奇跡かも。

「グースカ寝やがって。他のヤツらなんかとっくに帰ったっつーの」

　ベッドの向かいにある机と椅子。黒川がその椅子をカララッと引いて、ドカッと腰を下ろす。そして、長い足と腕を組みながら、だるそうな声で返された。そんな雰囲気の横顔に、余計言いづらいけど……。

「……ありがとう、ございました」

　社会人として！　礼儀として！　そう、デキる人間として、ね！　こういうことは口にしておかなきゃ。まぁ、どうせコイツのことだから、私の素直なこの気持ちを無下にするんだろうけどねっ。

　頭を軽く下げて、ぼそりと小声でお礼を言ったはいいけれど、視線のやり場に困る。そのまま手元の水を見ていたら、キィ……と黒川の椅子がほんの少し音をたてた。

「……巻き込んでるから、こんくらいはな」

　その答えは、意外としか言えない。

　あまりに不意打ち過ぎて、ぽかんとしたまま黒川を凝視してしまった。

「その締まりのない顔はなんだよ」

「はっ。い、いや……」

　机に肘をつき、手の甲に頬を預けて顔を傾けた状態で、やや振り向くようにこっちを見る。そんな黒川に、また昨日と同じ胸騒ぎが起こり始める。

　ま、待って。待て待て、私の心臓！　勝手に私の気持ちを置いて、速度を増していかないでよ！

　自分自身を制するのに必死で、なにも口にできない。

　黒川もその間なにも喋らないから、私たちの間はしばらく沈黙だ。

　その沈黙すらも、心臓が騒ぐ理由のひとつになりつつあったとき――。

「……香澄とは、付き合ってた」

　突如、沈黙を破った言葉。その短い内容に、瞬時に意識を奪われる。

　遠慮がちに背けていた顔を、思いきり黒川に向けて。ただ、伏し目がちに遠くを見る、彫刻のような横顔を見つめていた。

「いや……語弊があるか。付き合ってなんかいないな」

「……は？」

　なによ、それ。どっちなのよ。はっきり言いなさいよ。……いや、待って。

　そこで、ふと、ある考えに到達した。

『付き合ってた』と言ったかと思えば、一変して『付き合ってなんかいない』と言う。それっていうのは、もしかすると……。上辺セフレの関係……？

　眉根を寄せて勝手な推察をしていた私に気づいたのか、ヤツは小さく息を吐いた。

「……兄貴の彼女だったからな」

「……え？」

　なに？　どういうこと？　熱がある頭だから理解できないわけじゃないよね？　コイツの言ってることがおかしいよね？

「あ、兄貴の彼女……？　アンタと付き合う前は、ってこと？」

　そうだとしたら、元カレがお兄さんって、すごいやりにくいじゃない!?

　すると、黒川が冷ややかな視線を私に向けてきた。

「ちゃんと聞いてろよ、バカ。今言っただろ。『付き合ってなんかいない』って」

　で、でも、最初は『付き合ってた』ってアンタが……。

　なぞなぞみたいな話に、何度も首を捻るばかり。

「兄貴がいたんだから、付き合うもなにもねーだろ」

　……っていうことは？

「……お子様には難し過ぎたな」

　なんの反応もせずにいると、失笑するように黒川が吐き捨てた。

　お兄さんがいたから付き合えない……。でも、きっと関係は持ってしまった……？

　こんなときに、妄想力がフルで活用できるなんて。

　黒川に感情移入するように、勝手に自分の中で妄想が膨らんでいく。

　自分は好きなのに。たとえ身体だけだとしても、それを一度でも受け入れられてしまったら、もうその想いをとどめる術すべはなくて。けれど、その人の恋人は自分と血の繋がった兄。

　黒川兄弟がどんな関係かは知らないけど、もしも慕っていたようなお兄さんだったのなら……。

　香澄さんのことは好きだけど、お兄さんのことも大切で。裏切ることなんかできないって思っていても、その心とは裏腹に彼女を求めてしまって……。

　行き場のない想いは、どうやって終しゅう焉えんを迎えたんだろう。まだ若いときのことだとはいえ、若くたって苦しい思いをしたはずだ。

　じゃあ……じゃあ。黒川は、その当時。香澄さんを諦めて、お兄さんに嘘をついていたってことかもしれない。

　感情移入して、あたかも自分がそうであるようになってしまうのはいつものこと。

「なっ!?」

　黒川がこんなに驚き戸惑う顔なんて、見たことない。

　なにをそんなに大きな目でこっちを見てんの？　……あれ？

　不思議に思っていたら、スーッと自分の頬が濡れていくのがわかった。

「え？　あ、あれ……？」

　な……なに、これ。

　目を瞬かせると、瞼の際に溜まっていた涙がぽろぽろっと二、三粒滑り落ちる。慌てて手の甲で頬を拭うと、紛れもなく自分は泣いたのだと証明するように手が濡れた。

「違っ……！　こここ、これはっ」

　止めようとしても、すぐには止められない。

　顔を背けるようにパッと横を向いて、今度は両手の指で目元を押さえるように拭う。

　うわ、ヤバい。なに、この状況……。確かにテレビとか映画を観てすぐ泣いちゃうタイプだけど、まさかたったこれだけのことで……！

　テンパッてその涙を隠すのに必死で、黒川が近づいていたことに気がつかなかった。

　それに気づいたのは、大きくて明るい蛍光灯を遮るように、シーツに影ができたとき。その影に気づいて振り向くより先に、黒川は顔を覆うようにしていた私の手を、軽くよけるように掴んだ。

　ギシッと軋きしむスプリング。それは、私の重さのせいじゃない。この男の、膝の重みによるものだ。

　沈むベッドと一緒に、ドクン、とひとつ大きく脈を打つ。

　目前にある男の顔を見てしまうと、もう視線すら逸らせない。

　それを知っているかのように、黒川は手を解放することもせず、じっとその黒い瞳で私の心を侵おかす。

　――キス、されるかも。

　この状況で頭をよぎったことは、それ。

　視線を絡ませ合ったまま、黒川の薄い唇がゆっくり開いた。そのちょっとした仕草に、どうしようもなく胸が締めつけられる。

「……涙なんて、仕事柄、飽きるほど見てんのに……」

　長い指先で私の頬に触れ、掠れた声で黒川はそう漏らした。

　予想に反して、黒川がふいっと顔を逸らす。そして、ベッドに乗せていた膝を戻し、私を見下ろすようにベッド脇に立った。拍子抜けしたまま見上げていると、それからは一度も目を合わさず……。

「……ああ。もしかしたら、まだロビーにいるかもな。彼氏」

　ポケットに手を入れて、去り際にそれだけ言うと、ヤツは姿を消した。

　……いったい、なんなのよ。あんなふうに近づかれたら相手が誰だって……いや、〝誰だって〟というわけじゃない。

〝アイツ〟だから……。キスの記憶を植えつけた〝アイツだった〟から。

　だから、変な想像しちゃったじゃない……。

「……バカはどっちよ。バカ」

　足元にかかっていた布団をきゅっと握り、俯いて呟いた。

　掛け布団に沈む手には、さっき拭った涙の跡が残っていた。

　医務室を出た足で、そのままロッカールームへと向かい、着替えを終える。

　さっき、ベッドの脇には私の私物のバッグが置かれていた。きっと……いや、絶対、アイツが持ってきたんだろうけど。

　パタンとロッカーを閉め、ふと、アイツが最後に残した言葉を思い出す。

　そうだ。西嶋さん！　ロビーで待ってるかも、とかなんとか言ってなかった？　場所がどこであれ、閉店直後に来てくれて、『送る』って言ってたことは確かだし。きっと心配してどこかに……。

　振りまわしていることに自己嫌悪しながら、携帯を見る。そこには着信履歴が数件。

　ちょうどそのタイミングで携帯が鳴った。

『もしもし！　なの花ちゃん!?』

　やっと繋がった、と言わんばかりの心配そうな西嶋さんの声。

　そんな痛いくらいの優しさが、弱ってる心に重くのしかかる。

『今、どこ？』

　エレベーターを降りて、ロビーを見る。すると、広いロビーを見渡せるような位置に立って、彼はまわりに注意を払っていた。

「……左です」

　立ち止まり、ひとこと伝えると、ゆっくりとその顔がこちらに向けられる。

　スピーカーからと、正面からと。同時に同じ声が耳に届いた。

「びっくりした……！　本当に……」

　その言葉を聞かずとも、西嶋さんの顔を見れば、それはすぐにわかる。

「もうこの通り大丈夫です。本当、すみません……」

　小さな声で、ぺこりと頭を下げつつ言うと、携帯を持ってないほうの手を取られた。

　顔を上げると、真剣な眼差しの西嶋さん。

「タクシーで帰ろう」

　元気があれば、タクシーだなんてって断るけど……ああ。元気がないからタクシーなわけだよね。もうなに考えてんだかわかんないや。

　ただ促されるまま、手を引かれて正面玄関から外に出る。タクシーは常時停まっているからすぐに乗り込めた。私が行き先を告げると、グン、とタクシーは走りだす。

　ここからアパートまで、タクシーを使えばおそらく二、三十分だろう。そう思っていたけれど、実際はそれ以上に長く感じて。それは、西嶋さんが道中ひとことも口を開かなかったことが、原因のひとつかもしれない。

　タクシーがキッと停まって降車する。西嶋さんはどうするのかな？と思っていたけど、やっぱり一緒に降りていた。

　きっと部屋まで、送ってくれるつもりなんだよね。あれ……部屋、どんなだったかな。そんなに汚くなかった気がするから大丈夫かな。

　あれこれ考えながら階段を上っているうちに、あっという間に玄関前に辿り着く。

　カチャッと解錠し、少しドアを引いて、後ろにいる彼を振り返った。

「あ、あの……どうぞ？」

　先に家に足を踏み入れ、招き入れようと声をかけた。

　西嶋さんは、なにも言わないで狭い玄関に立つと、パタンとドアを閉めた。

　私は先に靴を脱ぎ、西嶋さんを気にして振り返る。いつも柔らかい表情でいる西嶋さんが、すごく張りつめた顔をして動かずにいた。その緊張感に引きずられるように、言葉を呑み込む。

　どちらもひとことも発せずにいると、彼のその硬い表情は、実は怒っているのかもしれない、と思えてきて……。

　意を決した私は、平身低頭で謝った。

「……あ、の……今日はこんなことになってしまって……本当にすみませんでした」

　目を見て言わなければならないことだって、わかってる。でも、どうしてもそれができなくて、ごまかすように頭を下げたまま。

「いや……仕方ない、よ」

　西嶋さんの優しい声掛けに、ゆっくりと顔を上げる。

　勇気を出して彼をもう一度見たけど、表情はやっぱり変わっていない。なんだか落ち着かなくて、自分の手を合わせるように組み、小さく唇を噛んだ。

　どうしよう。こういうときってどうすればいいの……？

　視線を斜め下に落とした彼は、なにかを考えているみたい。

　頭の中でなにを思っているのかなんて、そんなこと当然わからない。この微妙な雰囲気に、私はドクドクと心臓を逸らせるだけ。

「覚えてない……？　なの花ちゃんが倒れた前後のこと」

　倒れた、前後……？

　西嶋さんに言われて、少し軽くなった頭で思い返す。

　身体に残る大きな手の感触と記憶。

　……アイツ……黒川に、抱きかかえられたんだった。

　言われてみたら、アイツが誰かと話をしていた気がする。そして、そのときのもうひとりの声。あのときは朦朧として頭が働かなかったけど……。

　あれは、西嶋さんの声だ。

　それにようやく気づくと、一気に気まずい思いが駆け巡る。

　目を揺るがせて彼を見ると、いつの間にかまっすぐに私を見ていて。

「あ……ごめんなさい……私……」

「……謝らなきゃならないこと、したの？」

　西嶋さんが低めのトーンで返した言葉に、否定するよりも先にびっくりして、なにも言えない。

「あれは……〝上司〟の顔じゃなかった」

　な……にを、言ってるの？　『上司の顔じゃなかった』って……あ！　でも、そんなの今日に始まったことじゃないでしょ！　アイツは出会ったときから、私の前では上司なんかじゃ……。

「まさか、熱で倒れた状況で、なにも……されてないよね？」

　ドクン、とひと際大きく胸を打つ。

　待って。なにもされてないじゃない……今日は。

　けど、アイツのことをほんの少しだけ知って……それで、泣いてしまった。その涙に反応した様子のアイツに、私は……。

　――キスされることを、期待した。

　それに気づいてしまうと、事実なにもされていなくても、言葉が出てこなくなってしまう。

「なんで、否定しないの……っ」

　初めて聞いた。彼の悲痛な声を。顔を歪めて、とても苦しそうに。

　私の手首を、いつもの彼からは想像もつかないくらい乱暴に掴まれる。

　今までで一番、西嶋さんと近づいた瞬間。無情にもこの瞬間に、自分の気持ちに気づくなんて。

　今はもう、ほぼ彼の胸の中にいるといってもいい。

　不意に顔を上げてしまうと、きゅっと唇を引き結んだ苦々しい表情で、空いた手を私の肩に置く。西嶋さんが目を閉じかけて顔を近づけてきたとき、私の体が勝手に動いた。

　両手を突っ張って、彼との距離を意図的に空けてしまった。

　あまりに衝動的なことに、咄嗟に手が動いてしまったと言えば、どうにか取り繕えるのかもしれないけど……。

　生きる動力だったはずの都合のいい妄想。それが、いつの間にかできなくなってた。

　こんなふうに、憧れの人とふたりきりで、壁に追いつめられるようにキスされる。当たり前のように思い描いていたことが、今、目の前で起きかけていたのに。

　それすらも忘れ、受け入れられないほどに……まさか、あんな男にハマるなんて。

「……熱あるのに、ごめん。おれ、帰るから」

　バタン！と玄関のドアが閉じられた音が、やけに大きく聞こえて顔を上げた。

　……最悪……最悪だ。ひどいよ、私。絶対、西嶋さんを傷つけた。一番ひどい傷つけ方で……。

　その場にへたり込むと、自分の膝に顔を埋うずめるように小さくなった。

　いつから……？　いったい、いつから私……。

　初めは、二重人格で表おもて面づらのいい最悪上司。そう、思ってた。それは今でも基本的に変わることはないんだけど……。

　目を強く閉じて、ここ最近の黒川を思い返す。

　ほんの一瞬。本当に、見過ごしてしまうほどの瞬く間――。

　笑ってみせたり。突然素直に謝ったり。戸惑った顔で私を見たり……。

　たまに垣間見える、ヤツの〝ホンモノ〟が……いつの間にか、私を妄想の世界から現実に引き戻していた。悔しいくらいに、アイツのことが頭から離れなくなっていたのかもしれない。

『気になってんじゃないの？』

　由美の言葉が聞こえた気がした。

　気になってなんか……。そうやって、強がってたけれど。だって、アイツが気になるなんて信じたくなかったし、認めたくなかったし。

　それなのに、実際は……考えないようにすればするほど、意識を奪われていく。

　ちょっと顔がよくて、ちょっと頼り甲斐があって。

　……口は憎たらしいけど、でも、仕事とか、ちゃんと認めてくれることもある。

『自分はなんでも持ってます』みたいなヤツだとばかり思ってたけど、今日の話を聞いて、見方が変わってしまったせいかもしれない。

　ただ、私はあのとき確かに、キスを想像した。

　普段使わない思考回路を使った感じ。まして、今は体調が微妙なのだから、余計に疲れる。

　ダメだ……。とにかく寝よう。明日は休みだし、とりあえず今は、これ以上なにも考えずに……。




　近くを走るゴミ収集車の音で目が覚めた。

　もぞもぞと、布団の中でボーッとした頭を少しずつ覚ましていく。

　……寝た。でも、寝不足なのかまだ寝られそう……あ。ていうか、ゴミ出し、間に合わなかったじゃん。

　そこまで考えられるようになったら、むくりと体を起こした。

　自分の姿を見てみると、昨日着ていた服のまま。軽く頭を掻きながら、ベッドから出る。熱もすっかり下がって頭はすっきりしているけど、その分、体は汗ばんで気持ち悪い。

　のそのそと洗面所まで向かうと、鏡の中の自分に驚いた。

「うわ……化粧落ち放題」

　パンダのような目になっている自分と視線がかち合うと、不意に昨日のことを思い出してしまった。

　いくら自覚がなかったからといって、簡単に許してもらえることじゃない。せめて誠意として、きちんと話をしなくちゃいけない。それは、わかってるんだけど……。

　自分を直視できなくなって、鏡から顔を背けてそのままバスルームに入った。

　頭からシャワーをかけて体を洗い流しているときですら、『ああ、これで今までのこと、全部綺麗に流れてしまえばいいのに』だなんて思ってしまう。

　そんなこと、考えるだけ無駄なのに。

　きゅっと蛇口を閉めて、バスルームを出た。出かける予定もないし、そんな気分でもないから部屋着をまとってキッチンへ。

　風邪ひいてたし、今日は葛湯でも飲もう。

　小袋を開けて、カップに入れる。サラサラと落ちていく粉を眺めて、またぼんやりと考え始める。

　西嶋さんには、誠心誠意を込めて、謝ろう。『今さら気づいて、自分勝手だ』って罵られても仕方がない。そうなったら黙ってその言葉を受け止めよう。

　でも、問題はそれだけじゃない。この気持ちが、このまま本当に恋心になっていくのか、自分で自分に自信がない。けど、確かに気になるのは事実で……。

　小型ポットのお湯がグツグツと沸騰しかけている音を聞きながら、思考は続く。

　仮に……仮に、よ？　もし、その……本当にアイツを男だと意識しちゃったとして。それで、私なんかがどうにかできる相手じゃないでしょ。

　あんな扱いづらい性格で、無駄にスタイルや顔がイイ上司。アイツの隣にいる自分とか、まるで想像できないんだけど。それに、ああいう男って、好みのタイプとかうるさそうだし。理想が高いっていうか。

　カチッとポットのスイッチが切れても、カップを握ったまま動けない私の頭に浮かんだのは……吉原香澄さん。

　彼女のような、少しキツそうな中身でも、しっかりしていて綺麗な人がいいのかもしれない。現に、過去とはいえ、吉原さんを好きだったんだし。人ってそんなに〝好みのタイプ〟って変わるかな？　根本的なところって、変わらない気がするんだけど。

　お湯を入れないまま、コトッとカップを置いて俯いた。

　私が敵かなうような女性ひとじゃないよ。

　行き詰まって出した答えに、無意識に溜め息が出る。

　そこでようやく沸いたお湯に気づくと、ポットを手にしてカップに注いだ。立ち上る湯気の中で、暗い気持ちが晴れることはなく……。

　こんなことなら、変にアイツの素顔や過去なんかに触れなければよかった。……っていっても、自ら首を突っ込んだ記憶はないんだけど。

　せっかくの好天だというのに、辛気くさい顔で葛湯を飲むと、私は再びゴロゴロと現実逃避をしていた。




　あれだけ寝たはずなのに、疲れなのか風邪のせいなのか二度寝してしまった私を起こしたのは一通のメールだった。寝ぼけ眼まなこで、ぼやけた視界に画面を映す。

【体調はどう？】

　たったひとことのメール。だけど、文章の長さなんか関係ない。ひとことだとしても、このメールの重みは相当だ。

　昨日、あんな別れ方をしたのに、向こうからこうしてメールをくれるなんて……。なにからなにまで西嶋さんにリードされているように思えて、情けなくなる。

　ぎゅっと携帯を握りしめて深い息を吐き、すぐに返事をしようと思った。

【ご心配おかけしました。もう熱も下がったし、大丈夫です。昨日はすみませんでした】と作成画面に打ち込んだけど、少し考えて消した。

　この言葉は、メールで済ませるものじゃない。きちんと、面と向かって伝えなきゃダメなものだ。

　左手にある携帯の中で点滅しているカーソルを見つめ、画面が暗くなって少ししてから右手を再び動かした。

【もし今日お時間があるなら、少し私に割いていただくことはできますか？】

　そう入力すると、一度深呼吸をしてから【送信】の表示を押した。いざ送信すると、次の返事が来るのかどうか心配でドキドキする。

　西嶋さんは、きっと……いや、絶対返事をくれるはず。

　予想通り、数分後にテーブルの上の携帯が再び音を鳴らした。

【それならよかった。……実は、近くまで来てて。もしよければ、お見舞いに行こうと思ってたから。今から行ってもいいの？】

　予期せぬ展開に、心を決めていてもやっぱり動揺してしまう。

　まさか、向こうから家に来てくれるなんて。本当はこっちから出向かなきゃならないことだけど、そこは許してもらおう。

【待ってます】と返信したら、急いで服を着替え始める。軽くメイクして、少し散らかっていたキッチンを整理し、部屋を見渡す。

　……だ、大丈夫……かな？

　オトナになってから、男の人と付き合ったことがない。当然、ひとり暮らしをしてから家に男の人を上げるのも初めてで。

　そわそわしているところに、ピンポンとインターホンが鳴った。

　そーっと窺うようにドアを開ける。すると、昨日のことがまるでなかったかのように、爽やかな笑顔を浮かべた西嶋さんがそこに立っていた。

　柔らかな陽射しを背負った彼を細目で見ながら、一歩引いて玄関に招き入れる。

　パタン、とドアが閉まると、嫌でも昨日のことを思い出してしまって……。

「顔色、いいね」

　気まずい思いをなるべく表に出さないように、必死で取り繕いながら話す西嶋さんを見て、私は歪いびつな笑みを浮かべた。

「はい。おかげ様で。たっぷり寝たので」

「休みでよかったね？　なにが好きか聞かないでいろいろ買ってきちゃった。食べられそう？」

　カサッとビニール袋を差しだされて、それを両手で受け取る。あわあわとしながらお礼を言い、お世辞にも広いとは言えないワンルームに上がってもらった。

「飲み物用意します。コーヒーとかお茶とか、なにがいいですか？」

「いや、いいよ。まだ本調子じゃないでしょ……ああ、でも」

　キッチンに向かいながら背中越しに会話をしていると、西嶋さんが言葉を止めた。不思議に思って振り返ると、こちらを見つめて遠慮がちに言う。

「なの花ちゃんの淹れたお茶、飲みたいな」

　なにを思ってるのか読めない表情で言われると、どんな顔で、どんな返答をしたらいいのか戸惑ってしまう。

「ど、どんなのがいいですか？　……っていっても、会社とは違って、たいして茶葉の種類はないんですけど」

　至って普通に答えたつもり。だけど、どうにも心が落ち着かない。

『内心穏やかじゃなかったな』

　それは、以前に西嶋さんが、黒川に言われたことに対してぽつりと漏らしていた言葉。そんな本音を聞いてしまったから……。

「なんでもいいよ。そうだな……なの花ちゃんが好きなもの」

「……ミルクティーは飲めますか？　私、好きなんです」

「うん」

　頑張ってニコリと笑顔を作ると、キッチンに入る。

　これから話さなければならない内容は、自分の中で明確になっている。だけど、それを切りだすタイミングや言葉がまだまとまらない。

　コポポ、とミルクティーをカップに注ぎ、両手にふたつのカップを持って西嶋さんの元へと向かった。小さめのテーブルにそれをコトリと置くと、ふわりと僅かに香るミルクティーが、少し私を落ち着かせてくれた。

　ソファに座っている西嶋さんの横顔が見える位置で、ぺたりとお尻を床につけた。

「病み上がりなのにごめんね。ありがとう。いただきます」

　西嶋さんを真似るように、自分もカップを手にした。でも、口をつけることはせずに、彼の反応を窺う。

　目を伏せるようにして、そっとカップを口へ運ぶ姿を、白い湯気の向こう側に盗み見る。喉がコクリと小さく鳴ったと思ったら、彼の目が私に向けられそうなのを感じた。見つめていたことに気づかれないように慌てて目を逸らし、自分も手の中にあるミルクティーを口に含む。

　この空気を、どんなふうに打ち破ればいいのかわからない。

　自分という人間はとことんズルい。ゆっくりと、口の中のミルクティーを転がすように、あえて口が自由にならないようにしているのだから。

「なんか、自分ちで作って飲むのと違う気がする」

　西嶋さんが、口から離したカップに視線を落として零した言葉に、私は顔を上げた。

「あっ……。き、きっと、鍋で沸かして茶葉を入れてるから……かな」

「へぇ。初めて聞いた。そんな手間かけないもんな、確かに」

「わ、私も！　今の職場になってから――」

　……あ。地雷を踏んでしまった。

〝職場〟の話になれば必然的に、黒川という存在が私たちふたりの頭を掠めることは否めない。自らの失言でその機会を招いてしまった。

　西嶋さんは口を噤み、私も上げたばかりの顔が、ちょっとずつ俯きそうになる。

　ダメだ。こんなところで躓つまずいていたら、伝えようとしたことの十分の一も伝えられない！

　頭が傾きかけるのをグッと堪えたときに、彼がひどく冷たい声でひとこと漏らした。

「これを、あの人は飲んだことがあるんだ」

　不意に顔を上げたら西嶋さんと目が合ってしまって、内心ものすごく動揺した。それを悟られないよう、どうにか頑張ってまっすぐに視線を保つ。

「あ、あのっ……」

「なの花ちゃんてさ」

　膝の上の手にグッと力を込め、思いきって切りだそうとした直後に重ねられた彼の声。私が目を丸くすると、彼は手にしていたカップをゆっくりとテーブルに置いた。

　静かに波打つミルクティーを見つめながら、うっすらと笑みをたたえた彼の唇が開かれる。

「前から、表情がくるくる変わって面白い、って思ってた」

　似たような指摘は、黒川から頻繁にされていた。どうせあの意地悪男の言うこと、ってどこか高を括くくっていたけど、どうやら違ったみたいだ。

　それに気づかされ、恥ずかしくて両頬を手で覆う。

「感情が汲み取りやすい……っていうか。うまく言えないけど。そんな、なの花ちゃんと一緒にいたら、どんななのかなって」

　西嶋さんは落ち着いた声で、まるで思い出話をしているよう。穏やかな顔は、今直面していた問題を忘れてしまいそうになるほど。

「……で、まだほんの少ししか一緒にはいないけど、それが思った以上に楽しくて。だからますます、なの花ちゃんが好きになったんだけど」

　柔らかく目尻を下げる西嶋さんと、また目が合ってしまった。

　自分にはもったいなさ過ぎる言葉に、なにをどう返せばいいのかわからない。ただ顔を熱くしながら、頬に当てていた手で目を覆いたい衝動に駆られてしまう。

　ドクドクと大きく心臓を鳴らしたまま、見開いた私の目に、西嶋さんの顔が微妙に変化したのが映った。

「それが仇あだになった……って言い方は変だけど。まだ付き合いが浅いおれでも、なの花ちゃんの気持ちがここにない、ってときはわかっちゃうんだ」

　それまで、速い鼓動に伴ってあんなに熱くなっていた体温が一気に下がり、身体が凍りつく。このぞわりとしたバツの悪い感覚には、今まで生きてきた中で似たような覚えがあった。

　手に込めていた力がフッと緩まり、たちまち羞恥心に満ちていく。

「……さすがに、具体的になにを考えてるとかまではわかんないよ？　でも、そこはおれが勝手に想像しちゃって」

　隠し事ウソがバレたときの、居心地の悪い心境が……その〝感覚〟の正体だ――。

　それがわかると、まるで心を丸裸にされたようで、思わず西嶋さんから目を逸らしてしまう。

　もちろん、自分でわかっていてとか、そんな打算で一緒にいたわけじゃない。だけど、西嶋さんがそう感じて傷ついたのが事実なら……それは私に非があって、『わざとじゃない』だなんて言い訳もできるわけがない。

「ご……ごめんなさい……」

　フォローひとつもせず、『ごめんなさい』だなんてあまりに簡単過ぎるし、彼を傷つけている。わかってはいるけど、それ以上の言葉が今は考えられない。

　それ以降、なにも言えないでいる私を責めることはせず……西嶋さんはまた、カップを両手で温めるような仕草を見せた。そして、ミルクティーに向かって話しかけるかのように漏らす。

「二度目に職場に顔を出したときに、感じたんだよね。男同士の直感、とでもいうのかな。あの人はおそらく、おれにとって邪魔な存在になる……って」

　あの人？　……って、黒川のこと……だよね？　二度目に、っていうのは、あのわけわかんない会話のときのこと？　あの頃から西嶋さんは、私の迷走していた心に気づいてたの？

「で、それが昨日、確信に変わったんだけどね」

　昨日？　確信……って、具体的にどのことを指してるんだろう。

　チラリと瞳を向けられて、ゴクリと息を呑んだ。

　その瞳が語っているものはきっと、昨日西嶋さんに引き寄せられて、突き飛ばした行動のことを指してるんだ。

　それが、彼の〝確信〟の理由。

　グッと手を握り、口元を引きしめる。それから思いきって顔を上げた。

「昨日は本当に、ごめんなさい……！　咄嗟のことで、自分でも……びっくり、して」

　それは嘘じゃない。突然のことに驚いた。距離を縮められそうになったことと、アイツが私の中に存在しているということに。

「びっくりしただけ？　おれは、ちょっと違うと思ったけど」

　淡々と指摘されたことを、肩を竦めながら受け止める。

「……は、い……違います……」

　今どうしたらいい、とか、自分の気持ちはどう伝えるか、とか。当たり前だけど、経験不足が顕著に出てしまっている。

　普段、都合のいい妄想ばかりしているから、結局こうなってしまうんだ。世の中、自分の都合のいいようにだけ転がっていくわけなんてないんだから。

　そんな私ができることは、目を逸らさず正直になること。西嶋さんにも、自分にも。

　それは、自ら付き合うことにＯＫした私の義務でもあるはず。

「……気づいたら、頻繁に脳裏に浮かんだりするんです。……アイツの言動とかが」

　由美に言ったことと同じことしか言えない。

　それでも目の前の彼は、問いつめたり責めたりなんてする様子もなく、ただまっすぐ、こんなたどたどしい私の話に真剣に耳を傾けてくれている。

「西嶋さんに、アイツがどう映ってるかはわかりませんけど。私の中では、かなり腹黒でムカつくヤツ……だったんです」

「……『だった』ってことは、今は？」

　そう。ただのいけ好かない上司だった。だけど、アイツの些細な変化が……。

「ちょっと見方が変わったかもしれません。だから余計に調子狂うっていうか……」

　私をこんなふうにおかしくさせた。

「……あの人が、好きなんだ？」

「すっ!?　す、すす、好き!?　私が？　アイツを!?」

「違う？」

「……ちっ」

　が、う……？　違わない？　え？　こういうのって、どこから〝好き〟の境界線を越えることになるの？

　私は顔を赤くしたかと思えば、すぐに険しい顔をして、しまいには悩むように大きく首を捻ってしまう。

「……じゃあ、今ここでおれのモノにしたら、気持ちが変わるかな？」

　その声は聞いたことのない声。ひやりとするような、身体が硬直させられるような。

　びっくりしたのはそれだけじゃない。その声と同時に、彼は右手を私の髪に挿し込んできた。優しいと思っていたはずの彼の瞳の色が、深く濃い色に見えて、別人のように感じてしまう。

　……嘘……！　あの西嶋さんが、こんなこと……！

　もう片方の手が顎に触れたかと思ったら、クイッと上を向かされる。鼻先が触れ合うまであと僅か……。そうとわかっていても、豹変したような西嶋さんに驚いて、身体が動かない。西嶋さんの手に拘束されて顔を逸らすことが叶わない私は、ぎゅっと固く目を閉じる。

　これは、罰だ。わざとではなくても、期待させるような素振りをして、彼を傷つけた私への――。

　そう思って身体を強張らせた。でも、想像していたような感触コトもなく。

　不思議に思いうっすらと目を開けると、泣きだしそうな顔をした西嶋さんが映った。

「君がもう少し、ズルい人だったら……おれも心置きなく、この続きができたのに」

　手を僅かに震わせている西嶋さんの、苦しげな声。

　添えられた右手がするりと滑り落ち、私の顎を持ち上げていた左手は名残惜しそうにゆっくりと離れていった。

「そこまで素直になられると、逆に罪悪感、抱きそう」

　そう言って、西嶋さんはフッと鼻で笑った。

　私には、西嶋さんが言ってることの意味を百パーセントは理解できていないと思う。それでも、そんな西嶋さんに、なにか言葉をかけようと懸命に頭を働かせる。

　けれど、こんなときにまで、それよりも先にアイツの言葉が頭をよぎる。

『優しそうに見えて、西嶋クンも男だからなぁ』

　悔しいけど、ムカつくけど。本当にアンタの言う通りよ！

　心の中でヤケになったように唱える。同時に、やっぱり私の中にはアイツの存在が確かにあるのだ、と再確認させられた。

「……罪悪感を抱かなきゃいけないのは、私のほうです」

　理想と現実の違いに悩んでいたのに、いいのか悪いのかわからないまま、それを単純に『きっと大丈夫』だなんて、不確かな感情を鵜う呑のみにして……。

「西嶋さんの優しさに逃げてました」

　恋愛って、わくわくしたり、きゅんとしたりするだけじゃないんだ。

　私が日々妄想してたものは、所しょ詮せん妄想なわけで。自分の都合のいい展開と、都合のいい解釈しかありえなかった。

　自分は迷いなく相手を好きで、相手もわかりやすいほど自分を好いてくれる、という妄想の世界。

　だけど、現実にはそれよりも、すれ違いのほうが遥かに多いのかもしれない。

　嫌いなわけじゃない。好意を寄せられると、嫌いじゃない相手なだけに、素直にうれしい。けれど、相手と同じだけの感情を自分も持っているかと聞かれたら、そうではない。

　だから、時と場合によっては、はね退けなければならないこともある。

「本当にすみません。私たちの関係を……元に戻していただけませんか」

「……それはできない」

　緊迫した空気の中に聞こえたひとことは、ズキンと深く胸に刺さった。

　私は瞳を困惑の色に染め、無意識に懇願するような視線を向ける。

　すると、ひとつ息を吐くのと同時に、肩の力を抜いた西嶋さんが言った。

「……なんてね。本当のこと言うと、そんなふうに繋ぎ留めておきたいけど」

　目を何度も瞬かせて、西嶋さんを見る。きっと私はアホみたいな顔をしてたんだろう。彼は「プッ」と吹きだすと、泣きだしそうな目で微笑んだ。

「わかったよ」

　その言葉を耳にすると、思わず私も涙が零れそうになった。

「ごめ……なさい……本当に、ごめんなさい」

　掠れた声で、それだけを必死に繰り返した。口を開くと堪えられなくて、嗚お咽えつ交じりに涙を流してしまう。そんな私に西嶋さんは、温かい手でポンポンと頭に触れる。

「……ごめんなさい……」

「もう、謝らないで。なんか余計惨みじめになってく」

「ごめっ……あ……じゃなくて……」

　西嶋さんはゆっくりと私から離れると、テーブルの上のカップに視線を向けた。

「あーあ。きっと冷めちゃったね」

　勝手だってわかってる。でも、西嶋さんと一度付き合ったことで、前に進めた。

「やっぱり、西嶋さんは想像通り、素敵な先輩でした」

　本当はもっともっと、感謝の気持ちを伝えたかった。けれど、私の言葉となると、どれだけ紡いでも陳腐なものになりそうだし、ただたくさん言葉を並べればいいってものでもない気がしたから。

　西嶋さんがソファの座面に肘を乗せて、項垂れるようにしながら零す。

「素敵なんかじゃないよ。だっておれ、あの人とうまくいかなければいい、なんて思ってる」

「えっ……？」

「……悔しいよ」

　ひとりごとのように呟いた西嶋さんは、私に背を向けていて、どんな表情をしているのか見えない。柔らかそうな髪を後ろから食い入るように見つめていると、スッと彼が立った。

「じゃあ、帰るね」

　私を一度も見ずに、玄関へと一歩踏みだした西嶋さんを追うように立ち上がった。すると西嶋さんがピタリと足を止める。

「お大事に。〝鈴原さん〟」

　その声は、鈍い私にでも、いつも通りを装うものだとわかった。微妙に震え、僅かに上ずった声。

　振り返ることなく出ていった背中が見えなくなっても、いつまでも部屋の真ん中で、私は頭を下げていた。










「彼氏がいるくせに」




　一日休んだらすっかり体調は元通り。

　そりゃ元気が取り柄だし、いつまでも風邪なんかひいてられない。

　一階に下りてショップに入ると、事務所のほうから、にょきっと香耶さんが顔を覗かせた。

「なっちゃん！　もういいの？」

「あ、香耶さん。はい！　もうすっかり！」

「そう。よかった！　この前、黒川くんに『倒れた』って聞いてびっくりしちゃった」

「あっ。そ、そうですよね」

『黒川』という単語だけで汗をかきそう。

　幸い、今のところまだヤツの姿は見てないけど……って、昨日西嶋さんに誓ったばっかりじゃない！　……一方的に心の中で、だけど。

　逃げない。ごまかさない。

　何度も言い聞かせないと、ついつい逃げてしまいそうになる。

「気になってたけど、黒川くんが『いびきかいて気持ちよさそうに寝てるから』って言うから、医務室には行かなかったんだけど……」

「えっ！」

　あ、あんにゃろう……。確かに寝てはいたけどさ！　いびきなんか、かいてないもん！　……たぶん。

　自分の記憶が曖昧だから、そこら辺は強く否定できない。

「黒川くんて……なっちゃんのことが〝お気に〟かもしれないね」

「えぇっ!?」

　それまた寝耳に水。青天の霹へき靂れき。いや、というか、それは香耶さんだけの思い込みという線が濃厚な気もしますが……。

　そう心の中で突っ込んでいると、香耶さんが席を立つ。

「ごめんね。今日、担当の婚礼を控えてるの。そろそろ花嫁さんたち来るから、行かなきゃ」

「あ、はい。素敵な式になりますように！」

　私が言うと、小さく手を振りながら、爽やかな笑顔を返された。

　そんな香耶さんを見送って、ショップへと戻り、開店準備に勤しむ。

「あ、鈴原さん、おはようございますー」

　休み明けで久しぶりに会う美優ちゃんは、レジに向かいながら清々しい笑顔で挨拶してくれた。私も挨拶を返すと、掃除用具ロッカーを開け、モップに手を伸ばした。

　すると、美優ちゃんが突然また私を振り返り、「おはようございます！」とさっきよりももっと輝いた笑顔を向けてきた。

　二度も朝の挨拶をされるなんて何事か、と一瞬考えたけど、すぐに察しがつく。

　アイツが背後にいるんだ、絶対……。

　おそるおそる、ゆっくりと首を回す。視界に一番に入ったのは、皺のないスーツ。濃紺のネクタイを辿っていくと、こっちを見下ろしている黒川の顔。

「おはよう」

　私から美優ちゃんにパッと視線を移して挨拶を返す。その声と表情は、いつもと同じく見事な作り物。目を細めて上品に口角を上げている様子と、低過ぎない爽やかな声色は、数メートル先の美優ちゃんにしっかりと届くだろう。

　そんな二十面相な男に、引きつった顔をしてみせる。けれど、アイツにしては珍しく、そのあと私を一度も見ることなく事務所に行ってしまった。

　……あれ？　なんか調子狂う。いつもなら、うまいことまわりに気づかれないように、あの高慢で自信家のような笑みを浮かべるくせに。あわよくば、めっちゃ低い声で『ブサイクな顔』とかって突っ込んでくるとさえ思う。

　そういう想像していた展開が、一個もなかった。

　後ろに美優ちゃんがいたからかな？

　私は軽く首を捻り、モップを持ったまま、ヤツが消えていった事務所へとこっそり視線を送っていた。




　ブライダルのほうは相変わらず忙しそうで、今日はちょくちょくドリンクのヘルプをしていた。すると、空のトレーを持った私を、ブライダルスタッフのひとりが呼び止める。

「鈴原さん。ショップって、どう？　落ち着いてる？」

「え？　あ、はい。ブライダルに申し訳ないくらいです」

　ドギマギと答えると、ぱぁっと花を咲かせたような顔で矢継ぎ早に言われた。

「本当!?　よかった！　ちょっとお願いしたいことがあって！　ほら、今ちょうど人手が足りない時間で……でもひと組お客様が待ってて」

　ズイッと距離を詰めるように懇願され、圧倒されたまま壁に追いつめられる。

　……あれ。これ、最近よく聞く〝壁ドン〟みたい。

　なんて、背中に壁の感触を感じてバカなことを思う。

　相手は私より少し背の高い〝女の人〟なんだから。我ながら本当にイタい妄想人間だ。そのとき、ふと、記憶が蘇る。

　アイツ……黒川に初めてキスされたとき。あのときも、ふたりきりで残業していたあの事務所の壁に肩を押しつけられて……。

　まさに〝正しい壁ドン〟を思い出して、身体中が熱くなる。

「――さん！　鈴原さーんっ」

「うぇあ！　っは、はい!!」

　あんな、もうとっくに終わった過去のことを思い出したくらいで、簡単に跳ね上がってんじゃないわよ、この心臓！

「ごめん、鈴原さん。これ、今電話が来た内容なんだけど、黒川部長を探して渡してくれる？　たぶん二件の式場、行き来してると思うから」

「……はい」

　ち、違うもん！　別にパシリのような展開に不服なんじゃない！　アイツを探してまで会いに行く、っていうことが、ちょっと面白くないって思ってしまっただけで。

　幸い、そんな私の心境に気づかないくらいに忙しそうなその先輩スタッフは、メモを渡すとバタバタといなくなった。

　……こら。なの花。昨日誓ったばかりじゃない。自分の本当の気持ちと向き合うようにって。

　やっぱり、私がアイツのことを男として気にしているのかなぁ。また疑問に思えてきた……。あの美形な顔が近づいたり、いちいちドキッとさせるような行動を取ったりするから、ほんの一瞬意識しちゃってるだけ、とかじゃないのかなぁ。

　でも、西嶋さんが近づいてきたときには、ガードするように身体が反応したし……。

　重い足取りで階段を上がりながら、答えの出ないことを延々と考える。

　足元だけ見ていたし、階段ということもあって、前方に人が立っていることに気づくのが遅れた。ようやく視界に相手の靴の先が入り、間近に気配を感じて見上げたときには逃げ場のない距離。

　もともとある身長差に、階段分が上乗せされて、見上げる首が痛い。

　でも、首の痛さなんか飛んでしまうくらいにその相手に驚いて、切れ長の瞳で見下ろしてくる顔をただ見つめ返した。

　なんて言われるだろう。毒気たっぷりな一発をかまされるかな。それとも、この段差を利用して小突かれたりするかも。だとしたら、転倒しそうだから用心しなきゃ。

　手すりを握ってそんなバカなことまで想定しつつ、構えるようにヤツを見据える。

　すると、黒川がふわりとその身体を近づけてきた……ように思えた。

　ドキリとしたけど、実際にはなにもなく。一歩横にずれて、すれ違うように階段を下っていく。

　なにが起きているのか理解するのに時間がかかったものの、階段を下りるヤツを反射的に振り返る。黒川が通り過ぎたときの僅かな風から、ほんのりと煙草の香りが届いた。

　少し顔をしかめたくなるようなその香りでハッとして、思わず呼び止める。

「ちょっ……」

　私が黒川を見下ろすだなんて場面はそうそうないから、変な感じ。

　それは、普段見たことのないような表情にも見えてしまって、余計に緊張感が増す。蛍光灯のせいなのか。やや目を細めながら見上げる視線。通った鼻筋が綺麗に見える角度。

　男の人に見上げられるって、こんなに緊張するものなの？　なんか、すごい……色っぽ過ぎる。

　ゴクリ、となぜか唾を飲む私を見ても、黒川は眉ひとつ動かさない。

　――やっぱり変だ。

　今朝の違和感が確信に変わった瞬間に、薄い唇から素っ気ないひと声が飛んでくる。

「なに」

　ツキン、と、ほんの少しだけ心が軋んだ音がした。

　いや、気のせいかも……。そう思うくらいのものだ。

　だからその程度の自分の変化なんかに気も留めず、ヤツの鋭い双眼にあわあわとしながら用件を口にする。

「あっ、あの！　なんか、電話が……その、黒川さん宛てに、とかって……いや、私が受けたわけじゃなくて……そう、ブライダルの人に！　これっ」

　あぁ、もう。カッコ悪過ぎる。

　動揺以外のなにものでもない、自分の物言いは溜め息級。頭でそう思っていても、実際の行動はそんなに単純に変えられなくて。

　意味もなく汗をかきながら、挙動不審気味にカサカサと音をたてて、白いメモ用紙を数段下に立つ黒川に突きだす。そのメモを目の前に差しだされたというのに、黒川のヤツは瞬きすらしない。スッと長い指でそれを受け取ると、その場でメモに視線を落とす。それから、なにも言わずに身を翻して階段を下りていってしまった。

　その背中を、ぽかんと見つめる。階段の折り返しでも、ヤツの顔が少し見えただけで、アイツは私のことなんか一度も見向きもしなかった。

　……なによ……なんなの。なんだっていうのよ！　私がなんかした!?　アンタの機嫌を損ねるようなこと、しましたか!!　無視したいのはこっちのほうよ！　それなのに、なんでアンタがそんなふうに……。

　あっという間に見えなくなった黒川の姿に、なんともいえない感情が込み上げてくる。きゅっと唇を噛み、軽く拳を握るようにして眉根を寄せた。

　そして、あまりに理不尽で横暴な気がして、頭で考えるよりも先に足が動いていた。

　突然走って追いかけた私の足音に振り向いた黒川は、さらに腕まで掴まれたことに、目を剥いていた。その驚きは、どうやら声にならないほどだったらしい。

　かくいう私も、気づけばこんな大胆な行動をしてしまっていて、なにから口にすればいいのか、と頭を悩ませる。

　しばらくその状態で視線を交錯させていると、先に気持ちが落ち着いたのか、今度はヤツが私の腕を掴む。

　そのままグイッと強引に引っ張られた先は、避難出口になっている入り組んだスペース。当然こんなところにまではお客様はやってこない。スタッフだって、階段もスタッフルームもないこんな廊下の端までは、そうそう足を踏み入れないだろう。

　その角に押し込まれると、至近距離でヤツが、ドン！と壁に拳をぶつけてきた。

「いらない同情してんじゃねぇよ」

　ど、同情……!?

　低めのトーンで言われると、間近ということもあって、嫌でも萎縮してしまう。

　肩を窄すぼめながら、なんとか黒川を見上げて反論する。

「そ、そんなんじゃないし！」

「は？　だったらなんだっていうんだよ。この前の話でかわいそうだとでも思ったんだろ？　じゃなきゃ、オマエからわざわざオレの手なんか掴まねぇだろ」

「それはアンタが急に……！」

「同情じゃなきゃなんだっていうんだ？　自分は優しい彼氏がいるくせに」

　……こんな壁ドン、嫌だ。

　キッと睨みつけるように、目だけを黒川に向ける。だけど本当は、怖いやら悔しいやらいろんな感情が入り乱れてて、ちょっと涙目。

　だって、同情なんかじゃない。そんな言葉、まるで頭になかったし、言われたってピンとこない。そんなことよりも、私の存在をないもののように扱われたことのほうがよっぽど事件だったんだから。

　背に壁を感じながら、反抗的な目を向ける。

　すると、ヤツはさらに苛いら立だった様子で嘲笑うように言い捨てた。

「彼氏を放って、ほんの少し弱み見せた男の傷舐めんの？」

「彼氏じゃないし！」

　それには思わず即答した。

　なんなの、さっきから！　彼氏彼氏って、別に関係ないじゃない！

　息巻いて、『言ってやった』と黒川をすごんで見てみたら、ヤツの反応は思っていたものと違っていた。

「……は……？　なに、嘘言ってんの？　今さら……」

　唖然としたように、壁についていた手をずるずると引っ込めつつ、真っ黒な瞳を丸くしている。その反応がよくわからないまま、私はぶっきらぼうに口を尖らせた。

「……正確には彼氏じゃなくなったんです。別にそれはどうでもいいじゃないですか」

　二度目の言葉には、もうなにも返ってこない。

　けれど、目の前に立ちはだかられたままだから、ここから動くこともできず。

　一向に動く気配のない黒川に、渋々言葉を繋げた。

「だから。同情とか、そういうんじゃないんで。勘違いしないでくれますか？　そうじゃなくて、今朝からあからさまに無視するその態度がどうなの、って話をしたかっただけ！　今まで散々、人のことバカとか言いまくってたくせに、やりづらいったらないんですよ……！　急にああいう態度を取られると！」

　こんなバカみたいな話を仕事中にするのもどうかと思うけど、だいたい、上司のはずのコイツがバカみたいに意味不明な態度を取るから！

　過去にお兄さんの彼女となんかあったからって、現在のこの性格ワルオは変わらないわけなんだから、同情なんて頼まれてもしないっつーの。……そう心で強く思っておかなきゃ、すぐにこの身勝手男の威圧感に負けそうだし。

　言いたいことを全部ぶちまけてしまったあとの沈黙が、長く感じる。

　徐々に弱気になってくると、視線を下げずにはいられない。

　そうして完全に下を向ききる直前に、頭上から声が落ちてきた。

「……オマエ、本当にバカだな」

「はぁ!?」

　下向きだった顔を一気に上げて声を荒らげ、黒川を見た。

　そのとき目に映った黒川は、何度か見たことのある……僅かに目を細める、裏表を感じさせない笑顔だった。

　不覚にも、何度でもその笑顔に魅せられてしまう。

　固まっている私の視界を遮るように、大きな手のひらが顔に近づいてきて、思わず目を瞑る。そのまま、くしゃっと乱雑に髪を乱された。

　伸ばされた手の横から、片目を開けるように黒川を見ようとすると、そのタイミングでうまく顔を背けられてかわされる。

「どっかのバカのせいで、時間がなくなった」

「……それはこっちの台詞です」

　やっぱり、この男とはこんなやりとりのほうがしっくりくる。

　そんな漠然とした心地よさを頭ではなく心で感じて、私は歩きだした黒川の背中を追うように一歩踏みだした。




　それから閉店時間を迎えた今まで、アイツと直接顔を合わせることはなかった。

　そりゃそうだ。アイツは一応部長ってヤツだし、責任者でもあるから。婚礼がある日にはそっちに気を配るだろうし。後ろ姿くらいはチラリと見たけど、本当にただそれだけだ。

　……別に、だからなにがどうってわけじゃないし。結局アイツとどうなりたいのか。とりあえず、今朝のような扱いはどうにも落ち着かなくて、はっきり言ってしまったけど。

　でも、おかげでまた日常に戻ったと思うから、これでもうなにも問題ナシ？

　……果たして本当にそうなんだろうか。

　考え事をしながら金庫を抱えてショップを出る。階段を上がっていくと、三階に着いたところで足が止まった。

　くるりと顔を右に向けると、さっきアイツに引き込まれた非常口。気にしないようにしようとしていても、結局こうして気にしてるんだから、その時点で負けだ。

　……〝負け〟って、なにを指してるの？

　自問自答するように、緑色に光る非常口のランプを見つめる。

　向こうから人の気配がして、ハッと我に返り、視線を元に戻して歩き始めた。




　滞りなく仕事を終えて、「お疲れ様でしたぁ！」とブライダル側に明るく挨拶する美優ちゃんと一緒に、ロッカールームへと向かう。通しのシフトだったにもかかわらず、彼女がものすごく元気に見えるのは気のせいじゃないはず。

　私の視線に気づいたのか、エレベーターの中で美優ちゃんと目が合ってしまった。

「あ……いや、なんか、いいことあったのかな？　なんて」

「わかります？　そーなんですよー！　この前の連休中で、ついに！　付き合うことになったんですっ。もー、ずっと中途半端な感じだったから、やっとって感じですよ」

　最後のほうは愚痴っぽい内容だったけど、表情が全然それに合っていない。

　……相当、うれしいんだ。

「へぇ。そうなんだ！　おめでとう」

「ありがとうございますっ。だけど、休み合わせて旅行に行かなかったら、今頃はまだ、だらだらしてたかもですよー」

「……中途半端って言ってたけど……それってどういう段階までの話？」

　聞くのが怖かったけど、それよりも正直、興味が湧いてしまって。つい口にしてしまった。すると、上昇中のエレベーターの階数表示を見上げるようにして、美優ちゃんが口を尖らせながら説明する。

「休みの日はデートして。それで、なんとなく、キスくらいは何回かしたりして。だけど、最後の決定的な言葉がないっていうか……そのままずるずると」

　ポン、と音が鳴ってドアが開く。

　先に降りる美優ちゃんの背中を、少しの間エレベーター内から見つめていた。

　キスを何回かしたり……。そんなことを言われると、途端にアイツを思い出しちゃうじゃない。けど、アイツの気持ちなんか一ミリもわからないし、もっと言えば自分の気持ちだって、実際まだよくわからないような……。

「鈴原さん？　ドア閉まっちゃいますよー」

　美優ちゃんに言われて慌ててエレベーターからぴょんと飛んで降りると、彼女が小首を傾げるように私を見ているのに気づいた。

　そのつぶらな瞳をまっすぐに向けられると、そのあとに言われる〝なにか〟が、ものすごく怖いんですけど……。

「なんか最近、鈴原さん変だなーって思ってましたけど、もしかして鈴原さんも恋愛関係でひと悶着あります？」

「なっ、ないない！」

「即否定するあたりが怪しいです。まさか、鈴原さんも微妙な相手が？」

　まるで後ろへと追い込まれるような威圧感にたじろぎ、動揺してしまう。

　っていうか、事実、美優ちゃんがじりじりと詰め寄ってくる。トン、と背中にひやりとしたエレベーターのドアの感触を感じる。そして私とほとんど同じ背丈の美優ちゃんが、小悪魔的な笑顔を近づけてきた。

　まさか、一日に三度も壁ドンされるなんて……って、バカなこと考えてないで！

「鈴原さん、顔赤ーい。可愛いー」

　くすくすと笑う彼女を見ながら、黒川に追い込まれたときのことを思い出す。

　それだけですぐ沸点に達しそうなくらい、体が熱くなっている。

「前にショップに来た、あの人ですか？　優しそうな人でしたよね。でも、焦じらされてるんですか？　男の人って見た目に寄らず、意外に悪かったりしますもんね」

　そ、そうなのか……。西嶋さんも『悪かったり』するのかな。確かに、一瞬迫るような素振りを見せられたときは怖かったけど……。

　そして、アイツは確実に〝悪い男〟に属するんだろうけど。

　美優ちゃんとか香耶さんとかをいまだに騙し続けてるし。あの二面性、相当のワルだよ。でも、アイツはアイツなりにいろいろ……。

「そういう難しい顔も最近よくしてますけど、そんなに微妙な感じなんですか？」

　いつの間にか、からかうような雰囲気も消え、美優ちゃんが真剣な顔で尋ねてきた。私は少し間を置いてから、ぽつりと答える。

「微妙……っていうか、そもそもよくわかんないことが多過ぎて」

　アイツはなぜ、今朝の態度が今までと変わってたの？　なんでキスしたの？　それも一度じゃない。二度も、三度も。からかってんの？　だとしたら、なんでそんな相手に、自分の過去をあんな顔して話したの？

　どうして仕事柄よく見る涙を、私があのときに流したら……震えるように拭っていったの……？

　疑問を挙げればキリがない。

「へぇ……なかなか心を曝さらけだしてくれないタイプなんですね。でも、鈴原さんは好きなんでしょ？」

　手を顎に添えて考える仕草をしながら言った美優ちゃんを、呆然と見つめた。

「す……き？」

「え？　だってそんなに気になること多いんですよね？　それに、最近の鈴原さん、仕事中、前にも増してボーッとしてること多い気がするし。それって、好きってことですよ！　絶対！」

　……なぜ、本人でもない人が、『絶対』だなんて言えるんだろう。

　呆気に取られながら、そんなことを思った。

　でも……確かにちょっと、頷けることもあるような。気になることは、さっき思った通りいくつもある。だけど、ボーッとして、っていうのは、前からの妄想癖。

　そこまで考えて、ふとよぎる。

　その〝妄想〟って、前よりも少なくなったかも。しかも、その少なくなった妄想内ですら、黒川のヤツが出てくることが多い……？

　口元を隠すように片手を当てながら、なぜかドキドキと心臓が騒ぎだす。

「じゃあ、たとえば、その人が他の女の人と話したりキスしたりしてたら、どう思います？　あたしは絶対嫌です！」

　アイツが、誰かとキス……したら？　そんなこと、考えたこともなかった。いつも翻弄されるばかりでそんなこと……。

　過去にキスも、それ以上の関係もあったであろう吉原さんに対しては……？

　彼女に劣等感をこんなに感じる理由わけって……。

「好きだから」

　美優ちゃんの言葉と、自分の心の声がリンクした。

　……ああ。まさか、こんなことが起きるなんて。こんなこと、少し前まで想像も、妄想もできなかったことだ。

　――私がアイツを好きだなんて。




「……いつからＭになったの、私は」

　とっくに美優ちゃんが着替えて帰ったあとのロッカールームで、ぼそりと呟いた。

　帰り支度をトロトロと済ませ、エレベーターに乗り、裏口に向かう。なにげなく手に持った携帯をぼんやりと見つめる。

　なんだか夢だったのかな、なんて思っちゃう。数日前は、西嶋さんからの電話やメールが来て、約束してたときにはここを緊張しながら通って帰ったっけ。

「あら。彼氏から連絡待ち？」

　ガチャリとドアを開け、外に出たところで聞こえた背後からの声。不意打ちで話しかけられ、びくりと大きく肩を上げた。携帯をするっと落としそうになりながらも、なんとかそれを免れて振り返る。

　サラッとした黒髪を耳にかけ、私の携帯から視線をゆっくりと上げたのは……吉原さん。彼女の妖艶な笑みは、女の私ですらもドキリとしてしまう。

「か、彼氏なんていないですし！」

「えー？　本当に？」

　吉原さんは、わざとらしく詮索するような目を向けてくる。そして、肘を覆うように腕を交差させながら、ニコリと笑った。

「ふーん。優哉とは、本当に付き合ってるわけじゃないんだぁ？」

　私はおどおどと視線を向けて、すぐ横に立つ吉原さんを見る。

　初めは、すごく美人で聡そう明めいな印象だった。でも、この前からは、なんか怖い……っていうか。関わりたくないのに、ずるずると引きずり込まれてしまう感じがする人。

　一線を引くような態度の私を見て、吉原さんはクスッと笑いを零した。

「あなたが今出てきたってことは、もう少ししたら優哉も来るかしら？」

「吉原さんは、なんでアイツに……」

『会いに来るんですか？』って喉元まで出かかったけど、結局口にはできない。そんなこと言っちゃったら、ますますこの人が怖くなりそうで。だったら、余計なことは言ったりしないで、さっさとこの場から立ち去ればいい。

　実際、私は関係ないんだから、あとは当人同士で思う存分……。

「『なんで』？　会いたいからよ」

　聞きたかったことを、吉原さんがサラリと口にした。

『たとえば、その人が他の女の人と話したりキスしたりしてたら……どう思います？』

　頭の中に、さっきの美優ちゃんの問いかけがフラッシュバックする。

　それに対して、今、咄嗟に出たその答えが……。

　……〝なんかヤダ〟。

　それは、私以外の女の人と一緒にいるという部分でなのか、それとも相手が昔関係のあった吉原さんだからなのか。そこら辺ははっきりしないけど、なんか、嫌。

　モヤモヤした気持ちを抱えたまま、モデルのように小さい顔の吉原さんをじっと見ていた。

　その視線を受けた彼女は、ゆっくりと口角を上げてその唇を悩ましげに開く。

「……優哉から、どこまで聞いてるの？」

　その質問に、ギクリとする。

　吉原さんは眉を下げ、切なそうな目で淋しげに笑った。

「優哉はねぇ……当時、優哉の兄と付き合ってたわたしに……言い寄ってきたの」

　なんだろう、これ……。すごい気になる。だから、聞きたくないのに耳も塞げず、足も動かせずに……ただ、彼女の瞳に吸い込まれる。

「一度じゃないわ。二度も、三度も……彼氏との関係を崩壊させられた」

　そんなアイツ……知らない。想像できない。

　私が知ってるアイツなんて、ほんの少しで……だけど吉原さんは、アイツのもっといろんなところを知っている。

「でもね。そんな年下の優哉を拒めなかった。気づけばわたしも優哉が可愛くて、好きになってたの。わたしの彼氏である兄に嫉妬するくらいに、わたしを好きでいてくれた……って思うと、素直にうれしいと思ったのよ」

　信じられない……。さっき、なんとなく自分の気持ちを認めてはいたけれど。

　本当に、こんな感情が湧いてくるなんて……。

「今回再会して、まだ忘れられないでいたんだって思ったわ。だから、今も」

　黒く渦巻く、ドロリとした感情。

　それは……嫉妬。

　自分はなにひとつ敵わない、美人でオシャレでスタイルのいいオトナの女性。

　この人相手に、私がなにか勝てるものなんてある……？

　自信に満ちた目。その立ち居振る舞いすべてに、直接触れられてなんかいないのに、まるで押されてるような感じ。

　固く結んだ自分の唇は、まったく開く様子もない。開きたくないわけじゃない。開きたくても、開けないだけ。

「わたしはあの頃と同じ気持ちよ？　優哉」

　細めた瞳が私から外されたのと同時に、吉原さんが口にしたことに驚いた。振り返ると、視界を大きく遮るように映ったものは、見覚えのある柄のネクタイとスーツ。

　そして、嫌というほど耳に残っている、声。

「……よっぽどヒマなんだな、アンタ」

　見上げる先には、仕事後にもかかわらず涼しげで整っている顔。その男は私に見向きもせずに、吉原さんを見てそう言った。

「昔から素直じゃないわよね、優哉って」

「知ったような口きくなよ」

「あら、ごめんね？　思春期の優哉しか知らないわたしが、この子にちょっと昔話しちゃった！」

　チラッと目だけを私に向けて、挑発的な感じで吉原さんが黒川に微笑んだ。

　そんなふうに言ったら、この男はどんな反応を示すんだろう。焦る？　怒る？　彼女が話したことを否定する？

　吉原さんの表情を窺うと、まったく動揺なんか見られない。

　この人は、本当に黒川のことを知ってるって自信があるから、こんなふうに堂々とした態度でいられるのかもしれない。

　そして、自分の過去を話されたと思ってるコイツは、どう考えているの？

　そこで黒川の顔を見上げた。夜の薄暗い中で見たヤツの瞳は、元から漆黒のような目なのに、さらに深みを増しているように感じた。……けど、鈍い光が灯っているようにも見えて。

　すると、ヤツはふいっと目を逸らしながら淡々と言った。

「なに突っ立ってんの？　早く帰れば」

　ん、なっ……。なによ、なんなのよ！

　この前、吉原さんに待ち伏せされたときには、うまいこと私を利用して切り抜けたくせに！　今日は、自分の聞かれたくない過去を晒されたあとだからって追い返すなんて！　なんて自分勝手なヤツ！

「お疲れ様でしたっ!!」

　バッグを持つ手に力が勝手に込められる。私は思いきり生意気な言い方で挨拶すると、ふたりを見ることもせずに歩きだした。

　ずんずんと大股で歩きながら、アイツの身勝手さにイライラする。

　当然、黒川が追いかけてくるなんてことは起きるわけがなくて。

　しばらく歩いて駅の手前の信号で立ち止まっているときも、そのイライラは継続していた。

　ああ、本当に。アイツに関わると、なんでこうも心を乱されることばっかり……。

　ふと思い出したのは、出会って間もない雨の日のこと。

　まさに今立ってるこの場所で、アイツはしれっと『濡れんだろ、オレが』とか言っちゃって。なんて冷たい男なんだ！と思ったっけ。

　二度目にあの地下鉄の駅を一緒に歩いたのは、西嶋さんとのご飯の帰り。

　偶然に出くわして、私を無視したかと思えば意味不明に『送りましょうか』とか言いだして。アイツの気まぐれは半端ないな、とか思ってた。

　そして、また、この前の雨の日。

　そんな冷徹で勝手気ままなあの黒川が、ここで笑顔を見せた。前は、自分が濡れるから寄れって言っていたのに、あの日は自分の肩を濡らしながら。確かに、柔らかく目を細めて私を見た。

　そうやって、初めの頃は絶対見せなかったような表情や言動を突然見せだすから。

　……気に……なっちゃうんじゃない……。

　なのに、今朝、わけわかんない理由で私を無視したかと思えば、また元に戻って。かと思ったら、また今、ああやって人を邪魔者みたいに追いはらう。

　……人を、なんだと思ってんのよ……バカ。

「……ムカつく」

　アイツを〝好き〟らしいと認識した途端に、あんな仕打ち。もうすでに、こんな恋やめてしまいたい、って思っちゃうのに充分だ。

　だいたい、私なんかがあんなハードル高そうな男に想いを寄せること自体、無理あるんじゃないの？　認めたくないけど世間一般ではイイ男の部類に入るんだろうし。さらに腹に一いち物もつあるような年上男。しかも上司。

　ぶつぶつといろいろ並べ立てても、結局『今頃アイツはまだ吉原さんといるのかな』なんて、考えたくもない想像しかできないでいた。










「そんな顔、するな」




『そんな顔するな。不安なら言えよ』

『不安だよ。だって、気持ちとか考えてることとか、全然わからないもん……』

『これでもオレの気持ち、わかんないか……？』

　突然引き寄せられた腰。密着する身体。

　驚いて顔を上げれば、そこには吐息がかかるほどの近さにある、綺麗な顔。その近距離で、お互い口を閉ざして見つめ合う。それから、ゆっくりと……。

　――ブーッブーッブーッブーッ。

　……え？　なに、この状況でこの音……。これ以上、邪魔しないでよ……。

「……る、さいっ……！　ん……？」

　自分の寝言で起きる二十代前半の女子なんて、いるんだろうか。

　ぱちりと開けた目に映るのは、いつもと同じ、自分の部屋の天井。けれど、なぜか寝起きのはずの心臓はドクドクいっていて。

　起き上がることもせずに、もう一回目を閉じた。

　珍しく、まだ覚えている、さっきまで見ていた夢。

『不安だ』と、素直に泣きごとを言っていた夢の中の私。それを甘い雰囲気で受け止めてくれたのが……くろか――。

「あぁぁああぁっ……！」

　ひとりきりの部屋で、朝から羞恥心丸出しで突然叫んで布団に蹲うずくまる、そんな二十代前半の女子なんているんだろうか。

　なにから隠れているのかもわからない、この状況を目撃した人がいたなら、引いてしまうだろう。くしゃくしゃの寝癖と、しわしわのＴシャツで、枕にしがみつき悶絶している女子。

　……ヤバい。いつにも増して壊れてる。

　そろりと顔を上げ、ベッドの上にちょこんと座る形で、仕切り直す。けど、すぐにまた、夢の中の恥ずかし過ぎる内容を思い出しては、枕に顔を突っ込んだ。

　……重症だ。普段の妄想はできなくなるし、夢には理想的なアイツが出てくるし。

　病んでる……病んでる、私……。

『オレの気持ち、わかんないか……？』

　架空の出来事を思い出し、勢いよく起き上がると、今度は枕をソファへと軽く投げつけた。

「わかんないっつーのっ……」

　ああ。まだ直接会ってもいないのにこの疲労感。これから出社っていうのに、先が思いやられる……。

「はぁ」と脱力してがっくりと肩を落とし、それから少し気持ちが治まった頃に、布団から出た。

　いつものようにバスルームへと向かう途中、洗面所の鏡の自分と目が合う。そして、唇に目が留まると、夢でも幻でもない、現実に起きたアイツとのキスを思い出してしまう。落ち着き始めた心臓がまた騒ぎだし、気恥ずかしくて鏡の自分から目を逸らした。次の瞬間にふとよぎる。

　昨日……なんだかんだ、吉原さんともキス……してたりして……。

　うっかりその先まで妄想してしまいそうで、思いっきり頭を横に振った。

　勢いよく出したシャワーを浴びても、そういう想像は抜けきらなくて。

　結局、精神統一できないまま、ふらふらな心理状態で出社する羽目になった。




　開店して間もなく、サロンのほうにひとりの女性がやってきた。

　ガラス越しのサロンへ視線を送っていたところで、対応していた香耶さんと不意に目が合う。私はその場で手持ち無沙汰のまま立っていると、香耶さんが困ったように眉を少し下げながら、手を合わせてやってきた。

「なっちゃん。なにかいい飲み物淹れられる？　あの方ね、今日の一番目の式の新婦なんだけど、緊張し過ぎてどうにもならなくて、ここに予定よりもかなり早く来ちゃったみたいなの」

　チラリと再びガラスの向こうを見やると、変わらず俯いて座っている、髪の長い女性の後ろ姿があった。

「新郎はご両親を連れてくるみたいで。ここに直接集合って約束なんだって。だから余計に不安なのかもしれないわ。ちょっとでも緊張をほぐしてあげたくて……」

「わかりました。じゃあ、なにか温かいもの用意して持っていきますね」

「ありがとう。お願いするね」

　香耶さんは一連のことを説明し終えると、すぐに女性のところへと戻っていく。

　美優ちゃんにひとこと声をかけようと思ったら、静かなショップ内だったからか、すでに耳に届いていたようで「店は大丈夫ですよー」と、商品を手にしながらニコリと笑いかけられた。

　給湯スペースに足を踏み入れるなり、頭を悩ませる。

　うーん。こんなときはなにがいいのかなぁ？　ハーブティーとか、そういうのもヒーリング効果あるらしいけど……。

　短時間でいろいろと考えた結果、シンプルなものにしてみることに。

　そうして白いカップをトレーに乗せ、ゆっくりと女性の元へと近づいた。

「お待たせいたしました」

　私の声でその女性が、フッと顔を上げた。

　もともと白い肌のその人は、寝不足なのか、さらに青白く見えた。すごく可愛らしい顔立ちなのに、曇っている表情が緊張感を醸しだしていて、もったいなく感じる。

「ご新婦様は、ミルクはお好きですか？　ホットミルクを淹れてきたのですが」

　そう言って、目の前のテーブルにコトッとカップを置いた。……今日も運よく持っていたマシュマロを添えて。

　それを見届けていた香耶さんは、落ち着いた声で控えめに「少しお待ちくださいね」と席を外した。

　香耶さんがいなくなってから、ショップにお客様がいないことをガラス越しに確認して、私はゆっくりと口を開く。

「私、よく気分を落ち着かせたいときには、これを飲むんです。マシュマロはそのまま召し上がってもいいですけど、ミルクに入れるとまた美味しいですよ」

　自分の好きな話題になると饒じょう舌ぜつになる。でも、その女性は迷惑そうな顔ひとつしないで、強張った顔に一生懸命に笑顔を浮かべた。

　そしてふんわりとしたマシュマロを、細い指でポンッとカップに浮かべる。スプーンで掻き回し終えたあとに、ゆっくりと口をつけてくれた。

「……あ。本当だ。甘過ぎなくて美味しい」

　さっきより、少しだけほぐれた気がする表情。それを見ると、こっちも自然と顔が綻ほころぶ。同時に、どうにかしてこの人の緊張を、もう少し和らげたい気持ちになる。

「……緊張、しますよね」

「披露宴、向こうの会社の人がメインみたいな感じなんです。だから余計に……」

　ふと、どうでもいいようなことを思い出して、そのまま口にした。

「私も、よく仕事の面接なんかでは緊張してました。いつも面接会場に着く頃にはガッチガチ。で、夏でもホットミルクティーとか探して飲んでから挑んだりして」

　それを昨日のことのように思い出しながら、私は続ける。

「だから、いつも緊張と温かい飲み物の相乗効果で汗だくで。まるで遅刻ギリギリに来た人みたいに思われてたかも。スーツの替えが必要かもって本気で思いました」

「……フフッ。面白い……」

　こんな他愛ない話でも、その女性はふわりと笑ってくれた。まるで、さっきのホットミルクに添えたマシュマロのように。

「あ。なんか笑ったら、少し気が紛れた感じ……」

「なら、本番でもこの話を思い出して笑ってください。……あ」

　あることを閃いて声を上げたのと同時に、香耶さんが戻ってきた。

「お待たせしました。控室の準備が整いましたので、そちらでゆっくり……」

「あの、仲江さん。少しだけ、待っていていただけませんか？　五分……いえ、三分でいいので！　ご新婦様も、少しお待ちいただけますか？」

　トレーを脇に抱え、懇願するような目で香耶さんと女性に訴える。すると、女性が初めよりも断然柔らかい笑顔で答えてくれた。

「淹れていただいたミルクもまだありますから……飲み終わるまで、ここにいてもいいですか……？」

　カップを手にして女性が言うと、香耶さんは「もちろん、どうぞ」と笑顔で頷いた。

　ふたりの承諾を得た私は、急いでプライベートルームへと戻る。

　本当についさっき。会話の途中で閃いたことだから、うまくいくかはわからない。でも、想像の中ではそこそこ大丈夫な結果になる気がして、ひとつの茶葉とタグつきのメッシュバッグを手早く取りだした。

　葉っぱを好みの量に入れられるメッシュバッグ。それに、オレンジピールの茶葉を三分の一程度入れてタグを切って。念のため、二重にするようにもう一度別のメッシュバッグに入れる。

　外側のタグの紐ひもで、プチギフトみたいな形になるように縛って、あとは……。

　小走りでショップのレジに向かい、赤いリボンを数十センチ切り、また戻る。そのリボンを紐の上から蝶ちょう結びにすれば、簡易ポプリの完成！

　それを鼻に近づけてその香りを確かめると、片手に軽く握り、いそいそとサロンに戻った。

「待っていただいてすみません！　あの、こんなものを思いついて作ってみたんですけど……」

　勢いで試してみたものの、お客様に直接ぶっつけ本番で渡すって……と今さら緊張してきた。でも、それこそ今さら引っ込めるわけにもいかない。

　香耶さんが見ている中で、女性に差しだすようにして両手を伸ばすと、彼女はゆっくりと手を広げた。

「……可愛い。これは……？」

「ポプリみたいになるかな？と思いまして……。よく、気持ちを落ち着けるのにアロマとかが効くのを思い出して。柑かん橘きつ系の香りだと馴染みもあるでしょうし……」

　そう自信なさげに説明すると、その人は両手で受け取ったまま、顔に近づけて香りを確かめた。

「わぁ……本当。オレンジのいい香り。ありがとうございます」

「ご希望でしたら、常に……というのは難しいかもしれませんが、そばに置いておくことは可能かと」

　香耶さんのフォローの言葉に、ホッと胸を撫で下ろす。

　ああ。よかった。それに、さっき淹れたミルクも全部飲んでくれたみたい。

　空になったカップを見て笑顔になった私は、そのカップを回収して頭を下げる。

「それでは、素敵な日になりますように」

　不慣れな言葉を口にすると、内心では結構照れる。

　でも、そんな珍しい言葉を言える瞬間に、普段は感じない類のやり甲斐で満たされた気がした。

　それから数時間経った頃。

　朝にチラリとだけしか見なかったアイツが、突然現れた。

「悪い。ちょっと鈴原さん借りてもいい？」

　白い歯を見せて、爽やかな笑顔で美優ちゃんに言うや否や、私の腕を掴む。

　その好青年っぷりの笑顔に反して、掴んで引きずっていく力が強引なんですけど！

　凝視するようにヤツを見上げるけど、ショップを出てしばらくはこっちを見ることもせず、ただ私を引っ張っていく。

　ようやく、人通りが少ない階段あたりで手を放すと、俺様上司が降臨。

　さっきまでの爽やかお兄さんはいずこ……。急に気だるい顔つきになる。

「な、なんなんですか!?　いつもいつも……」

「うるせえ」

『うるせえ』ってなによ!!と、心中で盛大に突っ込む。

　イライラしながらもそのまま黒川の背中を追っていくと、前にも来たことのある会場に辿り着いた。

「……え？　ここ……」

　ここは前、香耶さんの担当していた式を見たことのある会場だ。どうやら今も式の最中みたいだけど。あ、さっきの花嫁さんの式かな？

　大きなドアを見上げながら、そんなことを考える。横に並んでいた黒川が、一歩前に進んだ。

　……は？　え？　なに？　やっぱりまた、披露宴会場に入るわけ!?

　薄々はそうかなって思ってはいたけど、いざやっぱりそうなると、多少は緊張するわけで。でも、当然コイツが待ってくれるはずも、説明してくれるわけもなく。その長い手を伸ばし、ドアを押し開けると、振り向くことなく会場に入っていく。

　私もあとについて中に入ると、外とは違ってかなり暗めの会場に目が慣れず、しばらくなにも見えずに突っ立ってしまった。

　それを横から少し乱暴に引き寄せられ、小さく驚きの声を上げてしまう。

「ひゃっ！」

「ボーッとしてんじゃねぇ。ちゃっちゃと動け」

「……すみません」

　口を尖らせるように謝ると、賑わっていたはずの会場が静寂に包まれていることに気がつく。黒川の横で会場を見渡すと、スポットライトを浴びた新郎新婦が席を立つところだった。向かい側には、今スタンバイを終えた様子のご両親が並んでいた。

　……っていうことは、つまり、一番感動的な……。

「花嫁の手紙と、花束の贈呈だ」

　私の心の声がまるで聞こえていたかのようなタイミングで、黒川が呟いた。

　やっぱり！と、視線を花嫁さんに向ける。

　今しがたここに入ったばかりの私ですら緊張感が半端ない。花嫁さん、大丈夫かな。今朝言葉を交わしたことで、一方的に親しみを覚えてしまったから、すごく心配。

　その気持ちを視線に乗せて見つめていると、ふと、その花嫁さんと目が合った。そして、ほんの数秒だけど、見つめ合い……確かに、彼女は微笑んだ。

　……笑ってくれた。というか、まるで、初めから私がここにいるのを知ってたかのように、こっちを見てくれたような……？

　疑問の念を抱きつつ、定位置に着いた花嫁さんは、手紙を読み上げ始める。

　その声は細く震えていたけど、原因は今朝のような緊張からじゃないということがなんとなく感じられた。それはただ、ご両親への感情が溢れだしたことが理由の嗚咽交じりの声だって、素人の私にもわかった気がする。

　感動して見届けている最さ中なか、さっきとは逆の腕を引かれてまた驚いてしまう。かろうじて声は上げなかったけど、完全に油断していたから心臓が止まりそうになった。

「ちょ、ちょっと！　毎回毎回、いきなり引っ張ったりするの、やめてください。心臓に悪い……」

　会場の外に連れだされた私は、腕を掴む上司を睨み上げるようにして言った。

「……よく、あの短時間で泣けるな」

「……よく、毎回これを、なにも感じないでいられますね」

　目に浮かぶ涙を流さぬように指で拭って、吐き捨てる。いまだに視界が滲む中、さらに目立たない死角へと引き寄せられた。

「オレが泣かせてるみたいだろ？　気がきかねぇヤツ……」

　ボソリと言われて、カチンとくる。

　なに、その言い方！　まるで『自分は気がききます』って言ってるみたいじゃない！本当に気がきく人は、昨日、あんなふうに私を追い返したりなんかっ……。

　一気に昨夜の件を思い出して、恨めしい顔を黒川に向ける。

　そうだよ。昨日のこと、なんにも言ってきてないんだよ、この男は。

　だって、普通、第三者吉原さんからなにを聞いたんだ、って気になって問い質ただしたりしない？あれが事実かどうかわからないけど、勝手に過去を説明された当の本人が、普通は一番知りたいんじゃないの？

　そして、その内容が事実だったとしても、自分の言葉で説明したいとか、事実じゃないなら否定したいとか。そういうの、まったくないの？　この男は。

　ジロリと刺すような視線をぶつけても、黒川は飄々としたまま。その様子をしばらく見て、ふと気づく。

　……もしかして。私のことなんてどうとも思っていないから？　自分の話を肯定も否定も訂正もするような必要がないと思って、昨日のことになにも触れてこないんじゃ……。

　だとすれば、コイツは私のこと、これっぽっちも想ってないわけだ。そりゃそうだ。散々バカにされるだけで、キスこそされたものの、好意があるようなことはただの一度も言われてなんか……。

『涙なんて、仕事柄、飽きるほど見てんのに』

　ふと、あの夜言われたことが脳裏に蘇った。

　あれはどういう意味だろう。

　それこそ〝特別〟っていうふうにも捉えられる気がするけど……でも、明確な言葉はなかったし、あの瞬間ときはキスされたわけでもない。

　……コイツの心が、まるでわからない。

「新婦が、『宴中に、彼女の顔を見られたら落ち着ける気がする』と漏らしてた」

　黒川が今言ったことに、目を丸くする。

　コイツは、本当に私以外には優しいくせに、私には説明の仕方まで雑。実際はもっとわかりやすく説明できるくせに、きっとそれをわざとしない。

「オマエ、案外この仕事向いてるのかも」

　突然聞こえた黒川の驚きの発言に、思わずぽかんと口が開いた。

　……い、今……なんて言った……？　まったく予想も想像もしない言葉が、この男の口から飛びだしてきたような……

「あー。でも、毎回号泣してたら仕事になんねぇな」

　そう言って、フッと目を細めて私を見た。

　それは、ほんの一瞬しか見ることのできない黒川だ。

　呆然と、〝奇跡の黒川〟に見とれていると、それに気づいた黒川が元の顔に戻って、ペチンとデコピンを食らわせてくる。

「……ったぃ！」

「任務完了。早くショップに戻れ」

「なっ！　勝手に連れだしといて！　言われなくても戻りますけどっ」

　じんじんと痛むおでこを押さえて、強がりながらもくるりと方向転換する。何歩か歩き始めた私の背中に不意に飛んできた声が、その痛みをも忘れさせた。

「ドジッて階段から落ちるなよ、なの花」

　その呼び方に息が止まり、ようやく一度吸い込むことができてから振り向く。視線の先にはすでに身を翻しかけた黒川が映って。ほんのひととき、目が合った。

　ニッと口の端をつり上げながら、楽しそうな顔をした黒川と――。




　結局、あの日、あのあとは、ほとんど会話もせず。

　向こうが忙しそうだった、っていうのもあるけど、あえて私も黒川のほうを見ないようにしていたからかもしれない。

　翌日の今日は、シフトが休み。ソファに座りながら、朝の一杯を飲みつつ思い出す。

『なの花』

　自然に私を呼んだあの声が、耳からこびりついて離れない。

　昨日から、何度も何度もそれを繰り返しているというのに免疫もつかない。いまだにボッと顔が熱くなる。きっと原因は名前だけじゃない。

『この仕事が向いてる』とかって、冗談じゃなくて、本気で褒められたからだ。

「はー」と息を吐き、どうにか気持ちを落ち着ける。

　本当に調子狂う。それもこれも……黒川が最近、少しずつ違う反応をするからだ。前までは百パーセント毒舌。容よう赦しゃなく刺してきたアイツが。最近では、目を……いや、心を奪うような笑顔と言葉を投げかけてくる。

　それが、果たして計算なのか無自覚なのかは、私なんかにはさっぱりだ。

　だけど、どちらにしても……そんなギャップを見せつけられると……。

「気持ちが……大きくなっちゃうでしょーが。暴君上司……」

　このまま、本当に好きになっちゃうじゃんか。……〝本当に〟ってなんだ。

〝好き〟は〝好き〟で、それはきっともう変わらない、事実なのに。

「いや！　私は、あの素直なほうが好きなわけで！　デビルのほうは好きでもなんでもないっ」

　誰もいない部屋に響くのは自分の声だけ。言ったあと、当然誰からも反応がなくて、溜め息だけが漏れる。

　素直なほうとかデビルのほうとか。そんなこといろいろ考えたって、結局はひとりの男の話じゃん。休みの日まで考えるほど、ハマッてんじゃん。

「……はぁ」

　もう何度目なのかわからない溜め息と共に、カップに入ったぬるいお茶を喉に流し込んだ。




　ひとりきりで家にいても思考は堂々巡り。そう思って、用事はないけれど出かけることにした。

　時間を潰すにはやっぱり慣れた街中。そう思い、職場の前を避けつつ、立ち並ぶ店を眺めながらぶらりと歩いていく。

　無心で歩き続けていると、前に来た道にうっかりやってきてしまった。その先には、あの店……吉原さんと黒川に鉢合わせしたことのあるカフェがある。

　それに気づいて、引き返すべきかどうか悩んで立ち止まる。

　引き返すのも……思いきり意識しているみたいで癪だし。なんにも気にしていない体ていで、この道を克服してやる。じゃなきゃ、アイツの影が感じられるところを、これから全部避けなきゃならなくなりそうだし！

　変な強がりを発揮して、そのままずんずんと道を進んでいく。

　カフェが目前に来たときに、別に黒川や吉原さんの姿があるわけでもないのに怖おじ気けづいて、フッと目を逸らした。

　視し線せんの先には、アクセサリーショップ。

　そういえば、この前もあのカフェに入る前にいろいろ見てたんだっけ。あまりにお腹が空いて、あと回しにしようと思ったのに、あんなことがあったから見るのを忘れて帰ったんだった。

　それを思い出すと、自然とその店に足が向き、表に並べられているふたつのショーケースを順に見て回る。

　ピアスとかもしばらく新しいの買ってない……これ可愛い。あ、これも。

　いつしか真剣にアクセサリーを見ていると、ふたつ目のケースの端あたりに、目を引くものがあった。

　……うわ。すごい好みだ、これ。

　今までよりも、もっと顔を近づけて見つめるそれは、小さなひと粒のデザインピアス。ピンクゴールドの、八つの雫が象かたどられたミルククラウンの形。中央にはひと粒のダイヤ。シンプルにも見えるけど、よく見たら凝ったデザインに、すごく心惹かれてしまう。

　値段は……二万八千円。高っ……。

　久々に、気に入ったものでもあれば買おうとは思ってた。けど、予算の十倍にもなってしまうと、さすがに諦めるしかない。

　がっくりと肩を落としたところに、聞き覚えのある声が耳に届く。

「お疲れ！　昼はまだ？」

　似た声は聞いたことがあるけれど、フランクな話し方はまったく聞き慣れないもの。

　声での〝他人の空似〟っていうこともあるのか、とチラリと視線を上げる。目に飛び込んできた人に、さらに驚いた。

　……似てない？

　チラッと見るだけのつもりが、思わず視線を外せなくなるほど。姿もそうだけど、もっと別の……。

　盗み見るようにしながら確信したのは、店員さんに笑いかけているその顔。

　……笑った顔が、似てる。アイツはあそこまで満面の笑みじゃないけど、似てる。

「あ、修しゅう哉や。ごめんね。休憩もうちょっとあとなの」

　シュウヤ……？　ちょっと待って……アイツの名前も確か――。

　女性の店員さんが口にした名前に、目を見開く。すると、修哉と呼ばれたその人が答えた。

「ああ、いいよ。先に優哉に電話してみるから」

「優……哉……」

　――〝ユウヤ〟だ。

　自然と口から出てしまったアイツの名前に、店員さんとまだ近くにいた男性が気づいて視線を注いでくる。ふたりの注視を浴びて、身を竦めるようにして俯いた。

「……優哉くんのお知り合いですか？」

　女性が控えめに私に尋ねてくる。私は心臓をバクバクと鳴らしながらも、もう答えるしかない、と震える声を絞りだした。

「その……私の知ってる人も、優哉って名前で……黒川、優哉……って」

　おそるおそる顔を上げると、その女性はもともと大きな目をさらに大きくして私を見てから、次に路上側に立つ男性と目を合わせる。

　その反応から、どうやら私の予想は当たっていたのだと確信する。

「俺、黒川修哉っていいます。優哉の兄です。あなたは、優哉とは……？」

「あ、の……職場が……」

「え？　職場が一緒なの？　優哉と？」

　驚き、目を丸くさせた修哉さんは、食いつくように私に近づいた。

　そんなに驚かれるのは予想外で。瞬時には声が出なくて、ただ首を縦に振った。

「ラッキー。こんなとこで優哉に近い人と会えるなんて……！」

　修哉さんは私と対面するように、ショーケースに身を乗りだしながら聞いてくる。その前のめりの姿勢にさらに驚いて、今度は私が目を丸くした。

　はにかむように言った彼を真正面から改めて見ると、まるでアイツがそういう表情をしているような錯覚に陥りそう。

　黒川とは違う、屈託のない笑顔を浮かべるお兄さんの修哉さんは、どうやら人懐っこい性格っぽい。出会って間もない私に、次々と言葉を投げかけてくる。

「アイツ、連絡しても捕まらないし。折り返し連絡してくることもほとんどないし。生きてんのかーって、たまに心配になるんだ」

　……まぁ、確かに。本性のアイツなら、そういう連絡のやり取りとかめんどくさがりそうな……。

　そんな想像をしながら、ハッと気づく。

　めんどくさいとか、そういうことだけじゃなくて。相手が〝お兄さん〟だからなんじゃないの……？　過去に気まずい思いをして、いまだ引きずっているアイツは、お兄さんとの接触を避けてるんじゃ……。

　そんなことを思い出すと、関係ないくせに私まで気まずい思いを感じてしまう。

「近況報告とか、ちょっと気になることとかあって、早めに連絡取りたいんだけどさ」

　そうなんだ。いや、でも……。

　私の曇った顔色に気づいてしまったのか、少し真面目なトーンで修哉さんが覗き込んでくる。そして、神妙な面持ちで私に尋ねてきた。

「キミさ。優哉が最近困ってた……とか、そういうの、知らない？」

「修哉。そんなこと」

　そのあとすぐに、事情を知っていそうな雰囲気で女性が口を挟んだ。

　この店員さんは私に気を遣ってくれたんだろうけど、修哉さんの真剣な目がやっぱり頭から離れない。

　彼の言っていることに当てはまるのかはわからないけど……。

「困ってた、って……具体的にはどういう……？」

　我が慢まんしきれずにこっちから聞き返すと、修哉さんの顔つきがまた変わった。真面目な顔になると、余計にアイツに似ているかもしれない。

　そんなことを思っていたら、修哉さんは私を見定めるかのようにしばらくじっと見つめてきた。そして、信用してもらえたのか……。ゆっくりと口を開く。

「……ある女性が、優哉に迷惑かけてないかな、って」

　――ある女性。それはもう、あの人以外にいない。

「吉原さん……ですか？」

　私が彼女の名前を口にしたものだから、修哉さんは度肝を抜かれたような顔をした。

　少しの沈黙のあと、言葉を詰まらせながら彼が話し始める。

「あ……いや、ごめん。まさかそこまで知ってる人とこんなふうに会えたなんて……あまりに驚いて……」

「……すみません」

「いや。むしろ幸運だ。キミは優哉の彼女なの？」

「……いえ」

　彼女でもなんでもない、ただの部下。こっちが勝手に……気になってるだけの。

　伏し目がちに答えると、「ふーん」と修哉さんが腑に落ちないような返事をする。でも、それ以上は詮索されずに済んで、胸を撫で下ろした。

「そう……。実はね。その彼女、つい最近俺たちに接触してきてて……今はもう諦めたみたいなんだけど……その……優哉からなにか聞いたりしてる？」

「……三角、関係っぽい……こと、だけ」

　遠慮がちに頷きながら、おずおずと正直に答える。

　だって、隣にはおそらく、現・彼女さんがいるわけで。そんな彼女の前で言っていいものかと迷ったけど、堂々とした態度と言葉に、このふたりの間では、もう隠すようなことではないのかも……と思って言ってしまった。

　そうじゃなきゃ、修哉さんはとっくに私をどこかに連れだして、彼女のいないところで話をしているとも思ったから。

　すると修哉さんは、「はぁ」と力を抜くような溜め息をつく。そして、肘をついている手で、くしゃりと自身の前髪を握って苦笑した。

「なんか恥ずかしいね。過去とはいえ、そういう関係こと知られてるのって」

「あっ。す、すみません……」

「いや、キミは巻き込まれてるだけなんでしょ？　謝ることないよ」

　眉を下げて、穏やかに笑う彼を見て、嫌でもドキドキしてしまう。

　本当に、彼はアイツに似てるから……。だから、まるで黒川がそういう表情をしてるんだと思い込んでしまいそう。アイツも本当は、こんなふうに困ったように笑ったり、柔らかい話し方ができるのかもしれない。

「それなら、キミも知っておいたほうがいいから」

　再び真剣な顔つきで言われて、背筋が伸びる。

「あの女には撹かく乱らんされないようにね」

「え……？」

「まぁ、暴力行為とか、そういうことはないはずだし、大丈夫だと思うけど。でも、あることないこと吹き込んで、心を乱してくるかもしれない」

　……というと、もしかして修哉さんもすでにそういうことが？

　ふと、隣に静かに立っている彼女の存在を思い出し、ハッとする。

　あ！　そうか！　私に近づいてきているように、彼女さんにも吉原さんがなにか言ったのかも。

　思わず彼女を見つめてしまうと、わかりやすい私のこと。修哉さんは見透かしたように静かに頷いた。

「うん。俺だけじゃなくて彼女にもいろいろとね……でも、もう俺たちは大丈夫だよ。それに、真っ向から対抗したから、こっちにはきっと来ないと思う。……だから」

『だから』、弟のほうに来たってわけ……？　過去だけに飽き足らず、今でもそんな簡単に乗り換えられるものなの!?　そんなの、信じられない！

　仮に、アイツが本当に吉原さんのことが好きだったとして。今でも、もしかしたら情があって冷徹になりきれずに、揺れている気持ちがあるかもしれないとして。

　二度もそんなふうに傷つけられたら――。

　アイツのことだ。今以上に性格がひん曲がって、ねじれにねじれて、ドＳに拍車がかかるじゃない！

　……それに、せっかくたまに見せるようになったあの顔だって、見られなくなるかもしれない……。

　ひとりで憤るように考えていたら、その様子をどうやらずっと見られていたらしく。

　慌てて視線を上げた私と目が合った修哉さんが、ふわりと微笑んだ。

「優哉も、キミがそばにいてくれたら大丈夫そうだね」

「……え……？」

　なにが……？　それって、どういう意味で……。

　私がわからない顔をしていたのは、絶対修哉さんも気づいていたはず。でも、あえてなのか、その続きはなにも言ってはくれなくて。

「ああ、ごめん。今さらだけど、名前、教えてもらってもいい？」

「あ……鈴原なの花、です」

「なの花ちゃん。貴重な買い物の時間、邪魔してごめんね」

　優しい笑みと声が、私の頬を紅潮させる。

「じゃあ、またね」

　軽く手を振って、修哉さんはいなくなった。

　私が振り返った先にいた修哉さんの彼女さんも、ニコッと笑ってお辞儀すると、昼休みに入ったのか奥へと消えていってしまった。

　ひとり信じられない出会いをして、呆然と立ちつくす。

　小さなライトが反射した、さっきまで見ていたピアスが、いつまでもキラキラしていて。しばらくそこから動けずにいた。




　すっかり陽も落ち、時刻は午後の八時過ぎ。

　いつもなら閉店作業も終わりそうな時間で、数十分後には帰り支度をしている頃。そして、一時間もすれば、おそらく黒川も帰る時間。

　……今日に限って残業とかなければいいけど。

　心で呟き、職場の裏口が見える位置の建物に身を隠した。パラパラと従業員が帰宅していくのをその場から見つめていると、さらに時間が過ぎていく。

　だんだん待ち疲れてきて気を緩ませていたときだった。ひと際目立つ、スーツの似合う男が姿を現した。いざ、目標人物を目の当たりにすると、二の足を踏んでしまう。

　アイツの前に出ていって、まずなにから言えばいいの？　『吉原さんに気をつけてって、修哉さんから聞いた』なんて言ったら、アイツの眉間には相当深い皺が刻まれることだろう。

　それに、休みのはずの私が突然出待ちのように姿を現したら、アイツはどんな反応をするんだろう。

　これじゃあまるで、吉原さんと一緒じゃない……。

　黒川の冷ややかな反応とか、キツい言葉は多少慣れてはいるけど……。でも、吉原さんと同じように思われたら、さすがの私も立ち直れない。

　俯いてうだうだと考え事をしていたら、自分のスニーカーの先に、よく見る靴が映り込んだ。フッ、と顔を上げると、私を見下ろす呆れ顔。

「なにぶつぶつ言ってんだ、さっきから」

「ひぃ！」

「オレは化け物か。古典的な反応しやがって。なにしてんだよ、休みのくせに」

　片手を首の後ろに添えて、気だるそうに顔を斜めにしながら突っ込まれる。

『古典的』と指摘された私は、両手を耳の横に上げるようにした間抜けな状態。その行き場のない手を、そろりと下ろしながら目を泳がせる。

「……い、いや。ぐぐぐ、偶然」

「アホ。オマエは嘘が下手だって何度も言ってんだろ。素直に吐けよ」

　うぐっ、と言葉を詰まらせたあと、ヤツの鋭い視線にあっさりと降伏して口を割る。

「よ、吉原さんに……気をつけて、って……忠告に」

「……は？」

　ほらー!!　そういう反応が来るってわかってたよ！　だから素直に言えなかったんだってば！　その怪訝そうで不機嫌にも見える顔はなに！　どーして仕事中みたいに穏やかな顔できないのよっ。

　落ち着かなくて、この場を取り繕うように、ぺらぺらと言葉を繋ぐ。

「ち、違う！　これはその……わっ、私じゃなく！　修哉さんが！」

　……あ。……しまった。あれだけ順序を考えていたはずなのに、結局はめちゃくちゃな伝え方になってるし……。

　その証拠に、みるみるうちに黒川が険しい顔になっていく。

「……どういうことだ……？」

　声は低く、落ち着いている。だけど、その視線はすごく痛いもので、半端ない威圧感を覚える。

「たまたま……会って話をしたんです」

　私がぽつりと話し始めると、黒川は黒い瞳を動かすことなくまっすぐ私のほうへ向けて、黙って聞いていた。私はその目を直視することができなくて、少し視線をずらして続ける。

「本当に、偶然……。アンタと、なかなか連絡つかない、って話聞いて。それで、吉原さんがつい最近まで、修哉さんのところに来てた……って。だから」

　だから……それを早くアンタに伝えようと思って……。変なことになって、それ以上傷を作らないように。

　まぁ、私なんかが守ろうとするなんて、大きなお世話かもしれないけど。……でも、どうしても、前に医務室で過去の話をしていたアンタの姿が頭から離れなくて。

『私はあの頃と同じ気持ちよ？』というあの人のあの言葉は、真っ赤な嘘。

　だから、私に説明したこともきっと全部……。

「……あの人が言ってたことは、嘘……なんでしょ？」

　あの日、あのときに。今のように私を問いつめて、聞きだして。そして否定してくれたらよかったのに。『なにを聞いたんだ』って、吉原さんの嘘をその場で暴いてくれていたら……。

　ずっと引っかかっていた。それがなんなのか、はっきりとはわからなかったけど。

　でも、今わかった。自分だったら、相手に好意があれば……〝好き〟なら、変な誤解をしてほしくない。誰になにを聞いたかって気になるし、それが間違いなら訂正するのに必死になると思うし、合っていたとしても自分の言葉できちんと伝えたい。

　けれど……黒川はなにも言わない。なにも聞かない。

　それが、私のことをどう思っているのかを表している気がして、憤慨すると同時に悲しくもなって。

　……ひとことだけでいい。偉そうでも、素っ気なくてもいいから。

　ひとことだけ『違う』って……『彼女アイツの言ってることはデタラメだ』って言ってよ。

　たったそれだけで、崩れかけている気持ちを一気に立て直すことができるのに。

「……さぁな」

　不愛想に放たれたひとことに、胸を打ちひしがれ、歯がゆく、悲しくなる。

「……あっ、そうですか！　そうですよね！　もともと私は部外者ですもんね。黒川部長がどんな恋愛をしてようが、気持ち引きずろうが、これっぽっちも関係ないですもんね」

　結局、裏を返せば、彼女に対して冷たくあしらってしまうくらいに……コイツの中で過去にしきれてないんだ。それは、つまり……。

「もしかしたら、よりが戻るかもしれないですね」

　どんな形にせよ、彼女は今でも黒川の心を占めている存在なのかもしれない。

　感情が昂たかぶると、うれしくても、悲しくても、悔しくても。涙が出そうになってしまう。今回はどの理由なのか、感情的な今の私には判別できない。

　ただ、この目から溢れないように堪えるだけ。

　ギリッ、と奥歯を噛んで、瞬きをしないようにする。瞬きをしてしまったら、ひと粒の雫が落ちてしまいそうで……。そして、ひと粒落とすと、それ以降は止めることができなさそうで。

　しん、とした空気。まるで時間が止まってしまって、あたりには誰も、なにもなくなってしまったような錯覚。そこに突然聞こえた言葉に、耳を疑った。

「……そんな顔、するな」

　びっくりして、思わず瞬きをしてしまった。

　だって……その台詞は……。昨日の夢の中で言われた言葉、そのままだ。

　沈んでいた気持ちが一気に高まる。

　あれは夢で、現実には起こりえない。昨日、そう思ったし、今もそう思ってる。

　それでも、期待せずにはいられない。

　あの夢と同じように、引き寄せてくれるかもしれない……と。

　涙が落ちて、頬をひと筋伝った瞬間――。

「早く、帰れ」

　無機質な声に、流れる涙も止まってしまう。

　恋愛というものは、本当に難しい。まして、恋愛にさえ発展していないこの段階で、こんなに引き裂かれる思いになるなんて。

　そもそも、こんなことで、こんなにダメージを受けるほど、いつから私はコイツに特別な感情を抱いていたんだろう。

　それも今や、考えても無駄なことだとわかったけど。

　黒川に完全に突き放され、いつもの帰宅方向とは逆へと走りだす。黒川と家が同じ方向だから、それを避けたくて。

　信じらんない。なんでこんなに傷ついてんの。アイツが冷たいことなんてしょっちゅうだったし、棘とげのある言葉を言われるのだって初めてってわけでもないじゃない。

　走りながら自分にそう言い聞かせてはみるものの、胸の痛みは一向に治まる気配がない。

　ぎゅっと下唇を噛んで、心の中で悪態をつく。

　そりゃ、勝手にこんな気持ちになったのはこっちだけど！　でも、その原因を作ったのはやっぱりアンタでもあるんだから！

　気まぐれなのかなんなのか知らないけど、急に笑顔を向けたり、褒めたり、触れたり、名前を呼んだりなんか、しないでよ……！

　前方の信号が赤に変わってしまったのを見て、ようやくその場に立ち止まる。肩で息をしたときに、さっき止まった涙が再びポロッと零れた。その雫が、アスファルトに吸い込まれるように落ちていく。

　今日は、なんて濃い一日だったんだろう。

　黒川のお兄さんと、その彼女さんと会ったり。……黒川に、拒絶されたり。

　よく考えたら、そんなに落ち込むようなことでもないじゃない。アイツはもともと素顔を隠すような男だったし、誰にも心を開かない感じだし。ちょっとイイ男だからって、一匹狼を気取ってんのよ。

　そのまま隣の駅までやってきた私は、改札機を前に足を止める。定期入れがすぐに取り出せなくて、バッグやポケットを片っ端から探っていると思い出す。

『鈍くさいヤツ』

　そう。初めからそんな扱い。トロくて、脳内お花畑で、からかって遊ぶにはちょうどよかったってだけ。気持ちを伝えたわけじゃないけど、あんなふうに追い返されたら、もう……。

「……どうしようもないじゃない……」

　バッグの奥底から取りだした定期入れを見つめて、堪えきれず微かに漏らした。










「優しく、したい」




　職場で恋なんてするもんじゃない。

　うまくいっていれば話は別なのかもしれないけど、今の私の状況ともなると最悪だ。

　それでも唯一救われるのは、アイツはブライダルの社員で、私はショップの担当ということ。今日もそれなりに忙しそうなブライダルは、あちこち行き来していて話をするような機会もない。加えて、今日は美優ちゃんが休みだからヘルプもなし。

　……それにしても、ブライダルって平日も土日も関係なく、本当に忙しいところだなぁ。でも、来るお客様はみんな幸せそう。この前の花嫁さんもそうだけど、あんなふうに笑顔を浮かべてくれるお手伝いができるなんて、やり甲斐あるだろうな。

　ここ最近、なんだかブライダルの仕事を垣間見ているような気がして、余計にそう思う。それは、黒川がいろいろとそっちの仕事に私を連れだしたりしたからだ。

　でも正直、その件については嫌だと思ったことはないかもしれない。むしろ、ちょっとわくわくするような気持ちになる。

　ガラス越しにサロンをぼんやりと見つめ、そんなことを漠然と考えているうちに、時間が過ぎていった。




　夕方頃になったとき、驚く光景を目にした。

　店内の整頓をしつつ、なにげなくサロンのほうへと顔を向けると、目に飛び込んできた、まさかのツーショット。

　く、黒川と……西嶋さん……!?

　スーツ姿のふたりを遠目で確認し、呆然と立ちつくす。

　なに？　なんで？　どうしてあのふたりが……。

　信じられない出来事に、ぐるぐると頭の中で理由を考える。彼らが事務所に消えていったのを見て、ひとつの予測が生まれる。

　……もしかして、仕事で？　そういえば前に西嶋さんが言っていた。西嶋さんの仕事は、うちのホテルにも営業することがあるって。

　だけど、確か西嶋さんはここの担当ではないって言ってたはずなんだけど……。

　ふたりが今頃どんな顔で話をしているのか、気になって仕方がない。

　ハラハラと、心ここにあらずでショップに立っていると、数十分後に西嶋さんがひとりで事務所から出てきた。そのままサロンを通り過ぎていく姿を無意識に目で追っていると、彼がチラッとこっちを見た気がした。

　一瞬目が合っただけで、心臓が大きな音をたて始める。

　それは恋心ではないって、もうわかっている。ただ、今の視線になにか意味が込められている気がして。

　完全に姿が見えなくなったというのに、しばらく凍りついたように、彼が出ていったサロンを見つめていた。




　ふと時計を見たら閉店時間になっていて、慌てて看板を〝Close〟にする。

　西嶋さん登場の動揺は若干薄らいだものの、まだ戸惑いが隠せない。ずっと、あのふたりがなにか別の話をしていなかったかを考えてしまって。

　でもきっと、変なことにはなってないでしょ。だって、あの穏やかな西嶋さんに、飄々とした黒川だもん。至ってビジネスライクに話を進めて終わりだよ！

　もはやそう思い込むしか、気持ちを落ち着かせる手立てがなくて、無理やり頷きながらそうだと決め込んだ。

　清掃と雑務を終えて、レジ金を手にブライダルに声をかけに行く。まだ少し忙しそうなスタッフを横目に見ていると、ガチャリと事務所のドアが開いた。

「うわっ……！」

　思いがけなかったのは、ドアが開いたことだけじゃなくて、出てきたのが黒川だったっていうこと。むしろ、驚きの理由のメインは後者なわけなんだけど……。だって、昨日の今日で初めて言葉を交わすから。

「も、もうちょっとソフトに開けてください……！」

　気まずい思いを押し隠すように、努めて普通に振る舞った……つもり。

　すると、向こうも至って自然に反応してきた。

「あ？　普通だったろ。文句あんのか」

　憎まれ口は健在。腹が立つけど、昨日のことに触れられるよりはよっぽどマシかもしれない。だけど、本当に〝普段通り〟には接することなんかできない。

「……レジ金、上げてきます」

　フイッと顔を逸らすようにして、事務的に伝える。そのままクルッと踵を返して、一歩踏みだしたときに、ヤツが言った。

「今日、ちょっと残れ」




　テーブルに両手で頬づえをつきつつ、掛け時計をチラリと見る。

　黒川に突然居残りを命じられた私は、すべての仕事が終わったあとに、プライベートルームで黒川を待っていた。

　もうすぐ九時になるじゃん。アイツ、人に声かけといて放置ってひどくない!?　ブライダルのミーティングが長引いてるみたいだから、わざとじゃないんだろうけど。

　背後にある事務所へのドアに目を向けると、ガチャッとそのドアが開いた。

「あれっ。なっちゃん？　どうしたの？」

　香耶さんが第一声を放つと、ぞろぞろと他のスタッフもやってきて私を見る。

「ああ、オレが待たせてたんだ。ごめんな、鈴原」

　香耶さんの質問に私が口を開く前に、最後尾から現れた黒川が爽やかに答えた。それを受けた香耶さんや他のスタッフは納得して、「お先に失礼します」と、私物バッグを手にして上がっていってしまった。

　……なぜまたこんなことに。こんなふうに、またふたりきりで残業だなんて。

　そう考えると、以前とは違う自分の気持ちのせいで、余計に冷静ではいられない。昨日見事に拒否されたという出来事があったけど、一朝一夕でこの想いが消え去ることなんてないわけで……。

　緊張状態で、膝の上に拳を乗せたままでいると、目の前の机にバサッと数冊のパンフレットが置かれた。

「この中から、ショップに出したら売れそうなもの、リストアップして出せ」

「は……？」

「もちろん、その理由も添付しろよ」

　新たな仕事を与えられた私は、呆然としながらその資料を手に取る。よくよく見ると、右下の隅に記載されている会社名に見覚えが……。

「西嶋クンの会社。担当が体調不良で代わりに来たんだってよ」

　やっぱり、と右隣に立つ黒川を見上げる。

「じゃあそれ、週末までに提出な」

　黒川はそうとだけ言うと、さっさと事務所に戻っていってしまった。

　なによ……。これくらいなら、すぐに終わる用件じゃない。わざわざ待たせるなんて性格悪い……。でも、仕事中という理由でなら普通に話せるのかも、とどこかで思ってもいた。それが叶った今の心境からすると、やっぱり私はアイツのことが……。




　気持ちを再認識させられた私は、悶々としたまま着替えを終えて、ロッカールームを出た。

　裏口を出るや否や、正面から「お疲れ様」と声をかけられて顔を上げる。

「えっ……に、西嶋さん……？」

「急にごめん」

　薄暗い中に立っていた西嶋さんは、なんだか今までと雰囲気が違って感じる。少し眉をひそめ、首を傾げて見上げると、急に西嶋さんが私の腕を掴んで引き寄せた。

　一メートルくらいあったはずの距離が、つま先が触れ合うほどの至近距離になる。バランスを崩して前のめりになった私の背中に、もう一方の手が回された。

　突然の出来事に、ただ目を見開くだけ。斜め下を向いたまま固まった私の耳元で、彼が苛立ったような声を出した。

「ねぇ。なの花ちゃんのこと、本気じゃないって言ってても、あの人がいいの？」

　ドクンと嫌な音がした。路地裏に位置するこの場所は、街中のわりに静かな場所で。だから余計に、連続して騒ぐ心拍音が大きく耳に聞こえてくる。

　一気に手足が冷たくなる感覚と、冷静な思考ができない頭。

　西嶋さんがわざわざ嘘をつくなんて思えない。きっと、今のは本当のことなんだ。アイツはやっぱり私のことなんて、ちっとも本気じゃなかったんだ。

　頭が真っ白になったままでいると、西嶋さんは私の腕を強く握りながら呟く。

「あんなヤツに……っ」

　抱きしめられる力の強さに、緊迫感を感じて息を呑む。抵抗しようにも、ものすごい力で、抜けだすことは不可能だ。

　困惑状態でされるがままになっていると、ほんの少し距離を空けた西嶋さんが低い声で言った。

「おれ、本気ですよ？」

　それは私に話しかけているものじゃない、と瞬時にわかった。

　私は強く腕を掴まれたまま、首だけを後ろに回す。そこには、面倒な事柄に遭遇した、とでも思っているように目を細めた黒川が立っていた。

　対立するように、西嶋さんは私なんて見向きもしないで、黒川に目を剥いていた。

　ギリリッ、と西嶋さんがさらに力を込めて掴む腕が、すごく痛い。それはもう手加減を忘れてしまっているようで、思わず顔を歪めてしまうほど。

「おれのほうが彼女のことを想ってるみたいだし、本気じゃないなら、別にいいですよね？」

　この男相手に期待なんかしちゃダメだ。今、まさに西嶋さんが言ってたじゃない。

　黒川は『本気じゃない』って。

　だけど心のどこかで……一パーセントにも満たないとわかっていながらも、もしかして、って期待してる。その期待は、期待というよりも〝願望〟なだけ。それに縋ってしまえば落胆の度合いが大きくなる。

　だから、期待しないようにと思っているのに。沈黙の時間が長くなればなるほど、私の期待は大きくなってしまう。

「……痛……っ」

　その間にも、西嶋さんの手の力は緩むことを知らない。いよいよ苦痛に耐えきれなくて声を漏らしてしまったときに、黒川が口を開いた。

「わかりやすいんだよ、西嶋クンも」

「なっ……！」

「この前まで優位に立ってたのが逆転して、面白くなくて、コイツの顔見る余裕すらねぇだろ、今」

　そう指摘された瞬間、西嶋さんは我に返ったように私の顔を見た。

　きっと私は、不安で怯おびえたような顔をしていたのかもしれない。それを確認した西嶋さんは、ずっと掴んでいた手をようやく放す。

「だから、コイツの気持ちなんて二の次で、オレから奪うことしか考えられない」

　いつになく真面目に話す黒川を、私は瞬きも忘れて見つめていた。

　それは西嶋さんも同じだったようで、黒川を揺らいだ目で見つめると、徐々に俯いていった。

「オレも音はそうだったから、わからなくはないけどな」

「おれ……ごめん……」

　苦しそうに、西嶋さんらしからぬ蚊の鳴くような細い声で、ぽつりと漏らした。

「本当、ごめん……もう、会いに来たりしないから」

　その直後、西嶋さんは私や黒川を見ることなく、その場を去ってしまった。

　黒川と一緒に残された私は、気まずい雰囲気に顔も上げられない。

　西嶋さんとの修羅場自体、気まずいものだったけど、理由はそれだけじゃなくて。好きな相手に『本気じゃない』って言われていたらしいと聞き、しかもその本人が隣にいる。それが、強く掴まれていた腕の痛みなんか忘れさせるくらい、私の胸を引き裂いて――。

「なんか面白いもの見せてもらっちゃった」

　私たちの沈黙を破ったのは、ヒールを鳴らしてゆっくりと物陰から現れた……吉原さんだった。

　突然の登場に心臓が止まる思いで見つめると、吉原さんが上品に笑顔を作って黒川に近づいた。

「部下を助けるのも大変ねぇ、優哉」

　チクチクと胸に違和感を覚えずにはいられない。彼と親しげな吉原さんが妬ねたましい。

　吉原さんは艶やかな唇を弓なりに上げ、ニッコリと笑った。

　修哉さんが言っていた。この人に惑わされないように、って。それは、ちゃんとわかっているけど……。

　吉原さんの隣の黒川にチラリと目を向け、不安がよぎる。

　それでも、もし、どんな形であれアイツの心にいるのがこの人だったら？　それはもう、私なんかの力じゃどうにもならないんじゃ……。

「アンタの相手するより、よっぽど楽だ」

　黒川がようやく口を開く。今までと変わらない、棘のある言葉だった。

　この前、ふたりきりでどんな話をしたのかはわからないけど……。黒川の態度を見る限りでは、特に変わったことはなかったのかもしれない。

　固かた唾ずを呑んでふたりを交互に窺うと、黒川が急に鼻で笑った。

「この前と話が違うだろ。日本語も理解できねーの？」

　私に対するものの比じゃない、冷たい言い草。それでもやっぱり、吉原さんは強靭な心を持っているらしい。怯ひるむことなく、笑顔のままだ。

「『仕事中に来ないこと』『鈴原に近づかないこと』……でしょ？　守ってるじゃない。ふたつ目の約束については、今はたまたまこの子がいただけで、わたしから近づいたわけじゃないわ」

　吉原さんが腕を組んで、余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで黒川に言う。そして今度は私を見ると、艶のある唇を三日月のようにして微笑んだ。

「ずいぶん気に入られたものね？　どうやって優哉を取り込んだの？」

　実際には近づかれていないのに、やっぱり吉原さんの迫力に負けて、あとずさりしてしまいそうになる。足が地面に張りついたように動けないでいると、小首を傾げて彼女は続ける。

「清純な顔で近づいた？　それとも、意外に裏では肉食だったりするのかしら。さっきの彼も獲物のひとりだったりして」

「なっ……！」

「ああ。でも、前も言ったことだけど、〝誰かのもの〟のほうが優哉は本気出してくれるわよ？　昔のわたしにそうだったように」

〝本性〟があるってわかっていても、あまりにすご過ぎて言葉も出ない。

　こんな、人をバカにするようなことを平然と言って退ける彼女は、私とは次元の違う人間だと感じ取った。

　固まった私の代わりに、黒川が険しい顔をして言い捨てる。

「いい加減にしろ。全然成長してねぇな。そんなんだから誰も本気で相手にしてくれねぇんだろ」

「本当のわたしを知ってくれてるのは、優哉だけなのよ。優哉にだけ、わたしも素直になれる」

　急にしおらしい声で、縋るような目を向けて、吉原さんはヤツの胸に寄り添おうと一歩足を前に出す。

「……だから、今もオレを『好きだ』って……？」

　辟へき易えきするように言い放った黒川は、一瞬で笑顔を消し、冷たい目で吉原さんを見る。その鋭い刃やいばのような視線を向けられた吉原さんは、さすがにピタリと足を止めた。

　黒川の瞳は自分に向けられているわけじゃないのに、私までぞくりと背筋が凍る。

「笑わせんな」

　――どうして、コイツが今でも吉原さんを、少しでも想っているだなんて考えてしまったんだろう。

　あんなに傷ついた表情カオをしてた。あんなに苦しそうな声を出してた。

　あんなに不器用に、私の涙を掬った――。

　彼女が黒川の中に残っている理由は〝好き〟だからじゃない。

　傷がまだ癒えていない、ということなのに。

「本当よ。再会して、また優哉のことが……」

　なのに、なんで？　どうして、その原因であるはずのあなたが、それに気づきもしないで涼しい顔をしていられるの？　黒川の心の声が聞こえないの？

　――『これ以上悲しい過去にするな』って言ってるのに。

　次の瞬間、足が勝手に動いていた。……ただ、盾になることに必死だった。

「嘘を、つかないでください」

　黒川に背を向けるように、ふたりの間に立ちはだかって両手を広げる。

　オトナなふたりの間に割り込んで、こんなコドモの私がなにかするなんて、笑われるかもしれない。それでも、いても立ってもいられない。

「この人に、何度も同じ嘘をつくのはやめてください」

　キッと鋭い視線を、真正面の吉原さんにぶつける。

　こんなふうに人を睨みつけるなんて、生まれて初めてだと思う。不慣れだからなのかはわからないけど、吉原さんは一瞬驚いたというだけで、まったく動じてなんかいなかった。むしろおかしそうに笑みを浮かべて、私に赤い唇を近づけると、耳元で囁いた。

「この前話したでしょう？　昔、嘘をつかれてたのはわたしのほうよ」

　嘲笑うように、手入れの行き届いた綺麗な指先を私の頬に伸ばしてきた。

　どうしても、吉原さんの言葉に心がぐらつく。

　黒川からはなにも詳細を聞いていない。そのせいで、百パーセントの自信が持てない。……だけど。

「いいえ。私、知ってますから」

　思いきり口から出まかせ。声がほんの少し震えてしまった。

　どうか、足も震えていることに気づかれませんように……！

「汚い手でコイツに触るなよ」

　突然、真後ろから聞こえてくる声と共にしなやかな腕が絡まってきて、後ろに引き寄せられた。

　一瞬の出来事。でも、信じられない大事件。

　……嘘。まさか、こんな形で逆に助けられるなんて想像もできなかった。

　今回はそうやって引き寄せるの？　前回は突き放したくせに。

　締めつけられた胸の痛みを感じながら、頭の中で文句を浮かべる。

　でも、本当は……泣きたいほど、うれしい。

「……ひどいわ……あれから何年経ったと思ってるの？　優哉……っ」

　正面の彼女を見ると、さっきまでとはまるで違う表情。長い睫毛に大きな雫を溜めたまま、潤うるんだ瞳を黒川に向ける。

　その涙がホンモノかニセモノか……呆然と黒川の腕の中から眺めていると、頭上から冷ややかな言葉が降ってきた。

「アンタの涙なんて、なんの価値もねぇよ」

　まったく揺らぐことなく吐き捨てた言葉に、吉原さんの涙は気づけば消えていた。

「ニセモノは、何年経ったってニセモノだ」

　すると突然、吉原さんの目の色が変わった。驚きと、警戒と……焦りを滲ませたような、余裕のない顔色。

　……え？　なに？　なんで急にそんな顔に……。

　目を瞬かせ、首を傾げながら彼女を見る。

　ゆっくりと頭を回し、背後の黒川を見上げると、相変わらず冷たい表情。よく見ると、なにかを手にして吉原さんに見せつけるようにしていた。

「汚ねぇ女」

　この角度からは正確に確認できない。でも、黒川が手にしているのって……写真？それも一枚じゃなく、数枚あるみたい。

　黒川が突きだしたものを見て、吉原さんは唇を噛んで顔を歪める。

「ついこの前までの日付入り。五人以上の男と同時期に。で、その中にひとりだけ、〝特別〟がいたんだろ？　ほら」

　さらに内ポケットから出した別の写真を見せると、吉原さんは完全に声を失った。

「オレが修哉と連絡取ってないと思って、油断でもしてた？」

　余裕をかまして優位に立つ黒川と、焦燥感に駆られたような顔をする吉原さん。

「おとなしく身を引けば、こんなもん曝されずに済んだのに」

　蔑さげすむような目を向けて、黒川は冷淡な笑顔でそう言った。

「ち、違うわよ。わたしがこの男を振ったのよ！　お金と見た目だけで、誠実さがなかったから……っ」

「そりゃお気の毒に」

「……そうよ。傷ついたのはわたし――」

「相手の男が」

　一度、希望の目を向けて一歩前に出た彼女を、黒川はバッサリと切り捨てた。強張った表情に戻った彼女から目を離せないでいると、ふわり、とまた首元に逞たくましい腕が絡みつく。

　――黒川の、匂い。

「うちの大事なモン、穢けがすなよ」

　頭を黒川の胸に引き寄せられて、彼の唇が私の髪に触れる。

「これ、縁起悪くて客が来なくなりそうだから持ってけよ」

　黒川は淡々と言葉を重ねると、手にしていた写真を彼女の足元に投げ捨てた。

　ひらひらと低く舞う数枚の写真に、無意識に視線を落とすと、ベージュのパンプスが一歩あとずさるのが見えた。その細い足を上に辿っていくと、下唇が見えなくなるほど強く唇を噛みしめている吉原さんに気づく。

　黒川はそんな彼女に、仕事中のような柔らかな声色で言った。

「記念にどうぞ？」

　それは、よく耳にする言葉。

　ブライダルの仕事上、写真や小物など、披露宴や挙式で使用したちょっとしたものを差し上げるときに、なにげなく口にするものだ。

　そんなおめでたい場で使う言葉だから、今は場違いな気がして、黒川の顔を見てしまった。

　……彼の顔はとても美しく、気品がある笑みをたたえていた。

　瞳は決して温かなものではなかったけれど……どうしてだろう。怖いとは思わない。それどころか、手を伸ばして守りたくなるような。

『痛い』と勝手にシンクロするのは迷惑かもしれない。

『つらい』と簡単には口にできない、複雑な感情。

　……もしも私を受け入れてくれるなら、いつものような憎まれ口だって黙って聞くし、この手を差しだしてアンタの顔ココロを覆ってあげるのに。

「……っ……鈴原さん、残念ね？　この男は『奪うことしか考えられない』ってさっきも言ってた通り、ライバルがいなきゃ燃えない、変わった性癖のヤツなのよ！　うまくいくわけないわ！」

　彼女は去り際に、そんな捨て台詞を言い残していった。思いきり気まずい雰囲気と共に。

　あっという間に吉原さんが姿を消し、再び静寂が戻る。すると、口火を切ったのは黒川だった。

「ギャラリーがいてくれてちょうどよかった。そのくらいのほうが、堪えんだろ」

　フッと軽く笑い、まるでたいしたことじゃなかったかのように言った。拍子抜けするくらい元通りの口調。やっぱりコイツ、只者じゃない。

　私は、自分の足元に落ちていた写真を一枚拾い上げる。

「……吉原さんと……なにがあったの……？」

　知りたい。この写真と、彼女のことを、黒川本人の口から。吉原さんや修哉さんからじゃなくて、黒川から聞くことに意味がある。

　黒川は、だるそうにネクタイを緩めて軽く首を回すと、重い口を開いた。

「あの女は……昔、オレが好きだった女」

　出だしから打ちのめされるような話に、もうすでに心が折れそう。

　いやいや！　なの花！　ここまで来てなにを言ってるの！　どうせダメだと何度も挫くじけたんだから、最後の一回や二回のパンチなんて、どうってことないでしょ！

　そして、ずっとモヤがかかっていた答えを、黒川がとうとう口にした。

「修哉と……同時期に関係を持ってた」

　……やっぱり、そういうことだったんだ。だから吉原さんを、あんなに邪険にしてたんだ。そうだよね。無理もない。同時期に、しかももうひとりの相手が実のお兄さんだったのなら。

「もともと修哉の彼女だったんだ。オレはそれを知らなかった。……でも、あの女は知っててオレに近づいてきた」

　そんなふうに考えたくはなかったけど、この前見たとき、修哉さんと黒川は本当に似ていたから。修哉さんと付き合っていた吉原さんなら、兄弟ってこと、気づかないわけないんじゃないかって疑ってた。

「オレが気づいたのは、結構経ってから。それ知ってすぐに手を切った。それからは顔を合わせてなかった。ここで再会したときは、『なんてツイてねーんだ』って思ったけどな」

　私も初めはそう思ってた。偶然に元カノと再会って、ある種、運命の再会の妄想までしそうになったほど。

　でも、それが偶然じゃなかったって修哉さんに聞いたから。

「その写真の中で、一番身なりがいい男がいる。そこそこ稼いで、それなりに見た目もいいほうなんじゃねぇの？　その男に他の女がいて、アイツが捨てられたのが最近の話」

　黒川は、まるで感情をまったく持っていないかのようにくすんだ目で、言葉を連ねていく。

「その原因は、昔と変わってないからだろ。ちょっと自分好みの男を見つけるとすぐ手を出す」

　散らばった写真の内容は、複数の男性と腕を組んだり、キスしたり……ホテルに入っていったりする様子。写真の中の吉原さんに、私は軽けい蔑べつの眼差しを向けた。

「振られた男に当てつけで見せつけたかった、ってとこかな。アイツのお眼鏡めがねにかなう男がいないときに、たまたま修哉に会ったんだろ。で、修哉がダメなら……って、欲深なアイツが考えつきそうなことだ」

「……最低……」

　最低。最悪。女の風上にも置けない人！

「まぁ、そんなとこだ。で？　今の聞いたら、オレから逃げだしたくなったか？」

　黒川が急にいつものような上からの口調に変わって、不敵な笑みを浮かべる。

「逃げだしたいなんて……思わない」

　……今は。もう、自分の気持ちは、はっきりしてる。

　間近で見上げるヤツの、感情を映しださない瞳の裏側が読み取れない。だけど、いつもみたいにからかうような捻くれた笑みもないし、鼻で笑うようなこともなく。

　ふと、視線を落とすと、黒川が放った写真が散らばったまま。

　これ。別に見たくもないけど、裏口とはいえ会社の前なわけだし。とりあえず回収しなきゃ……だよね。こんな流れで、好きな人の元カノの直視できない写真を拾い集めるなんて滑稽な。

　……でも、仕方ない。気持ちの問題よ。

　ひとり問答しながら黙々と拾い上げていると、呆れた声が降ってきた。

「……はぁ。すごいな、オマエは」

　屈んだ状態で見上げると、黒川はサラリとした髪を垂らしながらこっちを見ていて。それを片手で掻き上げながら、私と視線の高さを合わせるように膝を折った。

　突然距離が近くなると、目のやり場に困る。

　さっきネクタイを緩めた黒川は、喉のラインから鎖骨のあたりまで見えている。

　ああっ！　もう！　無駄に色気もあり過ぎなんだってば！　毒舌上司の、たかだか襟元が乱れた姿で動揺するなんて。私だいぶヘンタイになっている気が！

　ボッと顔を赤くしてしまったけど、夜の闇のおかげできっとバレていないはず。

　手早く写真を回収し終えると、じっと見つめ、黒川に無言で指示を求めた。

「いらねぇよ。こんなもん。あそこにでも捨ててこいよ」

　視線で示された方向には大きなゴミバケツ。

　確かに私のほうが近いんだけど……私が捨てるの？　これ……。

　渋々立ち上がり、微妙な気持ちでそれを指示通りにゴミ箱に捨てた。くるりと方向転換すると、いつの間にか目の前に立っていた黒川にびっくりする。

「逃げる気ねぇなら、ちょっと付き合え」

　黒川はグイッと腕を掴むと、私を裏口前まで引きずっていく。

　抵抗もせずおとなしくしていると、それを察したのか、黒川はもう私を引っ張るのはやめて裏口を開けた。

　黒川の背中についていくと、もう一枚のドアの手前でその長い足が止まった。

「オマエ、『なにかありました』みたいな顔して歩くなよ？　そんな顔されて後ろ歩かれたら、オレが疑われる」

　それだけ言うと、特にいつもと変わらない様子でそのままドアを開ける。そして先に行ってしまった。

　なんか……ねぇ。もう少し変化はないの？　だって、さっきの流れと、今ふたりでいるという状況は、つまり……。

　自惚れた解釈を頭に巡らせながらも、全然自信がない。

　まさか……まさか、『特別な感情がある、だなんてひとことも言ってないけど』みたいなオチじゃないでしょうね……？　もしそうだとしたら、いくら私でも、もう立ち直れない……。

　ずーん、と暗い顔をして突っ立っていたら、閉まりかけたドアが開いた。そこから、ぬっと顔を出した黒川は、「はーっ」と盛大に呆れた溜め息をつく。

　その態度に私が肩を窄めると同時に、ドアの向こうにグイッと引き込まれた。

「今言ったばっかだろ。こんなとこで変なこと考えんな。さっさとサロンに行くぞ」

　小声で早口に言うと、すぐに黒川は背を向けて歩きだした。

　結局、なにひとつ普段と変わる気配もないこの状況に肩を落としつつ、言われるがままサロンへとついていく。

　いつもはショップの入口を通るから、サロンのほうから入るのは新鮮だ。

　黒川がポケットから鍵を取りだしてドアを開け、私は薄暗いサロンにそっと足を踏み入れた。黒川は、内側からしっかりと施錠してから歩を進めてくる。

　薄暗いっていうのが、またなんか緊張感を増幅させる。

　だんだん近づいてくる黒川に、どう対処していいのかわからず頭をフル回転させる。構わず距離を詰めるヤツは、靴一足分空けたところで立ち止まった。

「プライベートルーム。なんか飲み物――」

「作ります」

　黒川の言うことを先に奪うと、内心、この緊張感を少し落ち着けるにはうってつけだと胸を撫で下ろす。

　プライベートルームに先導するように入ったのは私。パチッと電気を点けると、暗い所に慣れていた目が開かなくて、少しの間細めた。明るさにも慣れてきたときには、黒川は早々に椅子に腰を下ろしていた。

「あー……コーヒーでいいですか？」

「ああ」

「砂糖は……」

「入れたらコロス」

　……なんて口が悪いんだ。でも、ブラックだろうとわかっていてわざと聞いた私も悪いんだけど。

　カップはそれぞれのマイカップを用意。私はミルクを入れよう。ポーションミルクをふたつ用意している間に、やかんがシュワシュワと音を出した。

　いつものようにコーヒーを淹れるだけなのに。それをアイツが飲むっていうのと、背中に感じる視線でうまく淹れられない気がする。どうにかコーヒーを二杯淹れて、カップを両手に持ち、振り向いた。

　腕を組んで待っていた黒川の前に、コトッとカップを置く。

　無駄に長い足を優雅に組んでいるヤツの向かいに、身を小さくするようにして腰かけた。

　やることを終えたら間がもたない……。

　なにからどう口にしていいのかわからなくて、その間を埋めるために、ミルクを開けてゆっくりとコーヒーに注いだ。白い粒が黒い水面に弾けて混ざる。あっという間に染められて、二個目を入れ終わったときには綺麗な褐色になっていた。

「西嶋クンについていくどころか……逃げないでオレの前に残るとはね」

　くるくると回すティースプーンの一点を見つめていると、嘲笑うように言われて、手を止める。少し上げた視界ギリギリに、黒川に置いたコーヒーが見える。アイツもどうやらまだ口をつけていないらしい。

　再び手を動かし、何度目かの回転のときに、意を決して口にした。

「今日……やっぱり、仕事以外のこと……なにか話してたんですよね……？」

　だって、西嶋さんがなにもないのにあんなことするなんて考えられない。それに、いくら盲目になっていたとしても、嘘をつくことまではしないと思うし。

　だとしたら、ふたりの間でなにかあったとしか……。

　すると、黒川は面白くなさそうな顔で、組んでいた腕を外して右手で頬づえをつく。

「別に？」

「……私のこと、ただ遊んでるだけなんですよね？　ヒマつぶしですか？　それともストレス発散？」

　黒川はコーヒーを口にすると、伏し目がちになって少しの間黙り込む。それから、コトッと戻したカップに視線を注いだまま、不愉快そうな声でぼそりと漏らす。

「遊びなのか、って聞かれたから、『だったら、なに』って言っただけ。別に肯定した覚えはない」

　その言葉に絶句する。

　……ちょっと。ちょっと待ってよ。なんでそんな回りくどい答え方するのよ。そんなふうに言われたら誰だって勘違いする……。

「そしたら、あからさまに敵意を剥きだしてきたから。あの様子なら、オマエに接触してくるんじゃないかって思って警戒してたら……アタリだったな」

　なに……？　『警戒』って、いったいどういうこと？

「ヒマつぶしや遊びで、帰宅させるタイミング謀るわけねーだろ」

　カチャリ、と再びコーヒーを口に運ぶ黒川がサラリと言ったことに、目を点にする。

「変に陰で敵対心持たれるより、一度、真っ向からぶつかったほうが、あと腐れなさそうだしな。そのためにはオマエに先に帰られたら困るから」

「え……？」

「残業っつってオレの帰る時間と合わせておかないと、あのまま西嶋クンに持ってかれるだろーが」

　ぽかんとして、空耳じゃないかというような言葉を次から次へと聞いていた。

　だって、この黒川が。そんなこと考えて行動するなんてちっとも想像できない。

　呆然としていると、いつになく饒舌な黒川が、わざとらしく話を変える。

「あー。そうそう、あの写真」

　頬づえはそのままに、突然興味の失せたような瞳で淡々と話す。

「修哉に昨日、もらった」

「え……？　修哉さんに？」

　会ったんだ……！　そうか……修哉さん、連絡取るって言ってたもんね。でも、だったら昨日、わざわざ口出しすることでもなかったな。直接修哉さんに聞いたほうが手っ取り早かったわけだし。

　……だけど、修哉さんと会って、黒川自身は大丈夫だったのかな。

「オレたち兄弟のことが『気になります』って、わかりやす過ぎ」

　頬づえで俯きがちのまま、切れ長の瞳を向けられドキリとする。背筋を伸ばすと、短い溜め息をついてヤツが言った。

「別に、普通の兄弟。仲悪くもないし、ものすごくいいわけでもない、普通の」

　……普通は、お兄さんの連絡避けたりしないと思うんだけど。

　それは、吉原さんに出会う前のことじゃないの？　今はどう思っているの？

　観察するように黒川を正面から見るけど、いつもと声色は変わらないし、さらに頬づえで顔が半分隠れているようなもんだから、微妙な表情の変化が読み取りづらい。

　黒川は変わらず、手のひらで口元を覆ったまま話を続ける。

「久々に会ったけど、向こうも普通。……普通に協力してくれた。あの写真、修哉が興信所使って手に入れたものらしい。でも、物証見せつける前に、言葉だけで簡単に引き下がったからおかしいと思って、オレのことが気になった……ってとこか」

　興信所……そこまでしたんだ。そんなにひどいことされたのかな……？

「普通なら、そこまでしないで様子見たかもしんねぇけど。近いうちに結婚するらしいから。問題は先に片づけたかったんだろ」

「えっ!!」

　結婚!?　そうなの!?　そうだよね！　黒川のお兄さんってことは、年齢的にもそうなっておかしくないもんね！　あのふたりが結婚……お似合いだなぁ……。

　宙を見ながらふたりを思い出し、束の間の幸せ気分に浸る。だけど、ほわっとした温かい気持ちからすぐに正気に戻された。黒川の穏やかな声で。

「……修哉が幸せそうな顔してて、よかった」

　黒川は、いつの間にか口元を覆っていた手を外していて、姿勢悪く椅子の背もたれに体を預けていた。テーブルの上のコーヒーよりも、もっと奥に視点を定めた黒川は、昔を見つめているようにも思えた。

「十五のとき……オレが、なんにも考えないで、香澄と関係を持って。真実が明るみに出た瞬間……全部、怖くなった」

「……でも、知っててそうなったわけじゃ――」

「知ってた」

「……え？」

「……知ってた。他に男がいることは」

　まるで懺ざん悔げするように。黒川は少しずつ頭を垂れて、脱力したように肩を落としながら静かに話す。

「『彼氏とうまくいってない』……そういう相談をしてきた。年下でガキだったオレは、頼られてる気がして舞い上がってたんだよ。慰める役に酔いしれながら、顔も知らない〝彼氏〟から奪うことを考えて」

　十五歳の黒川……。

　まだコドモの部分もあって、自分に正直な年頃。でも、不器用なところと、生意気なところは今もそのままかもしれない。

　向かいに座る黒川に、見たこともない十五の黒川を勝手に重ねる。

「……彼氏オトコが修哉だってわかったとき、香澄の言っていたことは、全部嘘だったってわかった。本人は認めなかったけど、そんなの明白だ。オレたち家族なんだから……。だから、修哉が〝彼女〟を傷つけるような行動なんか取ってない、って断言できた」

　苦しそうな瞳は、まるで許しを乞うような、疲弊しきった色。

　十五に遡った黒川は、すべての膿うみを出すように悲痛な面持ちで、普段はひとつも口にしたことのない本心を吐露する。

「『知らなかった』じゃ言い訳にならない。たとえ相手が修哉とは知らなかったとしても、他に相手がいることは知ってたんだから」

　変なところが真面目で――。

「修哉は許してくれた。むしろ同情してくれたくらいだった……だけど、オレは今になっても……なにをしてても罪悪感が消えない」

　普段の姿からは想像もできないくらいに繊細。

「誰かを傷つけるのは、もうたくさんだ」

　大きな体をしていても、実は心の一部はまだ少年のまま。

「……本当は……それは建前で……傷つくのが、怖い」

　それは、初めてこの人の本質こころに触れられた瞬間。

　きっと無意識だと思う。黒川は自分の手を合わせ、祈るようにして、俯いた。

　――もしかしたら。黒川の二面性は、まわりの人を傷つけないようにするための手段で。それを知られてしまった私には、どう対処していいのかわからないでいたのかもしれない。

　だから、突然無視するような態度を取ったり、突き放したりしたのかも……。

　私を傷つけることと、自分が傷つくことを避けるために。

「傷つくのが怖くない人なんていない、と私は思う」

「……わかってる。だから、今まで付き合ってきた女も、オレの前からすぐにいなくなっていった。オレに踏み込んで、それ以上傷つけられるのを恐れて」

　黒川は、誰が見てもカッコイイ部類の男だ。少しくらい態度が冷たいからといっても、きっと私なんか想像もできないくらいにモテてきたはず。それを予想しつつも、やっぱり過去とはいえ、そういう話を聞いて平気な心情ではいられない。

　でも、過去のない人間なんていないから。

　そう。プラスに受け取れば、『そういう過去があるからこそ、今の黒川がいる』ということのはず。

「……なのに……オマエは逃げるどころか近づいてくるから……」

　ゆらりと体を僅かに動かし、前髪の隙間から覗く黒い瞳と視線がぶつかる。その純黒の瞳は、見たこともないくらいに揺らいでいて……。

　うっすらと浮かぶ美しいものの正体に、まだ黒川本人は気がついていないのかもしれない。

「本当は……優しく、したい」

『優しくしたい』。それは同時に、『優しくしてほしい』って聞こえた気がした。

　ひと筋。確かに黒川の目から零れ落ちた涙。

　それは本当に一瞬の出来事で……。たったひと粒の奇跡を私は見た。

　自分は欠陥品で、涙も流せない、と卑ひ下げしていた黒川の秘めていた涙。

　すぐに下を向いてしまったから、濡らした頬は見えないけれど。でも、立ち上がった私は、確かに黒川の手に奇跡の跡を見つけた。

　ゆっくりと、テーブルに沿うように歩き、黒川の横で立ち止まる。

　――ああ。まるで、ミルククラウンみたい。

　黒川の涙は、たったひと粒でも綺麗にクラウンを描いて、私の心に静かに波紋を残す。そして、さっきコーヒーに入れたミルクのように、あっという間に混ざり、浸透していく。

　瞬きするのも惜しいと感じるくらいに、一瞬も目が離せない。

「……じゃあ、優しくしてよ」

　いつの間にか、『現実は想像通りになんてなるわけないし、むしろ悲しくなることのほうが多いだけ』と由美に豪語していた私が。理想から外れていても悲しくても、それでも夢中になってしまうほどの状況に陥ってしまっている。

　きっと、それほど強烈な誰かと出逢ったのは初めてなんだ。

　普段ならすぐに詰められるほどの距離を、まるでバージンロードを歩くかのように一歩ずつゆっくりと進めていく。

「優しくできるまで、付き合ってあげるから」

「……なの花……」

　眉根を苦しげに寄せ、切なく目を細めて、甘えるように見上げながら名前を口にされる。そんな黒川を見ると、頭で考えるよりも先に、本能で抱き寄せてしまう。

　サラッとした髪に触れ、自分の胸にそっと閉じ込めるように両手を回す。

　目を閉じると、まるで触れてる箇所から黒川の感情が流れ込むようで、勝手に胸の奥が締めつけられた。たどたどしく回した手に、緊張の汗を滲ませながら。それでもどうにか、言葉に表しきれないこの気持ちが伝わってほしくて。

　いつの間にか、ふと、抱きしめていたはずが抱きしめられている感覚になる。

　きっと、黒川の手が私の背中に回されたから、だ。

　こんなこと、さっきまでの黒川がしてくれるなんて思うはずもない。

　こんな、壊れ物を扱うような優しい手つきで包み込まれるなんて。

「……妄想女子」

　突然、私の胸の中で黒川がぼそりと言う。

「なっ、なによ……」

「オレも最近、オマエの妄想癖うつったのかも」

　……へ？　今、なんて言った……？　黒川が、『妄想』……？

「……こんなオレに付き合ってくれるだなんて、都合のいい……妄想」

　椅子に腰かけている黒川が、背中に回した手を緩め、私をもう一度見上げた。

　クイッと腕を引っ張られ、伸びてきたもう片方の手が首の後ろに回る。

　その瞬間に生まれる、ひとつの予感。

　――直後。

　それは、四度目の感覚キス。でも、今までのものとは少し違う。

　求められるような、必要とされるようなキスは、すべてを忘れさせてしまうくらいの威力。重ねるだけのキスから、息継ぎの間その距離を離し、そして再び覆われたときには、すべて奪われるような深いキス。

　時折、優しく啄ばむように……愛めでるようにされながら。柔らかな感触が遠のいてしまったときに、うっすらと目を開ける。すると、黒川もゆっくりと目を開き……。

「好きだ」

　両手を顔に添えたまま、私を見上げる黒川から聞こえた声。

　いくら態度で示されても、そんなまっすぐな言葉を黒川の口から聞けるなんて思っていなかった。目を大きく見開いて停止すると、照れ隠しなのか、黒川はフッと視線を横に流すようにしてぽつりとつけ足す。

「……まともに変われるまで……オレに、付き合え」

　今、初めてわかった。私の日々していた妄想なんて、ひとりよがりのただの創り物に過ぎなかったんだって。

　現実は、もっと深く。たとえようもないほどに、甘く、全部を溶かされてしまいそうな時間。胸の奥を焦がすような……。苦しくても、切なくても、悲しくても、その人の存在が大きくて、そんな感情すらも受け止められるっていう想い。

〝好き〟って、すごい。

　負の感情がたくさんあっても、たったひとつのきっかけだけで、舞い上がるほどの力が湧いてくるんだから。

「まともに変わったあとは……用済みですか」

　私の言葉を聞いた黒川は、拍子抜けしたような顔から、突然吹きだすように「ははっ」と笑う。

　ガタッと突然立ち上がった黒川にびっくりしている間に、私は簡易テーブルに追いつめられるような体勢になっていた。

　腰と手のひらでテーブルの縁を感じると、間近に見えたのはいつもの勝気な黒川。

「ちょっ……」

「あんなにキツいことしてきたのに、相当変わってるな、オマエ。堪えてないのか？」

「バッ、バカじゃない！　堪えてないわけないでしょっ」

　日々の仕事中の小さなことから、吉原さん絡みのものまで。アンタの一挙一動に、散々振り回されて、傷ついたのは当然でしょ！

　不意に、左手が大きな手で覆われて、鼻先が触れる直前に慌てて口にする。

「何度アンタに傷つけられたと思ってんの……!?」

　言い返した途端、まるでその返答を待っていたかのように、黒川の口元が楽しげにニッと上がった。

「……その傷、オレがつけたんだよな？　傷つけられると、心に残るよなぁ？」

「は……？」

　なに言ってんの？と怪訝な目を向けた矢先、なにかを企んでいる顔に気づいた。

　微笑の黒川が、静かに放った言葉。

「傷ついた分、オレの存在も刻まれたよな？」

　……こ、んの、ドＳ男めっ！

　言わんとしていることを理解したのと同時に、噛みつくようなキスが待っていて。

　動揺した私は、ガタン、と音をたててテーブルの上のコーヒーを少し零してしまう。右手に少しかかったコーヒーは、いつしか冷めていて生温かった。

　まるで、今されているキスのように、心地よい温度。

「んんっ……ぅ」

　角度を変えて何度も繰り返される行為は、唇を重ねる回数が増えるたびに熱を帯びていく。それに伴って抜けていく力。そこをわかっていたかのように侵される口内。歯列をなぞられたかと思えば、縮こまっていた私の舌をいとも容易く絡め取られる。

「……ぁ」

　眉を下げて、頬を紅潮させ、吐息交じりに漏らす声。自分が自分じゃないみたいな感覚。さっきとはまた違う。黒川が立ち上がって、形勢が逆転しただけなのに。

　上から責められ貪むさぼられるようなキスに、されるがままでついていくのがやっと。

　……これ以上されたらっ……し、心臓がもたないっ……！

　コーヒーがかかった手で、無意識に黒川の袖口をぎゅ、と握った。それに気づいたからか、黒川はゆっくりと唇を離す。

　私は荒い息遣いを隠すようにして、涙目で睨んだ。

「……っ、これからはっ……！　そういうやり方、やめてくださいねっ。刻みつけるなら、もっと違う形でしてっ」

　ここでもやっぱり、気持ちが昂ぶってしまって。うっかり目から涙を零してしまう。

　それに驚きの眼差しを向けたあとに、黒川は極上の笑みを浮かべる。

「その涙……なんでか弱いんだよな……」

　そして微かに笑ったまま、さらに、困ったように言葉を続けた。

「……努力するから……ずっとそばにいろよ、なの花」







終章










「オトコのことも勉強しろ」




　それから数日後。

　今日は黒川が休み。緊張感がなくて、いいような……でもちょっとだけ、淋しいような……。

「すーずーはーらーさんっ！　またぼんやりして！　どうなんですか？　最近！」

「うわっ……！」

　上の空で茶葉の缶を積み上げているところに、美優ちゃんが背後から突然声をかけてきて肩を上げた。毎日毎日ビクビクしっ放しっていうのが癖になっているのか、最近はすぐに驚いてしまう。……それもこれも、アイツのせい。

　アイツがいつ、あの日のような顔になるのか考えるだけで、毎日無駄に緊張しながら仕事しているのだ。

　……けど、実際はそんな構える必要もないほどにいつも通りで。その〝いつも通り〟というのは、本当に今までと変わらず。私以外のスタッフや、お客様にはニコニコといい顔をして、陰で私だけに毒を吐く。

「どっ、どうもなにも……なにも変わんないけど……」

「えー。そうなんですかぁ？　それはなんだかすっきりしませんねぇ」

　……本当は、ひとつだけ。変わったことは、ある。

　それは、誰にも見られていない瞬間に、よく、ぽん、と頭に手を乗せられること。そして去り際には、ほんの一瞬だけ笑ってくれるようになった。

　そんな些細なことだけでいまだに顔を赤くしてしまうくらいに、私はヤツに翻弄されている。

「こんにちは」

　口を尖らせている美優ちゃんの後ろから声がした。慌てて入口のほうを見ると、そこに立つ人を見て絶句する。

　目の前にいるのは、キラキラしたオーラを放つ、笑顔の修哉さん。

　あまりに眩し過ぎてサングラスが欲しい、なんてバカなことを考えてしまうほど爽やかでイイ男だ。その証拠に、美優ちゃんの目が明らかにハートマークになっている。

「仕事中にごめんね。この前、ようやく勤務先聞いたから」

　修哉さんがそう言うと、美優ちゃんがハッとして、気を遣うようにその場から離れていった。……でも、レジ付近から痛いほどの視線を感じるけど。

「あ……そうだったんですか。でも、今日〝アイツ〟休みで……」

「ああ、うん。知ってるよ」

　フッ、とおかしそうに笑って目を細めた修哉さんに首を捻る。

　アイツが休みって知ってて、ここに来る用事ってなんだろう？　そして、なにがそんなにおかしいんだろう……あぁっ！

　だんだん自然に角度がついていく頭が、それ以上は傾かなくなったときに、失態に気づく。

　い、今、私、黒川のこと『アイツ』って口に出してしまった……！　うっかりとはいえ、まさか実の兄である修哉さんの前で……！

「〝アイツ〟と、さっきまで一緒だったからね。でも、俺がここに来てることは知らないよ」

　わざとくすくす笑って言われると、顔を赤くするだけでなにも言えなくなる。

「なの花ちゃん。携帯って、今持ってる？」

「へ？　あ、はい……ポケットに」

　ポケットに手を入れながら言うと、なぜか修哉さんがうれしそうな顔をした。

「番号、教えてもらってもいい？　で、俺たちの番号も入れといて」

　え!?　『俺たち』……〝たち〟って……。

　綺麗な指をした手を差しだされて、私は言われるがまま、ロックを解除した携帯をその手のひらに預けた。修哉さんに対しては、一度しか会ってなかったけど不思議と不信感はなかったから。それと、今言われた言葉が引っかかって。

『俺たち』っていうのは、修哉さんと……もしかして、アイツのこと？

　なにを隠そう、あれから確かに数日しか経っていないけど、私と黒川との間で連絡先の交換というものは一切行われていない。聞かれることもないし、当然聞くなんてことができるわけもなく。

　でも、毎日のように顔を合わせるわけだから、そんなに焦ったりもしてなくて。

「あ。〝俺たち〟、ここで式挙げようかなぁと思って。だから、いろいろと相談したいことも出てくるかもしんないし、女同士のほうがいいこともあるだろうし、ね？」

「お、女……同士……」

「うん。本人の希望もアリで。あとでメールしてやってくれる？」

「えっ！　いや、それはいいんですけど、でもっ」

　私、ブライダルのスタッフじゃないのに！　相談とかされても、まともに答えられなくて困らせるだけだよー！

『俺たち』というのが、修哉さんと、彼の彼女さんのことだとわかると、それはそれで慌ててしまう。けど、修哉さんは「じゃあよろしくね」と笑って携帯を戻して軽く手を振ると、行ってしまった。

　ぽかんと入口を見たまま立ちつくしていると、後ろから覗き込むように美優ちゃんがやってくる。

「鈴原さんっ！　誰ですか、あの超絶爽やかイケメンは!?　っていうか、黒川さんに似てましたよね!?」




　そうして、その日は美優ちゃんがヒマさえあれば修哉さんの話をしてきて、すごく疲れた。

　別に修哉さんとなにかあるわけじゃないんだけど、でもなにより黒川のお兄さんってとこが大問題だし。

　なんで黒川のお兄さんが私に会いに来たんだって話になるでしょ、普通に考えて。それをごまかすのが、まぁ大変で。だいたい、私と黒川の関係って公にしていいものなんだか、どうなんだか。わざわざ触れまわるつもりはもちろんないけど、でもそれによっては身の振り方を考えなきゃならないというか。

　……アイツ、そういうこともなんにも言わないし。放置プレイってヤツなの？

「はぁ」と短い溜め息をついて、ロッカーを閉めた。

　いつも通りに会社を出て、しばらく歩いたところで、携帯が振動していることに気がつく。

　自慢じゃないけど、滅多に鳴らないんだよね、私の携帯。

　そう思って、スッと手にした携帯を見て頭が真っ白。

【黒川優哉】

　いったいなんだこれは、と目を疑ってしまう。

　でも、現実に手の中の携帯は震えているし、画面に出ている名前も一字一句間違いなく、アイツの名前。

　……もしかして……。あのとき、修哉さんが……！

　ピーンと原因が閃いたのはいいけれど、この着信をどうすれば！

　鳴りやまない電話に、いよいよ覚悟を決めて応答する。

「……は、い？」

『遅い！　明日、ちょっと話あるから早く出てこい』

　こっ、このヤロウッ。開口一番に文句を発して、さらに健在の命令口調。

「話って！　それならこの電話で済ませばいーんじゃないですかっ」

『今日はこれから別件がある』

　即答されてしまうと、それ以上なにも言えず。

　……まったく。この男。この前だよね？　つい最近、確かにコイツが私を抱きしめて、そして笑って……『努力する』って言ったよね？　コイツの努力ってどんななんだ。この電話で期待しちゃってることとか少しは考えてはくれないのかなぁ！

「あーそうですか。どーせ私への用件はあと回しです、よ……」

　俯いて乱暴な歩き方をしながら信号を渡りきる。フッと顔を上げたときに目に飛び込んできたのは、今、耳元で聞こえてた声の主。

『イライラしながら歩いてんなよ、ガキ』

「なっ……なんで！」

　目を白黒させていると、耳に当てていた携帯からはもうなにも聞こえなくて。代わりに、直接私の耳に届く声。

「ほら。さっさと行くぞ」

　わけもわからないまま、身を翻し、地下鉄への階段を下る黒川を慌てて追う。

　改札を通り、車両に乗り込むまではなにも話さず……。まるで意図が読めないまま、まさかこのまま終わりなんじゃないかと勘繰り始める。

　そのときには、私の最寄駅に到着していた。

「なにボケッとしてんだ。オレだけじゃなく、まわりにまで迷惑かけるなよ」

　本来ならば、次の駅で降りるはずの黒川が先にホームに降りて言った。その言葉に我に返ると、身を竦めながらホームに足を着ける。

　……ボケッとしちゃうでしょ。アンタが、私を送るような格好になるなんて、想像もしてなかったんだから。

　それからまた、改札を通り、地上に出るまでは終始無言。でもそこからは、いつでも前を先に歩く黒川が横に並んだ。私の家を黒川は知らないから当然のこと。それでも、そんな些細な変化がドキドキさせる。

　私、いつも通り歩けてるかな？

　同じ道、同じ景色がまるで違って感じてしまう。

　ひとつ道路を渡ると、人ひと気けのない静かな路地。足音だけが聞こえる状況に、動悸の速度が増していく。

　ただ、なにも話さずに並んで歩く道のり。緊張感は半端ないけど、『早く家に着かないかな』なんてことは全然思わない。むしろ、もう見えてきてるアパートに、『もっと駅から距離のあるところを選べばよかった』だなんて思ってしまうほど。

　そうはいっても、アパートに着いてしまうのは当然のことで。

　ピタリと足を止めると、同時に黒川も足を止める。

「……あ。ここ……なんで」

　黒川の顔をチラリと窺うように見上げると、久方ぶりに黒川が口を開いた。

「……今日、修哉と会ってきた」

　突然そう切りだされて、目を瞬かせる。

　そういえば、ショップで修哉さん言ってたっけ。黒川と『会ってきた』って。あのときはなにげなく聞いてたけど、きっと黒川にとってはすごいことなんだよね……。

「どこで……なに、してきたんですか？」

　なんとなく、会話が続けばいいな、と思って質問を投げかけると、黒川が軽く眉根を寄せて答える。

「……いや。なにってこともない。ただ」

　低く静かに声を発する黒川を、黙って夜空と共に見上げた。

「やっと、自分にも素直になれた気がした」

　その難しい顔を、もう少し柔らかく表現できるようになれば、もっといいのに。

　ま、そんな簡単には変われないか……。

　黒川の言葉に、ほんのりと心が温かくなる。正面に向き合う黒川を見ると、なんだか言いづらそうに、珍しく小声でぼそぼそと口ごもるように言った。

「……オマエがきっかけだと……思って、る。だから……その……」

　落ち着きなく、大きな手で自分の髪を掻き上げながら。暗い夜道だと、顔がうっすら赤くなる程度は隠せるということを利用して。

『ありがとう』が言えない黒川の渋い顔は、照れ隠しのつもりだってわかる。

　私がわかってるような顔をしたのが面白くなかったのか、黒川は自身の黒い髪に挿し込んでいた右手で私を軽く小突く。

「いたっ」

　咄嗟に頭を押さえて、涙目でもう一度見上げると、今度は黒川の左手が私の目の前にあって。

「返品不可」

「えっ……」

　反射で差しだした両手の中に落ちてきた、チョコレート色の小箱。

　サラリとした箱の質感が手から伝わると同時に、その正体がわからなくて黒川を見た。

「明日、三十分早く来い。忘れんなよ」

　素早く背を向けて、さっさと歩きだした背中をぽかんと見送る。

　黒川はあっという間に見えなくなってしまって、ここまで来たときは歩く速度を合わせてくれていたんだと気づいた。

　一度も足を止めることなく去っていったのを見届けると、両手にあるものを大事に包んで、アパートの階段を上がる。部屋に入るとそれをテーブルに置いて眺めてみた。

　こんな形の箱って……〝妄想女子〟の私じゃなくても、いろんなことを想像してしまうと思うんですけど。

　いまだ鳴りやまぬ心音。黒川が家まで送ってくれたことを証明するように、その茶色の箱はテーブルの上で存在感を誇示している。

　そっと手を伸ばして、リボンに手をかけた絶妙なタイミングでバイブ音が鳴った。

　ドキリとして背筋を伸ばす。そして、ポケットに手を突っ込むと、まさかこの電話は……なんて淡い期待をしてしまう。

　だって、一度でも電話を鳴らされてしまったら。次もあるかもしれない、あってほしい、って思うのは普通でしょ？

　ぎゅっと携帯を握りしめ、画面を確認すると、一気に力が抜け落ちた。

『あっ、なの花！　もう仕事終わったー？』

　着信の主は由美。そうだよね。さっき自分でも考えてたことじゃん。『携帯なんて滅多に鳴らない』って。そして、鳴るときにはだいたい相手は親か由美だって。

「うん。どうしたの？」

『あのね？　本当はこの前の電話のときに話そうと思ってたんだけど……なの花が大変そうだったから』

「この前？　あ……」

　そうだった！　由美には西嶋さんとのデートのこととか話して、相談聞いてもらって。で、肝心の由美の用件は聞かないままだった！　やだ。私、最低じゃん！

　一気に思い出したのはいいけど、あれから状況が目まぐるしく変わっている現在。なにからどう説明すれば……。

『その様子だと、ひと段落ついたみたいね？　じゃあまずは、なの花からどーぞ』

　そうして由美にも一連の流れを伝えると、大げさに祝福してくれた。

『じゃあ、その部長とくっついたのね！　よかったじゃない！　おめでとう！　西嶋先輩は……まぁ、ちょっと申し訳ないけど』

「……『ちょっと』じゃ済まないんだけどね……」

『仕方ないのよ。恋愛なんて、誰も傷つかないなんてこと、ありえないんだから』

　由美にそう言われると、少しだけ心が軽くなった。それでも、西嶋さんへの罪悪感は拭いきれない。

　――罪悪感。これを、黒川はずっとひとりで背負い続けてきたんだ。

　私にはこうして信頼できる由美がいてくれて、その由美に励まされると、元気が出る。だけど、黒川はそうなれなかったんだなぁ……。

　裏切ってしまったという罪と、裏切られたという不信感と。それらを受け止めてくれるほどの人にも出会えなくて、ずっともがいていたのかもしれない。

　黒川から渡された箱を手に取って、今さら気づく。

　これって、もしかして、『ありがとう』っていう気持ちのプレゼントなんじゃ……。言葉にできないから、こんなふうに気持ちを表してくれたのかも。

　不器用な気持ちが温か過ぎて、笑いを零してしまう。

「……由美、ありがと。ところで、由美の用事ってなに？」

『ん？　ああ、そうそう！　私たちの結婚式、なの花のホテルにしようかなと思って。なの花がうまいことサービスしてもらえるようにしてくれないかなー、ってね！』

「ああ、そういうこと？　でも私ブライダルじゃないから、どこまでできるかわかんないよ」

『なーに言ってるのよ！　いるじゃない！　強力な人！　ぶ・ちょ・う・が！』

　由美の言葉が耳に入ると同時に、息が止まる。

　確かにいた……『部長』がね。

　由美の頼み事だ、ということで黒川に相談するという重い気持ちを押し退けて、希望の日にちを先に聞いて電話を切った。

「……ふー」

　ようやく落ち着いた。……実は、さっきからそわそわしてた。

　これが、アイツからの〝お礼〟なら、中身はいったいなんだろう、って気になり過ぎて。でも電話しながら紐を解くのもなんだかできなくて、やっと今、それと向き合える。

「……開けて、飴あめ一個とかだったら、明日、超絶甘いコーヒー飲ませてやるんだから」

　小さな箱に、どうしても〝イイ〟期待をしてしまう。そんな自分をごまかすように、わざと声に出してそう言った。

　ブラウンの紐をしゅるっと横に引き、ゆっくりと箱を開ける。

「っ……」

　期待を遥かに超えるものがそこにはあって、信じられない、と固まった。瞬きをし、そっと手に取ると、尋常じゃないくらいに顔が綻んでしまう。笑いを堪えようとしても無理なくらい。

　きっと、今の私をアイツが見たら、『気持ち悪い』って言うに違いない。




　翌朝。私はちゃんと言われた通りに早い時間に出社した。

　昨日、連絡先を知っているはずなのに、アイツからは音沙汰なく。それはだいたい予想してたことだけど。かくいう私も、アイツに電話やメールなんてする勇気がなくて、結局なんにもせずに寝てしまった。

　……なんて、本当は、なかなか寝つけなかったけど。

　ショップに着くなり頬を軽く叩いて眠気を飛ばしていたら、背後から呆れ声が飛んできた。

「……朝からなにをやってんだ。妄想か？」

　顔面蒼白になって振り向くと、表情ひとつ崩さない涼しい顔をした黒川がいて。

　驚いてなにも言えずにいた私の横を通り過ぎ、そのまま事務所へと向かっていく。そしてそれを、私も慌てて追っかけた。

　事務所で黒川が自席に腰を下ろし、私を無言で見上げる。

　じっと見られるといまだに落ち着かなくて、なにか話題を、と白々しく話を振る。

「……あ！　あのっ。来年の春……四月の末あたりは式場空いてますか!?　友人が、ここで式を挙げようか迷っているみたいで……！」

「四月？」

　眉間に浅く皺を寄せ、黒川はパソコンに向き直る。手早くなにやら弄ったあとに、画面を指差した。

「今のところ、二十六日と二十九日にそれぞれ空きがあるな。時間の希望は？」

「あ……聞いてないです」

「バカ。基本だろ、そういうの。じゃあ、今空いてる日にちと時間の枠控えて、その知り合いに伝えて聞いておけ」

「はい」と小さく返事をしながら手帳を取りだし、画面を覗き込む。そして、ペンを走らせながら口を尖らせた。

　なによ、なによ。基本かもしれないけど、私はそんなの知らなかったんだから仕方ないじゃない。

　口には出さずに文句を頭で連ねていると、不意に黒川が立ち上がる。

　日程を写すのに必死で、間近に黒川がいることなんか気にも留めなかった。だけど、写し終わり、至近距離で黒川を見上げて一気に心臓が高鳴ってしまう。

　バ、バカなの花！　立ち上がっただけでしょ！　ここは職場でしょ！　なにをそんなにドキドキする必要があるのよ！

　すると、その叱咤通りに、黒川は私をチラリと見下ろしただけで、スッと歩いていった。事務所の壁際に設置されている書棚に、長い足を動かして向かっていく。黒川の動きを無意識に目で追っていると、十数冊の本を手にしてクルッと振り返った。

　じっと紫黒の目を向けたまま、また近づいてくる黒川がなんだか恐ろしい。

　なに？　なにを言われるの？　なんかされちゃう……!?

　目を見開いて構えていると、容赦なく黒川は距離を詰めて、目の前で止まる。そして手に持っていた本を、ドサドサと乱暴に私の手に乗せる。

「持ち帰りは厳禁。ただし、必要なページはコピー可」

「はっ、はぁ!?」

「あと、これ」

　意味不明な言葉の羅列。そして持たされた本の上に置かれた、一枚のハガキ。

　それに視線を落とすと、なにやら誰かの結婚報告のよう。初めは気づかなかったけど、右下の隅に載っている写真に目が留まった。

　……これ、この前、私が緊張していた花嫁さんにあげた手作りポプリ……？

　幸せそうな写真数枚の隙間に、ひとこと書かれていたメッセージ。

『仲江さん、スタッフのみなさん、素敵なお守りをくれた鈴原さん。最高の結婚式をありがとうございました。一生の宝物になりました』

　自分の名前があることに呆気に取られたまま黒川を見ると、少しも笑わずにヤツが言う。

「接客態度や、それに対する好感度は問題ない。突発的な出来事も、意外に対応できる。あとは経験と、基礎知識」

「なに……言ってるんですか」

「オマエ、ウエディングプランナーの仕事目指せ」

　突然なにを言いだすのか、と頭の中は真っ白。ぽかんと黒川を見上げているけど、全然笑わないところを見ると、どうやらこれは本気の話だ。

「正式にこっちに配属になるのは来春予定。それまではショップと兼任。ああ、ちょうどよかったな。そのお友達とやらの式、オマエが担当してみろ」

「ちょっ……そ、そんな急に！」

「やる気ないなら、この話はナシだ」

　腕を組んで、あっさりバッサリそう言い放った黒川は、さっきとは違ってちょっとだけ口角が上がっている。

　この男……私の心、いつから見抜いて……。

　確かに、お茶を出すところから始まって、発注業務をしたり、披露宴を目の当たりにしたりして、徐々にブライダルの仕事に興味を持っていった。大変そうだけど、やり甲斐のありそうな仕事だなあって。

　でも、まさかそれに気づかれてたなんて！

「どうする？　今、決めろ」

　片眉をつり上げて、ニッと笑いながら言うヤツは、絶対私を試して遊んでる。

　だって、コイツは私の答えを知ってて『今、決めろ』だなんて即決させようとしてるんだから。

「やります」

「当然だな。ああ、とりあえずオレの担当の客が一件、近々一から打ち合わせ始まるから、それに付き合え」

「えっ」

　よ、よりによって、コイツの担当!?　香耶さんとかのほうがよかったのに……！

「心情がすぐ顔に出るとこはどうにかしろよ。ほら、そのスケジュールだ」

　渋々手を伸ばし、受け取った用紙に視線を落とすや否や、勢いよく顔を上げた。

「〝客〟の熱い要望だ。『なの花ちゃんにも手伝ってほしい』ってな」

　その用紙の左上に記載されていたのは、【黒川・安あん藤どうご両家様】という文字。

　そう。そのお客様っていうのは、修哉さんたち――。

「そういうことだ。当日はオレは親族だから仲江が動いてくれるけど。話はそれだけ」

　修哉さんたちが、私に……。なんか、すごくすごくうれしい。それだけで、ものすごい頑張れそう。一生に一度の大イベントに、堂々とお手伝いできる資格を与えられた。しかも、それが好きな人の大事な家族だなんて。

　そこでハッと我に返る。目は見られないから、黒川のネクタイの結び目に視線を合わせて、おどおどしながら口にする。

「あの……昨日、ありがとうございます。その……」

「……ああ。〝それ〟か」

「ど、どうしてっ……！」

　うまく下ろしたサイドの髪で見えないって、鏡でチェック済みなのに！

「オレの目線だと見える」

　頬を紅潮させながら、私は手で耳を覆って言う。

「よく……知ってましたね？　穴をあけてること……」

　私と違って、相変わらず眉ひとつ動かさない冷静男は、淡々としたものだ。

「あれだけ何度も顔近づけてりゃわかる」

　つらっと言ったその台詞で、何度も唇を奪われたことを思い返して上目遣いで睨む。

「なに、その目。『セクハラ』とか言いたいの？」

「……それ以外に、なにがあるっていうんですか」

　ジリジリと黒川に詰め寄られて、いつの間にか背に壁が当たってしまう。サラリとした前髪を揺らすように、私の顔に影を落とす黒川から目が離せない。

　節ばった綺麗な指が私の首筋に伸びてきて、指先がツッと上へとなぞっていく。ほんの少し触れただけなのに、その一瞬で体温が沸点に達してしまいそう。

　熱を宿す指が私の耳朶まで到達し、黒川は目を意地悪く細めて、低い声で囁いた。

「どうせ訴えられんなら、これ以上のことでもしようか？」

　髪の毛を耳にかけられながら露あらわにされたのは……ミルククラウンのピアス。

　前に見つけたけど、手に入れることができなくて断念したそれは、昨日黒川から受け取ったあのチョコレート色の小箱に収まっていた。

　たぶん、修哉さんの彼女さんから聞いたんだ。でも、聞いたからって、まさかコイツがそれを素直に私にプレゼントするなんて。

「なの花の理想っぽいこと、してやるよ」

　頬に添えられた手の親指でピアスをそっと撫でられてから、クイッと顎を持ち上げられ、唇を塞がれる。

　あまりに突然のことで、目を閉じるのが一瞬遅れてしまった。

　でも、だから、見えた。その僅かな一瞬でフッと柔らかく笑った、あなたの顔を。

　自分がこの人になにかしてあげただなんて、今でも自信はない。

　それでも、このピアスを見るたびに黒川の気持ちを実感して、自信が湧いてくると思うから。

「んっ……」

　短めのキスから解放され、浅く息を吐いて口にする。

「……理想なんて、どっかの性悪上司がぶち壊しましたけど」

　イケメンなのに、超性格悪くて、妄想もできなかったほど最悪な上司。

「でも、こんな現実も悪くないな。……なんて、最近思ったり……」

　頬を赤く染めながら、俯いてぼそりと漏らす。

「……オマエ、そういうことを無自覚で言うな。プランナーのこと以外に、少しはオトコのことも勉強しろ」

「えっ……あ、んっ……!!」

　黒川は少し照れた顔を隠すように、もう一度私の口を塞ぐ。

　妄想の世界よりも、胸を締めつけられる感覚を私の中に一滴落とした、あなたに。その波紋が静かに消えていっても、心の中にずっと浸透したままだから。

　一分、一秒ごとに変化するのを、お互いにずっと見ていきたい。

　それがきっと、私たちの恋愛の理想だ。
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「離してなんかやらない」




　六月、大安吉日。

　最近では、梅つ雨ゆの時期より春や秋のほうが、屋外で式を挙げられるという面で人気だったりもする結婚式。けれどやはり、ジューンブライドという月は忙しい。

　その中でも特に、大安である今日は別格に忙しく、オレは朝からびっちり四件の式を見て回っていた。それに加えて、通常通りサロンへの来客もある。ともすれば、サロン側はどうしても手薄。

　式場を少し抜けだしたオレは、プライベートルームを覗く。そこには、手際よくドリンクを淹れる、アイツの姿があった。

　誰もいなくなった部屋の隅に静かに寄りかかり、その横顔をしばらく見続ける。すると、グラスをふたつ乗せたトレーを持ち上げたなの花が、ようやくオレの存在に気がついた。

「ぅ、わっ!!」

　想像通り……いや、それ以上の反応を見せるなの花は、かろうじてアイスコーヒーを零さずに大きくのけ反る。付き合うようになって約ひと月経ったというのに、いまだに見せる大きなリアクションは、何度見ても飽きない。

「曲芸師、目指してんの？　そのわりに不格好だな」

　鼻で笑いながら言うと、頬を赤く染め、潤んだ目で鋭く睨みつけられる。

「なっ、なんでそう、いつもアンタは気づいたら目の前にっ……」

　一度トレーを戻して言うなの花に、オレは誰もここに来ないことを確認してからゆっくりと近づいた。

　オレの足が一歩、また一歩と距離を縮めるたびに、ますます顔を赤くしている。

　コイツを見ると、自分の中の加虐心が顔を覗かせてしまう。

「……さぁ？　なんでだろうなぁ？」

　ニヤリと笑いながら食器棚へと追いつめると、なの花の目がさらに大きくなる。

　おそらく今、コイツの頭の中は収拾つかないくらいにパニクッてんだろうな。『ここでオレに押し倒されるんじゃないか』『誰かがここに来るかもしれない』っていう不安。……それと。

「別にいいだろ……？　〝そういう関係〟なんだから」

「そっ……!?」

　わざと耳元で吐息交じりに囁き、顎をクイッと上向きにさせる。

　鼻先が触れる手前で顔をピタリと止めると、なの花の揺らいだ瞳にオレが映った。

『このままキスされる』……と、絶対意識してる。今まで数回重ねてきた行為が、確実にコイツの中に刻まれている。

　わかりやすいコイツの反応は、気づけばオレの安心材料みたいなものになってるのかもしれない。仕事中でも、無意識に近づいて構うのは、〝純粋〟な、なの花の心に触れたいから――。

「今日、なにも予定ないなら、オレの家で待ってろよ」

　ギリギリのところで触れることをせず、ポケットの中に忍ばせておいたキーを小さな手に握らせると、ぱちぱちとデカい目を瞬かせてオレを見上げる。

　なの花の脳内は今、すごい騒ぎになっているだろう。そう想像しては、また思わず笑いが零れそうになる。

　それを見せないようにサッと背を向けると、向こうは絶句したまま動けずにいたみたいだった。




　最後の婚礼が無事終わるのを見届けて、ようやく肩の力が抜けた。

　その頃にはショップは閉店していて、アイツの姿は見えなかった。

　腕時計を確認すると、午後九時半。

　……とっくに家にいるな。アイツ、今頃オレの部屋でなにしてんだろうか。

　無駄に部屋をうろうろとしながら、いつオレが帰宅するか緊張して待ってるんだろう。いや、いつ連絡が来るかと携帯を気にしているかもしれない。

　なんにしても、今のアイツは百パーセント余裕がないはず。

　ミーティングが終わり、デスクに向かって残った仕事を処理しながら思い出す。

　――アイツが初めてオレの家に来たときのことを。

　なの花と付き合うようになって約一ヵ月。その間、一緒にどこかへ行ったのは一度。それも、仕事の延長な感じ……同業者のリサーチに連れていったくらい。

　その帰りに、初めてオレの家に招き入れた。

　そのときのアイツときたら……。

　データを打ち込んでいる手を止め、口元を覆うようにして頬づえをついた。

　……ヤバい。おかしくて、今にもニヤつきそうだ。

　軽く目を閉じ、精神統一しようとしても、思い返されるあの日。

　完全に警戒していたアイツを焦らすように。さりげなく身体に触れては、オレなりに柔らかく微笑みかけたりしてみたんだけど……。

　そのたびに、全身をビクッと強張らせたり、声を上ずらせたりして。なの花が、だんだんオレの目さえ見られなくなっていく中、顔をわざとこっちに向けさせたときのビビッた表情なんかは本当に新鮮で。

　今まで、そんな女と一緒にいたことなんかなかったから。

　ド緊張しているアイツをからかうように、その日はずっとその反応を見て楽しんで満足してしまった。……いや。正直〝満足〟はしていなかったけど。

　でも、あまりに意識し過ぎて今にも緊張で泣きだしそうな……なの花のそんな顔を見たら、その先なんかできるわけもなくて……。

　……やっぱり、どうもアイツの涙には弱いところがあるみたいだ。

「黒川くん？」

「あ、ああ。なに？」

　ボーッとしていたら仲江の呼び声に気づき、内心慌てて反応する。

　物腰が柔らかい、頼れる上司を演じているのを忘れてしまいそうなほど、うっかり思考がプライベートに傾いてた。最近、オレとしたことが、時折こんなふうに上の空状態になってしまうことがある。

　……つーか、マジでアイツに染められて、妄想族になりそうで怖い。気をつけよう。

「これ、今日の婚礼の方からよ。スタッフ全員分いただいたから」

　仲江がそう言って差しだした手の中には、両手に収まるほどの白い小箱。

　その中身を、全体の式を把握しているオレは知っていた。

「お礼として、私たちの分も用意していたんだって。どうりで、予備のわりには数量多かったはずよね。でもこういう気持ちってすごくうれしいよね」

「……ああ。もらっとく」

　仲江から箱を受け取ってデスクの隅に置く。しかし、彼女がまだその場から動かないことを不思議に思って再度見上げると、丸い目でオレを見下ろしていた。

「……え？　なに？」

「あ……いや、珍しいな、って」

「珍しい？」

「だってほら。黒川くんて、小物でもお菓子でも、受け取ることってほとんどなかったから。いつも『他に欲しいスタッフいるならそっちに』って言うのに」

　まじまじと視線を向けられると、気持ちが落ち着かない。

　でも、至って冷静に……見えるように。オレはいつものように振る舞った。

「人数分あるんなら、他のヤツらも手挙げないだろ？　きっと」

　オレの咄嗟の言い訳に、仲江はすんなり納得したようで。「それもそっか」と言いながら、他のスタッフを引き連れて上がっていった。

　いい加減オレも疲れたし、早く終わらせるとしよう。アイツの引きつった出迎えの顔も早く見たいしな。

　そうして手早く残りの仕事を終わらせると、デスクに置かれた箱を手に、サロンをあとにした。




　女を自宅に呼ぶなんて。しかも、ひとりで先に待たせておくなんてしたことがない。

　今までの相手とは外でだけ。『家に行きたい』なんて言うヤツとは、それきり二度と会うこともしなかった。

　プライベートなのに、どこか自分の中に踏み込まれる範囲に線引きをしていた。

　どうせ、上辺だけの関係だと信じて疑わなかったから。

　八階建てのマンションに入って、自室の玄関前で立ち止まる。スッとドアノブに手を添えて、ひと呼吸置いた。

　ああ。ワンクッション置いたほうがよかったか？　一度電話でも入れておけば、アイツも心の準備ができたかも……。

　このドアを開けた瞬間に見る、アイツの顔はどんなだろう。

　それを改めて考えると、信じられないことに、オレまで変な緊張感が高まった。

　いや。待て。オレがアガッてどうすんだよ。なの花じゃねーんだから。……でも、なんだかんだいってオレ自身も〝初めて〟が多いのも事実だし……。

『付き合ってた』っていったって、踏み込んだ話もせずに、ただ身体を重ねてただけだったからな……。

　ハッと我に返って、軽く首を横に振る。そしてひとつ息を吐いて、そのドアを引き開けた。

「おっ……おおおお疲れ様です」

　玄関を覗き見るように、ひょこっと顔を出したなの花は、やっぱりかなり動揺した様子でオレを迎え入れた。

　ふと視線を下げると、なの花の手には、会社にある資料のコピーを綴とじたもの。

　仕事から帰っても、こうして普段から家でも勉強しているんだろう。だから今日も、オレが戻るまでの時間も同じようにして。

　真面目な性格が、当然仕事にも反映されていることは知ってる。そして、そのまっすぐな性格は、仕事に対してだけじゃないことも。

　二、三メートルの廊下を進み、ドアの枠に手をかけたなの花に近づいた。

「髪形が、さっきまでと違う」

　仕事中は、綺麗に編み込んでまとめられていた髪。今は簡単に耳下で緩く縛られている毛束に指を絡めた。瞬間、ふわりと届く甘い香り。それは、街や職場でよくすれ違う女の香水の類ではなく、シャンプーの匂い。……おそらくそれと、コイツの匂い。

「あっ……ああ！　い、一度家に！　どうせ遅いと思ったから、それで……」

　まだ少ししっとりしている髪に触れたまま、リビングに半歩踏み込んで、左側にあるキッチンへと視線を向ける。そこには冷蔵庫やレンジ、炊飯器など最低限の電化製品が並んでいる。その中で唯一オレが頻繁に使用するのは、エスプレッソマシン。

　それらの向かい側にある調理台の上の容器を見ながら、わざとらしく尋ねる。

「……ふーん。で、あれは？」

「あっ、あれは……！」

　なの花は慌てた様子でオレの手から逃げるように身を引っ込めて俯くと、上ずった声を出す。

　どうやら今、オレから逃げたことで、〝Ｓスイッチ〟がオンになったらしい。

　オレはわざと涼しい顔をして、なの花をキッチンの中に追い込んでいく。

　じりじりと追いつめると、行きついた先の壁になの花が背をつけた。動揺しながら、羞恥に満ちた瞳でオレを見つめる。

「か、勝手がわからないから……自分ちで作って……」

「へぇ。オマエ、料理得意なの？」

「バッ、バカにしてっ……これでも結構……！」

　なの花が反論しようと思いきり見上げたその顔に、ズイッと距離を詰めた。

　そして、低い声で囁く。

「楽しみだなぁ？　料理も、作り手も」

　二の句が継げない様子から、みるみるうちに顔を赤く染めていく。オレの言葉の意味を理解しての反応が、おかしくて仕方がない。

「どっち先に食ってほしい？　料理？　それとも……」

「わーわーわーっ!!　りょ、料理！　料理でっ!!」

　手をバタつかせて抵抗された拍子に、手にしていたバッグから白い箱が足元に転がり落ちた。はた、とオレたちはそっちに気が向き、話が中断される。

「おっ、落ちましたけど！」

　あからさまにホッとしたように、なの花がそれを拾い上げる。

　せっかく面白いところだったのに、と内心で舌打ちをして、ネクタイを緩めながら淡々と言った。

「お礼でもらったものだけど。でも、オマエが喜びそうだから、やる」

「えっ」

　もらいものをあげるっつーのは、たぶん女にとってはうれしくないだろうな。まぁでも、コイツなら怒ることはないと思うし。

　そう説明すると、なの花が両手に箱を持ったまま動かなくなった。その反応に、少しヤバいと感じてしまって、思わずフォローじみた言葉を繋げていた。

「あー……もらいものだけど、オマエにぴったりだと……思うから」

　けど、それ以上の言葉は口から出ることがなく……。すると、なの花が無言のまま、箱の蓋をそっと開けた。

　箱の中身を上から確認すると、やっぱり予想通りのものがそこにはあって。それからなにげなく、なの花の顔に視線を移した瞬間――不覚にも目を奪われる。

　驚いた顔をしたあとに、細めた目を箱の中に向けて……そのまま、ゆっくりと顔を上げる。すると、気恥ずかしそうに、笑顔を浮かべて言われた。

「……可愛い」

　仕事柄、花言葉とか昔からの言い伝えみたいなものとか。そういうことが、知識として備わってる。だから余計にこれが、なの花にぴったりだと思ったのは事実だ。

　けど、その〝花言葉〟通りの……無邪気で清い心を見せられたら。

「こんなの、あるんだ。プチブーケとかっていうんですか？」

　ブートニアくらいのサイズの、小さなカスミソウのブーケ。挙式の参列者へのささやかなプレゼントにしていたものだ。

　それを、壊れ物を扱うように箱からそっと取りだして、なの花が微笑む。

　気づけば、今しがた緩めたネクタイにその身体を押しつけるように引き寄せ、抱きしめていた。なの花は、オレが今渡したカスミソウを庇かばうように手を横に出す。そして、驚きから漏れた声が、オレの胸の中でくぐもって聞こえる。

「ん、ぅ！」

　それ以降の声は、オレが直接唇を塞いで聞こえなくしてしまった。

　全身を強張らせながら、でも、決して逃げようとはせず。

　ただ、オレの腕の中で、苦しそうな吐息を不規則に漏らしながらキスに応える。唇を離して見下ろすと、眉根を苦しげに寄せ、乱れた呼吸を繰り返していた。うっすらと開いた瞳は少し潤んで、切なげな表情でオレを見つめている。

　シャツの裾を、微妙に震える手できゅ、と掴まれる感触。上気させた頬と濡れた唇。激しい動揺と、どこか覚悟を決めたような目。

　それらは、前までのオレなら絶対に選ばない、避けるようなタイプの女の反応だ。それが、コイツが相手となると……。

　――理性が、飛ぶ。

「きゃあっ!?」

　悲鳴を上げられたわけは、オレがひょいと抱きかかえたから。

　驚き固まっているなの花をそのまま抱え、キッチンを出る。廊下に戻ると、一番奥にある寝室へと向かった。

　六畳の寝室にあるものといえば、大きなダブルのベッドくらい。あとは間接照明と、フローリングに無造作に置かれたテーブルと本。

　小柄な身体をダークブラウンのベッドに下ろすと、上着を脱ぎ捨ててネクタイを引き抜く。なの花は、箱とミニブーケをしっかり胸に握りしめたまま。

「え、ちょっと……？　なんで急に……」

　大きく広げた両手をついて、そこから逃げられないようにと阻む。

　なの花は後ろ手をついて上半身を起こし、ゆっくりとベッドの上であとずさっていく。そして、壁に接しているベッドの上部まで行きつき、逃げ場を完全に失った。

　手には変わらずカスミソウを持ったまま、目を揺るがせながらぽつりと零す。

「この前は、なんにもしなかった……くせに……！」

　なけなしの勇気を振り絞るようにして、怒ったような顔をする。

　赤く染まった頬に手を近づけると、眉を下げて固く目を閉じた。

　その恥じらう顔がいっそう気持ちを昂ぶらせる。緩く結んだシュシュをするりと外すと、たちまち、なの花の香りで包まれた。

「オマエが警戒しまくってたからだろ」

「あっ、アンタがやけに近寄ったりするから！　……でしょ」

「それとも、焦らされたままで、悶々と得意の妄想でもしてた？」

「悶々となんて――」

　カスミソウを持つ手を軽く振り下ろし、頬をさらに紅潮させて反論する。オレはその細い手首を容易に拘束して、そのまま後ろの壁に縫いつけた。

「オレはしてた」

「はっ……？」

　意表を突かれた声を漏らしたなの花に、追い打ちをかけるように距離を詰める。そして、左耳を軽く甘噛みした。

「もう、待たない」

　言った直後に、パサッと後ろ髪を掠めてカスミソウが落ちた音がする。

　すでに思考回路が停止しているコイツは、きっとオレの余裕のなさなんて気づかないだろう。

　押しつけるように唇を奪うと、徐々に、掴んでいる華奢な手が力を失っていくのがわかる。そっと口を離し、また重ねたときには、より深く。

「ん、ん……」

　奥に引っ込んだままの小さな舌を絡め取ると、隙間から吐息交じりに漏らす声が、耳に届く。その甘い声が聞き足りなくて、オレは左手を服の中に滑り込ませた。

「んぁっ……あ！」

　今、コイツの頭の中は、どんなことになってんだろう。この先の乱れる自分を想像してたりするんだろうか。……いや、それはオレの頭の中かもしれない。

　これから見る、なの花のすべてを想像しては、興奮してる。

　唇を名残惜しい気持ちで離す。少し荒い息遣いのなの花を正面から見据える。

　潤んだ瞳はよく見るけれど、そこに恍こう惚こつとした表情を浮かべているというのは初めてで。

　高揚する気持ちを抑える術などなく、欲望のまま、なめらかな頬を唇で撫でていく。そのまま、ミルククラウンが光る耳朶に辿り着くと、それごと食はむようにキスを落とす。甘い香りを感じながら、右手をジーンズにかけた。それを脱がすと、今度は柔らかな太ふと腿ももを撫で上げる。

「や、ちょ、ダッ……ダメ……ッ」

　膝をすり合わせながら、なの花は弱々しく抵抗の言葉を吐く。それを無視するように、オレの手は心地よい肌を滑っていく。

「……ダメかどうか、オレが確認してやるよ」

「やっ、あ……」

　唇に挟んでた耳を解放し、あえてたっぷり蜜を含んだ声で囁く。オレの右手の指が潤いを感じる。それと同時に、なの花がもたれかかっていた壁からずるずると崩れ落ち、白いシーツへと呑み込まれていった。オレが覆いかぶさり見下ろすと、唇を僅かに震わせて反応する。

　白く滑らかな肌。脳のう髄ずいまで甘く痺れさせるような香り。悶えて動いた拍子に、ふわりとした長い髪が、なの花の顔を覆い隠す。その髪を、たった今、疼かせていた手で掻き上げると、ゆっくりと瞼を押し上げて大きな黒目を覗かせた。

　オレと目が合うと、羞恥に駆られた顔でそっぽを向き、軽く唇を噛む。

　その唇にしつこくも自身の唇を重ね、容易く割って口内なかに侵入した。だんだんと激しくしていくキスに、懸命についてこようとしているのを感じる。そのたびに、可愛いと素直に思える。

　猛たける気持ちを抑えて、両手に収まってしまいそうな顔を包み込んだ。すると、とろんとした目で必死にオレを追い、捕らえようとする。

「ダメじゃないと思うけど？」

「こ、の……ドＳッ……」

「どの口がそんなこと言うんだよ」

「ん……むっ」

　この期に及んで強がるなの花に、噛みつくようなキスをする。

「はぁっ」と苦々しい息を吐いた、鮮やかな花のように可か憐れんな口。そこから、たどたどしい声が出た。

「……アンタは、本当に……」

　言葉を発した唇に、軽くオレの人差し指を突っ込み制止させる。

「ヤッてるときに、『アンタ』っつーの禁止な。もし言ったら……」

　オレの指を咥えたまま、驚きと気まずさと、不安そうな顔を向けてくる。それをわかってて、さらに言葉を重ねた。

「言ったらどうなるか。……試してみるか？」

　なの花はそれを聞くなり、目をきつく閉じて首を何度も小さく横に振る。いちいち反応が初々しくて面白くて……可愛くて。

「オレが『本当に』、なに？」

「……なんでもない」

「……じゃあ、他の声を聞かせてもらう」

「えっ……ふ、うぁ……！」

　オレが再び指を潜らせると、しなやかな身体が反り返る。縋るようにシーツを掴んでいるかと思えば、甘美な音を口から奏でていく。その心地よくも心を駆り立てる音色を耳にしながら感じるのは、なの花の体温。

　さっき漏らしていたように、どこかでずっと我慢していたオレは、これ以上焦らすのも焦らされるのも限界で。四角い袋を歯で破ると、逸る気持ちのまま、なの花とひとつになる。どちらからともなく手を重ね、より深く身体を沈めると、想像以上のものが全身を駆け巡ってぞわりと背筋を震わせた。徐々に大きな波が来る。満たされた想いでそれを感じられるのは……自らの手で組み敷いた中にいる、なの花だけ。

　ふと、重ねた手に視線をやると、床に転がったものが目に入る。

　ふわふわとした、白く小さなカスミソウ。控えめだけど、可憐でしっかりとしたその花は、お世辞じゃなく、なの花のように思えた。

「く……ゆう、や」

　カスミソウに気を取られていたときに、不意に呼ばれた名前。

　どうやら初めは『黒川』と言いたかったらしいが、さっきの禁止令のせいか、ちゃんと『優哉』と言い直して。

　初めて、なの花の口から聞こえた自分の名が、やたらと特別に感じる。

「……もっと。もっと、呼んで」

　繋がったまま、項垂れるように、白くて細い首筋に顔を埋める。そして、懇願するように呟いた。

　少しの間のあと、ふわっと頭が包まれる。それから耳元で聞こえた甘い声。

「……優哉……」

　普段、強がっているのはたぶんオレのほう。こんなときにそれを認識させられる。

　コイツの温かさが、ゆっくりとオレを溶かしていくのがわかる。

「なの花……オレから……離れるなよ」

「……うん」

　小さいけど、確かに聞こえた返事にゆっくりと顔を上げる。

　なの花の照れたような顔を見たら、思わず自然と頬が緩んでしまった。




『えっ、嘘!?』

『なんでこんな嘘つかなきゃなんねーんだよ、バカ』

『だ、だって、六月ジューンブライドだし！　ここ最近さらに忙しそうだったし！』

『だからだろ。一番忙しい大安今日が終わったし、休みもらって当然だろ』

　そんな間抜けなやりとりをして、半強制的にひと晩共に過ごさせた。

　なの花も同じく休みにしていたのは、六月は故意にでもそうしなければ、絶対に合わないと思ったから。

　……オレのシフトをマメにチェックしないコイツなら、仕組んだことだったなんて、いまだに気づいてないだろうけど。

　このオレが、希望に応えてやろう、と気持ちを固めて、なの花に今日の予定を一任した。

　妄想女子だから、候補は両手に余るほどあって、即答すると踏んでいたが……。

『……ちょっと考えます』

　そう言って結局答えを決めないまま、仕事で疲れていたのか、隣でグーグーと寝てしまった。

「で？　いい加減決めたのかよ。早くしねぇと締め切るぞ」

　そして今朝、呆れたように尋ねると、遠慮がちな声で言われる。

「……大きな書店に行きたい、かも……」

「書店？」

　その答えにオレはまた拍子抜けする。

　もっと、テーマパークだったり、映画だったり、ドライブとか海とか山とか……要するにベタなものを想定していた。どうせ寒気がするほどの、キラキラした妄想の末の選択だ、と頭から決めつけていたのに。

　だから正直、その答えに肩透かしを食らった気がした。




　職場の方向からは少し外れた本屋に、電車を利用して辿り着く。

　ここまでの道のりも、たいした会話もせずに来たから、なの花はもしかして憤慨しているのかもしれない。現に、店に入るなり「あとで電話するので自由に見ててください」と言い、行ってしまった。

　なんか……ことごとく空回りしている気がする。考えたら、適当な女の扱いは慣れてるつもりだけど、ああいうタイプは……悩む。

　ふらふらと行き当たりばったりに書棚を見上げながら、歩を進める。

　アイツ、なんの本見てんだ？　でもアイツが勉学に励むようにも思えないから、漫画か雑誌かＣＤか。でも、それなら別に、こんなデカいところに来なくても事足りるだろうし。

　いつの間にか突き当たりに来ているのに気づくと、隣の列へと移動する。その列の数十メートル離れた先に、なの花の姿を発見してホッとした。

　……なに考えてんの、オレ。散々、妄想女とかコドモとかバカにしてるアイツに依存してるのって、オレのほう……？

　なの花が自分の背丈よりも二十センチは高い棚に、懸命に手を伸ばす姿を見ながら、その事実に衝撃を受ける。まさか、捻くれている自分が、一度心を許した途端にこんなにも必要としてるなんて。

　ピン、と背伸びしている、その横顔を見ながら近づいていく。通路ひとつを横切れば、アイツの元に着くというときだ。

「取ってあげるよ。どれ？」

　なの花の背後にいた見知らぬ男が、やたらと笑顔を振りまいて声をかけた。なの花は吃きっ驚きょうし、ややしばらく固まってから、遠慮がちに欲しい本を指して答える。

「あ、ありがとうございます」

「どういたしまして。キミ、ひとり？」

　男は本棚から抜き取った本を差しだしながら、優しい声色で笑いかけた。

　その本を、なの花が受け取る前に横からオレがかっさらう。そして、その男よりも背の高いオレは、鋭く見下ろして低い声を発した。

「あいにく、ふたり」

　すごんだ顔を見せると、ソイツはすぐに立ち去っていった。男が完全にいなくなったのを見届けてから、なの花へと視線を向ける。

「なにしてんだよ」

「えっ。いや、なにって……」

「ああ。オレから離れたかったのは、ああいう男と仲よく話でもしたかったからか」

「違っ……んなわけないでしょっ」

　もちろん、そんなわけないってことはわかっていた。これはただの……嫉妬だ。

　息巻いて怒るなの花を尻目に、その反応にどこか安堵する自分がいる。

　オレがオレじゃないみたいだ。

「だいたい、上に届かない時点で早くオレを呼べよ」

「アンタがっ……優哉が、移動中からつまんないのかも……って思ったから……せめて、と思って別行動に……」

　肩を窄め、徐々に俯きながら、それに伴って消えていく声。

『優哉』と呼ばれたことも、今言われたことも衝撃的で、思わず言葉を失った。

「……はっきり言ってよ。せっかくの休みに、わざわざ本屋のために遠出はやだとか、疲れてる、とか……そういうこと。余計なことは言うくせに」

　なの花は、ふいっと素っ気なく顔を背けた。

「バカか」

「なによ」

「オマエみたいなのといて、つまんないわけねーだろ」

　オレの言葉に振り向き、顔を上げる。鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をしてたから、軽く小突いてぶっきらぼうに手を取った。

「……嫌なら振りほどけ」

　ぼそりと漏らしたことに、なの花は振りほどくどころか、きゅ、と軽くオレの手を握り返す。それから耳まで赤くすると、きっとわざとツンとしながら言った。

「こんな奇跡、二度とないかもしれないから……離してなんかやらない」

　純粋な彼女なの花に会えたことが、オレにとっては奇跡だと思う。

　だから、精いっぱい、不器用な優しさを伝えようと静かに心で誓った。

「あ……？　なんだ、これ」

「あっ！」

　ふと、さっき男から横取りした本を見ると、それはウエディングプランナー関連の本。表紙はちょうど昨日渡したミニブーケと同じ、カスミソウの花冠の写真。

「……その、会社のもの全部コピーするの大変だし。ちょっとでも、と思って……だから」

「『だから』オレと来たかったってこと？」

「……〝上司〟のオススメ本が一番いいかと思ったので。……だけど、退屈させてる上に、選ぶ時間まで付き合わせたら迷惑かと」

　口を尖らせて説明する姿を見下ろして、フッと笑いを零す。

　くしゃりと前髪を乱すように撫でると、なの花は片目を瞑りながらオレを見上げる。

「ド真面目だな、なの花ちゃんは」

「その呼び方やめてください！」

「……なの花」

『やめて』とか言っといて、いざ普通に名前を呼べば、わかりやすいくらいに硬直するくせに。

「いーんじゃない、この本。あと、雑学も知ってて損はないと思うけど」

「雑学……？」

「……たとえば、花言葉とか」

　それはオレからの簡単な宿題。

　昨日渡したあの花の、本当の意味にコイツが辿り着けるように。

「ほら。あとはなんだ？　オマエの源の漫画か？」

「なんですか、それ！」

「なの花の源は妄想だろ」

「ちょっと！　こんなとこで、大きな声で言わないでよ！」

「なに恥ずかしがってんの？　よっぽど昨日のほうが」

「きゃーきゃー!!」

　なの花が加減もせずにオレの腕を叩きつける。けど、片方の手は離さず、重なったまま。

　どうかいつまでも。

　なの花は、なの花のまま。夢見心地の、清く無邪気な女で。

　その力で、オレがもう少しだけ素直になれたら――。

　そのときは隣にいてくれる彼女に、切なる喜びと共に、永遠の愛を。





おわり












あとがき




　こんにちは。宇う佐さ木ぎです。

『イジワル上司に恋をして』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　まさかまた、このような場をいただけるとは……と、ただただ驚き、そして、たくさんの方々に感謝をしております。




　この作品では、図々しくも番外編だなんて素敵な機会を初めて頂ちょう戴だいしまして、とても楽しく書かせていただきました。

　サイトで公開していた頃から、この作品（特に黒川）への反響が大きく、その黒川目線……！ともなると、テンションが上がらずにはいられなくて。思いの外、糖度高め（当社比）になってしまいました。Ｓキャラのはずが……！（笑）

　そんな書き下ろし番外編ですが、少しでも楽しんでいただけましたでしょうか？

　妄想女子を書きたくて生まれた〝なの花〟ですが、ちらほらと『その妄想わかる』とか『可愛い』などと感想をいただけたときには、本当にうれしく思いました。

　可愛い、といえば表紙のなの花がイメージ通り、かつ、ものすごく可愛くて、確認するたびに発狂ものでした（暇さえあれば眺めて士気を高めてました。笑）。よしのずな様、たくさんのわがままを聞いてくださり、ありがとうございます！

　こんな素敵なイラストに釣り合う物語だったかどうか。不安ではありますが、ふたりの織り成すじゃれ合いを、優しい目で見ていただけたならうれしいです。

　このふたりのお話は、ベリーズカフェで現在二本ほど番外編を公開していますので、気になる方はぜひ遊びにいらしてください。感想なども聞かせていただけましたら、うれしいです。




　最後になりますが、今回も出版するにあたって、たくさんの方々にお力添えをいただきました。ありがとうございます。そして、なによりも、大切な読者の皆様。皆様の応援や激励がなければ成り立ちませんでした。心よりお礼申し上げます。

　いつか、また。お会いできるように日々精進して参ります。

　どうぞこれからもよろしくお願いいたします。





宇佐木









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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